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は じ め に 

本 来 、 歴 史 と シミ ュ レ ーション ゲー ム と は 、 相 性 の よ 
い 面 白 さ が 共存 し た 趣味 で ある 。 だ が 今日 、 共 に 敷居 
の 高い 趣味 と な っ て いな い だ ろ うか 。 気 難し い 戦史 解 
説 書 、 固 定 し た スト ー リ ー、 難 解 な ゲー ム 。 こ れ だ と 、 
ちょ っ と し た 興味 心 だ け で は この 世界 へ は 入れ な い 。 
そう 感じ て いた 。 

本 書 は これ ら の 趣味 を 深め た り 、 繋 い だ り する 書 と 
し て 企画 ・ 制 作 さ れ た 。 興 味 を 持っ た 方 々 へ の 敷居 を 
低く し 、 ま た 自ら の 想像 力 を わき 立て る 事 で 、 更 に 深 ま 
る 面白 さ を お 伝え し た い 。 

『 空 母 決戦 』 は そう し た 意図 で 制作 され 、 そ の 制作 
スタ ッ フ は か つて 『 日 本 機動 部 隊 』 を プレ イ し て いた 。 
歴史 か ら 切り 取ら れ 作 られ る ゲー ム の 世界 。 そ の ゲー 
ム の 世界 が 語り か け て くる 戦史 の 世界 。 こ の 事 を 興味 
深く お 伝え し た い 。 本 書 の 制作 目的 で ある 。 
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構成 ( は じ め に ) 


へ い 8 陸 
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マ 秋 (4 ら 6 湯 畠 


貼 附 


音 本 明言 S 壮 常 


本 書 は 太平 洋 戦 争 に お ける 空母 の 戦い を 中 心 に 、 各 海戦 ・ 作 戦 ご と に まとめ て いま す 。 各 章 は 
まず 戦史 の ご 紹介 記事 。 そ し で PC ゲー ム 『 空 母 決戦 』 の 攻略 記事 、 続 け て ボー ド ゲ ー ム 『 目 本 
機動 部 隊 』 の どど 紹介 記事 を 綴 う で お り ま すず 。 と うし で て 、 歴 更 と シミ ュ レ ーション ゲー ム と いう 2 
つの 趣味 が 、 と も に より 深まり 、 広 が っ て いく 事 を 目的 と し て 制作 され まし た 。 

太平 洋 戦争 の 空母 戦 を 、 戦 沖 鐘 7 ン 


7 光 用 万 夫 の 衝 人 か 突 同 理 上 訟 と 上 n 設 還 還 TS 
と と も に 、 わ か りや すく 解説 し て ンク Ei 間 間 
いま す 。 個々 の 海賊 は どの よう に Ro 
発生 し 、 ど の よう な 経緯 を た どっ 
た の か 。 ゲ ダー ム 前 の 予備 知識 と し 
Ge の ーー トン レト eC0 作 0 
そし て プレ イ 結 果 と の 比較 に お い 
て 、 途 申 に 挟ま れ た コラ ム 記 事 と 
一 緒 に 、 お お い に 役 に 立つ こと で 
1 の 




























PC ゲー ム 『 和 母 決戦 』 の 攻略 記 
量 ら な つい まり この クー と の と 2 
ナリ オ は 、 更 実 の デー タ を も と に 、| 園 三 " 還 
考え られ る ラン ダム 要素 も 加え て 、 
各 海戦 ・ 作 戦 を 表現 し て いま す 。 各 
シナ リオ に 登場 する デー タ は 、 オ リ 
ジ ナ ル の デー タ で あり 、 前 記 、 戦 史 
ペー ジ の デー タ と は 異な り ます 。 
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作戦 攻 暗 


空母 決戦 シナ リ 


五 航 引 の 苑 誰 と 靖 施 は ミツ が ウ 














と こと で は 各 シ ナリ オ の 英 味 方 戦 
力 と 、 ラ ンダ ム で 決定 する 敵艦 隊 
の 登場 位置 を 公開 。 こ れ に 、 人 徳岡 
正 芋 氏 に よる 攻略 記事 が 加わ り ま 
す 。 攻 略記 事 で は 、 大 勝利 を 収め 
る た め の ア ドバイ ス と 、 各 勝利 レ 
バル の ボイン レト 見 と ボイン [| 
の 算出 方 法 が 掲載 され て いま す 。 
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マ 租 ( い S 用 器 時 藩 直 


に 


1982 年 に エポック 社 よ り 発 売 
され 、 国 産 の 空母 戦 ゲ ー ム の ベス 
ト セ ラー と な っ た 『 日 本 機動 部 隊 
TASCFORCE』 が 、 現 在 、 版 権 を お 
持ち の ゲー ム デ ザイ ナー 鈴木 銀 一 
郎 氏 と 、 0 旨 生 RS > 
中 黒 路 氏 の 手 に よっ て 、 国 際 : 


社 映 より JWC(1) と いう シリ ー ズ 
で 再販 され て お り ま す 。 
人 の 回 還 0 の と ニッ 1 の 導 


分 析 ど 立案 





靖史 か ら 妃 り 取 られ た ゲー ム の 媒 弄 を 友 入 ど 』 


日 本 機動 部 隊 シ ナリ オ sz es 
記 向 へ の 前 洛 と ゲー ム へ の 計 選 が Ps 分 析 記 事 全 1 











ご 購入 は こち ら か ら 
http://a-ganmeshop.Comn/ 


(2 人 8 寺 N ミ 90258( は 。 


氏 、 鹿 内 靖 氏 、 大 木 毅 氏 の 御 三方 が お 持ち の シミ ュ レ ーション 和 観 を 、 熱 
歴史 と ど シ ミュ レー ショ ン の 楽し み 方 、 ゲ ー ド と RM 人 


く 上 で 、 貴 重 な 掲載 内 容 で す 。 


寺 え げ ー お 」 と 覚え て 下さ い 。 
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ルル ョ ルッ ク も カタ で 化 。 1 イ 
ンド 洋 海戦 」「 南 太平 洋 海 戦 」 の 両 
シナ リオ が 追加 され て いま す 。 

こと この ゲー ム は 、 最 初 の シナ リオ か 
ら 順に プレ イ し て いく と 、 自 然 と 
ルー ル を 覚え られ る 仕組 み に な っ て 
いま す 。 と こと で は 各 シ ナリ オ を 追っ 
て 、 ゲ ー ム の 全体 像 を お 伝え し ます 。 


*1 JWC(JapanWargameClassics) : コマ 
ンド マガ ジン 編集 部 が 行っ て いる 「 良 い 作 
品 を いつ で も 買え る 環境 を 維持 し よう 」 と 
いう 、80 年 代 の ウォ ー ゲ ー ム 全 確 期 時 の 
名 作 を 復刻 し て いる プロ ジェ クト 。 


http://vwargame-classSicS.jp/ 


か つて 『 シ ミュ レイ ター』 誌 0 鈴木 銀 一 郎 


上 の BKB07EUNGNSBeNHUI7G お 
この 趣味 を 広げ て い 


よっ て 本 書 は 、 数 値 と 結果 だ け で 作ら れ た デー タ 集 で は な く 、 歴 史 の 繋が り 、 ゲ ー ム の 面白 さ 、 


導 の 世界 の 探求 、 そ うし た 一 


連 の 繋が り を も っ て 、 作 戦 を 立て る 面白 さや 、 そ の 可能 性 を 探る な ど 、 


より いっ そう 、 と この 趣味 を 深め て いた だ ける 内 容 と な っ て お り ま す 。 


ルク SM ニョ 0 


中 黒 靖 氏 の 手 に より コマ ンド マガ ジン へ 引き 継が れ て いる 。 


ー ド ゲー ム 情 報 を 取り 扱っ て いた 雑誌 。1991 年 6 月 まで 発行 され て いた 。 現 在 その 志 は 
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慎 准 油 SE 雷 恒 


推 環 百 ・ 理 澤 


茜 紀 議 


VH ロマ 一 H 尻 


SINN' 寸 へ に 4 玉 購 針 詩 


悪 了 


いま か ら 70 年 前 の 1941 年 
(昭和 16 年 ) 12 月 8 日 、 日 本 
は ハワイ 諸島 パー ル ハ ー バ ー の 
アメ リカ 軍 基 地 を 攻撃 し 、 太 平 
洋 戦争 が 始ま っ た 。 そ れ か ら 3 
年 8 か 月 に わた り 、 日 本 は す 
で に 交戦 状態 に あっ た 中 国 に 加 
ん 、7 メリ カー ギ キ リズ な ど と 
戦っ た 。 それ は ハワイ 諸島 、 オ ー 
スト ラリ ア 、 イ ンド 洋 を も 合 な 





の | 7947 ^ 79244 


人 類 が いま だ 経験 し た こと も な 
い 広 大 な 範囲 を 舞 台 と する 大 消 
耗 戦 だ っ た 。 日 本 軍 は 緒戦 こそ 
よく 戦っ た が 、 次 第 に 戦局 は 不 
利 に 傾き 、 つ い に 1945 年 8 月 
15 日 の 終戦 を 迎え る の で ある 。 


戦争 に 至る 経緯 


第 一 次 世界 大 戦後 の 日 本 の 領 
土 は 千島 列島 、 南 樺太 、 朝 鮮 半 









ベル サイ コ ユ 閉 約 か ら / 盛 厳 ま で 


島 を ドイ ツ か ら 引 き 継 い だ 形 で 
統治 下 に 置い て いた 。 

そし て 中 国 で ある 。 日 本 は 日 
露 戦 争 の 結果 、 遼 東 半島 を 租借 
地 と し 、 大 連 か ら 長 春 に 至る 南 
満州 鉄道 と その 付属 地 を 支配 し 
Ii の だ 。 し が し 1930 年 代 に な 
る と 中 国 で は 不平 等 条約 の 撤廃 
と 権益 回 収 を 求め る 声 が 高まっ 
て いっ た 。 こ れ に 危機 感 を 抱い 
た 日 本 の 駐留 軍 で ある 関東 軍 
は 、1931 年 満州 の 完全 な 支配 
を 求め て 満州 事変 を 起こ す 。 国 
際 社 会 が 注視 する 中 、 戦 火 は 拡 













刀 来 盛 源 後 の 二 な い 
ハワイ 沖 か ら イ ンド 洋 に 至る 広大 な 
海域 で 両 軍 の 激しい 戦い が 繰り 広げ 
られ た 


ーー ーーーー ニー ーー ョ P4 
1942.06 
H』 ミッドウェー 前 語 


1942.08 ^ 1943.08 
ソロ モン 


人 RSI 代 較 ア 1o42.05 510 革 
還 生 列 海 較 上 0 市 太平 洋 語 


トコ 




















1941.02 04 
蘭 印 ・ 印 度 洋 作 戦 


MtDPUHUM 





大 し て ゆく 。 翌 1932 年 に 起き 
た 第 一 次 上 海事 変 の 際 に は 、 空 
母 「 鳳 翔 」「 加 賀 」 が 上 海 沖 に 

展開 し た 。 両 空母 か ら 発 進 し た 
ー 三 式 艦上 攻撃 機 と 三 式 艦上 戦 
開 機 は 中 国軍 機 と 交戦 し 、 こ れ 
が 世界 最初 の 空母 の 実戦 参加 と 
な っ た 。 さ ら に この 年 、 日 本 の 


退 を 求め る 勧告 案 を 採決 する 
が 、 日 本 は これ を 拒否 、 国 連 を 
脱退 する 。 

1936 年 に は 三 ・ 二 六 事 件 が 
起き 、 軍 の 発言 力 は ます ます 増 
大 し 、 日 本 は ドイ ツ と 接近 し て 
ゆく 。 同年 に 日 独 防 共 協定 が 結 
ば れ 、 翌 年 イタ リア も 参加 し て 





了 

言 さ れ 、 国 際 世 論 の 非難 を 浴 
陳 Rh 
て ゆく 。 国 内 で は 血盟 団 事件 、 
五 ・ 一 五 事 件 が 起き ぎ 、 政 党 政 治 
は 崩壊 し て ゆく 。1933 年 に 国 
際 連 盟 は 日 本 に 、 





満州 か ら の 撤 















日 独 伊 三国 防 共 協 定 に 発展 する 
( 二 (72G 

そし て 1937 年 7 月 膚 溝 橋 事 
件 を 契機 に 日 中 は 全面 戦争 に 突 
入 す る 。 戦 い は 長期 化し 、 通 商 
条約 を 破棄 し た イギリス ・ ア メ 
リカ か ら の 資材 の 入手 も 次 第 に 
陣 難 に な っ た 。 

1939 年 に は ドイ ツ が ポー 
ンド に 侵攻 し て 第 二 次 世界 大 戦 
が 勃発 し た 。 翌 年 、 オ ラン ダ や 
フラ ンス が ドイ ツ に 占領 され る 
と 、 東 南ア ジア に あっ た それ ら 
の 植民 地 は 孤立 し た 。 資材 の 入 
手 に 苦し ん で いた 日 本 は こと の 地 
域 の 資源 に 注目 し 、 ま た 諸国 の 
対 中 国 援助 物資 を 遮断 する た 
め 、1940 年 フラ ンス 領 イ ンド 
シナ 半島 北部 に 兵 を 進駐 させ 
た 。 同 時 に 日 独 伊 三 国 同盟 を 締 
結 し 、 対 イギリス ・ ア メリ カ の 
姿勢 を より 鮮明 に する 。 さ ら に 
1941 年 7 月 に は イン ド シ ナ 半 
島 南 部 に も 進駐 し 、 こ こ に 双 っ 
て アメ リカ は 、 対 日 石油 禁輸 と 
目 本 の 対外 資産 の 凍結 の 措置 を 
5 





1940 年 に 日 本 は 3700 万 
バー レル の 石油 ・ 石 油 製 品 を 輸 
入 し て いた 。 それ に 対し 国内 
の 原油 生産 量 は わずか 190 万 
バー レル 。 石油 を 絶た れ た 日 本 
は 、1941 年 末 の 時 点 で 4300 
万 バー レル の 石油 ・ 石 油 製品 を 
備蓄 し て いた が 、 い ずれ 底 を 突 
く こ と と は 明らか で あっ た 。 


アメ リカ と の 戦争 へ 


日 本 は 状況 を 打開 する た め ア 
メリ カ と 交渉 を 重ね る が 、 ア メ 
リカ は 日 本 に 対し 、 大 陸 か ら の 
撤兵 と 三国 同盟 の 否認 な ど を 要 
求 し 、 妥 協 点 を 見 い だ す こと は 
IG き な の かう 7 た 。 

軍部 の 中 に は アメ リカ の 姿勢 
に 反発 し て 強硬 論 が 高まっ て い 
た 。9 月 6 目 の 御前 会 議 で は 、 

つい に 10 月 下旬 を 目途 に 戦争 
準備 を 完了 させ 、 か つ 10 月 上 
旬 ま で に 日 本 の 対 米 要求 が 通ら 
な けれ ば 開戦 を 決意 する と いう 
期限 付き 開戦 が 決定 され た 。 近 
衛 内 閥 は 総 辞 職 し 、10 月 18 日 
に は 陸 相 だ っ た 東条 英機 大 将 が 
ICHi226es aa 上 上 用 
目 の 御 前 会 議 で 12 月 初頭 の 開 
戦 が 決定 され 、 日 本 は 11 月 26 
日 に 提示 され た アメ リカ 側 の ハ 
ル ・ ノ ー ト を 最後 通 肛 と 受け 取 
り 、12 月 1 日 の 御前 会 議 で 8 
日 の 開戦 を 正式 に 決定 し た の で 
ある 。 
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去る 2011 年 1 月 18 日 は 記 
92N 計 目 光 の た ブ メ リカ ん 
は 1910 年 に 軽 巡 「 バ パー ミン ガ 
ム 」 か ら カ ー チ ス 複 葉 機 を 発 艦 
させ る 実験 に 成功 し て いた が 、 
1911 年 1 月 18 目 、 装 甲 巡 洋 
艦 「 ペ ン シ ル ベニ ア 」 の 後 甲板 
に 設け られ た ピアノ 線 を 張っ た 
着 艦 肥 に 、 カ ー チ ス 複 葉 機 が 着 
陳 示 と と 世 隊 2 だり で あ 
る 。 ア メリ カ は と これ を 海軍 航空 
が 誕生 し た 瞬間 と し て お り 、 そ 
れ が ち ぢ ちち ょ うど 100 年 経つ た 
の で ある 。 

















空母 の 租 明 期 


第 一 次 世界 大 戦 の ころ に な る 
と 各国 は 水上 機 を 運用 する 水上 
機 母艦 を 保有 する よう に な っ て 
いた が 、 フ ロー ト 付 き の 重 い 機 
体 で は 能力 に 限界 が あっ た 。 陸 
上 機 と 同じ 機体 が 発 艦 ・ 着 幡 可 
能 な 甲板 と 、 天 候 か ら 機体 を 守 
る 格納 庫 を 備え た 艦 が 必要 で 
5 つ 1/ き 8 

世界 最初 の 空母 、 つ まり 全 通 
甲板 を 持つ 軍艦 で や る イギリス 
の 「 ア ー ガ ス 」 が 登場 し た の は 、 
第 一 次 世界 大 戦 も 終わ ろう と し 
て いた 1918 年 の こと で ある 。 





6. 齋 因 W 。 





日 本 海軍 は 開 
戦 ま で に 正規 
空母 6 隻 を 保 ロ 
有 し て いた 2 の 


「 ア ー ガ ス 」 は 結局 大 戦 に は 間 
こ 合 わな か っ た が 、 イ ギリ ス は 
1925 年 まで に さま ざま な 形態 
の 4 隻 の 空母 を 就 役 さ せ て 運用 
試験 を 繰り 返し 、 各 国 の 空母 開 
発 の 手 本 と な っ た 。 

すでに 世界 に 先駆 け て 水上 機 
母艦 「 若 宮 丸 」 を 運用 し て いた 
日 本 海軍 も た だ ち に 本 格 的 な 空 
母 の 建造 に 取り 掛か っ た 。 最 初 
の 空母 「 鳳 翔 」 は 1922 年 12 
MM 0 
母 と し て 計画 ・ 建 造 さ れ た 艦 」 
の 
翔 」 に 初め て 着 艦 し た の は イ ギ 
リス 人 パイ ロッ ト の W・ ジ ョ ー 
ダン で 、 彼 は この 功 に より 多額 
の 賞金 を 手 に し て いる 。 翌 月 に 
は 吉良 俊一 大 尉 が 東郷 元帥 ら が 
見 守る 中 、 日 本 人 初 の 着 艦 に 成 
功 し 、 こ と に わが 国 の 空母 の 歴 
史 が 始ま っ た 。 3 は 1932 
年 に 勃発 し た 第 一 次 上 海事 変 の 


際 に は 、 「 加 任 き |」 と と も に こ 中 デ 





航空 戦隊 を 編成 し て 上 海 沖 に 展 








開 し 、 一 三 式 艦上 攻撃 機 と 、 
式 艦上 戦闘 機 を 発進 させ て 債 


察 ・ 爆 撃 を 行ない 、 迎 撃 し て 来 
た 中 国軍 機 と 交戦 し て いる 。 こ 
れ が 世界 最初 の 空母 の 実戦 参加 
803 の 2 たら 

メリ カ 最 初 の 空母 「 ラ ング 
レー」 は 石炭 運搬 船 「 ジ ュ ピ 
ター」 か ら 改 造 さ れる と と が 
1919 年 に 決定 され 、1922 年 
織 人 も た 。 リラ ング レー| の 
構造 上 の 大 き な 特 徴 は 、 密 閉 式 
の 日 本 の 空母 と 違い 、「 オ ー プ 
ンー G あ の ある 525 
と で ある 。 甲板 の 上 に 設け られ 
た 格納 庫 の 側面 に は 装甲 が 施さ 
れ て お ら ず 、 外 に 向け て 開放 式 
(5 人 なつ CA だ の で ある オー ブフ 
ン ・ ハ ン ガ ー は 格納 庫 内 で 爆発 
が 起こ っ て も 爆風 が 艦 外 に 逃 
げ 、 被 害 を 最小 限 に と ど め る こ 





と が で きる 。 ま た 、 格 納 庫 の 容 
積 を 大 きく 取る こと が で きる の 





も 長所 で 、「 レキ シン トン 」 級 
を 除く アメ リカ 軍 空 母 に 採用 
(の SC ブラン) 
レー」 は 速度 は 遅く 、 空 母 と し 
て は 不適 切 で あっ た が 、 ゆ え に 
アメ リカ は 発着 装置 の 開発 に 力 
を 入れ た と も いわ れる 。 


ワシ ント ン 海 軍 軍 縮 落 約 と 
大 型 空母 の 誕生 


1920 年 代 前 半 、 空 母 に 思わ 
ぬ 追 い 風 が 吹い た 。 当 時 主力 艦 
と 考え られ て いた 戦艦 ・ 巡 洋 戦 
艦 の 保有 ・ 建 造 に 制限 を 加え る 
ワシ ント ン 海 軍 軍 縮 条 約 が 締結 
され た の で ある 。 条約 の 結果 、 
海軍 関係 者 の 目 は 巡洋艦 と 空母 
に 向け られ 、 日 本 と アメ リカ は 
条約 で 計画 が 中 止 さ れ た 戦艦 ・ 
巡 洋 戦 和 勝 を 大 型 空 母 と し て 完成 
させ た の で ある 。 

目 本 で は 建造 が 中 止 さ れ た 巡 

洋 戦艦 「 赤 城 」 と 戦艦 「 加 賀 」 
が 空母 に 改造 され た 。 日 本 は 条 
約 制限 の 残り で 小型 空母 「 龍 共 」 
を 、 ま た 「 鳳 産 」 の 代 艦 と し て 
「 蒼 龍 」 を 建造 し た 。 

アメ リカ は や は り 巡 洋 戦 乱 
と し て 建造 中 で 
あう た 1 レキシ 
2 に 電王 司る 
ド 史 昌 の ) 計 寺 め ) 
選 洋 戦艦 の 設 語 
を 変更 し て 大 型 
2 で 2 














させ た 。 完成 し た 「 レ キシ ント 
ン 」 級 は 244 mX 27 m と いう 
広大 な 飛行 甲板 を 誇り 、 緊 急 時 
に は 90 機 以上 の 航空 機 を 運用 
お ② に な G き る たつ に な っ 6 
7 

ワシ ント ン 条 約 で 制限 され た 
総 排水 量 に 余裕 の あっ た アメ リ 
カ は 、 実 験 的 に 1 万 4500 ト 
ン の 「 レ ンジ ャ ー」 を 建造 する 
が 、 結 局 こ れ は 効率 的 な 運用 に 
は 小さ すぎ る こと が わか り 、 や 
が て 2 万 トン 規模 の 「 ヨ ー ク タ 
NE シタ ニラ (1 ん (ん 
建造 し 、 こ れ が 戦争 前 半 の アメ 
リカ 空母 の 主力 と な る 。 また 「 ラ 
ング レー」 を 飛行 艇 母艦 に 改装 
し 、 祭 っ た 残り の 排水 量 で 「 ワ 
スプ 」 を 建造 し た 。 

イギリス は 大 型 艦 で は な く 、 
軽 巡 洋 戦艦 「f カ レジ アス 」 と 「 グ 
直り 牧人 2 古 の 生計 2 二 ク (il 加 
「 フ ュー リア ス 」 同 様 の 中 型 空 
母 に 改造 する こと に し た 。 イ ギ 
リス は 日 米 と 異な り 、 小 型 ・ 中 
型 洛 母 を 数 多く 整備 し 、 世 界 各 
地 に 配備 する こと を 考え た の で 








PP 


条約 失効 か ら 開戦 まで 


目 本 は ワシ ント ン 条 約 が 失効 
し て か ら 太 平 洋 戦 争 ま で の 短い 
期間 に 「 飛 龍 」「 翔 稚 」「 瑞 稚 」 
を 完成 させ た ほか 、 か ね て か ら 
準備 し て あっ た 商船 や 潜水 母 乱 
を 改装 し て 空母 と し 、 開 戦時 に 
は 10 隻 の 空母 を 保有 し て いた 。 
中 で も 「 翔 観 」「 瑞 鈴 」 は すべ 
(GS い G パ ラン スズ の と れ た だ 空 
の GE 二 ZN 
海 賊 を 除く 主要 な 空母 戦 の ほ と 
ん どす べ て に 参加 し た 。 

6 ボー ネッ トド | と 
護衛 空母 「 ロ ング ・ ア イラ ンド 」 
を 建造 し て 8 隻 の 空母 を 保有 し 
て いた ほか 、1940 年 に は 大 型 
の 「 エ セッ クス 」 級 11 隻 を 発 
注 済 み で 、 一 部 は 開戦 前 か ら 建 
造 が 始ま っ て いた 。 こ れ ら が 完 
成す れ ば 、 ア メリ カ の 空母 部 隊 
は 日 本 が と う て い 太刀 打ち で き 
な い 規 模 と な る こと は 明らか で 
あり 、 日 本 は 「 エ セッ クス 」 級 
の 就役 が 予想 され る 1943 年 ま 
で に 戦争 に 決着 を つけ な けれ 
ば 、 勝利 は 望め あな か っ た だ ろう 。 





開戦 後 も 続々 
竣工 させ る も 
米国 と の 差 は 
歴然 で あっ た 
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圏 社会 人 で も 遊べ る ゲー ム と し て 登場 


初 


『 冠 母 決戦 』 は 2009 年 に 最 
の バー ジョ ン が 発売 され た 。 
の 後 改 善 や シナ リオ の 追加 が 





行わ れ 、 空 母 戦 を 扱っ た PC ゲー 


ム 


隊 を 指揮 し 、 索 敵 、 


と し て 、 現 在 まで 熱い 支持 を 
頂戴 し て いる シリ ー ズ で ある 。 

プレ イヤ ー は 司令 官 と し て 艦 
攻撃 隊 の 編 





成 、 そ し て 攻撃 の 準備 か ら 出 撃 


ま 
ロー 


圏 まず は シナ リオ の 選択 


が 
以 





全 導い ゆっ た だ 、 
デー テージ 当 ジグ 


航空 隊 攻 撃 の 
ン 管 理 を 指示 す 


ゲー ム を 開始 する と シナ リオ 
8 で きる 。 パ ー ジ ダ ョ ジ 20 
降 の シナ リオ は 、 作 戦 毎 に 遊 








べ る 単独 シナ リオ と 、 複 数 の 作 
戦 を 転戦 し て いく キャ ン ペ ー ン 


の 


ナリ オ と に 分 けら れる 。 


ジン ナリ 


卓 | 決戦 ! 5y ド ウェ ー 


シナ リオ 名 が 「?77」 に な っ つて いる 所 は 隠し 
シナ リオ で ある 

特定 シナ リオ を 大 勝利 で クリ ア す る と 新 シ 
ナリ オ が 出現 する 


8 9727 











る 。 空母 の 戦い に 興味 を 持つ 方 
で あれ ば 、 特 に 難し い 知 識 を 必 
要 と せ ず 、 長 い プ レイ 時 間 を 強 
要する こと も な い 。 安心 し て 楽 
し む 事 が で きる だ ろう 。 その 人 為 、 
時 間 に 忙し い 「 社 会 人 で も プレ 
イ 可 能 」 な の で ある 。 こ れ は こ 
の ゲー ム を 制作 する 時 に 、 最 重 
要 視 し た コン セプト だ っ た 。 

単に ミッ ドウ ェ ー で 南雲 径 隊 
の 代わ り に 戦い た い 。 レ イ テ で 





単独 シナ リオ で は 後 先 考 える 
且 な く 、 思 い 切 っ た 行動 を 展開 
で きる 。 逆 庄 后 ャ ン ペ ー ン シナ 
リオ で は 、 被 害 が 大 きい と 次 の 
作戦 に 影響 が 出 で し まう 。 時 に 
慎重 な 判断 も 必要 だ ろう 。 








則 本 





本 和 





上 急 無 
1942 年 6 月 、 
日 本 海軍 は 玉 平 洋 の 一 要 拓 点 
ミッ ドウ ェ ー 島 攻 中 作戦 を 開始 
二 た 。 
ミッ ドウ ェ ー の 古 賃 だ け で な く 、 | 
| 未 空 夷 艦 隊 の 間 減 も 狂い な が ら 、 | 
| 贅 々 と 変わ る 戦況 を 把握 し 、 
| 作戦 を 成功 へ 導 け ! 














ceoeeeeeoeooeeoeeoooeoeoeooeeeoeoo 






@ ゲー ム 『 空 母 決 戦 ] は 


コン ピュ ー タ の 画面 で 休 朋 す る 戦 史 の 幅 具 





SA 
。 そう し た 戦史 の 空間 を 、 
0 
事 が で きる だ ろう 。 ま た 『 空 母 
決戦 キャ ン ペ ー ン シナ リオ キッ 
ト 』 を 用 いる と 、 プ レイ 時 間 は 
長く な る が 太平 洋 戦争 を 通し た 

連続 プレ イ も 可能 と な る 。 
作戦 を 練り 歴史 の 下 へ 挑戦 す 
る 。 と の 反復 を 楽し む 事 に よっ 
て 趣味 の 世界 も 広がる だ ろう 。 








So oooeoeeeoooooooo@ の の の の の の の の の の の の の の の ゃ る ぐら の の の の の で の の の で の ら 6o の の の の で ぐ の の ゃ の の の の @@ の oo@ooo の で の の の の の の の の の 


シナ リオ の 中 に は 、 大 勝利 を 
収め る と 新た な シナ リオ が 出現 
し た り 、 ま た だ た 敵 の 戦力 が ラシン ダ 

ム に だ 変化 する も の も 存在 する 。 
ぞ し で キヤ ツン ペー ジジ ンチ リオ で 
は 、 作 戦 の 連続 性 が 発生 する の 
で 「 政 期 海 で 完全 勝利 し た ミッ 
ドウ ェ ー」 と いう 展開 を 楽し お 
事 も で きる だ ろう 。 

各 シ ナリ オ の デー タ は 、 史 実 
に 対し て ある 程度 の if 性 を 持ち 
合わ せ て いる 。 史実 と 全く 同じ 
デー タ で 、 同 じ よ うに し めか 動か 
な い の で あれ ば 、 そ れ は ゲー ム 
で ある 必要 は な い 。 シ ミュ レー 
ーー 宣仁 な く ス トラ デ テ ジー ゲー 
ム と し て 、 歴 史 へ 挑戦 で きる 素 
材 と し て 設計 され た 。 














戦況 の 説明 が 終わ る と ゲー ム 
が 始ま る 。 開始 し た 時 点 で は 、 
ゲー ム 内 の 時 間 は 止ま っ て い 
る 。 マ ッ プ を よく みて 、 艦 隊 の 
航路 設定 、 索 敵 の 指示 、 攻 撃隊 
の 編成 を 確認 し 、 時 計 の 針 (時 
間 ) を 進め よう 。 

ゲー ム そ の も の は 30 分 も あ 
れ ば 楽し め る 。 索 敵 隊 で 敵 を 見 
つけ 攻撃 隊 で 叩 く 。 敵 が 残っ た 
場合 は 、 再度 、 攻撃 隊 を 出す か 、 
艦隊 を 突撃 させ る か 。 但し 夜 隊 
は 、 航 空 機 の 発 艦 は 不能 。 

( 着 艦 時 に 被害 が 出る 事 も ある ) 





還 の 0 凍 き 汰 確認 で 旨い e さ easeeeeeyeeoovesneeeswcansaexzswes 


空母 決戦 で は 、 終 了 時 間 に な 
る と 戦果 報告 画面 へ 移る 。 こ こ 
で は プレ イ 中 見 えな か っ た 敵 の 
動き も 表示 (キャンペーン シナ 
リオ で は 次 ステ ー ジ の 航空 隊 錬 


大 型 艦 の 戦果 は ピッ クア ッ プ され る 
同時 に 互い の 艦隊 航路 も 表示 され る 

ゲー ム 中 手 に 汗 を 握っ て いた 瞬間 を 
落ち 着い て 眺め て みよ う 





ー 四 年 


司 環 語詞 還 アー ム 導 度 


航空 隊 は ゲー ム 開 始 時 に あら 能 
か じ め 編 成 さ れ て いる 

消耗 し た 場合 な ど は 途中 で 分 
割 ・ 合 流さ れ て 再編 成 し 効 率 
を あげ よう 


度 も 表示 ) され る の で 、 次 プレ 
イ 時 の 参考 と な る 。 こ の デー タ 
は 保存 も 可能 だ が 、 途 中 で マウ 
スク リッ ク す る と スキ ッ プ され 
て し まう の で 注意 し よう 。 





日 66:69 


マレ ー 沖 海 載 は チュ ー ト リア 公 


誕 蘭 | レル に な っ て いる 


まず は 副官 の 言葉 通り に プレ | 


イ し て みよ う 


尋 全 際 納 
放 機 動 朋 隊 攻 撃隊 





較 俺 が 南雲 な ら ……………… 
「 俺 が 南雲 な ら 」 こ の 思い を 
ぎ つ な ら ば 、 空 母 決戦 の 世界 へ 
入っ て いく 敷居 は 低い だ ろう 。 
ゲー ム の 世界 へ 入る 事 で 、 歴 史 
の や 可能 性 を 感じ 、 更 な る 知 
識 の 習得 や 別 の ジャ ン ル の 趣味 
へ 広げ る 事 も 可能 で ある 。 
そう し た 趣味 の 間口 で も あ 
り 、 中 継 地点 で も あり 得る ゲー 
ム と し て 、 ま た 気楽 に この 趣味 
へ 復帰 で きる 素材 の 提供 と し 
て 、『 空 母 決戦 』 は ルー ル も 削 
る の で は な く 、 絞 り 込ん で ゲー 
ム 化 され た 。 残念 な が ら 、 米 大 
陸 の 忠 嗣 劇 な ど は 再現 され て い 
な い が 、 ぜ ひこ の 世界 を 体験 し 
て ゆい だ だ き だ た い 。 
9 の 7 9 


慎 豆 洞 


立正 吾 ・ 吾 吾 


消 紀 培 


WM 下 日 て 一 昌光 用 


拉 午 中 矢 


JA で す S4 


患 肥 

















































































































較 間 aa の Ke の もなか 


『 日 本 機動 部 隊 』 は 1982 年 
に エポック 社 か ら 発 売 さ れ た 。 
当時 の 空母 戦 シ ミュ レー ショ ン 
ゲー ム の 中 で 、 再 現 性 や プレ イ 
アビ リティ に 優れ 、 ゲ ー ム が 包 
含 す る 戦場 の バリ エー ショ ン が 


圏 ボー 


ド ・ シ ミュ レー ショ ン ゲ ー ム と は 


豊富 な こと 、 人 門 用 に も 向い て 
いた と と な どか ら 多 く の フ ァ ン 
を 獲得 し 魅了 し た 。 そ うし た 意 
味 で 本 書 の テー マーー「 空 母 の 
戦い 」 に 興味 の ある 人 に は お 薦 
め な の で ある 。 ま た 都合 よく 






















































































か つて の 名 作 が 現在 復刻 ざれ て いる 






































































































10 9 の 7 


昔 プ レイ し て 方 は 案外 ルー ル を 覚え て いる か も 

















2009 年 に 再販 が な され 、 通 販 
な ど 使 えば 容易 に 入手 で きる よ 
うに な っ た 。 懐か し い 方 、 興 味 
が 湧い た 方 に は 、 是 非 、 こ の タ 
イミ ング で 触っ て いた だ ぎ た い 








一 女 を 使う と と を な 
く 、 綺 麗 に 印刷 され た マッ プ の 
上 に 、 こ れ ま た 綺麗 に 印刷 され 
た コマ = テコ ユニ ッ ト を 載せ 、 決 め 
られ た ルー ル の 下 、 サ イコ ロ を 
振り つつ プレ イ す る 。 勝利 条件 
や その 判定 方 法 は ルー ル の 中 で 
定め られ て お り 、 そ の 目標 や 
目的 を 達成 する た め に プレ イ す 
る 。 一般 的 な イメ ー ジ は こん な 
所 で あろ うか 。 

ルー ル や 数 値 ニ レー 





ド 圧 、 括 


チー フ と し て いる 世界 観 や 個々 
の 素材 を 表現 し て いる 。 そ れ ら 
は 人 の 手 で プレ イ し て も 無理 が 
な いよ う 、 ま た モチ ー フ の 再現 


性 が チー プ に 映ら な いよ うに 、 
デザ イナ ー が 考え て 設定 し て い 
る 。 ユー ザー は その 中 で プレ イ 
し 、 戦 史 の 世界 を 体験 する 事 と 


ーPROEOGUB 


な る 。「 歴 史 か ら 切 り 取 られ た 
ゲー ム と それ が 語り か ける 戦 
史 」 と 、 本 書 で 表現 し て いる 所 
以 で ある 。 


半 Anrordeet35SRVFBR 人 2 か か 


こと この ゲー ム は 1 人 で も 遊べ る 
シナ リオ が あり 、 そ の 中 で ルー 
ル を 覚え て いく 事 と な る 。 そ う 
し て 仮 免 許 を 取っ た な ら 、2 人 
で 本 格 的 な 空母 戦 を 味わえ る シ 
ナリ オ へ 進め る 。 こ こ で の プレ 
イヤ ー の 立場 は 、 日 本 軍 側 と 連 
合 軍 側 と の 司令 官 で ある 。 選択 
し た シナ リオ の 戦力 を マッ プ へ 
配置 し 、 お 互い ルー ル を 確認 し 
あっ て ゲー ム を 進め る 。 と の 
ゲー ム の 素晴らし いと ころ は 、 
シナ リオ の 順番 が 戦史 の 順番 に 
並ん で いる の で ある が 、 最 初 か 
ら 全 て の ルー ル を 把握 する こと 
な く 追 っ て プレ イ し て いく と 、 
自然 と 全て の ルー ル が 身 に 付く 
シス テム に な っ て いる 人 箇所 で あ 
る 。 因 み に シ ナリ オ と 戦史 の 順 
序 に より 、 ミ ッ ド ウェ ー 海 戦 が 
一 番 難 し い ル ー ル で は な い の 
の 。 選 容 心 を 。 

この ゲー ム の 索 敵 で は 、 ダ 
ミー マー カー と いう 偽り の コマ を 
使う と と で 、「 だ いた いと この辺 
り に いる が 確か で は な い 」 と い 
う 状 況 を 再現 し て いる 。 本 物 か 
ダミ ー か を 見 分 ける た め に は 、 
索敵 を 行わ な いと いけ な い の だ 

















上 素 逆 で は ルー ル 通 り に 発せ られ る 言 還 華 計 
葉 だ け で な く 表 情 や 口調 な どか ら 相 
手 の 心 情 を 読み 取 ろう 





が 、 索 敵 は 常に 成功 する と は 限 
ら な い 。 史実 で も 索敵 機 が すぐ 
近く を 飛び な が ら も 見 落と し た 
り 、 艦 種 を 誤認 し た と いう 例 が 
あっ た 事 を 再現 し て いる の だ 。 
不 確 実 な 情報 か ら 判 断 せ ね ば な 
ら な い 事 で 、 当 時 の 司令 官 の 立 
場 を 再現 し て いる 。 

次 に 作戦 立案 だ が 、 こ の ゲー 
ム で は 機種 ご と に 、 航 空 機 9 機 
EE ラド ほし で 吉 半 
め ら れ て いる 。 コ マ ど ご と に 役割 
が 違う の で 、 視 覚 的 に も わか り 
易い 。 そ れ ら の コマ を 、 攻 撃 や 
愛護 と いっ た 役割 に 、 ど れ を ど 
れ だ け 振 り 分 ける か が 空母 戦 の 
醍醐 味 で ある 。 ま た 艦船 は 、 大 
型 船 は 1 隻 、 駆 逐 艦 は 2 隻 で 1 
コマ ュ ロ ニット で ぞ あ る 。 て と れ ら 





で 空母 を 守る 、 敵 の 艦隊 へ 突撃 
する な ど と 、 役 割 を 考え 艦隊 を 
編成 する 。 


較 プレ イヤ ー の 視点 ………… 

この よう に 『 日 本 機動 部 隊 』 
は 司令 官 の 視点 に た っ て 、 空 母 
戦 の 様相 を 炎 り 出し て くれ る 
ゲー ム で ある 。 当時 の 司令 官 の 
感じ た 焦燥 や ジレ ンマ を 、 知 識 
の 上 だ け で な く 、 自 ら の 体験 と 
し て 感じ 取る こと が で きる だ ろ 
う 。 ま た 日 米 両 軍 の 視点 で 戦場 
を 眺め る こと が で きる の も 魅力 
だ 。 立場 を 変え る こと で また 違 
う も の が みえ て くる か も し れ な 
い 。 ま た 決着 が 着い た あと の 、 
対戦 相手 と の 感想 戦 も 貴重 な 時 
間 と な る だ ろう 。 


9 の 7 11 









慎 剖 油 





尊 刀 衣 珍 貼 吾 ・ 理 澤 


VM 一 H 財 謗 ミ 太 


HI で 寸 に 4 層 半 叶 千 


EE 


IL し ッ EE レイ LIU 


/ 補 が 実 局 更 学 基 大 を 敬太 


: マレ ー 半 島 に 上 陸 し た 日 本 軍 を 攻撃 する た め に イギリス 東洋 艦隊 が 出撃 し た 。 水 上 艦 
| 艇 に お いて 劣勢 な 日 本 軍 は 航空 部 隊 に 期待 し た 。 





日 本 軍 マ レー 半島 に 上 陸 


1941 年 (昭和 16 年 ) 12 月 
8 日 、 日 本 軍 は 開戦 と 同時 に 香 
港 、 フ ィ リ ピン 、 マ レー 半島 な 
ど に 侵攻 を 開始 し た 。 南 方 の 資 
源 地帯 を 目指 す 第 一 段階 作戦 が 
始ま っ た の で ある 。 特に マレ ー 
半島 は 日 本 軍 が これ か ら 確 保 す 
べき 領域 の 西側 面 を 固め る うえ 


プラ チ ナチ ツジ 4 


7 日 0905 


各 上 陸地 点 へ 分 散 
@ 


ラッ 
10 日 1015 


索 瑞 要 が 共用 隊 を 半 見 人 半 
N。 533 
「 レ パル ス 」 沈 油 


1115 日 本 軍 攻 撃 開始 


で 欠か せな い 半 島 で あり 、 そ の 
先端 に 浮か ぶ シ ン ガ ポー ル は イ 
ギリ ス 軍 の 東洋 に お ける 一 大 拠 
点 で 、 そ こ を 落と せ ば イギリス 
軍 は イン ド に まで 後退 せ ざ る を 
えな い 。 日 本 軍 は 開戦 と 同時 に 
マレ ー 半 島 北 部 に 上 陸 、 シ ン ガ 
ポー ル 目 指し て 南下 を 開始 し 








同日 午後 5 時 35 分 、 イ ギリ 
仏 領 イン ド シ ナ 


日 本 軍 飛 行 場 十 ) 


の 


10 日 0230 
近藤 角 隊 
戦艦 「 金 剛 」「 検 名 」 


10 昌 0645 
9 日 1345 
「 イ 65」 英 艦隊 を 発見 


大 ドウ 三島 


Ni20 
理 2 有 「 プ リン ズ - オ ブ - ウ ェ ル ズ 」 沈 油 


シン ガボール 
e プ 


スマ トラ 


12 月 8 日 1735 
英 艦隊 出 茎 





ス 東 洋 艦 隊 司 令 長官 フィ リッ プ 
ス 中 将 は 、 日 本 軍 を 撃退 する た 
め 、 自 ら 艦 隊 を 率い て シン ガ 
ポー ル を 出港 し た 。 イ ギリ ス 艦 
隊 の 出撃 は た だ ち に 日 本 軍 の 知 
る と ころ と な り 、 上 陸 部 隊 の 護 
衛 に あたっ て いた 南 遺 艦隊 司令 
長官 ・ 小 沢 治 三郎 中 将 は 、 サ イ 
ゴン 周辺 の 飛行 場 に 進出 し て い 
た 第 22 航空 戦隊 に 対し 、 イ ギ 
リス 艦隊 を 発見 し 、 そ れ を 攻撃 
する よう 命じ た 。 

翌 9 日 午後 1 時 45 分 、 マ 
レー 半島 沖 で 哨戒 に あたっ て い 
た 潜水 艦 「 イ 65」 が 、 北 上 す 
る イギリス 艦隊 を 発見 し た 。 す 
で に 日 本 軍 は 上 陸 を 終え た と こ 
ろ で 、 輸 送 船団 は た だ ち に 北 の 
タイ 湾 へ と 退避 し た 。 小沢 中 将 
は 重 巡 5 隻 、 軽 巡 2 隻 、 駆 逐 艦 
4 隻 か ら な る 艦隊 を 率い て 南下 
し た が 、 悪 天候 と 日 没 の た め に 
両 艦隊 が 遭遇 する こと は な か っ 
た 。 一 方 、 イ ギリ ス 艦 隊 は 、 日 
本 軍 上 陸 部 隊 へ の 奇襲 は 不可 能 
で ある と 判断 し 、9 日 夜 に 撤退 
を 決断 、 シ ン ガ ポー ル へ 引き 返 
) 宮 大 し だ 。 


























2 が ///// 


イギリス 艦隊 に 胃 い 掛か る 
陸 攻 隊 

翌 10 日 、 日 本 軍 は 早朝 より 
索敵 機 を 発進 させ 、 さ ら に 攻撃 
機 を も 発進 させ て 、 率 敵 兼 攻撃 
任務 に あたら せ た 。 攻撃 機 は 自 
ら 索 敵 に あたる と と も に 、 イ ギ 
リス 艦隊 を 発見 次 第 攻撃 に 向 か 
うと いう 意図 で ある 。 万 が 一 敵 
を 発見 する 前 に 燃料 が 足り な く 
な れ ば 基地 に 引き 返さ な けれ ば 
な ら な く な る が 、 あ えて この 作 
戦 を 選ん だ の だ 。 

午前 10 時 15 分 、 索 敵 機 が 
クワ ンタ ン 沖 を 航行 する イ ギ リ 
ス 艦 隊 を 発見 し 、 そ の 報 を 聞い 
た 各 航 空 隊 は た だ ち に イギリス 
艦隊 攻撃 に 向かう 。 イ ギリ ス 艦 
隊 は シン ガボール へ 撤退 する 途 
ト に あり 、 早 め に 攻撃 隊 を 発進 
させ た 日 本 軍 の 策 が 的 中 し た の 
で ある 。 

各 攻 撃隊 は イギリス 艦隊 に 猛 
攻 を 浴び せ た 。 午前 11 時 15 
分 に 、 力 六 式 陸 攻 き 8 機 ( 爆 装 ) 
が 水平 爆撃 を 浴び せ 、「 レ パ ル 
ス 」 に だ 250kg 爆弾 1 発 を 命中 
させ た の を 皮切り に 、 続 いて 
九 六 式 陸 攻 17 機 ( 雷 装 ) が 「 プ 
) 多 < オ プ ・ ウ ェ ル ズ 」 に 2 
本 の 魚雷 を 命中 させ た 。 こ の 攻 
撃 に より 同艦 の 左 航 側 の 推進 
軸 2 本 が 停止 し 、 操 艦 の 自由 を 
間 o を た 。 [プリンス ・ オ プ ・ ツ ェ 
ルズ 」 は 浸水 に より 左 角 に 13 


度 傾斜 し 、 速 度 は 15 ノッ ト に 
低下 し た 。 さ ら に 、 傾 斜 の た め 
に 対 艦 対 空 両用 砲 が 射撃 不能 
に な り 、 以 後 有 効 な 対空 射撃 が 
行なえ 六 く っ て しま ら た た 。 と 
の 段階 で 「 プ リン ス ・ オ ブ ・ ウ ェ 
ルズ 」 の 運命 は 決し た と いっ て 
も 過言 で は な い 。 

午後 12 時 20 分 に 攻撃 を 開 
始 し た 一 式 陸 攻 26 機 は 、 対 空 
砲火 の 衰え た 「 プ リン ス ・ オ プ ・ 
ウェ ルズ 」 に 4 本 、「 レ パル ス 」 
に 5 本 の 魚雷 を 命中 させ た 。「 レ 
パル ス 」 は 行動 不能 に 陥り 、 急 
速 に 横転 し て 午後 12 時 33 分 
に 沈没 する 。 

午後 12 時 41 分 、 最 後に 到 
着 し た 九 六 式 陸 攻 8 機 が 、8 ノッ 
ト で の ろ の ろ と 進む 「 プ リン ス ・ 
オブ ・ ウ ェ ル ズ 」 に 500kg 爆 
弾 1 発 を 命中 させ る 。 満身 創 
の 「 プ リン ス ・ オ ブ ・ ウ ェ ル ズ 」 
は 午後 1 時 10 分 、 左 航 へ の 傾 
斜 が 激しく な っ た た め 、 総 員 退 
去 が 命じ られ た 。 わ ず か 10 分 
後 の 午後 1 時 20 分 プリ ンス ・ 
オブ ・ ウ ェ ル ズ 」 は 沈没 し た 。 


WAY 


序 
に 


プリ ンス ・ オ ブ ・ ウ ェ ル ズ 





四 連 装 の 主砲 が 特徴 で ある 


葉 隊 司令 官 フ ィ リ ッ プ ス 大 将 と 
リー チ 艦 長 も 艦 と 運命 を 共に し 
7 な 

日 本 軍 は わずか 3 機 の 攻撃 機 
を 和 失っ た だ け で 完全 な 勝利 を 収 
め た 。 初 め て 戦艦 が 洋上 で 航空 
機 の み に よ っ て 撃沈 され る と い 
うこ の 海戦 の 結果 は 、 全 世界 の 
海軍 関係 者 に 大 き な 衝撃 を 与え 
る 事 と な る 。 


[日 付 は 日 本 を 基準 に 、 
7.5 (当時 の マレ ー 半 島 、 








時 刻 は UTC 十 
ジル 妨 ポ ボー 














ル の 標準 時 、 日 本 時 間 一 1.5 時 間 ) を 
基準 に し た ] 





日 本 軍 

マレ ー 部 隊 (小沢 治 三郎 中 将 ) 

マレ ー 部 隊 南 臣 盤 隊 (小沢 治 三郎 中 持 直幸 ) 

重 巡 X5 軽 巡 X3 駆逐 艦 X15 潜水 艦 X 14 
特設 水上 機 母艦 X 2 

マレ ー 部 隊 第 1 航空 部 隊 (松永 貞 市 少将 ) 

零 式 艦上 戦闘 機 X 27、 九 六 式 艦上 戦闘 機 X 12、 
九 六 式 陸上 攻撃 機 X 72、 一 式 陸上 攻撃 機 X 27 
航空 機 計 

艦上 戦闘 機 X 39 陸上 攻撃 機 X99 合計 138 機 
0 肥 ョ 
イギリス 東洋 艦隊 (トー マス ・ フ ィ リ ッ プ ス 中 持 ) 
戦艦 「 プ リン ス ・ オ ブ ・ ウ ェ ル ズ 」 

巡 洋 戦艦 「 レ パル ス 」 駆逐 艦 X 4 


両 軍 の 損害 
EE 半 








ー ヾ 4 


ヾ ロマ 一 時 ア さ が 消 選 培 補 下 召 ・ 台 吾 導 導 油 


豆 寺 針 穫 


全 
航空 機 3 機 [ 九 六 式 陸 攻 X 1、 一 式 陸 攻 X 2] 


イギリス 軍 
戦艦 「 プ リン ス ・ オ ブ ・ ウ ェ ル ズ 」 
巡 洋 戦艦 「 レ パル ス 」 


7g///// 議 馬 














作戦 攻 較 


窟 母 決戦 シナ リ オ マレ ー 涼 海 有 





デ ャ ー テ ル が 中 した 東条 度 を 妥 5 で コ 


日 本 軍 戦 力 
大 型 爆撃 機 59 
大 型 爆撃 機 26 素 英機 5 
索敵 機 2 

索敵 機 3 


英軍 戦力 

イギリス 東洋 艦隊 

戦 簡 1「 プ リン ス ・ オ ブ ・ ウ ェ ル ズ 」 
重 巡 1「 レ パル ス 」 

駆 近 朋 4「 エ レク トラ 」「 エ クス プレ ス 」 
277H 由 元 束 ド 以 」 


九 六 式 陸 攻 





0 イギリス 東洋 艦隊 


7 
: * プ ロコ ンド ル 廊 


ツタ ウム 半 
コン 







圏 シナ リオ 概略 

英国 東洋 艦隊 の 撃破 が 目標 。 
な か で 旬 プ リツ 和久 ・ オ プ ・ ウ ェ 
ルズ が 最大 の 攻撃 目標 と な る 。 
英 味方 と も 空母 は 出現 せ ず 、 索 
敵 と 攻撃 隊 へ の 指令 方 法 を 学ぶ 
チュ ー ト リア ル 的 を シナ リオ と 
言え る 。 再編 成 、 攻 撃 準備 、 出 撃 、 
と いっ た 一 連 の 航空 隊 の 行動 が 
操作 可能 。 こ こ で は 意味 が 無い 
が 兵 装 の 換装 も 可能 。 

14 久 / の 7 


田 時 計 を 進め る 前 に 


1 ) 上 の 地図 を 参考 に し て 、 す 


べ て の 出現 地域 を カバ ー で きる 
名 闘 イコ ゴジ ッ ツ クラ ト ジ * 
プロ コン ドル 島 か ら 索 英機 を 発 
進 さ せる 。 

な お 、 ツ ダウ ム に は 率 敵 機 が 
いな い 。 索敵 網 を 作る と き に は 


8 索敵 隊 の 再 出撃 
は 、 戻 っ て か らし ば らく 時 間 が 
必要 で ある 。 


田 作戦 開始 

英国 東洋 艦隊 が 発見 で き 次 
第 。 サイゴン と ツ ダ ウム か ら 攻 
撃隊 を 発進 させ る こと 。 英 艦隊 
に は 空母 は 存在 せ ず 、 当 然 な が 
ら 防空 隊 も いな い の で 、 攻 撃隊 
は 最大 の 火力 を 発揮 で きる 。 あ 
と は ビー ル 1 ケー ス を 賭け な が 
ち 。 ヴ リン ヌス ヌ ・ オ プ ・ ウェ ルル 当 
撃沈 の 報告 が 無事 に 人 和信 る こと を 
祈る の み 。 








索敵 し て も 敵艦 隊 が 見 つか ら 
な い 場 合 、 タ イ 江 深 め の と ころ 
か 、 さ も な くば ブル ネイ 方 面 に 
甘 隊 が 移動 し て いる 可能 性 が あ 

若 十 、 左 右 に 捜索 の 範囲 を 
本 と こと 。 も っ と も 、「 不 幸 

こし て 発見 で き て いな か っ た だ 

ocrta り aoe あ 
り 索 敵 の 手 を 広げ すぎ な い ほ 
0 








較 勝率 

ある 程度 の 時 間 的 余裕 を 持っ 
て 索 敵 に 成功 し さえ すれ ば 、 攻 
撃隊 は 高 確率 で プリ ンス ・ オ プ ・ 
ウェ ルズ を 撃沈 し て くれ る だ ろ 
う 。 も し 討ち 漏らし た 場合 、 不 
半 だ っ た と 思っ て シナ リオ を や 
り 直 す ほ う が 無 難 だ 。 
くま で ナチ ュー トド トリ アル な ゆめ 
で 、 突 拍子 も な い 方 向 に 索敵 機 
を 出し た り 、 攻 撃隊 へ の 指令 を 
間違え た り し な い 限 り 、 敗 北 は 
0 中 思 9 で よい ゆい 。 の いまひとつ 
操作 に 自信 が 持て な い 場 合 、 
旨 伺 どの ナリ オ を プレ イ し を 
が ら マ ニュ アル を 確認 し 、 操 作 

















較 天候 が 作戦 に 与え る 影響 
この シナ リオ に 限ら ちず 、 天 候 は 
作戦 の 遂行 に 大 き な 影 響 を 与え 
る 。 率 敵 の 成功 率 が 変わ る だ け 
で な く 、 攻 撃隊 や 防空 隊 の 効率 
に も 天候 は 影響 する の だ 。 以 下 、 
簡単 に まとめ て みよ う 。 






すべ て 晴天 時 の 効率 
を 1 と し た 場合 の 値 





0 ラー リン 司 
チュ ー ト リア ル 的 
に 位置 付け られ て 
お り 、 初 め は 副官 
の 指示 通り に 行動 
する と 、 ゲ ー ム の 
操作 方 法 が 分 っ て 
に 1 

















マレ ー 沖 海戦 の 場合 、 索 敵 ま 
で に 時 間 が か か っ て し まっ て 攻 
撃隊 の 到着 が 夜 に な っ た うえ 、 
天候 が 通れ る と いう ケー ス が 考 
えら れる 。 と の 場合 、 プ リン ス ・ 
オブ ・ ウ ェ ル ズ を 撃沈 で きる 可 
能 性 は 非常 に 低い 。 

も ちろ ん 翌日 まで 、 計 二 日 あ 
る と 英国 東洋 艦隊 を 撃 減 で きる 
確率 は 上 が る の だ が 、 こ こ で は 
半日 の 時 間 設定 で ある 。 難 易 度 

の 調整 と いう だ け で な く 、 と この 
設定 時 間 は ちゃ ん と 意図 が あ 
る 。 敵 の 撃破 だ け で な く 、 と この 
シナ リオ か ら 時 間 が 持つ 重要 性 
も 感じ て 欲し い 。 
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"まず は イ ギリ ス 東 洋 艦隊 を 
発見 し な けれ ば な り ま せん 。 





勝 利 条 件 





表 | 示 条 件 





ズ 」 を 撃沈 する 。 





判定 其 準 
NE 

















マイ ナス ポイ ント | な し 


12 月 10 日 20.00 まで に 英 戦艦 「 プ リン ス ・ オ ブ ・ ウ ェ ル 


プリ ンス ・ オ ブ ・ ウ ェ ル ズ を 撃沈 する 


プリ ンス オブ ウェ ルス の 大 破 2, 撃沈 3 


レ パ ル ス の 大 破 1 , 撃沈 2 





判定 基準 を 満た し た 場合 
大 勝利 。 勝利 取 北 


判定 基準 を 満た さ な い 場 合 


辛勝 ” 引き 分 け 大 敗北 


9 が の 7 15 









EE 





JRW 吾 ・ 台 澤 


新 諾 議 


NINEKNNiz 2 


蘭 購 針 千 


シス テム 縮 介 


デア 





















































日 本 機動 部 隊 シ ナリ オ マレ ー 沙 航空 


| ※ 埋 装 は 魚 を 装 稼 し た も の で 、 対 箇 能 力 は 6、 爆 装 は 爆弾 (500 
キロ 爆弾 ]、 ま た は 250 キロ 爆弾 2) を 装備 し た も の で 、 水 平井 
人 は の で す 。 





の 陸 攻 隊 






































較 この シナ リオ に つい て 

この シナ リオ は 対戦 用 の シナ 
り 拓 " 財 拘 く 、 一 人 で プレ イ で 
る 入門 用 の シナ リオ と し て 用 
意 さ れ て いる 。 こ の ゲー ム に は 
そう いっ た 入門 用 の シナ リオ が 
4 本 用 意 さ れ て いて (うち 1 本 
は 対戦 用 )、 こ の マレ ー 沖 航空 
戦は その 2 本目 。『 日 本 機動 部 
隊 』 で は 先 に 「 真 珠 溶 攻撃 」 
シナ リオ を 5 
法 と その 損害 の 求め 方 を 学ぶ の 
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だ が 、 本 書 は 解説 の た めそ の 仕 
組み に つい て は 次 の 真珠 湾 攻 撃 
の 草 で 説明 する こと と し 、 と と 
で は 「 艦 隊 移 動 」 と 「 索 敵 」 の 
仕組 み に つ いて 説明 し た い 。 


還 セッ ト アッ プ の 前 に 


と の シナ リオ で は 、 プ レイ 
ヤー は 日 本 軍 を 担当 する 。 勝利 
条件 は 史実 と 同じ く 、2 隻 の 戦 
艦 の 撃沈 。 そ の た め に 、 九 六 陸 


攻 と 一 式 陸 攻 か ら な る 航空 部 隊 


元 山 航空 際 九 六 陵 攻 
美 村 航 空 隊 九 六 隊 攻 
鹿屋 航空 際 一 式 際 攻 


イギリス 軍 Z 部 随 3 - 
上 姜 :P。 6 上 ウェ ー ル ズ 、 レバ ルス 証 | 
虹 逐 疲 ・ 1.5 ユ ニッ ト ( エ レク トラ 、 エ クス プレ 










































ML 


P 
il 


が 与え られ る 。 目標 の Z 部 隊 
克 。 プ リ シ * オ ザ オプ > ァ め ェ ル 宮 
と レ パ ル スズ を 承 す コマ ョ ユニ ザッ 
ト 、 そ し て 史実 通り 駆逐 艦 3 隻 
分 の ユニ ッ ト (1.5 個 ) を 用 いる 。 
艇 船 ユニ ッ ト は 、 艦 隊 編 成 表 の 
上 に 並べ られ る 。 と これ は 陣形 を 
表現 し て いて 、 防 空戦 闘 で 意味 
を 持つ 。 

歴史 的 背景 に ある よう に 、 イ 
ギリ ス の Z 部 隊 の 動き は 早く に 
日 本 軍 に 分 か っ て いた 。 し か し 





その 現在 位置 を 確実 に は 掴ん で 
刀 な が か っ た 。 

その こと を 表す た め に 、 こ の 
シナ リオ で は 盤 上 に Z 艦 隊 の 位 
置 を 示す 艦隊 マー カー 1 個 と 共 
に に ダミー マー カー 3 個 が 置か れ 
る 。 艦隊 マー カー と ど と ダミー マー 
カー の 表面 は 同じ デザ イン と 
な っ て お り 、 表 を 向け て 配置 す 
る と 一 見 どれ が どれ か は 分 か ら 
な い 。 し か し ダミ ー で な い 本 物 
の マー カー の 裏面 に は 艦隊 番号 
が 記載 され て いて 、 艦 隊 編 成 表 
と 紐 づ けら れ て いる 。 こ の シナ 





リオ で は 、 こ れ ら を 自分 で 混ぜ 


て 分 か ら な くし た 上 で 配置 し 、 
ゲー ム を 開始 する 。 


園 艦隊 の 移動 

7 デム ば ほ タ ー ジ と いう 一 運 の 
手順 で 進行 する 。 ター ン の 中 に 、 
艦隊 を 移動 させ る 手順 が あり 、 
その 時 に マッ プ 上 の マー カー を 
動か す 。 本 来 は 各自 の 艦隊 を 動 
か す の だ が 、 こ の シナ リオ で は 
日 本 軍 に 艦隊 は な い 。 プ レイ 
ヤー が 艦隊 を 動か せる よう に な 
る の は 、 三 つ 目 の シナ リオ か ら 
で ある 。 

Z 艦隊 の 動き は ルー ル で 定め 
られ て いる 。 艦隊 マー カー を 動 
か す 時 に は 、 ダ ミー の マー カー 
も 同時 に 動か す 。 そ う で な けれ 
ば 、 動 か な い マ ー カ ー は ダミ ー 
2 が が や う て し まう か ち だ 。 





プレ イヤ ー の 持つ 航空 部 隊 は 


いつ で も 攻撃 出来 る 状態 に あ 
る 。 し か し 正体 不明 の マー カー 
に 対し て 、 い き な り 攻撃 する こ 
と は 出来 な い 。 索敵 を 行い 、 そ 
と に 艦隊 が いる と いう こと が 分 
か っ て 初め て 攻撃 が 可能 に な る 
の で ある 。 

と の シナ リオ で は 日 本 軍 は 3 
回 の 索敵 の チャ ンス が 与え られ 
る 。 そ の 中 で 、Z 部 隊 を 発見 で 
き な け れ ば 英 部 隊 を 取り 逃がし 
症 選 あど に な る 。 

索敵 する マー カー を 決め る と 
「 索 敵 チ ッ ト 」 を 引く 。1 回 で 
二 つ の マー カー を 索敵 で きる の 
で 、 引 ける の は の べ 6 個 で ある 。 

索敵 チッ ト の 内 容 に は 、「 発 
見 」「 艦 種 誤認 」「?」 の 3 通 
り が ある 。「 発 見 ]」 は 寄 敵 成功 
を 示し て いる の で 、 マ ー カ ー を 
ー つ 裏返す こと が 出来 る 。 艦隊 
マー カー で あれ ば その まま に す 
る 。 ダ ミー マー カー で あれ ば 
マッ プ 上 か ら 取 り 除 く 。「?」 
は 索敵 の 報告 が な いこ と を 表し 
て いて 、 こ の 場合 、 マ ー カ ー の 
裏 を 見 る こと は 出来 な い 。「 艦 
種 誤認 」 の 場合 は 、 そ こ に 能 隊 
が いる か いな いか は 分 か る が 艦 
隊 の 内 容 (機動 部 隊 な の か どう 
か ) に つい て は 誤っ た 情報 を 得 
る 、 と いう も の で ある 。 と この シ 
ナリ オ で は 、 目 標 と な る 敵艦 隊 


馬上 いい 


が 一 つ で ある こと は ほほ は っ ぎり し 
て いる た め 、「 発 見 」 と 同様 に 
扱う の だ が 、 こ れ は 今後 の シナ 


リオ で 重要 な 意味 を 持つ 。 そ れ 
は その 時 あら た め て 説明 する こ 
と に し よう 。 



























































田 ワン ボイン ト 


この シナ リオ で は 、 艦 隊 の 移 


動 と 索敵 の シス テム を 習得 で き 
る と 共に 、 航 空 機 を 集中 運用 す 
る 効果 が 、 ど れ ほ ど 強 力 で あっ 
た か も 教え て 貰え る 。 こ の 海戦 
が 発生 する まで 、 自 由 に 海原 を 
駆け まわ る 戦艦 を 航空 機 の み で 
攻撃 し 、 撃 沈 す る こと は 不可 能 
と 思わ れ て きた が 、 結 果 は 戦史 
の 通り で ある 。 

だ が 必ず 、 史 実 同様 の 大 戦果 
が 生じ る と は 限ら ない 。 索敵 が 
うま く 行 か な か っ た り 、 戦 力 を 
集中 で き な か っ た 場合 な ど 、 そ 
の 時 は 戦果 が 上 が ら な いこ と も 
教え られ る 。 と うし た マイ ナス 
面 の 教訓 こそ が 重要 で あり 、 こ 
れ か ら 先 、 空 母 同士 の 戦い を 演 
じ る 上 で 重要 な 経験 昌 と し て い 
きた い 。 
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われ 革 敵 た 遍 訪 せ / 4 


日 本 機動 部 隊 か 行っ た 空母 の 集中 運用 は 、 戦 史 に 例 を 見 な い 見 事 な 成 功 を 収め た 。 
: これ 以後 、 海 戦 の 主役 は 戦艦 か ら 空母 移っ て いく 事 と な る 





本 五 十 六 大 将 は アメ リカ 太平 攻撃 隊 の 編成 、 浅 い 湾内 で 使用 


司令 長官 の 決断 
1 洋 艦 隊 の 根拠 地 で ある 真珠 湾 で きる 魚雷 の 改良 、 真 珠 湾内 の 

















1941 年 (昭和 16 年 ) 秋 、 (パー ル ハ ー バ ー) に 空母 に よ En 多く の 事項 が 
米 英 と の 開戦 は 回 避 し 難い と 見 る 先制 攻撃 を 加え る こと を 構想 検討 さ 南雲 忠一 中 将 率 いる 
て 、 海 軍 全 体 の 作戦 指揮 を 執る し た 。 長 期 の 戦争 と な れ ば 日 本 Pt 





えと ろ ふ 


軍令 部 (海軍 全体 の 作戦 ・ 指 揮 の 不利 は 和 否め な い 。 で あれ ば 、 れ て いな い 11 月 23 日 に 択捉 
を 統括 する 組織 ) は 、 陸 軍 参 謀 開戦 と 同時 に まだ 機動 部 隊 に 鳥 の 単 冠 湾 に 集結 、26 日 に は 
ト 部 と 協力 し て 東南 アジ ア の 資 。 よ っ て 奇襲 し 、 戦 争 の イニ シア ハワイ 諸島 へ 向け て 出撃 し た 。 
源 地帯 の 占領 を 最 優先 と する 作 ティ ブ を 握る し か な いと 考え た 艦隊 は 民間 船舶 の 航行 も まばら 
戦 計画 を 考え て いた 。 の で ある 。 で アメ リカ 軍 の 哨戒 も 手薄 な ア 
一 方 、 連 合 艦隊 司令 長官 ・ 山 航路 の 検討 、 洋 上 で の 給油 、 リュ ー シ ャ ン 列 鳥 沖 を 進ん だ の 
ち 、 ハ ワイ へ は その 北方 か ら 接 
第 一 次 攻撃 隊 近 す る とこ と に な っ た 。 冬季 の 悪 
0 天候 に よっ て 洋上 給油 の 困難 も 
予想 され た が 、 程 や か な 天候 が 
続き 航海 は 順調 で あっ た 。 



































































































































ハワイ まで 半分 ほど 進ん だ 
12 月 2 日 、 機 動 部 隊 は 「 ニ イ 
婦 力 ギ マ ノ ボル レー ニーQO 修 」 @ 
電文 を 受信 し た 。 こ れ は 12 月 

日 に 作戦 を 実施 せよ と いう 命 
令 で あっ た 。 つ い に 日 本 海軍 が 
保有 する 大 型 空 母 すべ て を 投入 
し た 、 戦 史 に 例 の な い 、 英 本 拠 
地 へ の 攻撃 が 開始 され る こと と 
な っ た の で ある 。 
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パー ル ハ ー バ パー 














真珠 済 に 襲い 掛か る 日 本 軍 機 





12 月 8 日 午前 6 時 、 機 動 部 
隊 は オア フ 島 の 北方 230 カイ 
リ の 地点 か ら 第 一 次 攻撃 隊 183 
機 を 発進 させ た 。 出 撃 に 際 し て 
南雲 中 将 は 、 旗 艦 「 赤 城 」 の マ 
スト に | 皇国 の 興 廃 コ ノー 戦 ニ 
アリ 。 各 員 イ ッ ソ ツウ 礁 励 努 力 セ 
ヨ 」 を 意味 する 「D・G」 旗 を 
掲げ させ た 。 第 一 次 攻撃 隊 が 発 
OTN 

、 第 一 次 攻 撃隊 167 機 が 発 
ーー 
て 350 機 が 真珠 湾 に 時 間 差 で 
殺到 する 。 オ アフ 島 の レー 2 
: 地 は 接近 する 多数 の 機 影 
ら え て いた が 、 つの 
飛来 する 予定 の B-17 の 編隊 
と 誤認 し て し まい 、 機 影 発見 の 
事実 を 司令 部 に 報告 する こと は 
77 うに 。 

午前 7 時 30 分 、 オ アフ 島 に 
到達 し た 第 一 次 攻撃 隊 は 、 悠 々 
島 の 西部 上 空 を 飛行 し 、 真 珠 

$ を 目指 し た 。 午前 7 時 49 
の 、 真 珠 容 を 確認 し た 湯田 中 佐 
は 「 ト 」 信号 を 発し 、 全 軍 突 撃 
を 命じ た 。 ア メリ カ 軍 の 反撃 は 
まっ た く な く 、 奇 襲 の 成功 を 確 
信 し た 淵 田中 佐 は 午前 7 時 52 
el ドラ ・ ド トラ ャ ドラ (われ 
奇襲 に 成功 せり )」 と 機動 部 隊 
に 打電 し た 。 第 一 次 攻撃 隊 は 完 

な 奇襲 に 成功 し た の で ある 。 








Niw 眉 四 ら に 














PAMKI 


hi 場 に 対 
し 攻撃 を 開始 、 
アメ リカ 軍機 に 爆撃 を 浴び せ 
た 。 午 前 7 時 57 分 、 雷 撃隊 が 
戦艦 群 の 停泊 する フォ ー ド 島 を 
東西 か ら 攻 撃 し た 。 水 深 の 浅い 
湾内 で 使用 する た め に 特別 に 改 
良さ れ た 魚雷 を 、 各 機 は 10 一 
20 m と いう 趙 低空 か ら 投 下 し 
た 。 魚雷 は 次 々 と 命中 し 、 戦 艦 
エト バー ジニ シニア] ] 迷 め 
プ ォ ルニア 」 は 基底 し 「 オ タラ 
ホ マ 」 は 転覆 沈没 し た 。 旧式 戦 
艦 を 改造 し た 標的 艦 「 ユ タ 」 も 
戦艦 と 誤認 され て 雷撃 を 受け 、 
横転 ・ 沈 没 し た 。 

次 に 水平 爆撃 隊 が 襲い 掛か っ 
た 。 戦艦 の 主砲 用 の 40cm 砲 
弾 を 改造 し た 800ksg 徹 甲 爆弾 
な ど を 搭載 し た 50 機 の 九 七 式 
艦 攻 が アメ リカ 戦艦 群 に 爆弾 を 
降ら ちせ る 。 戦艦 「 ア リゾ ナ 」 は 
弾 楽 庫 の 誘爆 に よっ て 完全 に 破 
壊さ れ た 。 ま だ 被害 を 免れ て い 
た 艦船 は 艦 爆 隊 の 攻撃 を 受け 、 
パー ル ハ ハー バー は 炎 に 包ま れ 
2 

午前 8 時 50 分 どろ 、 第 一 
攻撃 隊 が 攻撃 を 終え て 帰途 に つ 
く の と 入れ 替わる よう に 第 二 次 
攻撃 隊 が オア フ 島 に 到達 し 、 戦 











滞 戦 








その 高い 空戦 能力 に 
より 序盤 は 敵 な し で 
あっ た 


艦 「 ネ バダ 」 を 座礁 させ 、「 ペ 
ン シ ル ベニ ア 」 を 中 破 さ せ た 。 
攻撃 は 午前 10 時 ご ろ ま で 続 
き 、 午 後 1 時 50 分 、 す べ て の 
攻撃 隊 を 収容 し た 機動 部 隊 は 反 
転 、 帰 途 に つい た 。 
[日 付 は 日 本 を 基準 に 、 時 刻 は UTC 
ー 10.5 (当時 の ハワイ 諸島 の 標準 時 、 
日 本 時 間 十 4.5 時 間 ) を 基準 に し た ] 











空母 X 6 : : [赤城 」 「 加 賀 」「 飛 龍 」 「 基 芝 「 瑞 稚 」 
「 翔 鈴 」 

戦艦 X 2 : 「 比 散 」「 有 霧島 」 

重 巡 X2 軽 巡 X1 駆逐 艦 X9 潜水 艦 X3 
給油 舶 X 8 

航空 機 (第 一 次 、 第 二 次 攻撃 隊 計 ) 

艦上 戦闘 機 X78 艦上 爆撃 機 X 129 

艦上 攻撃 機 X 143 合計 350 機 

アメ リカ 軍 

太平 洋 勝 隊 (ハズ パン ド ・E・ キ ン メ ル 大 将 ) 
戦艦 X 8:・「 テ ネ シ ー」「 オ クラ ホ マ 」「 カ リフ ォ 
小三 ア 」 ウェ トバ ボー ジニ アリ [数 ー ラ ジ ド 」 
「 ペ ン シ ル ベニ ア 」「 ア リゾ ヅ ナ 」「 ネ バダ 」 

重 巡 2 軽 巡 X6 駆逐 艦 X30 その 他 48 
航空 機 

















陸 海 軍 お よび 海兵 隊 機 お よそ 400 機 

両 軍 の 損害 

日 本 軍 

航空 機 : 29 機 [ 堆 戦 X9 九 九 式 艦 爆 X 15 
九 巧 式 艦 攻 X 5] 

戦死 : 60 名 





沈没 : 戦艦 X 2「 ア リゾ ナ 」「 オ クラ ホ マ 」 
着 底 : 戦艦 X 3「 ウ ェ ス トバ ー ジ ニア 」 
「 カ リフ ォ ル ニア 」「 ネ バダ 」 
大 破 : 軽 巡 「 ロ ー リ ー」、 駆 逐 艦 X 3 
中 破 : 戦艦 「 テ ネ シ ー」 
小 破 : 戦 盤 X 2「 メ リー ラン ド 」「 ペ ン シ ル ベニ ア 」 
航空 機 : 200 機 以 上 
戦死 ・ 行 方 不明 : 2.403 名 
負傷 : 1178 名 
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作戦 攻 較 


トラ トラ トラ の 、 募 三次 


日 本 軍 戦 力 

日 本 機動 艦隊 

戦艦 2「 比 宜 」「 肥 島 」 

重 巡 2「 利 根 」「 筑 摩 」 

軽 巡 1「 阿 武 陽 」 

駆逐 艦 9 「 陽 炎 」「 不 知 火 』「 磯 風 」「 浦 
風 」「 浜 風 」「 谷 風 」「 秋 雲 」「 起 」「 披 」 
空母 6「 赤 城 」「 加 賀 」「 蒼 龍 」「 飛 龍 ] 
「 翔 倫 」『「 捕 内 」 

戦闘 機 98 攻撃 機 144 爆撃 機 131 
EC り 

米 軍 戦 力 

オア フ 島 基地 

戦闘 機 76 爆 軸 機 32 

大 型 爆撃 機 12 索敵 機 8 


の 潤 だ ば 


2 ペ ジッ ルル 三 52 り 1 
「 ネ バタ 」「 メ リー ラン ド 」 

軸 02 ジア トク ルン 内 当 計 コ に? 
洒 リ ンズ 」 

軽 巡 6『 ラ ー レ イ 」「 ヘ レナ 」「 示 ブル ル 」 
RNN セツ ウド ス 日 情 当 
ニッ クス 」 

駆逐 艦 27「 フ ァ ラ ガッ ト 」「 シ ュ レ イ 」 
また al 区 ジョ 天 イル 寺 
ド RFI ハル 」 ブル ー」「 タ タッ カー」 
ルミ リッ ツ | | カッ シン | ウォ ー ェ デ 
2 朋 還 上 z9】 ル 2 み AE>922R ツ 当 敵 上 腺 2 に 0 
EE た ラン ョ 本 
イス 」「 デ ュー イ 」「 ダ ウン ズ 」「 シ ョ 
EYE の 2 
[カコ ヨシ ガム 」 [マク ドイ ー」| ヘ ルム 」 
NZERMUDSMIXHII2NS2 有 ES 


(① 日 本 機動 際 。 


9 アメ リカ 太平 洋 能 隊 。 
⑩ アメ リカ 空 骨 隊 





重 芝 3f チ ェ ス ター」「 ノ ー ザ ンプ トン 」 
『「 ツ ルト レイ クシ ティ 」 

駆逐 艦 7「 ベ シン ハ ム 」「 バ ル チ 」「 マ 
2 紋 Bi52SZiconp ク 1 
WINZ ジジ 4 


較 シナ リオ 概略 

真珠 湾 の 航空 基地 を 破壊 し 、 湾 に 
4 米 艦隊 を 撃滅 する の が 目 
球 。 ま た 沖合 い の ど こ か に 空母 艦隊 
の に が オイ 1 ) が 存在 す 
る の で 、 こ れ を 撃沈 する こと は 大 勝 
利 に と っ て 欠か せな い 要 件 と な る 。 


EGO 昌 有 み coPdbze ez 
戦闘 機 9 攻撃 機 14 爆撃 機 27 
索敵 機 5 


田 時 計 を 進め る 前 に 


1 ) 逢 隊 は 移動 させ な い 。 少 な く と 


も 、 ハ ワイ に 近づけ て は な ら な い 。 


20 9 の 7 


空母 決戦 シナ リオ 身 球 澄 攻撃 


ゴジ イノ と ジ メ ゴ と 


ジョ ンス トン 環礁 







クリ スマ ス 島 
に 


2) 対地 攻撃 隊 は オ ワ フ 島 基 地 を 、 
対 艦 攻 撃隊 は 基地 の 艦隊 を 攻撃 する 
よう に 指定 する 。 


3) 第 二 攻 撃隊 を 対 艦 攻撃 装備 で 
発進 準備 。 


4 ) 敵 機 は 出さ な い 。 初期 配置 の 
段階 で 敵 可能 な 範囲 に 、 敵 空母 艦 
隊 は 存在 し な い 。 


画 作戦 開始 


大 勝利 を 狙う か どう か で 作戦 が 大 


きく 変わ る シナ リオ で ある 。 
勝利 で 構わ な いな ら 、 艦 隊 は 
初期 位置 で 固定 、 あ と は ひ た す 
ら 攻 撃隊 の 発 条 準 備 一 敵艦 隊 を 
攻撃 ( オ ワ フ 伺 基地 が 破壊 で き 
て いな いな ら 基 地 を 優先 ) を 繰 
り 返 す 。 

また 最初 の 攻撃 隊 が 「 米 国 航 
空 隊 1 」( ハ ワイ 上 空 の 防空 隊 ) 
を 発見 し た ら 、 こ ちら の 防空 
に 敵 防空 隊 へ の 攻撃 を 指令 し 
SGS (に よ つ て の ウイ 
へ の 攻撃 効率 は 大 きく 向上 す 
る 。 ハ ワイ の 米 艦隊 の うち 戦艦 
と 重 巡 あわ せ て 5 隻 を 撃沈 し た 
な ら ば 、 北 西 に 向かっ て 艦隊 を 
移動 させ 、 敵 空母 攻撃 隊 か ら の 
損害 を 抽 える の が 無難 だ ろう 。 
より 攻撃 的 に 運用 する の で あ 
れ ば 、 オ ワ フ 島 の 基地 を 破壊 次 
第 、 ハ ワイ に 向かっ て 艦隊 を 直 
進 さ せる と 攻撃 の 効率 が 向上 す 
る (た だ し 敵 空母 艦隊 か ら の 攻 
撃 を 早い 時 期 か ら 受 け や す く な 
る )。 

大 勝利 を 狙う 場合 、 オ ワ フ 伺 
の 基地 を 破壊 次 第 、 南 東 に 向 




















判定 基準 


か っ て 艦隊 を 移動 させ な が ら 、 
13 :00 一 14 : 00 を 目処 に 案 
敵 を 開始 。 ほ と ん どの 場合 敵 空 
母艦 隊 は 南東 方 向 に いる の で 、 
そちら を 秋 敵 方 向 と し て 指定 す 
と 馬 。 

と ここ まで 、 ハ ワイ の 戦艦 と 重 
巡 あ わせ て 4 隻 以上 を 撃沈 し て 
いる な ら ば 、 ハ ワイ へ の 攻撃 は 
も う 不 要 だ 。 敵艦 隊 を 発見 次 第 、 
最大 火力 で 攻撃 を 仕掛 ける こ 
と 。 発進 準 備中 ある い は 甲板 に 
攻撃 隊 が 出 た 状態 で 敵 空母 か ら 
の 攻撃 受け る こと が 多い が 、 敵 
攻撃 隊 の 火力 は さほど で も な い 
た め 、 防 空 隊 で きち ん と 座 衛 し 
て いれ ば 被害 は 出 に くい 。 





国 勝率 
大 勝利 を 狙わ な い の で あれ 





勝 利 条 件 


12 月 8 日 20000 まで に 米 艦隊 の 空母 、 戦 艦 、 重 巡洋艦 を 
5 隻 以上 撃沈 する 。 


真珠 湾 艦 隊 の 戦艦 、 重 タ 巡洋艦 を 5 隻 以上 沈め る 


ワラ スズ ポイ ンド | マウ イ 島 基地 を 小 破 1, 中 破 2, 大 破 4, 破壊 5 





空母 大 破 2, 沈没 4 


区 大 邦 ペ ポイ ンド | 日 本 側 各 空母 中 破 -2, 大 破 -3, 沈没 -4 





ば 、 非常 に 高 確率 で 勝利 で きる 。 
防空 隊 に 護衛 さえ させ て お は け 
ば 、 敵 空母 攻撃 隊 か ら ダ メー ジ 
に こそ ザ ーー 

、 基 地 へ の 攻撃 1 回 で 基地 を 
NSF GE 2 民 和 
上 攻撃 を 仕掛 けれ ば 勝利 は ほ 





動か な い 。 
一 方 、 大 勝利 を 狙う と な る と 、 
途 端 に 難易 度 が 上 が る 。 ハ ワイ 


の 艦隊 へ の 攻撃 が 振る わな い 場 
等 。・「 エ ンタ ー プ ラ ゴ ズ は ほ は 撃 乏 
し た が 、 戦 果 判 定 は 『 辛 勝 』 だ っ 
た 」 と いう こと も 起こ と りう る 。 
時 間 制 限 が 非常 に 厳し い の で 、 
最初 の オ ワ フ 島 基 地 へ の 攻撃 で 
基地 を 破壊 で き な か っ た 場合 、 
その 場 で シナ リオ を や り 直 す ほ 

う が 無 難 だ 。 





加 当 





判定 基準 を 満た し た 場合 
大 勝利 


2 敗北 


判定 基準 を 満た さ な い 場合 
辛勝 引き 分 け 大 敗北 


9 の 7 21 
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較 この シナ リオ に つい て 


この シナ リオ は 、『 日 本 機動 
部 隊 』 の 入門 シナ リオ で ある 。 
最初 に プレ イ し 、 ゲ ー ム シス テ 
ム の 1 つ で ある 「 航 空 攻撃 」 を 
習得 で きる よう 、 設 定 さ れ て お 
り 空 母 は 登場 しない 。 
奇襲 と いう こと で 零 戦隊 も 登 
場 し な い の だ が 、 水 平 爆撃 、 埋 
撃 、 急降下 爆撃 、 と いっ た 一 連 
の 攻撃 方 法 が 設定 され て お り 、 
22 の 














ルー ル を 習得 し つつ 、 記 録 的 な 
戦果 を 与え た 史実 へ 対し 、 是非 、 
挑戦 し て いた だ きた い 。 


田 攻撃 の 仕組 み 

本 シナ リオ で は 特別 に 、 真 珠 
浴 の 米 艦隊 は 艦隊 編成 表 で は な 
く 真珠 湾 を 描い た 専用 マッ プ に 
配置 する 。 洋 上 の マッ プ に 艦隊 
マー カー で 記す の で は な い 。 も 
ちろ ん ダミ ー マ ー カ ー も 用 いな 




























































































い 。 最初 か ら 全 て の 戦力 が 明 ら 
が か 区 な っ て の て 。 プ レイ ギー は 
その いずれ か を 自由 に 選択 し て 
攻撃 目標 に で きる 。 

プレ イヤ ー は 攻撃 隊 と し て 
九 七 艦 爆 や 九 九 艦 攻 の ユニ ッ ト 
を 手 に する 。 史 実に 基づき 、 艦 
攻 の 一 部 は 爆 装 し て いる 。 数 は 
沢山 ある が 、 目 標 も た くさ ん あ 
る の で どれ で どれ を 攻撃 する か 
悩む だ ろう 。 





そこ で 考慮 すべ き は 、 目 標 に 
よっ て 仕留め や すさ が 違う こと 
だ 。 駆 逐 艦 な ら ば 雷撃 の 一 撃 で 
沈む が 、 戦 艦 と な る と 一 部 隊 の 
攻撃 で は 損害 を 与え られ な い 可 
能 性 が 高い 。 大 き な 目 標 で ある 
な ら ば 、 戦 力 を 集中 し な けれ ば 
な ら な い 。 戦力 集中 の 原則 を 知 
る こと に な る 。 

ここ とこ で 仕留め や すい 小型 の 艦 
を 中 心 に 狙う ほう が 数 多く 沈め 
られ て いい じゃ な いか 、 と 思う 
か も し れ な い が そ れ は 早計 だ 。 
戦果 は 損害 の 規模 と それ を 与え 
た 艦 種 に よっ て 点数 化 さ れ て お 
り 、 一 定 以上 を 達成 し な いと 騰 
利 と な ら な い 。 戦艦 は 得点 源 と 
し て は 最も 高い が 、 戦 艦 1 隻 の 
か わり に 軽 巡洋艦 で と 考え る な 
ら 3 隻 も 仕留め な けれ ば な ら な 
い の だ 。 

だ が 好 条 件 も ある 。 真 珠 湾 で 
は 奇襲 が 成功 し 、 米 艦隊 は 停泊 
中 の と ころ を 攻撃 され た 。 自由 
に 動き 回 れる 船 と そう で な い 船 
と で は 、 宇 温 の 命中 率 に 大 き な 
差 が 生じ 、 与 える 損害 に それ は 
反映 され る 。 


田 対空 砲火 の 効果 

真珠 湾 攻 撃 は 奇襲 だ っ た た 
め 、 完 全 に 一 方 的 な 攻撃 だ っ た 
よう な イメ ー ジ を 持つ 人 も 少な 
く な い 。 し か し 実 の と ころ 、 日 
本 軍機 に も 損害 は 出 て いた 。 対 


PE 


空砲 火 な ど に よっ て 、30 機 近 
く が 撃墜 され た の だ 。 

対空 砲火 の 役割 は 、 航 空 機 の 
撃墜 で や る 。 し か し 効果 は 、 撃 
墜 に よる 数 的 戦力 の 低下 だ け で 
は な い 。 プ レッ シャ ー を 与え 雷 
爆撃 の 命中 率 を 下げ る 効果 が あ 
る の だ 。 激しい 対 空砲 火 は 、 敵 
機 を 攻撃 する も の で は な く 、 生 
残 性 を 高め る 防御 手段 と も いえ 
る だ ろう 。 

『 日 本 機動 部 隊 j』」 に お ける 対 
空砲 火 は その 点 も 再現 し て お 
り 、 対 空砲 炎 は た と え 敵 機 を 撃 
隊 で き な か っ た と し て も 、 そ の 
攻撃 か ら 受 ける 損害 を 小さ くす 
る 効果 が ある 。 ま さ に 戦場 の 法 
則 に 合致 する 。 

だ が 奇襲 時 に は この 対空 砲火 
が な い 。 戦力 そ の まま の 攻撃 力 
を クリ ア に 目標 へ ぶつ ける こと 
が で きる 。 奇襲 効果 が ある の は 
最初 の 数 回 だ け 。 そ こ で 狙う な 
ら 、 選 択 肢 は や は り 戦 艦 と いう 
こと に な る 。 


ーー 





hWH 了 博 ! あ 3 ロロ 


較 陣 の 重要 性 

真珠 洪 攻 撃 で は 、 攻 撃隊 は 目 
標 の 艦船 か ら の 対空 砲火 に し か 
さら され な い が 、 艦 隊 編成 され 
た 目標 を 攻撃 し よう と し た 場合 
は 、 そ れ に 隣接 する 航 船 か ら の 
対空 砲火 に も さら され る こと に 
な る 。 

空母 を 含ま な い 通 常 の 艦隊 は 
一 列 に 並ぶ 単 縦 陣 を 。 冠 母 を 含 
ず 機 動 部 隊 は 空母 を 中 心 に 他 の 
艦船 で 周囲 を 囲む 輸 形 陣 を 組 
む 。 特 に 輸 形 陣 の 中 央 に いる 空 
母 を 攻撃 し よう と し た 場合 、 全 
て の 艦船 か ら 攻 撃 を 受け る の 
で 、 航 空 部 隊 は それ な り の 被害 
を 覚悟 せ ね ば な ら な い だ ろ う 。 
日 本 軍 は 海 の 戦 い の 主役 が 航空 
機 で ある こと を 世界 に 知ら し め 
た が 、 目 分 の 身 を 空 か ら 守 る こ 











と に つい て は 、 つ まり 対空 兵 装 
の 重要 性 に つい て は 米 軍 より 認 
識 が 甘かっ た 。 その 違い は 、 後 々 
の シナ リオ で 肌 で 感じ る こと に 
光る だ ろう 。 
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立 澤 当 ・ 百 洗 


紀 論 


VH ーH 財 雪 さ 万 


豆 和 中 逢 


NEW 


。 書 際 


1942 年 2 月 ~- 4 月 


に eS 


イン が だ 痛め ら 一 北 / 


二 の 第 目標 で あっ た 東南 アジ ア の 次 地帯 は わずか 3 か 月 で 日 本 宣 の に 落ち た 


: 日 本 軍 は さら に イン ド 洋 に 進出 、 セ イロ ン の イギリス 軍 基 地 を 攻撃 する 。 


香港 
12 月 8 日 


海南 島 


、 12 月 22 日 


二 り ッ 


12 月 8 日 


SN 


スマ トラ .< 


12 朋 24 
『 


イン ド ネ シア を 席巻 する 日 本 軍 


プ ィ リゼ ッ 、 マ ルー 学 島 、 濡 
ルネ オ 島 な ど を 右 領 し た 日 本 軍 
は 勢い を 維持 し な が ら 、 第 一 段 
作戦 の 最終 目標 で ある スマ トラ 
島 、 ジ ャ ワ 島 な どか ら な る 大 ス 
ンダ 列島 お よび 小 ス ンダ 列島 へ 
3 所 つた 。 

対す る 連合 軍 は 、 ア メリ カ 、 
イギリス 、 オ ラシン ダ 、 オ 一 ス 


の 匠 7 メガ /// 


2 Ns 12 月 12 昌 


VMzHieg 


ンカ ボ 守 本 ボル ネ 有り = 
1 月 24 日 
セレ ベ ヌ 


12 月 10 日 


1 


は 


1 月 11 日 


1 月 11 日 


1 月 24 日 ! 朋 30 日 


\ 2 月 20 日 = 
= ビー ラリ 


オー スト ラリ ア 





トラ リア の 合同 司令 部 で ある 
ABDA 司令 部 を 組織 し て 対応 に 
あたっ た 。 

2 月 18 日 、 日 本 軍 上 陸 部 隊 
は ジャ ワ 島 の 東 に ある 小島 で あ 
る バリ 島 攻 略 を 目指 し て 、 セ レ 

ス 島 マカ ッ サ ル 泊 地 を 出発 し 
た 。 途中 ABDA 艦隊 の 迎撃 を 
受け た も の の 、 輸送 船団 を 守る 
駆逐 艦隊 の 活躍 で これ を 撃退 


(バリ 島 沖 海戦 )、 








バリ 島 を 占領 


ニュ ー キ ニア . 





し た 。 ス マト ラ 島 の パ 
レン バン 油田 も 落下 傘 
部 隊 の 支援 を 受け て 古 
傾 する な ど 、 イ ンド ネ 
シア は ジャ ワ 島 を 残し 
て 日 本 軍 の 占領 する と 
らら ろ ど 大 っ だ 。 

また 2 月 19 日 に は 
パラ オ を 出撃 し た 機動 
部 隊 が 第 1 お よび 第 2 
航空 戦隊 の 空母 「 赤 城 」 
「 加 賀 」「 蒼 龍 」「 飛 龍 」 
義 も っ て で て オ 一 穫 トラ 9 
ア の ボー トト ダー ウィ マシ 
を 爆撃 。 基 地 に 壊滅 的 
な 打撃 を 与え て いる 。 

今や 唯一 連合 軍 の 手 
に 残さ れ た ジャ ワ 島 に 日 本 軍 上 
陸 部 隊 が 向かっ た の は 2 月 下 
旬 の こと で ある 。 ジ ャ ワ 島 東部 
の スラ バ ヤ お よび 西部 の バタ ビ 
ア を 同時 に 攻め 、 一 気 に 同 島 を 
制圧 する 構え で ある 。 





マリ アナ 諸島 








スラ バ ヤ 沖 海戦 


スラ バ ヤ に 向かっ た の は 第 
48 師団 歩兵 9 個 大 隊 基 幹 を 乗 
せ た 輸 送 船 38 隻 と それ を 識 衛 






する 西村 祥 治 
少将 指揮 下 の 
第 一 護衛 隊 の 
大 小 22 隻 の 
藍 艇 で ある 。 

と これ に 対 
了 D オ ランダ 
DIG 三 2 マジ 
少将 は 日 本 軍 
の 上 陸 を 阻止 
すべ く ABDA 
艦隊 を 率い 
て 出撃 し た 。 
ABDA 艇 隊 の 
出撃 は 日 本 軍 
航空 機 に 発見 
され 、 上 陸 部 隊 を 支援 する 東 
方 支援 隊 を 率い る 高木 武雄 少 
将 は 、 田 中 頼 三 少将 率い る 第 2 
水雷 戦隊 と と も に た だ ち に 洋 能 
隊 方 向 へ と 針路 を 変え た 。 

1700 ご ろ 第 2 水雷 戦隊 が 敵 
鑑 隊 を 発見 し 、 針 路 を 変え な が 
ら 同 航 体 勢 を と っ た 。 第 5 戦 
隊 も それ に 続く 。1745、 第 2 
水雷 戦隊 の 「 神 通 」 が お よそ 1 
万 6 千 m の 距離 で 砲撃 を 開始 、 
続い て 第 5 戦隊 の 重 巡 「 那 智 」 
「 羽 黒 」 も お よそ 2 万 2 千 か ら 
2 万 5 千 m の 距離 か ら 砲 撃 を 開 
始 、ABDA 艦隊 も それ に 応戦 し 
た 。 し か し 硝 距 離 で 高速 で 移動 
する 両 艦隊 の 砲撃 は 互い に 有効 
AR: 肖 か 与え る と と は で き な 
つた 。 
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スラ ノバ ヤ 泌 海 厳 
2 万 29 朋 











第 4 水雷 戦隊 











1803 砲 黄 開 始 


一 方 、 遅 れ て 戦場 に 到着 し た 
第 4 水雷 戦隊 は ABDA 艦隊 に 
突進 し 、 九 三 式 酸素 魚雷 27 発 
を 発射 し た 。 と ころ が その 多く 
が 目標 手前 で 爆発 し 、 敵 に 損害 
を 与え る こと は な か っ た 。 
高木 少将 も 遠 距離 で の 撃ち 合 
い に し び れ を 切ら し た か 、 魚 埋 
戦 を 決断 、 全 軍 突 撃 を 命じ た 。 
魚 軍 は オラ ンタ 駆逐 艦 「 コ ル テ 
ノー ル 」 に 命中 、 こ れ を 撃沈 
し た 。 さ ら に イギリス 重 巡 「 エ 
クセ ター」 が 「 羽 黒 」 の 20cm 
砲弾 に よっ て 中 波 し 、 混 乱 し 
た ABDA 艇 隊 は 戦場 を 離脱 す 
る 。 追撃 し た 日 本 艦隊 は 駆逐 
艦 「 エ レク トラ 」 を 撃沈 する が 、 
2000 に 追撃 を 打ち 切る 。 
いっ た ん 離脱 し た ABDA 艦 


コル テノール 沈没 








者 











第 5 戦隊 








1742 砲 撃 開始 


選 避 油 





1750 砲 整 開始 






天下 昌 ・ 習 涯 


ES 









隊 だ っ た が 、 日 本 軍 上 陸 部 隊 
を 求め て 再度 、 接 近 を 図っ た 。 
28 日 0033、 第 5 戦隊 が この 
ABDA 艦隊 を 発見 、 昼 戦 に 弾薬 
を 消費 し た た め に 砲撃 は 散発 的 
だ っ た が 、 距 離 1 万 2 千 m 以 上 


スラ バ ヤ 沖 海戦 参加 兵力 

日 本 軍 

第 一 護衛 隊 (西村 祥 治 少将 ) [第 4 水雷 戦隊 ] 
軽 巡 「 那 珂 」、 駆 逐 艦 X 6、 ほ が 駆潜艇 、 哨 戒 艇 
多数 

東方 支援 隊 (高木 武雄 少将 ) [第 5 戦隊 ] 
重 巡 X 2 : 「 那 智 」「 羽 黒 」、 駆 逐 艦 X 4 
第 二 護衛 隊 (田中 頼 三 少将 ) [第 2 水軍 戦隊] 
軽 巡 「 神 通 」、 駆 逐 艇 X 4 

連合 軍 

ABDA 艦隊 (カレ ル ・W・F・M・ ド ー ル マン 少将 ) 
重 巡 x 2 : 「 エ クセ ター」「 ヒ ュー スト ン 」 

軽 巡 X 3 :「 デ ・ ロ イ テ ル 」「 ジ ャ ワ 」「 パ ー ス 」 
駆逐 艦 X 9 


スラ バ ヤ 沖 海 戦 両 軍 の 損害 
EE 汗 ョ 


大 破 脳 逐 艦 「 朝 雲 」 

連合 軍 

沈没 軽 巡 X 2 :「 デ ・ ロ イ テ ル 」「 ジ ャ ワ 」 
駆逐 艦 X 3 
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e ポン ベイ 放 
61100 
222 5 島 を 出発 し 
カナ ダ e 1 に e 
6 Ei た 。 圭 開 。 染 
に ゃ 
イン ド 6 日 1020 1 南 遺 艦隊 
7m0900 へ 、 ヽ 、 (マレ ー 部 隊 ) 
N ヽ Ng 
上 に S が ベン ガル 溶 
全 人 kY アン ダマ ン 千 島 ! 9 へ 
〆 / IE 守 も \ 
ベン ガル 湾 IN 計 ポー ト ・ ブ レア 紗 メル ギ に 向かい 、 カ 
3 ン ョ 
S。 0 ルカ ッ タ 方 面 
Ne 
w コチ ン 4 日 0530 ea ン の イ に リス 軍 
セ < gooo0 海上 交通 路 を 
ィ >N。 用 NN 
人 寸断 すべ く 、 
有 by 「 ハ ー ミ ー ズ 」 沈 没 emL ay 
の 2 う 通商 破壊 戦 を 
3 ア 0 
本 3 月 31 日 ご 4 月 2 日 の 東洋 艦隊 の 位置 8H0900 展開 する こと 
6 : 1 (月 3 日 「 ハ ー ミ ー ズ 」、 重 巡 x2 を セイ ロン に ) 
5H0900 こ に な っ た 
7070 7H0200 2 に な つた 。 
6H1115 : 2 
: イギリス 軍 
6 日 Ne ふ ヽ ゝ 
S 1800_ 成 イ ンド 
ンジ ベ プ 51726 
ス ュ ーー 3 5 日 1355 4 日 0900 ダラ 0900 に 正規 空 冠 母 
「 ド ー セ ッ ト シ ャ ー] 


「 コ ー ン ウォ ー ル 」 沈没 





5 日 1215 フォ ー ス A、 ア ッ ド ゥ 環礁 を 出 雄 
5 日 0700 フォ ー ス B、 ア ッ ド ゥ 環礁 を 出 琶 


の 距離 で 魚雷 
巡 「 デ ・ ロ イ テ ル 」 お よび 「 ジ ャ 


を 発射 、 こ れ が 軽 


ワ 」 を 轟沈 せしめ た 。 

退避 する ADBA 艦隊 を 追う 
第 5 戦隊 は 重 巡 「 足 柄 」「 妙 高 」 
の 援軍 を 得 て 「 エ クセ ター」 を 
撃沈 。ADBA 艦隊 の 残余 は バタ 
ビア へ 退避 する が 、 そ こ に も 日 
本 軍 が 来襲 、「 ヒ ュー スト ン 」 
「 パ ー ス 」 を 撃沈 され (バタ ビ 


ア 沖 海戦 )、 こ こ に 東南 アジ ア 


連合 軍艦 隊 は 壊滅 し た 。 
機動 部 隊 イ ンド 洋 へ 


破竹 の 勢い の 日 本 軍 は 、 開 戦 


6 日 0900 





前 に 構想 し て いた 第 一 段 作戦 を 
予定 より だ いぶ 早い 3 月 まで に 
隔 能 半 KJ 紀 で し まち だ 。 ュー 
ギニア 南部 や フィ リピ ン 方 面 で 
は いま だ 戦闘 が 続い て いた が 、 
いずれ も 攻略 は 時 間 の 問題 と 考 
えら れ て いた 。 

そん な 中 、 大 本 営 は ビル マ 侵 
女 を 発令 し 、 そ れ に 対応 し て 南 
方 部 隊 に 編入 され て いた 機動 部 
隊 を イン ド 洋 に 進出 させ る こと 
と な っ た 。 パ ラオ で 暗礁 に 接触 
し て 修理 の た め に 内 地 へ 回 航 さ 
れ た 「 加 賀 」 を 除く 機動 部 隊 の 
空母 5 令 は 3 月 26 日 に セレ ベ 










隻 、 軽 空母 1 
隻 、 旧 式 戦艦 





4 袋 と 、 護 衛 
彼 群 を 派遣 し 


て いた 。 マ レー 沖 海戦 で 戦死 
し た フィ リッ プス 中 将 の 後任 と 
な の 完 光 エー ム 多 マサ マー ビ 泌 
中 将 は 、 日 本 海軍 の 暗号 を 解読 
し 日 本 艦隊 が 4 月 1 日 に セイ 
ロン 島 を 攻撃 する 予定 で ある こ 
と を 知っ て いた 。 洋上 で 待機 し 
た イギリス 艦隊 で あっ た が 、1 
日 に な っ て も 日 本 軍 は 現れ ず 、 
イギリス 艦隊 は 「 ハ ー ミ ー ズ 」 
を トリ ンコ マリ ー に 残し て アッ 
ズ 環 礁 に 引き 上 げ る 。 











第 一 次 セイ ロン 攻撃 


4 月 5 日 朝 、 コ ロン ボ 基 地 南 

















方 200 カイ リ に 進出 し た 機動 
部 隊 は 、 租 載 機 180 機 で コロ 
ン ボ を 奇襲 し 、 イ ギリ ス 軍 に 甚 
大 な 損害 を 与え た 。 

午後 に 攻撃 隊 が 帰 恒 し て ま も 
な く 、 日 本 軍 の 偵察 機 が 洋上 退 
避 中 の イギリス 重 巡 「 ド ー セ ッ 
wm| | コー ジウ ネー ルル 」 
の 2 隻 を 発見 し た 。 機 動 部 隊 は 
甘 爆 隊 を 送り た ち ま ち 2 隻 と も 
撃沈 し た 。 こ の 時 の 艦 爆 隊 は 命 
中 率 85% と 生 異 的 な 技量 を 見 
せる 。 

翌日 6 日 に は 第 一 南 遺 艦隊 が 
ベン ガル に 到達 し 、 イ ギリ ス 
商船 を 次 々 と 襲撃 し て 、 こ の 日 
だ け で 21 隻 撃沈 、8 隻 大 破 と 
いう 大 戦果 を 挙げ た 。 艦隊 は そ 
の まま 9 日 まで 作戦 を 続行 し 、 
さら に 2 隻 を 撃沈 する 。 こ れ に 
まっ て 、 連 合 軍 の 東 イ ンド 洋 通 
旬 路 は 麻痺 し 、 ビ ル マ へ の 補給 
路 を 遮断 する と いう 目標 は 達成 
され た 。 ま た セイ ロン 西方 の 哨 
戒 と 通商 破壊 を 担当 し た 潜水 艦 
部 隊 も 商船 数 隻 を 撃破 する 戦果 
を 挙げ て いる 。 


「 赤 城 」 危 機 一 髪 


9 日 、 機 動 部 隊 は セイ ロン 北 
部 の トリ ンコ マリ ー 基 地 を 空襲 
し た 。 攻 撃隊 は 基地 を 完 磨 な き 
まで に た た いた が 、 在 泊 し て い 
た 数 十 隻 の 輸送 船 ま で は 手 が 回 
ちず 、「 第 二 次 攻撃 の 要 あ り 」 








と 打電 し た 。 こ れ を 受け て 空母 
上 で は 第 一 次 攻撃 隊 の 収容 を 終 
え 次 第 、 第 二 次 攻撃 の 準備 を 進 
め る こと に な っ た 。 

と ころ が 、 攻 撃隊 の 帰投 時 に 、 
水上 偵察 機 か ら 空 母 発見 の 報告 
が も た ら さ れる 。 分 散 退避 中 の 
イギリス 軽 空母 「 ハ ー ミ ー ズ 」 
と 駆逐 艦 「 ヴ ァ ン パイ ア 」 で あっ 
た 。 第 2 航空 戦隊 司令 官 ・ 山 品 
多聞 は 、 そ の まま 攻撃 隊 を 発進 
させ 、 敵 空母 を 攻撃 する よう 具 
申し た が 、 司 令 部 は これ を 容れ 
ず 、 対 艇 装備 へ の 転換 を 始め た 。 

その と き 、 ト リン コマ リー か 
ら 飛 来 し た ブレ ニム 軽 爆撃 機 9 
機 が 、 機 動 部 隊 に 襲い か か っ た 。 
完全 な 奇襲 だ っ た 。 こ の と き 空 





セイ ロン 沖 海戦 参加 兵力 
日 本 軍 

機動 部 隊 (南雲 一 中 殖 

第 1 航空 隊 (南雲 一 中 将 ) 


空母 X 5 : 「 赤 城 」「 飛 龍 」「 蒼 龍 」「 翔 鈴 」「 瑞 鶴 」 


戦艦 X 4 : 「 金 剛 」「 比 散 」「 醒 名 」「 霧 島 」 

重 巡 X 2 :「 利 根 」「 筑 摩 」 軽 巡 X 1 :「 阿 武 隈 」 
駆逐 艦 X10 給油 艦 X9 隻 

艦上 戦闘 機 X 90 艦上 爆撃 機 X 108 

艦上 攻撃 機 X 117 合計 234 機 

マレ ー 部 隊 (小沢 治 三郎 中 持 ) 

第 1 南 遺 艦隊 (小沢 治 三郎 中 将 ) 

空母 「 龍 隊 」 

重 巡 X 5 : 「 鳥 海 」「 熊 野 」「 鈴 谷 」「 三 隈 」「 最 上 」 
軽 巡 X 2 : 「 由 良 」「 川 内 」 駆逐 艦 X 10 

給油 艦 X 1 隻 艦 上 戦闘 機 X 12 

艦上 攻撃 機 X 16 合計 28 機 

潜水 艦隊 (市 岡 寿 少 将 ) 

潜水 艦 X 6 

連合 軍 

イギリス 東洋 艦隊 (ジェ ー ム ズ ・ サ マー ビル 中 持 ) 
フォ ー ス A (高速 部 隊 ) 


空母 X 2 :「 イ ンド ミタ ブル 」「 フ ォ ー ミ ダブ ル 」 


戦艦 :・「 ウ ォ ー ス パイ ト 」 
重 巡 X 2:「 コ ー ン ウォ ー ル 」「 ド ー セ ッ ト シ ャ ー」 





軽 巡 X2 駆逐 艦 X 6 

艦載 機 「 イ ンド ミダ ブル 」: シー ハリ ケー ン 艦 上 
戦闘 機 X*9 フル マー 艇 上 戦闘 機 X 12 

アル バ コ ア 雷撃 機 X 24 





母 の 甲板 上 で は 、 燃料 を 満載 し 、 
雷 爆 装 し た 第 二 次 攻撃 隊 が 発進 
準備 の 真 最 由 だ っ た の で ある 。 


「 赤 城 」 を 狙っ て 爆弾 が 次 々 と 


水平 投下 され た が 、 幸運 に も 一 


発 も 命中 し な か っ た 。 と こと と で よ 
う や く イ ギリ ス 軍 機 に 気づい た 
直 挫 の 零 戦隊 が イギリス 機 を 蹴 
散ら し た 。 も し 一 発 で も 命中 し 
て いれ ば 、 の ちの ミッ ドウ ェ ー 
と 同じ く 大 惨事 に な っ て いた だ 
ろう 。 ま さ に 危機 一 髪 だ っ た 。 

危機 を 逃れ た 日 本 軍 は 攻撃 隊 
を 発進 させ 、「 ハ ー ミ ー ズ 」 と 
|「 ザ ァ ン パ イア 」 を 買 先 する 。 





機動 部 隊 は この 戦果 を も っ て 任 
務 完 了 と 判断 し 、 イ ンド 洋 を あ 


と に し た の で ある 。 


艦 載 機 「 フ ォ ー ミ ダブ ル 」 : マー トレ ッ ト 艦 上 戦 
闘 機 X 16 アル バ コ ア 雷撃 機 X 21 

ソー ド フ ィ ッ シュ 雷撃 機 X 1 

フォ ー ス B (低速 部 隊 ) 

軽 空 母 「 ハ ー ミ ー ズ 」 

戦艦 X 4 :「 レ ヅ リ ュー ショ ン 」「 ラ ミリ ー ズ 」 

「 ロ イヤ ル ・ ソ ブリ ン 」「 リ ヴェ ンジ 」 軽 巡 X 3 











駆逐 艦 X 8 

艦載 機 「 ハ ー ミ ー ズ 」 : ソー ド フ ィ ッ シュ 趣 撃 機 
X 12 

基地 機 

コロ ン ボ : ブレ ニム 爆撃 機 X 14 

トリ ンコ マリ ー : ハリ ケー ン 戦 闘 機 X 28 フル 
マー 戦闘 機 X 6 

ラ ト マ ラナ 基地 : ハリ ケー ン 戦 闘 機 X 22 ハリ 
ケー ン 戦 闘 機 X 14 

コガ ラ : カタ リナ 飛行 艇 X 12 

基地 機 計 


戦闘 機 X70 爆撃 機 X14 合計 84 機 


回 人 定 uns 


EE 送 ョ 
航空 機 :16 機 [ 零 戦 X4 九 九 式 艦 爆 X 10 
九 七 式 艦 攻 X 2] 


ママ ュ で 


沈没 : 軽 空 矢 X 1:「 ハ ー ミ ー ズ 」 重 巡 X 2:「 コ ー 
ン ウ ォ ー ル 」「 ド ー セ ッ ト シ ャ ー」、 駆 逐 艦 X 2 
タ ジ カ ー※ う 2 

航空 機 : 約 50 機 ( イ ギリ ス 軍 記録 :27 機 以上 喪失 ) 








7g///// 訂 4 






AUAWAMAMKIDN 





避 帯 柚 ー で ヾ < 押立 


立 粘 泊 ・ 震 澤 


音 紀 語 


V 貼 ローーH 財 雪 く 契 


引 へ で 寸 こ 人 表 上 汗 知 


若 了 


作戦 攻 較 


究 封 決戦 シナ リオ ょ イロ ン 池 朋 


日 本 軍 戦 力 




















本 機動 能 隊 = | 較 


本 剛 90 攻 机 搬 99 ai 
索 由 職 ーー 
英軍 戦力 


コロ ン ボ 基地 
澤 開 機 56 坦 還 機 12 索敵 機 3 





プル セ 


: 柚 間 機 28 鞭 導 45 栓 本橋 





2 計 1e 
BIZ4lhifEieE 
二 APAY あ 人 | 


る Be 二 に 


圏 シナ リオ 概略 





彼 放 0 攻 琶 控 12 坦 遇 李 0" 
牙 藤 障 0 


要 だ が 、 シ ナリ オ 的 は 英国 東洋 艦隊 
の 撃滅 の ほう が 重 婦 度 が 高い 。 敵 の 
数 は 多い が 、 攻 撃 力 は さほど で も な 
い の で 、 効率 的 な 索敵 が 重要 に な る 。 


九 九 式 艦 爆 


較 時 計 を 進め る 前 に 

1 ) 連合 勝 隊 を コロ ン ボ に 近づけ す 
ぎ な い 男 囲 で 北上 させ る 
2) 第 二 攻 和 隊 を 「 対 紅 | で 発進 
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セイ ロン 鳥 の 航空 基地 の 破 請 が 必 








備 する 
3 ) 康 敵 は まだ 行わ な い 。 


一 作戦 開始 
まず 、 交 艦 隊 が 日 骨 隊 か ら 見 て 北 
側 に 存在 し な いか を 確認 する 。 艦 隊 

















は 北上 、08 : 00 一 09 : 00 頃 に 索 
敵 機 を セイ ロン 島 西 沖 へ と 飛ば す 
(と の と き 。 や セイ ロン シン 島 上 空 を 索敵 


機 が 飛ば な いよ うに 調整 する こ 
言う まで も な いこ と だ が 、 地 上 に 


艦隊 は いな い )。 

10 : 00 に な っ た ら 、 対 地 攻 
撃 装 備 の 第 一 攻撃 隊 に 対し コロ 
ン ボ 基地 へ の 攻撃 を 命令 する 。 
あま り 早 過ぎ る と 、 第 一 攻撃 隊 
が コロ ン ボ まで 到達 で き な い の 
で 注意 が 必要 だ 。 コ ロン ボ 基 地 
を 破壊 で き な か っ た な ら ば 、 帰 
還 し て きた 第 一 攻撃 隊 を 対地 攻 
撃 で 再 爆 装 、 準 備 で き し だ い コ 
ロン ボ を 攻撃 する 。 

な お 、 こ の ころ か ら 、 敵 索敵 
機 (早い 場合 は 攻撃 隊 ) が 出現 
する の で 、 防 空 隊 で 艦隊 を 護 衛 
6 全く と と 。 

これ 以降 は 、 索 敵 機 が 敵艦 隊 
を 発見 次 第 、 第 二 攻 撃隊 に よる 
攻撃 を 開始 する 。 セ イロ ン 島 西 
沖 に 敵艦 隊 が 発見 で き な か っ た 
場合 セイ ロン 島 の 南 沖 へ と 索 
敢 機 を 展開 する こと 。 ほ ば ぼ 確 実 
に 、 敵 艦隊 は そこ に いる 。 

コロ ン ボ 基地 を 破壊 で きた 
ら 、 第 一 攻撃 隊 も 対 艦 攻 撃 装 備 
に 切り 替え 、 順 次 英国 東洋 艦隊 
へ の 攻撃 を 開始 する 。 敵 艦隊 と 
の 距離 が 近い 場合 は 、 艦 隊 決 戦 

















' 勝 利 条 件 


加賀 は 座礁 し 参加 で き な か っ た 。 


を 挑ん で も いい だ ろう 。 こ の 場 
合 も 、 航 空 機 に よる 攻撃 は 継続 
すず 電 と を 。 

な お 、 ト リン コマ リー 基地 は 
敵 航空 隊 が 存在 せ ず 、 ま た 基地 
は 1 つ 破 壊す れ ば 十分 だ 。 大 勝 
利 の た め に は 、 積 極 的 に 対 艦 攻 
撃 を 狙っ て いき た い 。 


回 勝率 

索敵 が どれ くら いう まく 行く 
か 、 ま た 乏 敵 機 が 撃墜 され る か 
どう か に よっ て 大 勝利 で きる か 
どう か は ほぼ 決ま る 。 天 候 が 悪 
化し て くる と 、 敵 に 失敗 する 
ケー ス も 増え て くる の が 厄介 な 
ど と る だ 。 





| 


戦艦 か ら 改造 され た 赤城 ・ 加 賀 や 正規 空母 と し て 設計 され た 翔 鈴 ・ 
瑞 鈴 と 比較 する と 小さ い 中 型 空母 で あっ た が 遂 色 な い 働き を 見 せ た 


| @ 麗 北 計 注 中 
画 還 生計 放 | 南村 貞二 





と は いえ 、 敵 艦隊 は 戦意 吐 盛 
で あり 、 積 極 的 に こち ら と の 艦 
隊 決 戦 を 挑ん で くる 傾向 に あ 
る 。 片方 の 艦隊 だ け と の 砲戦 で 
あれ ば 負け る 要素 は ほとん ど な 
い の で 、 受 け て 立っ た ほう が い 
い だ ろ う 。 

敵艦 隊 の うち 、 低 速 艦隊 が 保 
有する 攻撃 機 は 、 ほ と ん ど 飾 り 
同然 だ 。 防 空 隊 が 護衛 し て いな 
く て も 、 艦 隊 の 対空 砲火 だ け で 
壊滅 させ られ る し 、 こ ちら が 被 
害 を 受け る こと も 非常 に 少な 
い 。 だ が 高速 艦隊 の 艦載 機 は そ 
れ な り の 打撃 力 が ある の で 、 随 
空 隊 は ちゃ ん と 出動 させ て お き 
7GU。 


蒼 衣 









4 月 5 日 20000 まで に コロ ン ボ 、 ト リン コマ リー 基地 に ダダ 
メー ジ を 与え つつ 、 英 艦隊 の 空母 ・ 戦 艦 ・ 重 巡洋艦 を 2 


隻 以上 撃沈 する 。 


全 英 艦 隊 の 空母 、 戦 艦 、 重 巡 を 8 隻 以 下 に する 


プラ スポ イン ト 


コロ ン ボ か トリ ンコ マリ ー 基 地 を 各 中 破 1, 大 破 2, 破壊 3 
空母 か 戦艦 各 沈 没 1 


ナス ポイ ント | 日 本 側 各 空母 中 破 -1, 大 破 -3, 沈没 -4 





判定 基準 を 満た し た 場合 
大 勝利 勝利 敗北 


判定 基準 を 満た さ な い 場 合 


EE 引き 分 け 大 敗北 


9 の 77 29 












ー で 4 


導 避 油 


立 貴 理 ・ 媒 吾 


紀 吉 


NM 中 エ H 財 補 く 加 


HI へ で 寸 叶 に 人 4 採 二 中 計 


滞 受 


Ag/4 虐 大 を 撃 大 し 、 加 合 軍 を 肛 逐 セヨ ! 


國 この シナ リオ に つい て 


三 づ つ 目 の 入門 用 シナ リオ が こ 
れ で ある 。 史実 で は 、 見 た 目 の 
戦力 は 互角 で あっ た も の の 、 錬 
度 が 高く 、 秘 密 兵 器 を 持っ て い 
た 日 本 軍 が 圧勝 する 。 プ レイ 
ヤー は その 日 本 軍 を 担当 し 、 艦 
隊 に よる 索敵 と 昼夜 の 砲戦 、 そ 
し て 秘密 兵器 に つい て 学ぶ 。 























画 艦隊 に よる 索敵 


開戦 以降 、 海 上 戦 の 主戦 力 
が 航空 機 を 搭 載 し た 空母 機動 
部 隊 に 移っ て いっ た と こと で 、 
戦艦 や 巡洋艦 の 役割 は 機動 部 
隊 の 支援 に 変わ っ て いく 。 こ と 
こ で も それ は 同様 で 、 ひ と つ 
は 護衛 部 隊 と し て 、 ま た も う 













































































ひと つ は 生 敵 の た め に そう し た 








戦隊 が 活用 され る 。 空母 が 登場 
する シナ リオ で は 主力 兵器 た り 
得 な い 。 輸 形 陣 を 形成 する か 、 
「 ピ ケッ ト 線 」 を 張る の に 用 い 
られ る 。 

水上 戦 で は 、 艦 隊 は 敵 部 隊 と 
接触 する こと で 、 そ の 存在 を 確 
か ぬ め る と と が で きる 。 つま り 自 
分 の 艦隊 に 隣接 する 敵 マ ー カ ー 
を 裏返す こと が で きる の だ 。 航 
空 機 に よる 索敵 と 違っ て 確実 
で 、 し か も 夜間 で も 行え る 。 
た だ し 、 代 わり に そこ に 自分 
の 艦隊 が 存在 する と いう こと を 





相手 に 知ら せる こと に は な っ て 
し まう 。 そ ぞ そし て 、 そ と に だ 肖 の 剛 
隊 が 存在 すれ ば 、 即 、 戦 闘 に な 






日 本 軍 
| 第 5 戦隊 (指揮 高林 直 堆 少 ) 
重 巡 : 那 智 、 羽 黒 
RE 駆逐 引 :2 ユ ニッ ト ( 浦 、、 山 風 、 江 風 ) 
| 第 2 水雷 戦隊 (指揮 官 田中 頓 三 少将 ) 
軽 巡 : 神 通 


第 5 水雷 戦隊 (指揮 官 西村 拝 治 少将 ) 
軽 ダ 巡 : 那 珂 


駆逐 艦 :2 ユ ニッ ト ( 雪 風 、 時 津 出 、 天 津 風 、 初 風 ) 


太 逐 艦 :3 ユ ニッ ト ( 村 雨 、 五 月 雨 、 春 属 、 夕 立 、 朝 雲 、 衝 雲 ) 








和 だ ら う 。 

と の シナ リオ は 一 人 用 で あ 
り 、 連 合 軍 側 の 艦隊 (と ダミ ー) 
の 行動 は サイ コロ で 決ま る 。 そ 
の た め 、 日 本 軍 プ レイ ヤー が ダ 
ミー を 使っ て 自軍 の 位置 を 隠匿 
する 必要 は な い の で 最初 か ら 自 
軍艦 隊 マ ー カ ー は 裏 向 き の 状態 
で 始め る 。 し か し 、 艦 隊 を 移動 
させ て 敵艦 隊 マ ー カ ー に 接触 
し 、 蔽 の 正体 を 確か め る と いう 
索敵 の テク ニッ ク は ここ で 身 に 
つく わけ で ある 。 














田 太 と 夜 の 戦い の 違い 








スラ バ ヤ 沖 海戦 か ら は 、 シ ナ 
リオ に 昼 と 夜 の 要素 が 入っ て く 
る 。 そ し て 『 日 本 機動 部 隊 』 で 
は 昼 と 夜 で は 艇 
隊 戦 の 処理 が 大 
きく 異な る 。 こ と 
れ は 当時 の 海戦 
の 状況 を 反映 し 
て ゆめ 。 

昼間 の 戦闘 で 




















































































































は 、 長 射程 を 持 
つ 側 が 戦闘 に お 
いて 圧倒 的 に 有 
利 で ある 。 英 艦 
隊 の 挙動 も 丸 見 












































































































































































































































































































































え の 昼 間 で は 、 








日 本 機動 部 隊 シ ナリ オ スラ バ ヤ が 放 


ーー ニー テー9 ゼ ー mm 


訪 手 より 射程 で 上 回 る 場合 は 距 
護 を 維持 し て アウ トレ ンジ に 徹 
する の も 容易 だ か ら だ 。 こ れ に 
対し 、 敵 を 視認 し に くい 夜間 で 
ほ 射 程 を 有効 に 活か すこ と が で 
き な い た め 、 接 近 戦 闘 に な る こ 
と が 多く 、 そ こ で は 射程 が 短い 
より 小型 の 艦 も 活躍 で きた 。 特 
に 船 速 も あり 雷撃 可能 な 駆逐 艇 
ミ 、 夜 戦 に うっ て つけ だ っ た の 
で ある 。 

昼間 の 戦闘 で は 、 戦 艦 の み ー 
和 宣 ※ ま で づつ 軽 巡 ま で づつ 駆逐 艦 ま 
で 、 の 順 で 交戦 距離 を 決定 する 。 
もち ろ ん 戦 生 の ほう が 交 ぷ 戦 距離 
が 長く 、 駆逐 艦 は も っ と も 短い 。 
理 い に 戦艦 を 有 し て お り 互 い に 
その 距離 で 戦う こと を 望め ば 、 
戦 肛 だ けが 攻撃 を 行う こと が で 
きる 。 そ し て 互い に 戦艦 を 持っ 
て いな けれ ば 重 巡 の 、 重 巡 も い 
な けれ ば 軽 芝 の …… と 、 攻 撃 に 
参加 で きる 艦 種 は 増え て いく 。 
載 艦 を 持っ て いる が 重 巡 以下 も 
載 闘 に 参加 させ た いと 望め ば 、 
交戦 距離 を 縮め る こと は で きる 
が 、 相 手 の 同 意 も 必要 に な る 。 
多く の 場合 、 そ れ で 一 方 が 有利 
に な る な ら ば 他方 は 同意 し な い 
た め 、 自 然 に 最大 射程 を 持つ 艦 
で の 戦い に な る 。 ス ラバ ヤ 沖 海 
載 で は 目標 の ABDA 艦隊 に 重 巡 
が お り 、 対 する 日 本 軍 の 3 艦隊 
中 で 重 巡 を 有する の は 第 5 戦隊 
の み 。 他 の 2 艦隊 は 、ABDA 艦 








隊 に 攻撃 する こ 
と すら で き な い 
{ 多 し て で 一興 交 
に 攻撃 され る の 
み で ある )。 そ れ 
か ら 唯 一 交戦 可 
能 な 第 5 戦隊 の 
み で は 隻数 で 大 
幅 に 劣る 。 

し か し 、 和 夜間 で は 射程 の 概念 
は な く な り 、 全 て の 艦 が 戦闘 に 
参加 で きる 。 そ うな る と 戦力 差 
は 、 隻 数 で 勝る 日 本 側 に 大 きく 
傾く の で ある 。 射程 で は な く 、 
総 火 力 が モノ を 言う の だ 。 

この よう に 艦隊 戦は 昼 と 夜 と 
で 大 きく 様相 が 異な る 。 


田 日 本 海軍 の 秘密 兵器 


史実 の スラ バ ヤ 沖 海戦 で は 日 
本 軍 が 勝利 を 収め た が 、 そ の 理 
由 は 夜間 に な っ て 総力 戦 と な り 
戦力 比 が 逆転 し た こと だ け に は 
よら な い 。 

ー つ は 前 述 の 練 度 の 差 で あ 
る 。 当 時 の 日 本 海軍 は 連合 国 海 
軍 と 比べ て 、 練 度 が 高かっ た 。 
と の ゲー ム で は 、 海 戦 に よる 損 
害 判定 で 、 日 本 軍 の 方 が ダイ ス 
の 目 1 つ 有 利 に する こと で 表 
され て いる 。 戦 闘 ダ イス の 目 1 
つと 言っ て も 、 連 合 軍 の 再 悪 目 
は 日 本 軍 に な く 、 逆 に 日 本 軍 の 
最良 目 は 連合 軍 に な い の で 、 そ 
の 差 は 見 た 目 以上 に 大 きい 。 





評 戦 だ け で な く 9 必 隊 電 も 可能 
「 酸 素 魚雷 」 も 再現 され て いる 





さら に 秘密 兵器 一 一 「 酸 素 魚 
雷 」 の 存在 も 大 き な フ ァ ク ター 
どど 導 る て いた 。 


酸素 魚雷 は 、 当 時 日 本 だ けが 
実用 化し て お り 、 威 力 と 速度 に 
優れ 、 ア メリ カ 海 軍 も 特に 警戒 
し て いた 兵器 で ある 。 そ の た め 
この ゲー ム で は 、 酸 素 魚雷 の 効 
果 が 特に 有効 な 夜間 、 そ れ を 搭 
載 し た 駆逐 艦 の 砲撃 力 が 倍 に な 

る よう に な っ て めい る 。 
これ は 日 本 軍 の 強 さ を 強調 す 
る ルー ル の 一 つ で ある が 、 大 事 
な の は 史実 の 艦 隊 運 用 の 再現 に 
も 連なっ て いる こと で ある 。 日 
本 軍 プ レイ ヤー と し て は 、 酸 素 
魚雷 の 効果 を 有効 活用 し な い 手 
は な い 。 そ の た め 、 日 本 艦隊 は 
自然 に 夜戦 を 挑む よう に な り 、 
合 軍艦 隊 は それ を 回 避 し よう 
と 努め る こと に な る 。 特 に 連合 
軍 プ レイ ヤー は 機動 部 隊 が 夜間 
に 捕まる こと だ け は 避け た いと 
考え る は ず で 、 そ の た め に どの 
よう に 空母 を 守れ ば よい か を 真 
剣 に 考え ね ば な ら な い だ ろ う 。 
9 の 7 31 
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シス テム 縮 介 


日 本 機動 部 隊 シ ナリ オ g 与 ,。 呈 











に 
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索 江 、 航 空 応 英理 、 寿 卒 と の 圧 倉 、 そ れ が 空 友 洪 の 琵 太 味 


較 ご の シナ リオ に つい て 


この シナ リオ は 最後 の 入門 用 
ジリ で 2 人 用 で ある 。 一 
方 は 日 本 海軍 、 も う 一 方 は 連合 
国 海軍 を 受け 持つ 。 初 め て の 対 
人 戦 で あり 、 と と か ら よ う や く 
空母 機動 部 隊 を 使う こと が で き 
る 。 戦 力 は 互い に 括 抗 し て いる 
が 、 質 の 日 本 軍 、 数 の 米 軍 と い 
う ゲ ー ム の 性 質 は 踏ん で いる 。 
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そう し た 架空 の 設定 だ が 、 こ れ 
に より 空母 戦 の 重要 な 艦載 機 の 
運用 を 学べ る 。 


画 航空 機 の 航続 距離 


航空 機 の 航続 距離 に つい て 。 
今回 か ら 艦 載 機 は 、 空 母 か ら 
規定 の 距離 (マッ プ 上 で 5 へ 
クス ) まで の 目標 し か 攻撃 で 
き な い 。 し た が っ て 、 目 標 に 
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対し て ある 程度 、 自 分 の 艦隊 を 
近付け る 必要 が ある 。 艦隊 は こ 
れ ま で 同様 艦隊 マー カー を 使っ 
て 表す 。 今回 か ら 、 両 プレ イヤ ー 
と も に ダミ ー マ ー カ ー も 使用 す 
る の で 、 互 い に ど れ が 本 物 か は 
分 か ら な い 状 態 で 艦隊 を 動か す 
紀 過 区 林 る 。 

た だ この シナ リオ で は 相手 の 
艦隊 に 損害 を 与え る こと が 目的 
な の で 、 互 い に 相 手 (の 艦隊 マー 

カー) に 近付い て いけ ば よい 。 
十分 に 近付い て いれ ば 、 索 敵 で 
本 物 を 見 つけ た 時 、 す ぐに 攻撃 
で きる 。 

当然 先 に 見 つけ た 方 が 有利 だ 
が 、 攻 繋 す る と いう こと 人 ほ 、5 
ヘ ク ス 以内 に 英機 動 部 隊 が いる 
と 相手 に 教え て いる よう な も の 
な の で 注意 が 必要 だ 。 相 手 に し 
て みれ ば 、 そ の あと 本 物 を 見 つ 
ける の は 易く な る 。 と これ は 史実 
で 帰還 中 の 敵 攻 撃隊 を 追跡 し て 
機動 部 隊 を 見 つけ た 例 な ど に 重 
な る 。 

と の シナ リオ は 人 入門 用 と いう 
oe 

、 攻 撃 を 受け た 時 、5 ヘ へ クス 
PP ーー0 キ つう わか 
な けれ ば 間違い な くそ れ が 機動 
部 隊 で あり 、 敵 時 の 艦 種 誤認 

















を 恐れ る 必要 な く 攻 撃隊 を 発進 
て 良い と と に な る 。 そう 
いっ た リス ク を 負わ な いた め に 
も 、 艦 隊 マ ー カ ー は あま り ば ら 
けさ せ ず に ある 程度 密集 させ て 
用 いた 方 が よい 。 仮に 敵 に 攻撃 
工 隊 が いる な ら ば スラ バ ヤ 沖 海 
「「 
こと に も な る し 、 逆 に こち ら に 
いる な ら は ば 機動 部 隊 と 同行 させ 
る と と で 放 認 を 誘う こと も で き 
0297 時 


田 航空 機 の ハロ ー テ ーション 
冠 母 に 搭載 され て いる 航空 機 
が どの よう な 状態 に ある か を 表 
す に は 、 航 空 機 配置 表 を 使う 。 
新 空 機 配置 表 に は 、「 着 艦 」「 発 
証 準 備 」「 上 空 」「 攻 撃 」 の 四 つ 
の ボッ クス が あり 、 そ こ に 航空 
機 ユ ニッ ト を 置い て 示す の だ 。 
英 艦隊 発見 後 、 す ぐに 攻撃 さ 
きた けれ ば 、「 発 艦 準備 」 の ボッ 
ヶ ス ーー つま り 甲 板 に 航空 機 を 
言い て お く 必 要 が ある 。 移動 手 
ー 織 出し た 航空 機 は 「 攻 
の ボッ クス に 移し 、 続 く 爆 
隆重 で 真珠 浴 や マレ ー 沖 航空 
攻 同 様 に 攻撃 を 行え る 。 攻撃 に 
参加 し た 航空 機 は 、 次 の ター ン 
に 「 着 艦 」 の ボッ クス に 移す 。 
著 艦 は 空母 に て 整備 され て いる 
状態 を 表し 、 こ こ に 置い て いる 
訴 空 機 は 何 も で き な い 。 運用 す 
る た め に は 、 更 に 次 の ター ン を 





恒 飛 


1 上 8 


待っ て 「 発 艦 
準備 」 ボッ ク 
ス に 移す 必要 
が ある 。 

や や も すれ 
ば 面倒 、「 攻 撃 
グ 上 空 」 と 「 着 
艦 準備 」 を 行 
き 来 すれ ば い 
いよ うに 思え 
る か も し れ な 
い が 、 こ れ は 当時 の 空母 の 航空 
機運 用 の 状況 を 再現 する た め の 
ルー ル だ 。 一 度 攻撃 に 出 た 航空 
機 は 、 燃 料 や 弾薬 な どの 補給 時 
間 が 必要 だ っ た 。 そ れ を 、 ボ ッ 
クス の 移動 に よっ て 再現 し て い 
る の で ある 。 

また 、「 着 艦 準備 」 ボ ックス 
に 置け る 数 に は 制限 が ある た 
め 、 一 度 に 全 機 を 出す こと は で 
き な い 。 戦 闘 機 は 「 攻 撃 」 で は 
な く 「 上 空 」 ボ ックス に 移し て 
敵 の 攻撃 隊 来 組 時 に 、 こ れ を と 迎 
撃 し て 戦力 を 削ぐ こと が 可能 だ 
が 、 そ の た め に は や は り 「 発 艦 
準備 」 に 置い て お く 必 要 が あ 
る 。 し か し 、 敵 の 来襲 の 無 さそ 
うな と き に 置い て お く と 了 邪魔 に 
な り 、 ま た 上 空 に 上 げ て も 次 の 
ター ン に は 空母 に 降り な けれ ば 

ら な い (戦闘 機 だ な け は 「 着 艦 」 
で は な く 「 着 艦 準備 」 に も どる )。 
これ は 狭い 甲板 を どう 使う か と 
いう 運用 面 の 問題 を 視覚 的 に も 





中 隊 規 模 の ユニ ッ ト を こと の チャ ー ト で 管理 する 1 


再現 し て いる の で ある 。 





田 ワン ポイ ント 


日 本 軍 は 零 戦 の 戦闘 力 が 非常 








に 高く 設定 され て いる 。 ま た 部 
隊 を 分 割 す る こと で 数 の 劣勢 を 
補う と いっ た こと さえ で きる 。 
これ は 戦争 初期 の 零 戦 の 活躍 を 
再現 する た め の ル ー ル だ 。 
一 方 アメ リカ 軍 の 戦闘 機 は 、 
あら か じ め 「 上 空 」 に 上 げ て お 
か な く て も 日 本 軍 の 来襲 時 に 迎 
撃 に 参加 で きる と いう ルー ル が 
ye これ は 、 ア メリ カ 軍 が レー 
ー を 備え て いた こと を 表し て 
PRS 
強く 設定 され て いる こと に も つ 
な が で いる 。 
個々 の 戦闘 力 の 強 さ が 目立つ 
日 本 軍 に 対し て 、 機 動 部 隊 の ポ 
テン シャ ル の 高 さ が 強み の アメ 
リカ 軍 の 構図 を 、 そ れ ぞ れ に 特 
別 な ルー ル を 設定 する こと で 明 
確 に し て いる の で ある 。 
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補 骨 当 ・ 興 回 


尊 紀 吉 






NIS 一 HNT の で 


山 へ で 寸 に 4 玉 填 汗 穫 


滞 肝 








分 析 ど 立案 





日 本 機動 部 隊 シ ナリ オ ーーーー- 


東洋 の チャ ン ピ オ ン を 湊 す る 項 〇 ) 身 同 紳 : 


だ が 、 日 本 軍 の 一 方 的 な 勝利 に 
終わ っ た 史実 に 対し 、 大 幅 に 英 
国東 洋 艦 隊 が 強化 され た 仮想 シ 
ナリ オ と な っ て いる 。 マ レー 沖 
海戦 が 起こ ら ず 、 無 傷 の 英国 東 


圏 この シナ リオ に つい て 

この シナ リオ は 、 JWC 版 で 復 
刻 さ れ た マ アル の 最後 に 、 
追加 シナ リオ と し て 登場 し て い 
る 。 モ チー フ は セイ ロン 沖 海戦 


の 


日 本 軍 

南方 部 隊 ( 指 揮 官 南雲 記 一 中 将 ) 

第 1 航空 戦隊 母 赤城 

第 2 航空 戦隊 母 飛龍 、 著 往 

第 5 航空 戦隊 母 翔 堆 、 瑞 鶴 

第 3 戦隊 外 本 名 、 男 各 、 比 、 金 剛 

第 8 戦隊 巡 利根 、 策 施 

第 ] 水害 戦隊 巡 阿武 隈 

逐 艦 4 ユニ ッ ト ( 公 軸 、 添 展 、 浜 属 、 到 過 不知 火 、 

喜 、 吾 実 、 穫 

馬 来 部 隊 ( 指 提 官 小沢 次 三郎 中 癌 ) 

主 隊 重 巡 忘 海 
軽 巡 申 度 

第 4 航空 戦隊 経 空 母 区 典 

第 7 戦隊 重 巡 熊野 、 共 谷 、 三 隈 、 最 上 

第 20 屯 逐 隊 駆逐 艦 2 ユニ ッ ト ( タ 零 、 朝 零 、 日 枝 、 天 夫 ) 
軽 巡 川内 


取 授 千 2.5 ユ ニッ ト (9 時 、 誠 、 汐 必 ) 計 
5 蘭 3 
@ ぁ 
イギリス 軍 
東洋 艦隊 ( 持 押 富 サー・ ジ ェ イ ムズ - ソ マー ヴィ ル 大 将 ) 
イン ドミ タブ ル 、 フ ォ ー ミ ダブ ル 


交 請 也 否 肘 盟 附 


ビニ と 

ウォ ー ス パイ ト 、 ラ ミリ ー ズ 、 リ ベン ジ 

レゾ リュ ーション 、R・ ソ ブリ ン 

ロコ ルウ ルー ルド ニセ ドコ クッ プ コ 

エン ター プラ イズ 、 エ メラ ルド 、 ド ラゴン 、 カ レ ド ン 

ヘー ム ス ケ イク 、 ス マト ラ 

礼 逐 拭 6 ユ ニッ ト ( イ ギリ ス x5. オ ラン ダ x]) 
追加 既 艇 ( 両 プ レイ ヤー の 合意 に よっ て 使用 ) 

イラ スト リア ス 

プリ ンス ・ オ プ ・ ウ ェ ー ル ズ 、 レ パル ス 

エク セタ ー 
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洋 艦隊 に 対し て 日 本 機動 部 隊 が 
攻撃 を 行う 、 と いう 展開 だ 。 

ラン ク と し て は 中 級 編 に 設定 
され で いる が 、 と と で 圭 う ラジ 

ク は 勝利 の 難し さ で は な く 、 シ 
ナリ オ ご と に 用 意 さ れ て いる 専 
用 ルー ル や 操作 する ユニ ッ ト 量 
な ど を 勘案 し た 、「 ゲ ー ム を 遊 
ぶ ぶ に あたっ て 、 ど れ く らい 日 本 
機動 部 隊 に 慣れ て いる こと が 望 
まし いか 」 が 示さ れ て いる 。 


圏 セッ ト ア ッ プ の 前 に 

ゲー ム を 始め る 前 に 、 従 隊 や 
航空 機 ユ ニッ ト の 配備 を 行う 。 
この 段階 で 、 対 戦 相手 の 作戦 を 
推測 する と と も に 、 自 分 の 作戦 
方 針 も 考え て お く 必 要 が ある 。 
まず は 敵 戦力 や シナ リオ 固有 の 
追加 ルー ル 、 勝 利 条件 な ど を 把 
揚 し 、 WAYenitkrh を 構想 
し よう 。 対戦 相手 の 顔 が 驚 慢 に 
凍り つく 様子 を 想像 し な が ら 
じっくり と 作戦 を 練る の は 、 シ 
ミウラ ー ジ ゴジ シゲ ー ム の 先 し み 
の よど つう だ 。 


画 連合 軍 の 戦力 

英国 東洋 艦隊 の 戦力 は 、 日 本 
軍 の も の と 比べ て か な り 劣 る 。 
イギリス 紳士 た る も の 正 々 堂々 





と 勝負 、 と いう 方 針 で は 、 勝 利 
は 難し い 。 こ の シナ リオ の 特別 
Ms し て で て 。 ジー ドブ イッ 
シュ 隊 の 和 夜間 攻撃 が 可能 だ 。 額 
面 上 の 戦力 は 小さ な ユニ ッ ト だ 
が 、 索 敵 に 成功 し 、 被 害 を 受け 

ず に 日 本 軍 空 母 へ 辿り つけ れ 
ば 、 空 母 撃沈 の 可能 性 も ある 。 


骨 Dn 0 
【( 空 ユニ ッ ト | 
航 ッ 2 


メー ドジ ワ ィ ッ ン ショ 


国 日 本 軍 の 作戦 
戦力 的 に 優勢 な 日 本 軍 と し て 
ミ 、 小 細工 な し に 敵 を 正面 撃破 
する の が 理想 の 展開 だ 。 だ が 、 
相手 は そう いう 作戦 に は 乗っ て 
こない だ ろう 。 英国 艦隊 に 逃げ 
られ 続け 、 主 力 が な か な か 接 敵 
で きず に いる うち 、 離 れ た 戦 
を 少し ずつ 削 
られ る と 厳しい 
玉 まし て や 夜 





し た 上 で 、 見 敵 必殺 の 精神 で 敵 
の 5 E 見 次 第 総 攻撃 を 行う の 

、 作 戦 と し て は 無難 だ ろう 。 
PT 次 
投 人 する と 、 多 く の 場 合 、 後 悔 
し か 残ら な い 。 


圏 ワン ポイ ント 

この シナ リオ の 特別 ルー ル の 
1 つと し て 、 連 合 軍 の 戦力 が 選 
択 性 に な っ て いる こと が 挙げ ら 
れる 。 空母 を 1 隻 追加 可能 な の 
だ が 、 実 は 追加 し た か ら と 言っ 
て 有利 に な る わけ で は な い 。 た 
え 空 母 を 追加 し て も 、 日 本 軍 
と 連合 軍 の 航空 戦力 比 は 、 実 質 
2:1 に も 届か ず 、 戦 力 的 な 不利 
が 才 っ た り は し な い の だ 。 ま た 
手持 ちの 空母 が 撃沈 され る と 、 
英軍 に 10 点 の 勝利 ポイ ント を 














周 攻 撃 で 空母 が 
撃沈 され る な ど 





も っ て の ほか で 
ある 。 見 た 目 よ 
り も 、 勝 利 へ の 
起 は 意外 と 厳し 
の だ 。 

と も あれ 日 本 











晶 の 零 戦は 非常 
= 強力 だ 。 零 戦 
に 上 空 直 援 を 任 
計 て 安全 を 確保 


三宮 で し まう 一 一 逆 に 言え ば 、 
空母 1 隻 を 追加 する の で あれ 
ば 、 勝 利得 点 に し て 10 点 分 以 
上 の 活躍 を させ る こと が 望ま し 
いと いう と と だ が 、 と これ は な か 
な か に 難し い 。 
EJZInpke 全 ク 4 

| | 米 二 得点 | 日 本 軍 得 点 | 
し 時 撃沈 | 大 破 | 中 破 | 撃沈 | 大 破 | 中 破 
EE G | 4 

< 視 3 | 2 軒 隊 凡 遼 
po 


te 区 須 肖 

この ルー ル は 方 合意 の 上 で 
の 使用 と いう こと に な っ て いる 
が 、 連 合 軍 側 が 秘密 裏 に 使用 す 
る か し な いか を 決定 する と いう 
方 向 で 運用 し て も いい か も し れ 
な い 。 と の 場合 、 日 本 軍 は 敵 戦 
力 の 不 確 定 さ に も 悩む どこ と に な 
る 症 ろ う 。 


























よこ コ 


特別 ルー ル で は 以下 の 艦 の 登場 が 追加 可能 E と な っ | 
で る | 
・ 空 母 イ ラス トリ アス 
・ 戦 艦 プリ ンス ・ オ ブ ・ ウ ェ ル ズ 、 レ パル ス 


・ 重 巡 エク セタ ー 
・ 軽 巡 ガン ビア 
空母 戦力 より も 戦艦 の 攻撃 力 が 魅力 か も し れ な い | 
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WM 下品 一 H サ 人 





HI へ で 寸 に 4 六 装 針 邊 


EE 


1942 年 (昭和 47 年 ) 5 月 7 日 8 日 


宅 た ーー が 2 / 


リア を 孤立 させ る た め に 理 草 海 に 進出 し た 日 本 空母 部 隊 は 、 
| 部 隊 と 初め て 対決 する 。 そ れ は か つて 誰 も 体験 し た こと の な い 戦い だ っ た 。 





オー スト ラリ ア へ 人 迫る 日 本 軍 


日 本 軍 は オー スト ラリ ア を 孤 
させ る 米 豪 遮断 作戦 の 第 一 段 
階 と し て 、「MO 作戦 」 を 発動 
し た 。 作戦 の 目的 は ニュ ー ギ 
こ あ る 連合 軍 基 地 
ポー トモ レス ビー の 攻略 で あ 
る 。 ニ ュー ギニア に は 中 央 部 に 
山脈 が 走っ て お り 、 陸 路 か ら の 
攻略 は 困難 だ っ た 。 そ こと で 重 巡 
洋 艦 4 隻 と 軽 空母 「 祥 鳳 」 を 
む MO 攻略 部 隊 を 送 時 


欧 瑞 海 海戦 
人 5 月 7 日 一 8 月 





克 島 + エエ 


南岸 に 




















7 日 朝 、 一 部 を 分 離 


8 昌 6 
攻撃 隊 発 進 


8 日 
「 ヨ ー ク タウ ン 」 
「 レ キシ ント ン 」 被 弾 


200 カ イリ 


か ら ポ ー ト モレ ス ビ ー を 攻撃 す 
る と と も に 、 空 母 「 翔 稚 」「 瑞 稚 」 
を MO 機動 部 隊 と し て 派遣 し 
上 陸 作 戦 の 支援 を 行 な お うと い 
う も の だ っ た 。 

と ころ が 、 こ の 作戦 は 連合 軍 
に 人 筒 抜け だ っ た 。 日 本 軍 の 暗号 
解読 に 成功 し た ア aa 
た だ ち に 投入 可能 な 空母 「 レ キ 
2 ジ ド | ah を 
迎撃 に 向かわ せ た の で ある 。 そ 
うと は 知ら ぬ 日 本 艦隊 は 、 
揚々 と 華 区 海 に 突入 し た 。 


と と 
の 46 


- 六 


- ヨ ー ジ ア 島 二 サ タイ ザ ベ ル 島 


ツラ ギ 呈 。 
ガダルカナル 島 


MO 機動 部 隊 
空母 「 瑞 鈴 」 


0 証 第 17 任 務 部 隊 
「 レ キシ ント ン 」 

沈没 
2 


7 日 
「 シ ム ス 」「 ネ オシ ョ ー」 被 潮 





サン クリ ス ド バ ル 島 


「 翔 鶴 」 


ムリ ルル た に: 


前 哨 戦 、 不 運 な 結果 に 終わ っ た 
薄暮 攻撃 


5 月 7 日 、 前 日 ツラ ギ 島 が 空 
襲 を 受け た こと で 日 本 軍 も アメ 
リカ 軍 空 母 の 存在 を 知っ た 。 未 
明 よ り 両 軍 の 空母 部 隊 は 和 敵 機 
を 出し 合い 、 互 い の 姿 を 捜し 求 
め て いた 。 し か し 幕 期 海 は 雨季 
に 笑 入 し て お り 、 南 海 特有 の 分 
厚い 積乱雲 に は ば まれ て 、 両 軍 
と も 索敵 は 難航 し た 。 

や が て 「 翔 稚 」 の 索敵 機 か ら 
「 米 空母 発見 」 の 
報告 が 入る 。 空 
母 戦 で は 先 に 敵 
を 発見 し た 方 が 
断然 有利 で ある 
た だ ち に 「 翔 稚 」 

「 瑞 稚 」 か ら 攻 撃 
隊 が 発進 し た 。 
と ころ が それ は 
MK 「 多 ふえ ス ] 

給油 艦 「 ネ オ 
ショ ー」 で あっ 
た 。 索敵 機 が 給 
油 艦 を 空母 と 誤 
且 し た の だ 。 基 











空母 「 ヨ ー ク タウ ン 」 
「 レ キシ ント ン 」 





撃隊 は た ち ま ち 両 艦 を 沈没 させ 
た が 、 肝 心 の アメ リカ 軍 空 母 の 
行方 は 不明 の まま で ある 。 

一 方 の アメ リカ 軍 も 、 索 敵 機 
か ら 「 日 本 空母 発見 」 の 報告 
レキ シン ドジ 」 1 ヨー 
ッ タ ウン 」 か ら 攻 撃隊 が 発進 し 
た 。 し か し それ は MO 攻略 部 隊 
を 援護 する 軽 空 母 「 祥 鳳 」 だ っ 
=。「 祥 鳳 ] は 奮戦 する も 、 艦 爆 ・ 
冒 攻 合わ せ て 75 機 も の 猛攻 を 
受け 、 魚 雷 7 本 、 爆 弾 13 発 を 
食らっ て 凌 沈 する 。 こ れ が 開戦 
選 来 、 初 め て 敵 に 沈め られ た 日 
を 軍 空 母 と な っ た 。 

目 本 軍 は 午後 も 遅く な っ て か 
、 よ う や く ア メリ カ 軍 空母 を 
先見 し た 。 帰 授 が 夜 に な る こと 
を 覚悟 し 、 夜 間 着 陸 経 験 者 を 選 
坂 し て 攻撃 隊 を 編成 する 。 し か 

し 途中 アメ リカ 軍 戦 闘 機 の 地 撃 
を 受け た ば か りか 、 ア メリ カ 艦 
隊 を 発見 で きず 、 魚 宇 を 投棄 し 

て 帰投 する こ に どど 民 者 っ だ 。 本 区 
ろ が な ん と いう 運 の 悪さ か 、 直 
後 薄 暮 の 中 アメ リカ 軍 空 母 を 発 
見 し た の で ある 。 攻 撃隊 は な す 
術 も な く 帰 授 す る し か な か っ 

暗闇 の 迫る 中 、 日 本 軍機 の 
中 に は 誤っ て アメ リカ 軍 空 母 に 
着 艦 し よう と し た 機 も あっ た と 


計 N 活 
0 の 5 

















He O! 




















空 坪 「 レ キシ ント ン 」 を 撃沈 ! 


明け て 8 日 。 両 軍 の 空母 は 早 


ee 
させ 、 ほ ば ぼ 同 時 に 相 
SA 発見 し た 。 
両 軍 の 距離 は 約 200 
カイ リ 、 ほ ば ぼ 同 時 刻 
に 両 軍 は 攻撃 隊 を 発 

せ 、 勝 敗 の 行方 は 、 お の お 
の の 攻撃 隊 の 成果 に 託さ れ た 。 

午前 10 時 57 分 。 先 に 目標 
を と ら え た の は 「 ヨ ー ク タウ 
ジア 」 隊 走 っ 到 。 し か し 「 レ キシ 
ント ン 」 隊 は 日 本 艦隊 を 発見 で 
きず 、 途 中 で 引き 返し て し まっ 
た 。「 ヨ ー ク タウ ン 」 攻 撃隊 39 
機 は 、 直 挫 の 零 戦 隊 を か いく ぐ 
り 、MO 機動 部 隊 に 突 軸 し た 。 
「 瑞 稚 」 は 厚い スコ ー ル 雲 の 中 
に 退避 で きた が 、「 翔 稚 」 に は 
攻撃 機 が 殺到 し た 。「 翔 稚 」 は 
甲板 に 爆弾 3 発 を 受け 、 発 着 
艦 が 不能 と な っ て し まう 。 

一 方 、 午 前 11 時 18 分 、 日 
本 軍 攻 撃隊 が アメ リカ 艦隊 上 空 
に 到達 する 。「 郊 稚 」「 瑞 鈴 」 合 
わせ て 零 戦 18 機 、 九 七 式 艦 攻 
18 機 、 九 九 式 艦 爆 33 機 か ら 
な る 攻撃 隊 は 、 迎 撃 の F4F 戦 
闘 機 隊 を くぐり 抜け 、「 ヨ ー ク 
タウ ン 」 と 「 レ キシ ント ン 」 の 
2 隻 の アメ リカ 軍 空 母 に 殺到 し 
た 。「 レ キシ ント ン 」 は 僚 雷 2 
本 、250kg 爆弾 2 発 を 受け て 
大 炎上 し 、「 ヨ ー ク タウ ン 」 も 
爆弾 1 発 を 受け て 炎上 を 始め 
た 。 そ の 後 「 レ キシ ント ン 」 は 











F4F ワイ ルド キャ ッ ト 
大 戦前 半 の 米 軍 主 力 戦闘 機 





気化 し た ガ 


7 ソリ ン が 艦内 に 充満 
し て 大 爆発 を 起こ し 、 味 方 の 駆 
逐 艦 「 フ ェ ル プス 」 の 雷撃 に よ 
り 処分 され た 。 空母 を 失っ た ア 

メリ カ 軍 は 、 や お む な く 戦場 を 離 
脱 す る し か な か っ た 。 





日 本 軍 の 損害 も 甚大 だ っ た 。 
「 翔 稚 」 は 作戦 不能 に 陥り 、「 瑞 
人 鶴 」 は 無傷 だ っ た が 可動 機 は 減 
少し て いた 。 連合 艦隊 司令 部 は 、 
攻撃 続行 を 指示 し た が 、 作 戦 司 
令 官 ・ 井 上 成美 中 将 は 艦載 機 の 
PA メリ カ 軍 空母 

追撃 紀 よ び ポ ボー トモ レス ビー 
Cc すべ て の 艦艇 
を 麗 区 海 か ら 撤退 させ た 。 こ う 
し て 史上 初 の 空母 対空 母 の 対決 
は 幕 を 下ろ し た の だ っ た 。 





本 軍 
第 4 艦隊 (井上 成美 中 将 ) 
MO 機動 部 隊 (高木 武雄 少将 ) 
空母 X 2 : 「 翔 鍋 」「 瑞 鈴 」 重 巡 X 2 駆逐 艦 X6 
航空 機 : 零 戦 X 37 カ 九 式 艦 爆 X 43 
九 七 式 艦 攻 X 37 合計 117 機 
MO 攻略 部 隊 (五藤 存 知 少将 ) 
軽 空 母 「 祥 鳳 」 重 巡 X4 軽 巡 X3 有 務 逐 艦 X7 
航空 機 : 零 戦 X 々 10 九 六 式 艦 戦 X 4 
九 七 式 艦 攻 X 6 合計 20 機 





第 17 任務 部 隊 (フラ ンク ・J・ フ レッ チャ ー 少 将 ) 
空母 X2:「 ヨ ー ク タウ ン 」「 レ キジ ント ン 」 
重 巡 X7 軽 巡 X1 駆逐 艇 X 13 

航空 機 : F4F ワイ ルド キャ ッ ト 艦 上 戦闘 機 X 42 
SBD ドー ント レス 急降下 爆撃 機 X 74 

TBD デバ ステ ー タ ーー 雷撃 機 X 25 合計 141 機 


7 が //// 語 SW4 








則幸 


選 愉 湯 


挫 細 折 ・ 百 油 


EE 


VH ベ 一 H 財 雪 さ 万 


必 へ で 寸 へ こる RE 


惹 肝 


作戦 攻 較 


冨 母 決戦 シナ リオ 攻 旋 海 海 


央 の 下 し た 淡 所 が 空 と 海 を 六 す る 


に L 涯 タル 

戦闘 機 12 大 型 爆 上 機 32 琵 敵 機 2 
素 艇 機 2 
| デポ イネ 基地 


| 重 巡 2 [ 「 届 時 」 

駆 朋 艦 6 「 有 明 」 「 多 幕 」「 向 起 」 「 時 雨 」 
目 隆 」「 潮 」 

] 空母 2 「 翔 鈴 」『「 瑞 鈴 」 

戦闘 機 37 攻撃 機 18 爆撃 機 33 

| 索敵 機 6 

いい 壮 り | 

アメ リカ 機動 艦隊 

GDIIZNS NR ラン トド 語 ほ 人 
リラ ンズ 胡 エ ス ター」 キネ アポ リス 
25 

限 導 脂 9 2 レダ ター ソレ | 理 証 用 ウキ 

ン 」「 ウ ォ ー デ ン 」| モ リス 」| フェル 

ラ 才 旨 還 NZ olc = 引 目 生 2 
た ガ シン 

空 入 21 有 ーー 2 ルン | レキ シン トシ | 
戦闘 機 18 攻撃 機 26 爆撃 機 54 
索敵 機 6 
アメ リカ 重 巡 有 艦隊 

重 巡 2 1 オー ヌメ ト ラリ | ラ 放 」 還 
| 軽 如 1『 ホ パー ト 」 

駆 湊 盤 3 アァ ラガ ウッ ト 」「 ウ ォ ー ク | 
7 キア ス 」 

アメ リカ 重 巡 艦 隊 


、 肛 乏 膝 1「 シ ム ス 」 


較 シナ リオ 概略 

史上 初 の 空母 戦 で あり 、 シ ナ 
リオ の 勝利 条件 も 「 敵 空母 を 1 
隻 以 上 撃沈 」 と いう 明確 な も の 
だ 。 し か し な が ら 敵 和 隊 の 攻撃 
力も 増大 し て お り 、 勝 利 の た め 
に は こち ら の 被害 を 減ら す 努 力 
も 欠か せな い 。 ま た 敵艦 隊 に は 
空母 を 含ま な い 艦隊 が 2 つ 存 在 
する の で 、 攻 撃 目標 を 正確 に 設 
定 す る こと も 重要 だ 。 
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圏 時 計 を 進め る 前 に 


Ss 


機動 艦隊 攻撃 隊 は 対 艦 装 備 
で 発進 準備 。 

2) デ ボ イ ネ 基 地 の 索 敵 隊 を 、 
真 南 に 向かっ て 展開 。 

3 ) ツラ ギ 基 地 の 索 敵 隊 を 、 真 
南 か ら 1 一 2 クリ ッ ク 東 に 向 
か っ て 展開 。 

4 ) 空母 機動 部 隊 の 索敵 隊 を 、 
真 南 に 向かっ て 展開 。 

5) 空母 機動 部 隊 は 南東 に 向 











か っ て 移動 させ る 。 


圏 作戦 開始 

索敵 開始 直後 に 発見 され る 艦 
隊 は 、 ほ ぼ 確 実に 駆逐 艦 1 隻 の 
み の 、 いわ ば 「 ハ ズレ 」 で ある 。 
この 艦隊 を 攻撃 し て も 勝利 に 頁 
柚 し な い の み な ら ず 、 こ ちら に 
と っ て 利用 価値 が ある の で 、 攻 
撃隊 を 派遣 し な いこ と 。 
直後 に 発見 され た 艦隊 と は 別 








に 防空 隊 が 出 て いる 場合 が 
。 て と の 場合 、 確 実に その 艦 
隊 は 敵 空母 2 隻 を 含ん で いる の 
で 、 即 座 に 攻撃 隊 を 派遣 する こ 
と 。 ま た 、 英 の 索敵 機 の 飛来 方 
司 か ら 推 測 で きる と と も ある 
し 、 敵 艦隊 が 攻撃 隊 を 発進 させ 
る の が 目視 で きる こと も ある 。 

空母 を 含ま な い 艦 隊 を 先 に 発 
言 し た 場合 も 、 攻 撃隊 を 発進 さ 
埋 i 人 し まっ た ほう が いい だ ろ 
う 。 こ の シナ リオ に 大 勝利 する 
た め に は 、 英 空母 1 隻 を 撃沈 す 
る だ け で は 足り ず 、 そ れ に 加え 
2 の 間 し な 

て は な ら な い 。 

瑞 の 空母 機動 部 隊 も 、 重 巡 艦 
隊 も 発見 で き な い が 、 先 に 敵 空 
母 の 索敵 機 に 発見 され て し まっ 
た 場合 、 最 初 に 発見 し た 駆逐 艦 
に 攻撃 隊 を 発進 させ る こと 。 甲 
坂 に 並べ っ ぱな し に し た り 、 空 
呈 に 格納 し た り し て いる より 
も 、 敵 の 攻撃 に 対す る リス ク を 
低減 させ る こと が で きる 。 

な お 、 敵 の 索敵 機 が 見 えた ら 、 
訪 空 隊 で 自 艦隊 を 護衛 し て お く 


5 ミコ 結 発見 し た 場合 、 艦 隊 の 
る 








表示 条 介 | 5 月 8 日 20.00 まで に 米 艦 隊 の 空母 を 1 隻 以 上 撃沈 する 。 


必要 が ある 。 非常 
に 早い 段階 で 敵 の 
索敵 機 に 捕まる こ 
と が ある の で 、 注 
意 が 必要 だ 。 

英 空 母艦 隊 を 和 角 
隊 決 戦 距 離 に 捉え 
る こと が で きる 場 
合 、 お 互い に 無傷 
だ と 、 重 巡 の 数 で 
日 本 側が ほぼ 確実 
に 敗北 する 。 艦隊 
決戦 は 、 前 も っ て 
十分 に 航空 機 で 艦 
隊 を 叩 け て いる と 
き に 限り た い 。 

っ 

撃沈 し 、 な お 時 間 に 余 裕 が あ 
る 3 ポー トモ レス ビー へ 
の 攻撃 を 行う の も 良い 選択 だ 。 

ー ト モレ ス ビ ー 基 地 を 破壊 す 
れ ば 、 勝 利 に 頁 献 す る だ け で な 
く 、 プ レイ ヤー の 満足 感 も る 高い 。 





画 勝率 

若干 後ろ 向き の 作戦 と し て 、 
最初 に 零 戦 を 1 つの 編隊 に 集結 
させ 、 こ ちら の 艦隊 を 護衛 させ 


勝 利 件 





PE 也 
情報 が 不足 し て お り ます 。 


し か し 、 も た も た し て いる と 
敢 の 空 細 を 受け る や も し れ ま せん 。 


23 方 隊 か ゃ 


UM 
敵艦 隊 を 発見 ! 


る と いう 方 法 が ある 。 こ れ に よ 
WP 
阻ま れ 、 ほ ほぼ 壊滅 する 。 そ の あ 
% キー 隊 を ひと まとめ 
に し て 、 敵 空母 へ の 攻撃 を 開始 
する の だ 。 も っ と も 、 こ ちら の 
葉 隊 へ の 被害 も 出 や すい の で 、 
大 勝利 を 収め る の は や や 難し く 
な る 。 味 方 空母 が 中 破 以上 の 被 
害 を 受け た 時 の マイ ナス ポイ ン 
ト は 大 きい 。 





判 旧 定 基準 | 全米 艦隊 の 空母 を 1 隻 以下 に する 





尻 選 妥 詳 誕 用 用 ポー 


トモ レス ビー を 破壊 1, 米 各 空母 を 大 破 2 沈没 3 
米 各 重 巡 を 沈没 1 


マイ スポ イン トド ト | 日 本 側 各 空 母 中 破 -2, 大 破 -3, 沈没 -4 














判定 基準 を 満た し た 場合 
大 勝利 勝利 敗北 


判定 基準 を 満た さ な い 場合 
辛勝 引き 分 け 大 敗北 


9 の /7 39 








眉 演 湯 sa 再選 


天 幅 湯 ・ 再 潮 


苗 
期 
海 





VH ロマ 一 H 財 謙太 


PEPPY 


HAT に 4 


串 了 


作戦 攻 較 


富 評 決戦 シナ リオ た モレ スレ ー 攻 嘆 作 昔 


玉 期 海 で の 問い は 交 何 な る 状況 で 半 生 と だ た 


に L 送 半 ) タ ルリ 
戦 間 機 12 大 型 爆 軸 機 32 素 和 機 2 


ツタ 


索敵 機 2 


デポ ボ イ ネ 基地 LIN 


ES 


日 本 機動 艦隊 6 


重 巡 2「 交 高 」「 羽 時 」 
駆 上 艇 6 | 有明 」「 多 幕 自 軒 |! 時 十 | 
「 路 」「 潮 」 


空母 2 「 翔 鈴 」「 拉 見 」 


に ます 
SD4 の えり 
日 本 主 隊 朋 隊 
重 巡 4「 古 鷹 」「 青 葉 」「 加 古 」「 表 等 」 
駆逐 般 1「 濾 」 
空母 1『 矢 鳳 」 

攻撃 機 6 爆撃 機 0 


ポー トモ レス ビー 攻略 艦隊 
軽 巡 3「 張 」「 天 龍 」 龍 田 」 
又 逐 艦 5「 陵 月 」 望月 」「 弥 生 」「 朝 四 」 


攻撃 機 16 爆撃 機 33 


ボー トモ レス ビー 基地 l 


戦 間 機 6 大型 箇 撃 機 18 索敵 機 き 


アメ リカ 機動 艦隊 講 


量 3W5 | ボー トラ ンド ニョ ュー ネオ 
世 ジ NAK ネ 7N 2 
「 ア スト リア 」 

妥 近 用 9 アラ ター ソ ン 」| エ ー ル ウェ 
ン 2281 ジョ | 衣 上 EX 上 2 
記 放 人 国 AMP 肖 還 ie 還 還 に =7 
ke の) 四国 に py 

ピコ ドア 1ー ニク ルン 1 ァ ルン 4 目 ア ビー シン 2| ンジ 
戦闘 機 18 攻撃 機 26 爆撃 機 54 
索敵 機 6 

アメ リカ 重 巡 艦隊 

重 巡 2 「 オ ー ス トラ リア 」「 ジ シカ ヨゴ 」 
軽 巡 1「 ホ バー ト 」 

駆逐 艦 3「 フ ァ ラ ガッ ト 」「 ウ ォ ー ク 』 
「 パ ー キ ンス 」 

アメ リカ 詩 衛 艦 隊 


駆逐 艦 1 「 シ ム ス 」 
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圏 シナ リオ 概略 


麗 期 海 海戦 の 上 級 編 と も 言え る シ 


ナリ オ で 、 英 空母 の 撃沈 も 重要 だ が 
それ 以上 に ポー トモ レス ビー の 攻略 
が 不可 欠 と な る 。 彼 我 と も に 戦力 に 
限界 が ある た め 、 全 体 に 慎重 な 部 隊 
運用 が 必要 だ 。 


男 時 計 を 進め る 前 に 


1) 機動 艦隊 攻撃 隊 は 対 艦 装 備 で 発 


進 準備 。 防 空 隊 は 機動 艦隊 を 護衛 。 





2 ) 日 本 主 隊 艦 隊 の 攻撃 隊 か ら 戦 闘 
機 を 防空 隊 に 移動 させ 、 防 空 隊 を 対 
空 装備 で 発進 準備 。 

3) ラバ ウル 基地 の 航空 隊 を 対地 装 
備 で 発進 準備 。 

4 ) ツラ ギ 基 地 の 和 英 隊 を 、 真 南 か 
ら 1 一 2 クリ ッ ク 東 へ 展開 。 

5) デ ボ イ ネ 基 地 の 素敵 隊 を 、 真 南 
か ら 1 一 2 クリ ッ ク 東 へ 展開 。 
6) 機動 識 隊 の 索敵 隊 を 、 真 南 か ら 
1 2 クリ ッ ク 東 へ 展開 。 











7 ) 機動 艦隊 は 西北 西 に 移動 

8 ) 詩 隊 と ポー トモ レス ビー 攻 
族 艦隊 は ポー トモ レス ボー へ ヘ へ 最 
思 ル ー ト を 設定 。 


較 作戦 開始 

敵 は 非常 に 近く に いる 。 索敵 
の 結果 、 敵 の 戦闘 機 が みえ た ら 
それ は 間違い な く 空母 を 含ん だ 
鑑 隊 だ 。 即 座 に 攻撃 隊 を 発進 さ 
明 6 で ど 。 

主 隊 の 防空 隊 は 、 準 備 が 整い 
次 第 、 主 隊 の 護衛 に つけ る 。 ま 
た ラバ ウル の 航空 隊 は ポー トモ 
レス ビー 基地 を 対地 攻撃 する こ 
と 。 被害 は 大 きい が 、 ひ た すら 
攻撃 を 繰り 返す 必要 が ある 。 

機動 艦隊 が 敵 空母 を 1 隻 で も 
撃沈 し た ら 、 も う 敵 艦隊 と の 交 
戦は 不要 だ 。 機動 艦隊 を ポー ト 
モレ ス ビ ー に 直行 させ る こと 。 
攻撃 隊 か ら 戦 闘 機 を 切り 離し 、 
防空 隊 に 合流 させ る か 、 別 個 の 
防空 隊 と し て 機動 艦隊 を し っ か 
り と 護衛 する こと 。 直 賠 に 攻撃 
隊 の 発進 準備 を し な い 限 り 、 攻 





判 定 基 準 





撃 を 受け て 即 沈没 と いう 事態 に 
は 陥り に くい 。 

ポー トモ レス ビー の 基地 を 破 
壊す る に は 、 ラ バウ ル の 攻撃 隊 
だ け で は 不足 で 、 主 隊 に よる 艦 
砲 射撃 と 、 機 動 艦隊 に よる 艦 砲 
射撃 が 必要 と な る だ ろう 。 ポ ー 
トモ レス ビー 攻略 部 隊 は 足 が 遅 
い が 、 攻 略 部 隊 が 到着 する まで 
に 基地 を 破壊 し て お か ね ば な ら 
な い 。 

な お 、 攻 略 部 隊 が 激しい 空襲 
を 受け る よう で あれ ば 、 防 空 隊 
で 攻略 部 隊 を 護衛 する と いい だ 
シン 


圏 勝率 
ポー トモ レス ビー 基地 の 攻撃 
と 敵 空母 の 撃沈 と いう 、 二 つの 









作戦 を 同時 に 進行 させ る 必要 が 
ある た め 、 若 干 忙 し く な る 。 ま 
た 、 こ ちら の 空母 が 「 大 破 」 以 
上 の 損害 を 受け る と 、 大 勝利 を 
収め る の は 難し い ( 散 空 母 2 隻 
を 沈め ね ば な ら な く な る が 、 火 
力 的 に 不足 し が ち に な る )。 

また 、 敵 と 味方 の 潜水 艦 に 
よっ て 、 空 母 に 思わ ぬ 損 害 が 発 
生 す る こと も ある 。 味 方 潜水 艦 
が 損傷 状態 に ある 敵 空母 を 撃沈 
する こと すら ある の で 、 最 後 ま 
で 諦め な い の も ひと つの 手 だ 。 

ちな み に 、 攻 略 部 隊 が ポー 
トモ レス ビー の 近海 に 10 分 留 
まっ た 瞬間 に シナ リオ が 終了 す 
る の で 、 基 地 が 破壊 で き て いな 
い 場 合 は 攻略 部 隊 を あま り 近 づ 
9 すぎ な いと と 。 


信 山 





と の 戦い で 被害 の 大 きか っ た 翔 勧 は 次 の 
ミッ ドウ ェ ー 海 戦へ 参加 で き な か っ た 
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勝 利 条 件 


5 月 9 日 1900 まで に ポー トモ レス ビー 攻略 艦隊 を ポー ト 


モレ スピ ビー 付近 へ 到着 させ る 。 


ポー トモ レス ビー 攻略 艦隊 が 、 ポ ボー トモ レス ビー 50km 
以内 に 10 分 と ど ま る 


ラス ポイ ント ド | ポー トモ レス ビー を 中 破 2, 大 破 3, 破壊 4 








米 各 空母 を 大 破 2, 沈没 3 


マイ ナス ポイ ント | 日 本 側 各 空 母 中 破 -2, 大 破 -3, 沈没 -4 


判定 基準 を 満た し た 場合 
大 勝利 勝利 を | 


判定 基準 を 満た さ な い 場合 
辛勝 に み を li 上 y:: を | 


9 の 7 41 











V 中 ロマ ーー 日 財 謗 くさ 田 


立 村 外 千 


HAT に 4 


品 了 





日 本 機動 部 隊 シ ナリ オ 昌 瘍 導 


記 わ れる の は 、 機動 癌 応 司 今宮 と し て の 真 万 の 剖 舌 力 


[MO 機動 部 隊 ] 
第 5 戦隊 : 重 X 乾 高 羽黒 
第 7 駆 近 隊 : 駆逐 第 1 ユニ ッ ト ( 盟 、 湖 ) 
第 5 新 空戦 隊 - 空母 瑞 鶴 、 翔 鈴 
第 27 駆 逐 隊 : 駆逐 算 2 ユニ ッ ト ( 有 明 、 名 奪 、 白 霞 、 時 雨 ) 
IMO 主 体 ] 
第 6 戦隊 : 重 巡 青葉 、 加 古 、 衣 等 、 古 棒 
寿 空 母 祥 鳳 
駆逐 藍 0.5 ユ ニッ ト ( 澤 ) 
第 18 戦 隊 : 天 柚 、 龍 田 
1 ポー トモ レス ビー 攻略 部 隊 ] 


人 人 | 季 6 水 生 電 隊 : 夕 張 


較 この シナ リオ に つい て 
TA 
「 空 母 vs. 空母 」 


て お り 、 


る 。 日 米 の : 


在 す る 。 日 本 呈 
ビー の 攻略 と 、 


42 9 の 


生生 
シナ リオ と し て は 最初 に 登場 す 
空母 が 初め て 戦っ た 
再 期 海 海賊 が モチ ー フ で 、 ポ ー 
トモ レス ビー 攻略 用 の 艦隊 も 存 


| 双 凌 褒 2.5 ユ ニッ ト ( 風 、 朝 必 、 睦 月 、 弥 生 、 思 月 ) 
輸送 舶 :6 ユ ニッ ト 
[ 應 載 機 


※ 九 七 結 攻 は 全て 雷 装 で す 。 
※ 祥 厩 の 第 載 機 は 搭載 艦 名 の な い ユ ニッ ト を 使用 し ます 。 





な けれ ば な ら な い 。 
ら か で も 防げ る 
た 3 に 4) ) に な れる 。 


の 次 に 位置 








用 は ポー トモ レス あれ ば 、 こ とこ の シナ リオ を 
蔽 空母 部 隊 の 撃 プレ イ す る と いい だ ろう 


[ 攻 載 機 ] 


成功 させ 
米 軍 は ど ち の 


滅 と いう 、 二 面 作戦 を 


と 、 心 な し 勝っ 


ラン ク は 初級 、 基 本 ルー ル の 
み で プレ イ 可 能 だ 。 ま た 操作 ・ 
管理 する ユニ ッ ト も 手ごろ で あ 
り 、 本 格 的 な 対戦 を 始め る の で 
最初 に 


アメ リカ 軍 


| [ 矯 17 拍 動 部 際 ] ” 


攻撃 隊 : 重 巡 ミネ アポ リス 、 ニュ ー オ リン ズ 、 アス ドリ ア 、 チェ 
スタ ー ポ ー ト ラン ド 
前 エイ ルウ ィ ン 、 2 
交 撲 隊 生 委 近 キー エギ モラ リア シカ = ホバー ニード 
5 明 逐 療 キ ユ エニ ッ ト ( パ ー キ ンス 、 ウ ォ ー ケ ) 
空母 群 : ァ ウ ン 、 レ キシ ント ン 
5 村 商 IN UN HUN NNSMMUN レ 
を っ 
補給 際 := タン カー 2 コ ニ ッ ト 
駆逐 藤 上 キ ユ ニ ッ ト ( シ ム ス 、 ワ デン ) 


ヨー クタ ウン (CVS) 計 
レキ シン トン (CV2) 


圏 セン プ の 前 に 
PE 
「 戦 略 と 戦術 」 と いう ペー ジ が 
取ら れ て お り 、 両 軍 の 基本 的 な 
So スシ be 幾多 の テ 
スト プレ イ ・ デ ー タ を も と に 作 
成 さ れ た よう で 、 特 に 空母 戦 と 

いっ た 特殊 な 戦い を 扱っ た ゲー 
ムジ ャ ン ル に お いて は 、 貴 重 な 
読み 物 と な っ て いる 


そこ に も 書か れ て いる の だ 
が 、 日 本 軍 は ポー トモ レス ビー 
攻略 と いう 足かせ が ある 分 、 戦 
場 の 流れ を 作っ て いく 上 で 、 何 
か と 不利 に 感じ る 。 逆 に 米 軍 側 
は 、 日 本 軍 の 動き に 一 定 の 制限 
が ある た め 、 戦 場 の 主導 権 を 所 
りや すい 。 





田 連合 軍 の 戦力 

航空 戦力 と し て 見 る と 、 戦 闘 
機 ス ユニット は 日 本 軍 よ り 数 で 上 
回 っ て いる 。 し か し 日 本 軍 の 零 
戦は スペ ッ ク 的 に 上 で 、 か つ 分 
割 運 用 が で きる の で 、 連 合 軍 側 
の 利点 と は 言い が た い 。 

空母 あたり の 搭載 機 と し て 
SS 三 ッ ドド つつ が 宅 み ド 
アッ プ さ れる 。 上 空 直 援 を 完全 
に 諦め 、2 回 に 分 け て の 全力 攻 
撃 と いう 、 夢 の ノー ガー ド 戦 法 
も 可能 で は ある 。 危険 を 伴う も 
の の 協力 な 攻撃 力 を 発揮 する 。 








圏 日 本 軍 の 作戦 

強力 な ユニ ッ ト が 多い 日 本 軍 
で ある が 、 そ も そ も ユ ニッ ト が 
分 散 し て いた り 、 堆 戦 を 分 割 運 
則 上 オプ ショ ジ が あっ た り 
と 、 運 用 面 で 悩ま され る こと が 
多い 。 し か し な が ら こ れ は 運用 
の 腕前 を 問わ れ て いる と いう こ 
と で も ある の で 、 完 璧 な 運用 で 
連合 軍 の 作戦 的 主導 権 を 覆し た 
た と ろだ 。 





圏 ワン ポイ ント 

攻撃 隊 に 目 が 行き が ちな ゲー 
ム だ が 、「 日 本 機動 部 隊 」 の ひ 
と つの ポイ ント は 「 上 空 直 援 」 
定 。 と と だ どれ くち いのら 大 六 
ト を 置く か で 、 流 れ が 変わ る 事 
が 多い 。 

と いう の も 、「 発 艦 準備 」 の 
エリ ア に は 最大 4 ユニ ッ ト ま で 
し か 配置 で き を な いと いう ルー ル 
が あり 、 こ れ が ター ン 中 の 行動 
力 の 制限 に な っ て いる の だ 。「 上 
空 直 援 」 と 攻撃 隊 の 配分 バラ ン 
ス は 、 ゲ ー ム の 展開 を 左右 する 





で 5 


CORAHzSEA 





大 き な 要 素 と な る 。 や れる と 踏 
ん だ と き に は 全力 で 攻撃 隊 を 出 
し た いと ころ だ が 、 そ の 判断 が 
「 運 命 の 五 分 間 」 を 招く か も し 
れ な い 。 史実 の 指揮 官 た ち が 感 
じ た 苦 悩 を 、 是 非 追 体験 し て み 
て ほし い 。 








日 本 機動 部 隊 の 頭上 へ 英機 豚 来 ! 
甲板 に は 発 艦 準備 中 の 航空 隊 
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近 Wa20 骨 間 


刷 梁 油 


EE モ 当 疾 細 販 ・ 習 弄 


WM 同一 時 雪 く 妃 


へ で 寸 こ る 表 革 外 謀 


沖 了 


1942 年 6 月 5 日 


成 雰 壮 動 基 炎 室 当 チ / 
@ 


| ミッドウェー 作戦 は 連合 艦隊 の 総力 を 挙げ た 戦い で あっ た 。 





し か し 、 開 戦 以 来 の 連戦 


| 連勝 に 慢心 を 抱い た 日 本 軍 は 、 斉 兵 の アメ リカ 軍 に 不覚 を と る 。 


連合 艦隊 の 総出 撃 


連合 艦隊 司令 長官 ・ 山 本 
五 十 六 大 将 は 、 ア メリ カ 軍 を 屈 
服 さ せる に は アメ リカ 軍 空 母 を 
撃滅 する か 、 ハ ワイ を 攻略 する 
し か な いと 考え 、「MI 作戦 」 を 
考え た 。 ハ ワイ へ の 途上 に ある 
ミッ ドウ ェ ー 島 を 攻略 し て ハ ワ 
イ 攻 撃 の 足掛かり と し 、 ア メリ 
カ 軍 空母 が 反撃 に 出 て きた な ら 























ミッ ドウ ェ ー 攻 略 部 隊 主 隊 





| ミッドウェー 攻略 部 隊 支 援 隊 、 護衛 隊 





マリ アナ 諸島 
サイ パン 島 
グアム 島 


と 芋 7//// 


ば 返り 討ち に し よう と いう の で 
ある 。 

「MI 作戦 」 は 非常 に 大 掛か り 
な も の だ っ た 。 ま ず 、 北 太平 洋 
の アリ ュー シャ ン 列 島 に 別働隊 
を 送り 込み (「AL 作戦 」)、 ア メ 
リカ 軍 の 眼 を ミッ ドウ ェ ー 島 か 
ら そ ら す 。 そ の 間 に 南 雲 中 将 率 
いる 空母 部 隊 が ミッ ドウ ェ ー 島 
を 奇襲 する 。 島 の 航空 戦力 を 
奪っ た の ち 上 陸 部 隊 が 島 を 占領 














ーー ジン の 


に KS 3 
ミド 


ミッ だ ウェー 海 江 ま で の 
布 軍 の 存 動 





70 ニ 


し 、 そ の 間 機 動 部 隊 は は 敵艦 隊 
の 出現 に 備え る 。 ま た 、 山 本 司 
令 長 官 自 ら 戦 艦 部 隊 を 率い て 出 
撃 し 、 ア メリ カ 戦 艦 部 隊 が 出 て 
くれ ば それ と 決戦 する 構え で 
あっ た 。 

参加 艦艇 は 350 隻 、 航 空 機 
約 一 千 機 と いう 未 上 角 有 の 大 兵力 
が 準備 され た 。 こ れ は 連合 艦隊 
の 総 戦力 と も いう べき 陣容 で あ 
り 、 山 本 司令 長官 は この 戦い で 
すべ て の 浜 
着 を つけ る 
覚悟 だ っ た 
の か も し れ 
祭 。 

先陣 を 務 
め る 空母 部 
隊 は 「 赤 城 」 
「 加 賀 」「 蒼 
龍 」「 飛 龍 」 
の 4 隻 の 大 
型 空母 を 基 
団 と する 南 
雲 機動 部 隊 
で ある 。「 半 
稚 」「 瑞 稚 」 
の 2 隻 は 華 















































ハワイ 


























期 海 海戦 の 痛 手 か ら 回 復 し て お 




















ら ず 参加 が 見 送ら れ た 。 南雲 機 
動 部 隊 に は ミッ ドウ ェ ー 攻 略 と 
ゲ メ リカ 軍 空 母 の 撃 減 と いう 、 
2 つの 作戦 目標 が 与え られ た 。 
目標 が 2 つ あ る こと は 作戦 を 難 
し くす る が 、 開 戦 以来 連戦 連勝 
で 「 無 敵 」 と まで 呼ば れ て いた 
南雲 機動 部 隊 の 前 に は ささ いな 
問題 と 思わ れ た 。 日 本 軍 は 油断 
SD 、 目標 が ミッ ドウ ェ ー 
だ と いう 情報 が 軍港 周辺 で 公然 
と 語ら れる ほど 緊張 感 が 欠け て 
だ 。 


一 方 、 ア メリ カ 軍 は 暗号 解 説 
に よっ て 日 本 軍 の 動き を ほとん 
ど 宗 知 し て いた 。 作戦 の 日 付 や 
載 力 概要 は も ちろ ん 、 
シャ ン で 陽動 作戦 が 行なわ れる 
と と すら 承知 し て いた 。 そ し て 
是 一 ネ ッ ド ト ] | エン ター 
プラ イズ 」 に 加え 、 理 期 海 海戦 
i@ 傷 つい た 「 ヨ ー ク タウ ン 」 を 
Mk 
母 3 隻 す べ て を ミッ ドウ ェ ー 島 
に 振り 向け た 。 


SR 


ゲ リョ ー 


度 重なる 目標 変更 の すき を 
突く 、 ア メリ カ 軍 の 礎 了 


6i 朋 5 日 早朝 、 ミ ッ ド ウェ ー 
昌 に 接近 し た 日 本 空母 部 隊 は 第 
- 次 攻撃 隊 108 機 を 出撃 させ 
同時 に 敵 空 母 を 警戒 する た 
め 、 戦 艦 や 巡洋艦 か ら 敵 機 を 











発進 させ た が 、 重 巡 「 利 根 」 の 
4 号機 の 発進 が 30 分 遅れ て し 
まっ た 。 こ の 小 さ な 事 件 が の ち 
に 重大 な 結果 を も た ら す こと に 
な る 。 
次 攻撃 隊 は 未明 の うち に 
ミッ ドウ ェ ー に 到達 、 爆 撃 を 開 
し か し 日 本 軍機 の 接 


嬉し た 。 









参加 兵力 


枯 ョ 
第 1 機動 部 隊 (南雲 下 一 中 持 ) 
空襲 部 隊 (南雲 忠一 中 将 ) 
第 1 航空 戦隊 : 空母 「 赤 城 」「 加 賀 」 
第 2 航空 戦隊 : 空母 「 蒼 龍 」「 飛 龍 」 
支援 部 隊 (阿部 弘毅 少将 ) 
第 8 戦隊 : 重 巡 「 利 根 」「 筑 摩 」 
第 3 戦隊 第 2 小隊 : 戦艦 「 肥 島 」「 棟 名 」 
警戒 隊 (木村 進 少将 ) 
軽 巡 「 長 良 」、 駆 逐 艦 X 12 
第 1、 第 2 補給 隊 : 給油 船 X 8 
ミッ ドウ ェ ー 攻 略 部 隊 (近藤 信 竹 中 持 ) 
主 隊 (近藤 信 竹 中 将 ) 
第 4 戦隊 第 1 小隊 : 重 巡 「 愛 岩 」「 高 雄 」 
第 5 戦隊 : 重 巡 妙高 」「 羽 黒 」 
第 3 戦隊 第 1 小隊 : 戦艦 「 金 剛 」「 比 吉 」 
第 4 水雷 戦隊 : 軽 巡 「 由 良 」 駆逐 艦 X 7 
空母 部 隊 : 空母 「 瑞 鳳 」 駆逐 艦 X 1 
補給 隊 : 給油 船 x 4 
支援 隊 (栗田 健男 少将 ) 











第 7 戦隊 : 重 巡 「 熊 野 」「 鈴 谷 」「 三 隅 」「 最 上 」 


第 8 駆逐 隊 : 駆逐 艦 X 2 





給油 船 X 1 
護衛 隊 (田中 導 三 少将 ) 
軽 巡 「 神 通 」 駆逐 艦 X10 特設 掃海 艇 4 


駆潜艇 メ 4 魚雷 艇 ※5 哨戒 艇 X3 
輸送 船 X 14 
(ミッ ドウ ェ ー 占 領 部 隊 8.200 名 が 搭乗 ) 
給油 船 メ 1 

部 田 B 少 


第 11 航空 戦隊 : 水上 機 母 艦 「 千 歳 」「 神 川 丸 」 


駆逐 艦 X 1 哨戒 艇 X1 
補給 隊 : 給 兵 艦 X1 給 糧 艦 X1 
工作 艦 X 1 
先 遺 部 隊 (指揮 官 : 小松 移 久 中 持 ) 
軽 巡 「 香 取 」(※ ク エ ゼ リン で 指揮 ) 
潜水 艦 X 15 
航空 機 
空母 「 赤 城 」: 零 戦 X21 九 九 式 艦 爆 X 21 
九 七 式 艦 攻 X 21 
空母 「 加 賀 」: 零 戦 X21 九 九 式 艦 爆 X 21 
九 七 式 艦 攻 X 30 
空母 蒼龍 」: 零 戦 X 々 21 九 九 式 艦 爆 X 21 
九 七 式 艦 攻 X 21 
空母 「 飛 龍 」: 零 戦 X21 九 九 式 艦 爆 X 21 
九 七 式 艦 攻 X 21 
艦上 戦闘 機 X 84 艦上 爆撃 機 X 84 
艦上 攻撃 機 X 93 合計 261 機 





給油 艦 X 2 


上 両 軍 の 損害 


近 を 偵察 機 と レー ダー で 察知 し 
て いた アメ リカ 軍 は 、 戦 闘 機 を 
迎撃 に 上 げた が 、 爆 撃 機 と 雷撃 
機 は すべ て 上 空 に 退避 させ て い 
た 。 第 一 次 攻撃 隊 は アメ リカ 軍 
戦闘 機 を 跡 散 らし 島 に 爆撃 を 加 
えた 。 だ が 基地 施設 の 爆撃 に 成 
功 し た も の の 、 英 機 を 地上 で 破 
アメ リカ 軍 


: 第 17 任務 部 隊 (F・J・ フ レッ チャ ー 少 将 ) 

: 空母 「 ヨ ー ク タウ ン 」 巡 「 ア スト リア 」「 ポ ー 

: ラン ド 」 駆逐 艦 X 6 

・ 第 16 任 務 部 隊 ( レ イモ ンド ・Ax ス プル ー ア ンス 少将 ) 
: 空母 「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」「 ホ ーネット 」 重 巡 
・「 ニ ュー オリ シズ 」「 ミ ネ ア ポ リス 」「 ビ ピン セン ト 」 
:「 ノ ー ザ ンプ トン 」「 ペ ン サ コラ 」 軽 巡 「 ア トラ 


ンタ 」 駆逐 艦 X 9 


- 補給 部 隊 

: 肛 逐 散 X2 給油 艦 X 2 
: 航空 

: 艦載 機 


空母 「 ヨ ー ク タウ ン 」 : F4F ワイ ルド キャ ッ ト 艦 





: 上 戦闘 機 X 25 SBD ドー ント レス 急降下 爆撃 機 


X 37 TBD デバ ステ ー タ ー 雷 撃 機 X 13 


: 空母 「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」: F4F ワイ ルド キャ ッ 


ト 艦 上 戦闘 機 X 27 SBD ドー ント レス 急降下 爆 


: 撃 機 X 38 TBD デバ ステ ー タ ー 雷 撃 機 X 14 

: 空母 「 ホ ーネット 」: F4F ワイ ルド キャ ッ ト 艦 上 
: 戦闘 機 X 27 SBD ドー ント レス 急降下 爆撃 機 * 
: 37 TBD デバ ステ ー タ 
: 艦上 戦闘 機 X 79 急降下 爆撃 機 X 112 
: 雷撃 機 X 42 合計 233 機 

- 基地 機 (ミッ ドウ ェ ー) 

: F2A バッ ファ 


一 雷撃 機 X 15 














一 艦上 戦闘 機 X 21 F4F ワイ ル 
ドキ ャ ッ ト 艦 上 戦闘 機 X 7 TBF アベ ンチ ャ ー 電 


: 撃 機 X6 SBD ドー ント レス 急降下 爆撃 機 X 16 

: SB2U ヴィ ン デ ィ ケ ー タ ー 急 降下 爆撃 機 X 11 

: B-268 マロ ー ダ ー 爆 撃 機 X 4、B-17 爆撃 機 X 19 

: カタ リナ 飛行 艇 X 28 

: 艦上 戦闘 機 X 28 急降下 爆撃 機 X 27 雷撃 機 メ 
・ 6 爆撃 機 メ 23 
: 航空 機 計 

: 艦上 戦闘 機 X 107 急降下 爆撃 機 X 139 雷撃 機 


合計 84 機 


X48 爆撃 機 X 23 合計 317 機 


EE 洋 ョ 


: 沈没 : 空母 X 2「 加 賀 」「 蒼 龍 」 重 巡 「 三 隈 」 
: 大 破 の ち 自 沈 処分 : 
: 大 破 : 駆逐 艦 「 荒 潮 」 
: 中 破 : 重 芝 「 最 上 」 

: 航空 機 : 289 機 (うち 水 偵 4 機 ) 
賠 プ メ リカ 軍 
: 沈没 : 空母 「 ヨ ー ク タウ ン 」 駆 逐 艦 「 ハ ンマ ン 」 
: 航空 機 : 約 150 機 (基地 航空 隊 を 含む ) 





空母 X 2「 赤 城 」「 飛 龍 」 














7 が /// 2 














選 束 舞 | 提 層 


王 貼 当 ・ 匠 回 


漂 器 培 





NMiul 選 仙一 日光 て 7 


失 寺 時 弄 


mW に = 


潮 肝 


第 1 機動 部 隊 (南雲 ) 
「 赤 城 」「 加 賀 」「 飛 龍 」「 蒼 龍 」 


生 ー 琶 隊 、 ミ ッ ド ウェ ー に | 
0445 に は = ッ ド ウェ ー に 向け て 





07 
き ESN7 の 人 還 香 共 機 と 


ミッ ドウ ェ ー 海 兵隊 の ドー ント レス 16 欄 の 用 ンー 


早朝 ミッ ドウ ェ ー を 発進 し て いた B-17、 15 機 の 攻撃 。 
引き 続き 海兵 隊 の ヴィ ン デ ィ ケ ー タ ー の 攻撃 。 





ミッ ドウ ェ ー 海 江 に お ける 
布 軍 の 動 


5 日 0510 
Ne ( 朱 細 」 を 和 分 










1125 
0545 「 赤 城 」 人 止 。 
米 軍 飛 行 艇 、 南 辻 艦 隊 を 発見 。 南雲 「 長 良 」 に 移乗 


1100 

「 飛 龍 』 第 一 次 攻撃 隊 発 進 
1913 

「 蒼 藤 」 な 


1925 
10.30 「 加 賀 」 沈 没 





5 日 0500 
『 赤 城 」 処 分 










L26 の 攻撃 。* 


0715 
地上 攻撃 用 に 武装 変更 。 


20 
南雲 、 ミ ッ ド ウェ ー へ の 第 二 次 攻 
対 艦 攻撃 用 に 間 を 介し る 。 


0837 
ミッ ドウ ェ ー か ら 帰 還 し た 第 一 次 攻撃 際 の 取 容 始ま る 。 


壊す る こと に は 失敗 し た た め 
攻 隊 は 第 一次 攻撃 の 必要 を 且 
艦 に 打電 し た 。 

日 本 軍 空 母 で は 、 敵 艦隊 の 出 
現に 備え て 魚雷 な どの 対 艦 用 の 
準備 を し た 第 二 次 攻撃 隊 が 待機 
し て いた が 、 こ れ を 対地 兵 装 に 
転換 させ て ミッ ドウ ェ ー 島 を 攻 
撃 さ せる こと が 決ま っ た 。 寄 敵 
機 か ら は 空母 発見 の 報告 は な 
く 、 ア メリ カ 軍 空母 は この 近海 
に は いな い だ ろ うと 判断 し た の 
で ある 


日 本 軍 が 装備 転換 に 追わ れ て 
ヽ る 最 中 、 ミ ッ ド ウェ ー 基 地 か 


6 人 7/// 


















00 9 っ 
本 大 衝 衣 に 複数 の 命中 弾 。 3 拉 は 大 馬上 。 


0918 
米 機 動 部 隊 攻 撃 の た め 北 へ 変 針 


1700 
「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」 隊 の ドー ント レス 24 機 「 飛 龍 」 を 攻撃 。 
「 飛 龍 」 大 破 炎 上 。 





1550 





1331 
「 飛 郊 」 第 二 次 攻撃 隊 発 進 


ズ 」 隊 と 「 ヨ ー ク タウ ン 」 隊 の ドー ント レス が 高空 か ら 攻 撃 、 


1000 
「 エ ンタ ー ブ プラ イズ 」 隊 と 「 ヨ ー ク タウ ン 」 隊 の デバ パス テー タ ー29 機 が 攻撃 。 
6 機 を 残し て 零 戦 に 撃 孔 さ れ 、 命 中 弾 な し 。「 ホ ーネット 」 隊 の ドー ント レス は 目標 を 発見 で きず 引き 返す 。 


人 を 見 失っ た 「 ホ ーネット 」 隊 の デバ パス テー ター が 単独 で 攻撃 する も 、 
14 機 すべ て が 琶 墜 され る 。 


ら ア メリ カ 軍 攻撃 隊 が 波状 攻撃 


0820 
日 本 軍 偵 察 機 アメ リカ 空母 を 発見 


1430 
「 飛 龍 」 第 二 次 攻撃 際 「 ヨ ー ク タウ ン 」 を 攻撃 、 魚 宇 2 発 命中 ーーー う 3 


第 16 任 務 部 隊 (スプ ルー アン ス 】 
「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」「 ホ ーネット 


第 17 任 務 部 隊 ( フ レッ チャ ー) 
「 ヨ ー ク タウ ン 」 


※ 


4 日 0430 玉 
索敵 攻撃 隊 発 進 や 
い 


0728 
日 本 軍 偵 察 機 ア メリ カ 艦 隊 を 発見 


0702-0806 
「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」 隊 、 
「 ホ ーネット 」 隊 の 計 117 機 が 発進 


1100. 


0 
「 秒 衣 」 第 一 次 区 隊 「 ヨ ー ク タウ ン 」 を 放 
爆弾 3 発 が 命中 、「 ヨ ーー TFTSN 


1500 一 き の 
「 ヨ ー ク タウ ン 」 総 員 退 去 ON 
107 和 eee 


か へ に 


9930 4 
「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」 「 ホ ーネット 」 か ら 
1 に 向け 


攻撃 隊 を 出撃 させ る 案 も 出さ れ 





を 掛け て きた 。 宇 撃 機 、 爆 撃 機 
な ど が 次 々 と 襲い 掛か る が 、 直 
挫 の 零 戦隊 の 活躍 と 、 各 艦 の 巧 
みな 回 避 運 動 に よっ て 、 日 本 艦 
隊 は 無 傷 だ っ た 。 

そし て 対地 兵 装 へ の 転換 が 終 
わっ た ころ 、 遅 れ て 発進 し た 「 利 
根 」 4 号機 より アメ リカ 軍 空 母 
発見 の 報告 が も た ら さ れる 。 

この と きす で に 対地 兵 装 へ の 
転換 は 終わ っ て いた が 、 再 び 対 
艦 装 備 に 戻せ と の 命令 が 発せ ら 
れ た 。 地 上 用 爆弾 で も アメ リカ 
軍 空 母 の 甲板 を 破壊 する こと は 
で きる と 考え 、 対 地 兵 装 の まま 





た が 、 結 局 対 艦 装備 に 転換 する 
こと に な る 。 再 び 作 業 が あわ た 
だ し く 行 な われ る 。 ア メリ 放 軍 
空母 を 発進 し た 攻撃 隊 が 南雲 機 
動 部 隊 に 襲い 掛か っ て きた の は 
そめ と 等 症 っ た 。 


アメ リカ 軍 は 、 準 備 の 終わ っ 
た 攻撃 隊 か ら 順 次 、 散 発 的 に 発 
進 さ せ て いた 。 ま ず 宇 撃 機 が 低 
空 か ら 二 波 に 渡っ て 来襲 、 こ れ 
は 零 戦隊 に よっ て ほぼ 全滅 させ 
られ る 。 し か し その 間 に 高 空 か 

ら 急 降下 爆撃 隊 が 来襲 し て き 
c。 零 戦隊 は 低空 に あっ て 迎撃 


190W 









雲 艦隊 周辺 で の 出来 事 

| 第 一 次 攻撃 隊 ( 堆 戦 36 機 、 九 刀 式 艦 迷 36 機 、 九 式 艦 攻 36 機 ) 
の 108 機 、 ミ ッ ド ウェ ー に 向け 発進 開始 。0445 に は ミッ ドウ ェ ー 
に 向け て 出発 





: 
トー】 


アメ リカ 軍 飛 行 艇 、 南 雲 艦隊 を 発見 。 


ミッ ドウ ェ ー の アベ ンジ ャ ー 雷 撃 機 と B-26 の 攻撃 。 直 衛 の 零 
戦 が ほとん ど を 撃墜 。 命 中 弾 な し 。 

南雲 提督 、 ミ ッ ド ウェ ー へ の 第 二 次 攻撃 を 決断 。 地 上 攻撃 用 に 
武装 変更 。 

ミッ ドウ ェ ー 海 兵隊 の ドー ント レス 16 機 の 攻撃 。 直 衛 の 零 戦 
が 半分 を 撃 劇 、 残 り も 艦隊 に 命中 弾 を 得 ず 。 

早朝 ミッ ドウ ェ ー を 発進 し て いた B-17、15 機 の 攻撃 。 命 中 弾 
な し 。 引 き 続き 海兵 隊 の ヴィ ンジ ケー ター の 攻撃 、 中 高度 で 爆 
撃 を 試み る が 零 戦 に ほとん ど を 撃墜 され る 。 命 中 弾 な し 。 


識 開 | 語 提 谷 、 ミ ッ ド ウェ ー へ の 第 二 次 攻撃 を 中 止 、 対 穫 攻撃 用 に 
可 直交 更 を 命じ る 。 


AIOE10) 
0715 
0755 


810-39 


0837 ミッ ドウ ェ ー か ら 帰 選 し た 第 一 次 攻撃 隊 の 収容 始ま る 。 第 二 次 
攻撃 隊 の 武装 変更 と 重なり 、 艦 内 は 喧騒 に 包ま れる 。 


0928 護衛 機 を 見 失っ た 「 ホ ーネット 」 隊 の デバ ステ ー タ ー が 単独 で 
攻撃 する も 、14 機 す べ て が 撃墜 ざれ る 。 


に ジン Xn ン の 日 当 計 クス クウ ジョ 隊 の 守 人 き ス ーー クタ 証 
29 機 が 攻撃 。6 機 を 残し て 零 戦 に 撃墜 され 、 命 中 弾 な し 。 


1000 


「 ホ ーネット 」 隊 の ドー ント レス 、 目標 を 発見 で きず 引き 返す 。 
EE ウーン 隊 コク タス ウン 隊 の ドニ ジン ドス 


が 高空 か ら 攻 撃 、『 赤 城 」「 加 賀 」「 蒼 龍 」 に 複数 の 命中 弾 。3 艇 


は 大 破 炎 上 。 


「 飛 龍 」 第 一 次 攻撃 隊 ( 雲 戦 6 機 、 九 九 式 艦 爆 18 機 ) 発進 。 


「 飛 龍 」 第 二 次 攻撃 隊 ( 堆 戦 6、 九 七 式 艦 攻 10 機 ) 発進 。 


「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」 隊 の ドー ント レス 24 機 「 飛 龍 」 を 攻撃 。 「 飛 
龍 」 大 破 災 上 。(「 ホ ーネット 」 の 16 機 は ほか の 艦 を 攻撃 ) 


避 
3 Ra 
1 






1 
に 
しい J 
3 
必 
に 
9 
ら 


PX) 


(に 久 0 


0838 


ミッ ドウ ェ ー お よび アメ リカ 艦隊 周辺 で の 出来 事 


ミッ ドウ ェ ー か ら ア ベン ジャ ー 雷 撃 機 6 機 と B-26 爆撃 機 4 機 
が 発進 。 


日 本 軍 、 ミ ッ ド ウェ ー を 爆撃 。 








「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」 隊 (F4F 10 機 、 ド ー ン トレ ス 33 機 、 
バス テー ター 14 機 ) 「 ホ ーネット 」 隊 (F4F 10 機 、 ド ー ン 
レス 35 機 、 デ バス テー ター 15 機 ) の 計 117 機 が 発進 。 


ッ だ 
ト 


日 本 軍 偵 察 機 アメ リカ 艦隊 を 発見 。 


日 本 軍 偵 察 機 アメ リカ 空母 を 発見 。 





「 ヨ ー ク タウ ン 」 隊 (F4F6 機 、 ド ー ン トレ ス 17 機 、 デバ ステ ー 
ター 12 機 ) 発進 開始 。 


「 飛 龍 」 の 第 一 次 攻撃 隊 「 ヨ ー ク タウ ン 」 を 攻撃 、 爆 弾 3 発 が 命中 、 
「 ヨ ー ク タウ ン 」 機関 停止 


「 飛 龍 」 の 第 二 次 攻撃 隊 「 ヨ ー ク タウ ン 」 を 攻撃 、 魚 雷 2 発 命中 。 
「 ヨ ー ク タウ ン 」 放 和 茎 。 


「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」「 ホ ーネット 」 か ら 「 飛 龍 」 に 向け ドー ン 
トレ ス 40 機 発進 。 


が 間に合わ な い 。 ア メリ カ 軍 機 
の 爆弾 が 「 赤 城 」「 加 賀 」「 蒼 龍 」 
を 直撃 し 、 そ の 爆発 は 燃料 と 爆 
弾 ・ 魚 雷 を 満載 し た 航空 機 の 誘 
爆 を 引き 起こ し た 。 た ち ま ち 3 
隻 の 空母 は 大 炎上 し 、 や が て 沈 
没 あ る い は 味方 に よっ て 処分 さ 
れる 。 


た だ 一 隻 攻撃 を まぬがれ た 
「 飛 龍 」 は 敵 空母 に 攻撃 隊 を 発 
信 き 尾 、| ヨーク タタ ウン ジン 」 天 
破 さ せる が (の ち に 日 本 軍 の 潜 
水 艦 「 イ -168」 に よっ て 撃沈 )、 
38 に EE ジー ジラ イズ | と 
[ 呈 一 用 色 ウ ジグ] を 飛 ざ 充 っ た 
攻撃 隊 に よっ て 大 破 、 味 方 の 魚 


雪 で 処分 され た 。 こ れ で 日 本 軍 
は 参加 し た 歴戦 の 四 空 母 と 艦載 
機 の すべ て を 失っ た の で ある 。 

「 主 力 」 の 名 を 冠 し て 後方 を 
進ん で いた 戦艦 部 隊 に な す 術 は 
な く 、 山 本 司令 長官 は 「MI 作戦 」 
の 中 止 を 命じ る し か な か っ た 。 
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考 結 決戦 シナ リオ バー 


RAZakfE】2Z325 


に E. 送 下り タ 」 

日 本 機動 艦隊 

戦艦 2 「 有 邑 島 」「 棟 名 」 

| 重 巡 2 「 利 根 」「 筑 摩 」 

軽 巡 1「 長 良 」 

」 駆 前 騰 12「 野 分 」「 萩 風 」「 舞 風 」「 磯 
| 風 』 「 浦 風 」 「 浜 風 」 「 浴 風 」「 夕 雲 」 「 巻 
| 圭 』『 秋 守 」「 風 裏 」「 嵐 」 

空母 4 「 赤 城 」「 加 賀 」「 蒼 龍 」「 飛 龍 」 
戦闘 機 72 戦闘 機 79 爆撃 機 72 
索敵 機 7 


米 軍 戦 力 


ミッ ドウ ェ ー 基 地 

戦闘 機 27 攻撃 機 6 爆撃 機 28 

大 型 爆撃 機 19 素敵 機 4 

アメ リカ 第 1 6 任務 有 艦隊 

重 巡 5「 ヴ ィ ン セ ンス 」「 ニ ュー・ オ 
リル ス 」 パン リコ ラ 」 ミネ オイ ポリス 

本 

軽 巡 1 「 ア トラ ンタ 」 

駆 乏 騰 9 1 リル チ 」「 ウ ォ ー デ ン 」 [モモ 
旧記 人 2 引 目 seis2o ム leo 
ITIIT キ TE キキ エキ r キ T キ lpT キ pp ウキ ウト ・ 
旧 軸 三 人 N 

空 評 2「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」「 ホ ー ネ ッ 
トコ 

戦闘 機 36 攻撃 機 29 爆撃 機 72 
索敵 機 6 

アメ リカ 第 1 7 任務 艦隊 
重 巡 2「 ボ ポー トラ ンド 」「 ア スト リア 」 
駆逐 艦 6「 ラ ッ セ ル 」「 ア ンダ ー ソ ン 」 
MM ジッ BI の 
1 人 

に rl 半 am の 2id2 

戦闘 機 15 攻撃 機 14 爆撃 機 18 
索 英 機 5 





圏 シナ リオ 概略 
ミッ ドウ ェ ー 鳥 の 航空 基地 
を 破壊 する こと と 、 米 艦隊 空 
母 1 隻 以 上 を 沈め る の が 目標 と 
な る 。 ミッド ウェ ー 島 は 米 軍 の 
索敵 機 お よび 大 型 爆 撃 機 の 発進 











基地 な の で 、 何 と し て で も を 先手 


を 撃っ て 攻略 し な く て は な ら な 
ke 角 陸 し て し まう と 。 ダーム 
中 、 復 旧 す る 事 は な い 。 

48 Wi 














(① 日 本 機動 艦隊 


アメ リカ 第 1 7 任務 朋 隊 


園 時 計 を 進め る 前 に 

1 ) 第 1 攻撃 隊 は 対地 攻撃 準 
備 が 完了 し て いる の で 、 ミ ッ ド 
ウェ ー 島 へ の 対地 攻撃 を 設定 す 
る ぁ 

2 ) 防空 隊 を 選択 、 第 2 攻撃 隊 
と の 間 で 再編 成 を 行う 。 第 2 攻 
撃隊 の ゼロ 戦 を すべ て 防空 隊 に 
移動 する ( 坊 空 隊 を 4 編隊 に )。 
3 ) 防空 隊 を 「 自 衛 」 で 発進 準備 。 
4 ) 連合 艦隊 は 移動 させ な い 。 








田 作戦 開始 

米 軍 は ミッ ドウ ェ ー 島 か ら 乏 
英機 を 発進 させ る 。 自 艦隊 を 移 
動 さ せ て いな い 場 合 、 運 が よ け 
れ ば 敵 の 和 索敵 機 は こち ら を 発見 
で き な い 。 

発見 され た 場合 、 防 空 際 を 自 
艦隊 の 護衛 と し て 出撃 させ る こ 
と 。 和 敵 機 を 撃墜 する 可能 性 が 
ある ほか 、 敵 艦隊 か ら 発進 し た 
攻撃 隊 を 迎え 撃つ 必要 が ある 。 




















ミッ ドウ ェ ー 鳥 へ の 爆撃 で 大 
地 を 破壊 し た ら 、 艦 隊 を 東 に 進 
め る 。 地図 上 の 「 ミ ッ ド ウェ ー 
島 」 の 「 島 」 の 付近 を 指定 する 
下 MOY だ ろう 。 

この ころ か ら 、 敵 空母 乏 敵 機 
が 自軍 艦隊 に 接近 し て くる 可能 
性 が 高まる 。 接 近 ル ー ト を よく 
観察 し 、 索 敵 機 が 来 た と 思わ れ 
る 方 向 に 向かっ て 系 敵 機 を 出撃 
させ る こと (攻略 地図 を 参照 し 、 
英 艦 隊 出 没 エ リア に 向かっ て 前 
も っ て 索敵 機 を 出撃 させ て も よ 
め )。 

敵 攻 撃 機 の 襲 撃 は 、 4 編隊 の 
防空 隊 で ほぼ 完封 で きる 。 最 初 
の 襲撃 を 撃退 し た ら 、 防 空 隊 を 
着 艦 させ 、 整 備 完了 次 第 再び 護 
衛 任務 に つけ る こと (これ を 意 
る と 防空 隊 が 燃料 切れ を 起こ し 
了 和 5 寺 う )。 

防空 隊 の 補給 が 終わ り 次 第 
ら 、 第 1 次 攻撃 隊 の 発進 準備 を 
対 艦 」 で 行う 。 こ れ 以 降 、 敵 
艦隊 を 発見 し た ら 、 第 2 攻撃 隊 
を 「 対 艦 」 で 準備 し つつ 、 攻 撃 
を 開始 。 第 2 攻撃 隊 も 準備 出来 





次 第 攻撃 を 行う 。 
この 間 、 帰 届 し て きた 索敵 機 


は 、 帰 還 後 即座 に 索敵 に 回 し 続 
ける こと 。 敵 艦隊 を 発見 で き て 
いた と し て も 、 索 英機 が 撃墜 さ 
れる 可能 性 は 高い 。 帰 還 し た 索 
敵 機 は 、 発 見 済み の 敵艦 隊 が い 
る 場所 へ と 出撃 させ 続け な く て 
は な ら な い 。 


一 勝率 


攻撃 隊 が 米 軍 空 母 を 撃沈 で き 


る か どう か 、 米 軍 お よび 自軍 洪 
水 艦 が どれ くら い 活 躍 す る か 、 
索敵 機 が どれ くら い 撃 墜 さ れず 
に いら れる か な ど 、 運 の 要素 に 
よっ て 左右 され る 部 分 が 非常 に 

大 きい シナ リオ と いえ る 。 そ の 






勝 利 条 件 


た め 、1 回 で 勝利 を 得る の は 難 
し い 。 
「 引 き 分 け 」 に な る 可能 性 は 高 
く 、 ま た 攻撃 隊 が 敵 空母 に まっ 
た く 和 被害 を 与え られ な い (ある 
い は 到着 する 前 に 時 間切 れ に 
な SC し まう の と 備 あ り 。 と 
合 は 日 本 軍 敗 北 と な る こと 
も し ば し ば だ 。 
最初 の ミッ ドウ ェ ー 島 爆撃 の 
際 に 、1 回 の 爆撃 で 基地 を 破壊 
で き を な か っ た な らち ば ぱ 、 シ ナリ オ 
の 時 間 制 限 的 に 言っ て 日 本 軍 が 
大 勝利 する 可能 性 は 非常 に 低く 
な る だ ろう 。 大 勝利 を 目指 し て 
いる な ら 、 そ の 段階 で シナ リオ 




















を や りな お し た ほう が 無難 か も 
し れ な い 。 


九 じ 式 艦 攻 
索敵 ・ 雷 撃 ・ 爆 撃 に 活躍 する 


飛 浮 






赤城 ・ 加 賀 ・ 蒼 龍 が 沈没 し た 後 
も た だ 一 隻 残っ た 飛龍 は 反復 攻 
撃 を 行う も 夕刻 に な る と 集中 攻 
撃 を 受け 沈没 し て し まう 





表 還 示 請 打 詞 秩 | 6 月 5 日 20000 まで に ミッ ドウ ェ ー 基 地 に ダメ ー ジ を 与え 
つつ 、 米 艦隊 の 空母 を 1 隻 以上 撃沈 する 。 


判定 基 | 準 | 全米 艦隊 の 空母 を 2 隻 以下 に する 


必 スポ イシ ンド 


ミッ ドウ ェ ー 基 地 を 中 破 2, 大 破 3, 破壊 4 


米 各 空母 大 破 2, 沈没 3 
マイ ナス ポイ ント | 日 本 側 各 空 母 大 破 -3, 沈没 -4 





判定 基準 を 満た し た 場合 
大 勝利 ii el 
判定 基準 を 満た さ 3 と の 
ゴジ に を ci2』 9 


9 の 7 49 








ー で 4 


選 痢 湯 


新 紀 顎 状 環 吾 ・ 理 吾 


作戦 攻 較 


窟 母 決戦 シナ リオ 肖 間 ミッド ウェ ー 


日 本 軍 戦 力 

日 本 機動 艦隊 

戦艦 2「 肥 島 」「 棟 名 」 

重 巡 2「 利 根 」「 筑 摩 」 

軽 巡 1「 長 良 」 

駆逐 艇 12 「 野 分 」「 萩 風 」「 舞 風 」「 磯 
風 」 「 浦 風 」 「 浜 風 」 「 谷 風 」「 夕 雲 」 「 巻 
雲 」「 秋 雲 」「 風 杜 」「 嵐 」 

空母 4「 赤 城 」「 加 賀 」「 蒼 龍 」「 飛 龍 」 
戦闘 機 72 攻撃 機 79 爆撃 機 72 
索 英機 7 


本 隊 勝 隊 

戦艦 2 「 金 骨 」「 比 部 」 

重光 4「 高 雄 」「 愛 宮 」「 妙 高 」「 衣 等 」 
軽 区 1「 由 良 」 

務 逐 航 8「 朝 寒 」「 峰 雪 」「 夏 概 」「 タ 
立 」 [春雨 」 村雨 「 五 月 雨 三日月 」 
空母 1「 瑞 周 」 

戦闘 機 12 攻撃 機 12 爆 黄 機 0 
索 隊 4 


ミッ ドウ ェ ー 攻 略 支援 艦隊 
重 巡 4「 鈴 谷 」「 最 上 隈 」「 熊 野 」 
駆逐 艦 2 「 朝 浦 」「 荒 潮 」 

索敵 機 4 

ミッ ドウ ェ ー 攻 略 艦隊 

軽 巡 1 [神通 

人 上 半 人 2IP( 目 証 り 5 
風 ] 「 時 澤 風 」! 天 津 風 」『 親 潮 」「 黒 潮 」 
「 早 潮 」「 起 」「 赴 」 

6 


戦 3 『 WT 「 長 門 」「 陸 奥 」 
軽 巡 1「 川 内 」 
駆逐 艦 10「 叢 雲 」 
雪 」「 初 雪 」 「 綾 波 」 
波 」「 有 明 」 
空母 1 [鳳翔 」 
戦闘 機 9 攻撃 機 6 爆撃 機 0 
索 英機 5 


米 軍 戦力 

| ミッド 二 導 叩 il 
戦闘 機 27 攻 役 機 6 爆 設 機 28 大 
型 糧 撃 機 19 素 身 機 4 


アメ リカ 第 1 6 任務 艦隊 

重 巡 5「 ヴ ィ ン セ ンス 」「 ニ ュー・ オ 
リン ズ 」「 ペ ン サ コラ 」「 ミ ネ ア ボ リス 」 
メー ザジ トシ 

軽 巡 1「 ア トラ ンタ 」 

肛 逐 艦 9 「 バ ル チ 」「 ウ ォ ー デ ン 」「 エ 
AINiII の KK 本 に WS で 


巻 雲 」「 白 雪 」「 吹 
清 波 」「 敷 波 」「 磁 





2U12HiHNDECM42X 2 
前 湖 

空母 2 エッ ター プラ イズ ホー ネッ 
病 


50 9 の 7 


戦闘 機 36 攻撃 機 29 爆撃 機 72 
Ei4 
アメ リカ 第 1 7 任務 艦隊 


重 巡 2「 ポ ボー トラ ンド 」「 ア スト リア 」 


駆逐 艦 6「 ラ ッ セ ル 」「 ア ンダ ー ソ ン 」 


ee 国 取 Ez 還 人 wc 人 の ア 当 回 選 み 2 
21 

空母 1「 ヨ ー ク タウ ン 」 

戦闘 機 15 攻撃 機 14 爆撃 機 18 
索敵 機 5 
空母 1 「 ワ スプ 」 
(*「 ヨ ー ク タウ ン 」 と 交代 若 し ぐ は 
両 艦 登場 する 場合 あり ) 

載 闘 機 18 攻撃 機 5 爆撃 機 27 素 
敵 機 0 






(① 日 本 機動 艦 隊 


ッ ド ウェ ー 攻 略 艦隊 


アメ リカ 第 1 6 任務 艦隊 


ジョ ンス トン 環礁 





較 シナ リオ 概略 
ミッ ドウ ェ ー シ ナリ オ の 上 級 編 に 相当 する シ 
ナリ オ で 、 敵 空母 の 撃沈 に 加え て ミッ ドウ ェ ー 
島 の 攻略 が 不可 欠 と な る 。 こ ちら の 戦艦 火力 は 
圧倒 的 に 優越 し て いる の で 、 う まく 砲戦 に 持ち 
込ん で 敵 の 全滅 を 図り た い 。 


較 時 計 を 進め る 前 に 

1 ) 機動 艦隊 防空 隊 は 機動 艦隊 を 護衛 。 

2) 機動 艦隊 第 一 、 第 二 攻 撃隊 か ら 戦 闘 機 を 分 
離さ せ 、 そ れ ぞ れ 順 次 発進 準備 。 


2 ) 本 隊 お よび 連合 艦隊 の 防空 
隊 を 発進 準備 。 

3) 機動 艦隊 を 南下 させ る 。 
4) 機動 艦隊 以外 の 全 艦 隊 を 
ミッ ドウ ェ ー に 向け 移動 開始 。 
5) 乏 敵 は まだ 行わ な い 。 


田 作戦 開始 

6 導 682 た リ 計 - 條 いで は 、 
ミッ ドウ ェ ー 基 地 の 破 壊 と 、 敵 
艦隊 を 完全 に 全滅 させ る こと を 
目標 と する 。 こ れ に よっ て 得 ら 
れる ポイ ント は 13。 日 本 軍 が 
空母 2 隻 を 失っ て も 大 勝利 と な 
る (大 和 は 無傷 で な く て は な ら 
な い が 、 潜 水 艦 以外 で 損傷 する 
と と の ほう が 珍し い )。 

作戦 の 方 針 と し て は 、 機 動 艦 
隊 を 陣 と し 、 そ こ に 防空 部 隊 を 
集結 させ 、 敵 の 航空 戦力 を 壊 減 
させ た うえ で の 反撃 と な る 。 索 
敵 力 は 非常 に 高い の で 、 ミ ッ ド 
ウェ ー の 南東 付近 を 重点 的 に 秋 
英 し て いく こと (最初 の 索敵 は 
7 : 00 ご どろ か ら )。 た だ し 敵艦 
隊 を 発見 し て も 、 当 面 は 放置 で 





構わ な い 。 だ いた い の 居 場所 が 
分 か っ て いれ ば 十分 だ 。 

ミッ ドウ ェ ー 島 か ら の 攻撃 隊 
(そし て お そら く は 敵 空 母 の 攻 
撃隊 も ) が こち ら を 攻撃 し 終え 
た と ころ で 、 機 動 艦隊 の 第 一 攻 
撃隊 を 対地 装備 で 発進 準備 を 行 
い 、 ミ ッ ド ウェ ー 島 へ 接近 し つ 
つ 射 程 に 入り 次 第 攻撃 を 行う 。 
ほとん どの 場合 、 こ の 攻撃 で 航 
空 基地 は 破壊 で きる 。 

ミッ ドウ ェ ー 島 の 航空 基地 を 
破壊 し た ら 、 防 空 隊 を 維持 し つ 
つ 、 敵 空母 艦隊 を 継続 的 に 索敵 。 
数 的 優位 を 利用 し て 肉薄 し 、 艦 
砲 射撃 で 全滅 させ る 。 空母 に よ 
る 攻撃 は 適宜 継続 する こと (6⑥ 








勝 利 条 件 


6 月 7 日 19900 まで に ミッ ドウ ェ ー 攻 略 艦隊 を ミッ ド 
ウェ ー 付 近 へ 到着 させ る 。 


判 当 定 基準 ミッドウェー 攻略 艦隊 が 、 ミ ッ ド ウェ ー 50km 以内 に 10 


分 と ど ま る 


スポ イン トド | ミッ ドウ ェ ー 基 地 を 中 破 2, 大 破 3, 破壊 4 
米 各 空母 大 破 2, 沈没 3 


マイ ナス ポイ ント | 日 本 側 各 空母 大 破 -3, 沈没 -4 
大 和 中 破 -2, 大 破 -4, 沈没 -5 








格闘 戦 で 敵 無 し の 零 戦 で ちあ っ た が ミッ ド 
ウェ ー と 同時 に 行わ れ た ダッ チ ハ ー バ ー の 作 
戦 に て 不時着 し 歯 獲 さ れ て し まう 


月 5 日 夜 に 第 一 ・ 第 二 攻 撃隊 ・ 
防空 隊 を 再編 成 し 、 戦 闘 機 2 一 
3 編隊 程度 を 有する 対 艇 攻撃 編 
隊 を 作っ て お き 、 発 進 準備 を 
行っ て お く と 良い )。 

ミッ ドウ ェ ー 攻 略 艦 隊 は 、 
東 々 と ミッ ドウ ェ ー 島 へ の 前 進 
を 続け る こと 。 


画 勝率 

最初 の 猛攻 撃 を 凌ぎ 、 ミ ッ ド 
ウェ ー 島 の 基地 を 破壊 し た 段階 
で ほぼ 勝利 は 確定 する 。 潜水艦 
な ど で 空 母 に 被害 が 出る こと も 
多い が 、 2 隻 ま で は 失っ て 構わ 





な い の で 、 大 い に 敢 闘 精神 を 発 
揮 さ れ た い 。 







長門 


ノ 大 戦中 の 連合 艦隊 の シン ボル と 


いえ ば と の 形 で あっ た 


判定 基準 を 満た し た 場合 
大 勝利 勝利 el 
判定 基準 を 満た さ な い 場合 
辛勝 に yl 大 敗北 
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ー で ヾ 4 山 


蛋 畑 


新選 議 失 周 吾 ・ 理 涯 








月 本 軍 





| 将臣 隊 : 













(| [ 村 重 用 隊 ] ( 近 官 南 雲上 一 中 料 ) 
| 第 1 次 航空 戦隊 : 空母 赤城. 加賀 
| 第 2 次 航空 戦隊 ! 空母 飛 前 蒼 蘭 
支援 部 隊 : 


赤城 ( ア ) 
加賀 ( カ ) 
飛 査 ( ビ )、 芦 龍 ( サ ) 各 


日 本 機動 部 隊 シ ナリ オ ミッ ェ ー 湯 


ルン カメ グ ) 


戦 紙 様 名 、 准 人 
重 巡 利根 、 筑 摩 
軽 巡 長良 

駆逐 艦 6 ユニ ッ ト ( 風 圭 、 夕 雲 、 巻 雲 、 秋 雲 、 磯 
風 、 浦 風 、 浜 風 、 谷 風 、 萩 必 、 舞 風 、 艶 、 野 分 ) 





重 巡 鈴谷 三隈 、 最 上 、 熊 野 
駆逐 艇 1 ユニ ッ ト ( 朝 潮 、 荒 湖 ) 





言わ ず と 知れ た ミッ ドウ ェ ー 
海 江 の シナ リオ で ある 。 日 本 軍 
優位 な 中 、 指 揮 官 の 判断 ミス で 
大 敗北 を 喫し た と いう イメ ー ジ 

般 的 だ が 、 こ れ は 必ず し も 
事実 を 反映 し て いな い 。 日 本 軍 
は 空母 の 数 で 勝っ て いる も の 
の 、 米 軍 に は ミッ ドウ ェ ー 基 地 
が あり 、 航 空 ユ ニッ ト の 数 を 比 
52 877 





『 側 が 優位 


較 す る と 圧倒 的 に 米 軍 
な の だ 。 




















し か も 日 本 軍 に は 、 ミ ッ ド 
ウェ ー 基 地 の 攻 撃 と いう 目標 が 
ある た め 、 ど うし て も 場所 が 特 





アメ リカ 軍 
[空母 攻 机 部 隊 ] 人 圭 ラ セッ ラテ ャ ーー 少将 ) 
第 17 機動 部 隊 

空 母 ヨー クタ ウン 
言 ※ アス トリ ア 、 ポ ボー トラ ンド - 
了 逐 藍 うさ ユ ニッ ト ( ハ マン 、 ヒビ ョ ー ズ 、: モ リス 、 ア シン ダー ツ ッ 。 


ミッ ドウ ェ ー 基 地 ユ ニッ ト 


































45 ユニ アト (に ル ペ スー デン 、 ベ ナ ム 、 モ ナハ ンー 





コリ ン ガ ム 、 モ ー リ 、 エ ー ル ウィ ン 、 ボ ー ク 、 エ レッ ト ) 






定 さ れ や すい 。 こ と の シナ リオ に 
お いて も 日 本 軍 は 二 面 作戦 を 余 





儀 な くさ れる た め 、 シ ナリ オ の 
ラン ク こ そ 「 初 級 編 」 だ が 、 日 
本 軍 で 勝利 する に は 、 
隊 運 用 能力 が 必要 と な る 。 あ く 
まで 使用 する ルー ル の 量 が 少な 
い 、 と いう 意味 で の 「 初 級 」 な 
の だ 。 

ある 程度 自信 が つい て きた 


高度 な 部 





ら 、 是 非 こ の シナ リオ の 日 本 軍 
を 勝利 に 導い て ほし い 。 


較 セッ ント アッ プ の 前 に 

マニ ュ ア ル 第 11 部 「 戦 略 と 
戦術 」 に ある よう に 、 第 三 ・ 第 
四 タ ー ン が 運 舘 の ター ン に な り 
が ち だ 。 ル ー ル に よっ て 、 第 三 
だ 日 末 軍 の ミッ ドウ ェ ー 
基地 へ の 攻撃 が 行わ れ 、 必 然 的 
選 第 三 タ ー ン か 第 目 タ ダー ンジ に は 
米 軍 側 の 反撃 が 発生 する 。 よ っ 
て 両 陣営 と も この 運命 の ター ン 
を 制す る 作戦 を 立案 し な けれ ば 
な ら な い 。 

日 本 軍 側 と し て は ミッ ド 
ウェ ー 基 地 の 重 要 性 は (シナ リ 
オ 条 件 と し て 以外 の 面 に お いて 
は ) あま り 高 く な い が 、 残 っ て 
いる と 厄介 な の は 間違い な く 、 
3 が ーー ジ に 落と そう と する だ 
9 の 。 

米 軍 側 と し て は 、 基 地 を 破壊 
され る と ミッ ドウ ェ ー 基 地 航 空 
隊 が 使い 物 に な ら な く な る の 
で 、 第 三 タ ー ン に は 何ら か の 手 
を 打つ 必要 が ある 。 


圏 連合 軍 の 戦力 

航空 戦力 で 勝っ て いる も の 
の 、 基 地 航 空 隊 は ひ弱 で あり 、 
空母 航空 隊 も 1/6 の 確率 で 接 敵 
で き な い 部 隊 が 発生 する 。 と は 
いえ 二 タ ー ン 連続 し て 全力 で 攻 
撃隊 を 送り 出せ る この 戦力 は 、 


日 本 軍 か ら 見 る と 脅威 に 映る だ 
あう 。 

ミッ ドウ ェ ー 基 地 航 空 隊 は 、 
数 は 多い が 、 能 力 が 低い 。 第 三 
ター ン の 運用 方 針 と し て は 、 乏 
敵 隊 の 延長 と し て 使い 捨て る 
か 、 半 ば 博打 で 攻撃 隊 と し て 用 
いる か と いう こと こと に な る だ ろ 
う 。 

また 地味 な 存在 で は ある が 、 
対空 能力 の 高い 防空 巡洋艦 アト 
ラン タダ が いる 。 





男 日 本 軍 の 作戦 


旦 三 ダー ジ と に 12 ユ ニッ トト で 


ミッ ドウ ェ ー を 空襲 する と いう 
条件 は 、 絶 対 に クリ ア し な く て 
は な ら な い 。 艦 爆 隊 8 ユニ ッ 
ト は 真っ 先 に 編入 確定 。 残 り 
4 ユニット の 選択 に 頭 を 悩ま せ 
る こと と に な る 。 追撃 は バッ ファ 
ロー3 ユ ニッ ト な の で 堆 戦 3 
ユニ ッ ト を 送れ ば 十分 ( 史実 で 
は 4 ユニ ッ ト 相 
当 ) だ が 、 運 命 の 
ター ン の 主眼 は こ 


ー 前 陸 人 AW 


残っ た 零 戦隊 は 、 艦 隊 の 上 空 
直 援 の ロー テー ショ ン を 計画 
し 、 艦 攻 隊 は 見 つけ た 敵 空 母 部 
隊 を 全力 で 攻撃 する 。 攻 撃隊 に 
は 可哀想 な 話 だ が 、 零 戦 の 詩 衛 
は 1 ユエ ニッ トド ト つ く か つが な いか 
と いう 事 も 多い だ ろう 。 





較 ワン ポイ ント 

と の シナ リオ の 山場 は 、 お お 
お ね 第 三 一 第 上 四 ターン 、 遅 く と 
も 第 五 タ ー ン に 訪れ る こと が 多 
く 、 そ し て と この 山場 の 主導 権 は 、 
米 軍 側 が 持っ て いる 事 が 多い 。 

し か し 日 本 軍 側 は 、 主 導 権 を 
取り 返す 事 で 流れ を 変え る 事 が 
可能 だ 。 流 れ が 変わ る ポイ ント 
は 、 日 本 側 の 上 空 直 援 隊 で ある 
事 が 多い 。 日 本 軍 の 場合 は 、 艦 











隊 の 居場所 は 早い 段階 で 確定 さ 
れる も の の と 割り 切り 、 戦 力 を 
第 三 一 五 タ ー ン の どの 段階 に 集 
中 させ る か の 判断 が 鍵 に な る 。 





の 攻撃 で は な い 
(マニ ュー ア 少 で も 
「3 ユ ニッ ト は 送 
りす ぎ 」 と され て 
いる )。 堆 戦隊 は 
分 割 運用 も 可能 な 
の で 最小 限 に し 、 
残り は 艦 攻 隊 で 
埋め よう 。 
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埋 羽 


必 准 油 


消 導 語 普 賠 再 ・ 再 器 


1942 年 8 月 1943 年 3 月 


な 22777 グ クア くき 記 /746 プ タ ル ブナ ル 痢 / シク * る と て 「. 長 期間 


日 米 両 軍 は ソロ モン 海 を 中 心 に 激しく 闘い 合う 。 日 本 軍 に は ミッ ドウ ェ ー 海 戦後 も 、 
| まだ 多く の 搭乗 員 が 残っ て お り 、 再 建 中 の 機動 部 隊 も と の 地 へ 投入 され る 。 


所 に あっ た 。 そ こ に 新た 
マリ アナ 諸島 な 前 進 基地 を 建設 する こ 
と は あま り に 無謀 で ある 
と いわ ざる を 得 な い 。 








トラ ッ ク 鳥 2022 日 日 本 艦隊 南下 














ガ メ リ カカ は これ に 反撃 

ー 木 支隊 本 隊 * ! する こと を 決定 、1942 
ニュ ー ブ リ テン 鳥 \3 日 一 本 支 隊 先 半 隊 上 陸 相知 め か 折 
海兵 隊 お よそ 1 万 8 千 

ソロ モン 諸島 し て いた わずか な 日 本 軍 

「 リモ 7 義生 | は 飛行 場 を 捨て て 撤退 す 

ガダルカナル 島 細 ra 晴雨 る し か な か っ た 。 ア メリ 

オー スト ラリ ア -。 二 護 カ 軍 は 奪っ た 飛行 場 を へ 





ンダ ー ソ ン 飛 行 場 と 命 
、 豊 富 な 資材 を 使っ て 


ニュ ー カ レ ド ニ ア 島 








日 本 軍 は 上 陸 し た アメ 
リカ 軍 を 過小 評価 し た 。 
一 木 支 隊 1.000 名 の 攻 
撃 が 失敗 に 終わ る と 、 川 
口 支隊 4.000 名 を 送っ 
て 攻撃 する が これ も 和 失 

画 さ れ て いた ソロ モン 諸島 ガ ダ 敗 。 兵力 を 逐次 投入 し て は 撃退 

ルカ ナル 上島 の 前 進 航 空 基地 建設 され る こと を 繰り 返し た 。10 
ミッ ドウ ェ ー 海 戦 の 敗北 後 、 が 進め られ て いた 。 ガ ダル カナ 月 に な っ て 第 2 師団 2 万 名 を 
日 本 軍 は 兵力 の 不足 か ら 米 豪 分 ル 島 は 、 日 本 軍 の 前 進 基 地 ラ バ 島 に 上 陸 さ せる も の の 、 ア メリ 
断 を 狙う 「FS 作戦 」 を 中 止 す ウル か ら 千 km も 離れ て お り 、 旋 軍 の 空襲 に より 輸送 船 は 次 々 
る こと に な っ た が 、 以 前 より 計 零 戦 で も 往復 が や っ と と いう 場 と 沈め られ 、 必 要 な 重 火器 や 補 











ガダルカナル 島 を めぐ る 戦い 



































給 品 を 欠く あり さ 


アル レタ ) クレ ば) 2 に ゴン K く まっ 】 4 の) 


人 NE っ た 。 ぞ し て 
10 月 に 行なわ れ た 





7 月 上 旬 


1942 年 ーーーーーーーーーーー oe 


海軍 設営 隊 約 2.600 名 お よび 海軍 陸 圭 診 = 王 


川 艦隊 が 上 陸 部 隊 を 書 革 > 6 年 












第 2 師団 の 総 攻撃 8 月 7 日 アメ リカ 第 1 海兵 師団 上 陸 。 
ee 第 一 次 ン 海戦 。 
は 5.000 名 あま り 8 月 8 て 9 日 夜 第 0 
ま 8 月 18 日 一 木 支 隊 約 900 名 が 上 陸 。 
の 損害 を 出し て 突 | ao 日 一 木 支隊 、 ヘンダーソン 鐘 行 場 を 攻撃 する 
敗 に 終わ り 、 以 後 8 月 23 て 24 日 第 二 次 ソロ モン 海戦 。 
了 m て 9 月 上 旬 駆逐 艦 に よる 夜間 「 久 輸送 」 で 川口 支隊 約 4.0 
小 部 隊 に よる 
1 MM 9 月 12 て 14 日 川口 支隊 の 攻撃 失敗 。 
込み 以外 は 守勢 に 10 月 上 て 中 旬 第 2 師団 を 中 心 と する 増援 2 万 が 上 際 。 
立つ し か な か っ た 。 10 月 14 日 未明 戦 艦 金剛 」「 醒 名 」 ヘン ダー ソン 飛行 場 に 艦 砲 妹 到 
志 10 月 23 て 25 日 第 2 師団 の 攻撃 失敗 。 
N 給 が 滞り 、 
し か も 補給 が 滞り 10 月 26 マ 27 日 。 南平 洋 海戦 







兵士 た ち は 錠 えと 
病気 に 苦し お よう 
に な る 。 こ れ が 鐘 
島 と 呼ば れる 由来 
で ある 。 
ガダルカナル 島 周辺 で は 第 一 
次 一 第 三次 ソロ モン 海戦 、 南 太 
平 洋 海戦 な ど 数 多く の 海戦 が 行 
な われ る 一 方 、 日 本 海軍 は ガ ダ 
ルカ ナル へ の 物資 輸送 に 多く の 
艦船 を 割か ね ば な ら な か っ た 。 
ここ で の 戦い は 消耗 戦 と な り 、 
多く の 艦船 、 航 空 機 が 失わ れ た 。 
また 、 こ の 作戦 で 数 十 万 トン に 
及ぶ 輸送 船舶 を 失っ た こと は 、 
目 本 の 戦争 遂行 能力 に 大 き な 悪 
影響 あみ 与え る こと に な る 。 
ガダルカナル 島 の 攻防 は 翌年 
2 月 まで 続き 、 日 本 軍 は 撤退 を 
決定 する 。 撤 退 作戦 は 成功 し 1 
万 名 以上 が 島 を 脱出 する が 、 半 
年 の 戦い で 島 で 倒れ た 兵士 は 2 
万 名 以上 、 そ の 半数 は 飼え と 病 
気 に よ る も の だ っ た 。 


1943 年 




















11 月 12 て 13 日 夜 
11 月 13 て 14 日 夜 


2 月 1 て 7 日 





日 本 








第 一 次 ソロ モン 海戦 一 海戦 史 
上 まれ な ワン サイ ド ゲ ー ム 


ガダルカナル 島 に 上 陸 し て き 
た アメ リカ 軍 に 最初 に 反撃 し た 
の は ラバ ウル に 基地 を 置く 、 巡 
洋 艦 を 中 心 と し た 三川 軍 一 中 
将 率 いる 第 8 艦隊 で ある 。 第 
8 艦隊 は 連合 艦隊 の 指示 を 待つ 
と こと な く た だ ち に 急行 し 、 揚 陸 
作業 中 と 思わ れる アメ リカ 軍 補 
給 船 団 を 粉砕 する 作戦 を 立案 す 
る 。 実 は 第 8 艦隊 は 編成 か ら 
間もなく 、 全 艦 そ ろ っ て 艦隊 行 
動 を し た こと は な か っ た 。 そ の 
た め 三 川中 将 は 複雑 な 艦隊 行動 
を 避け 、 全 艦隊 が 一 本 に 連なる 
単 縦 陣 で 突入 し 、 一 戦 交 えた の 
ち は 即 座 に 反転 し 、 夜 が 明け る 
前 に 英 空 母 の 攻撃 圏外 へ 離脱 す 


第 三次 ソロ モン 海戦 第 一 夜 。 戦艦 「 比 散 」 沈没 。 
第 三次 ソロ モン 海戦 第 二 夜 。 戦 艦 「 有 霧島 」 沈没 。 


還 ガ ダル カナ ル 島 を 撤退 。 戦 死 ・ 行 方 不明 2 万 名 以上 


を と ど し し 寺 。 


ざお むく た め ブ ー ゲ ン ビ ル 島 南方 
を 周遊 し た 第 8 艦隊 は 、 日 洲 と 
同時 に 南下 を 開始 し た 。 暗 闇 の 
中 、 島 と 島 の 間 の 狭い 海峡 を 進 
ん だ 第 8 艦隊 は 、 深 夜 サ ボ 島 周 
辺 に 停泊 中 の アメ リカ ー ニ オー ス 
トラ リア 連合 艦隊 を 襲撃 し た 。 
第 8 艦隊 の 突 人 は まっ た く の 奇 
襲 と な っ た 。 狭い 海峡 を 哨戒 し 
て いた 2 隻 の アメ リカ 軍 駆 逐 航 
は 対 艦 レー ダー を 装備 し て いた 
が 、 島 影 が 障害 と な っ て 日 本 科 
隊 を 見 逃し た の で ある 。 

第 8 艦隊 は アメ リカ 軍 駆 逐 艦 
の 間 を すり 抜け 、 日 付 が 9 日 に 
変わ る ころ 、 ポ 洋 艦 か ら 発 進 し 
た 水上 機 が 上 明 弾 を 投下 する と 
同時 に 攻撃 を 開始 し た 。 日 本 艦 














訓 親 組 W 史 旨 ・ 軒 賠 
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| 機動 部 隊 (南雲 ) 
空母 「 閉 鶴 」「 瑞 准 」 
機動 部 隊 前 衛 ( 阿 部 ) 


分 離し た 「 龍 職 」 


「 翔 倫 」 か ら 
第 一 次 攻撃 隊 発 進 
3 「 瑞 静 」 か ら 
第 二 次 攻撃 隊 発 進 


輸送 船 9 


コ 1550「 サ ラ ト ガ 」 隊 ・ 
も 「 肖 職 」 を 現 沈 


前 衛 部 隊 (阿部 ) 


「 翔 准 」 隊 、「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」 を 攻撃 、 


5 < ンー 要 弾 発 命中 


サン タ ・ イ ザ ズ ル 過 


ソロ モン 諸島 


と 
ヘン ダー ソン 飛 第 坦 | 


マラ イタ 島 


「 サ ラ ト ガ 」 か ら 「. 
「 龍 職 」 へ 攻撃 隊 発 進 


ガダルカナル 島 


120 カ イリ 


隊 は 熟練 の 夜間 射撃 の 技量 を 示 
し 、 見 事 な 戦 闘 を 行なっ た 。 旗 
艦 「 鳥 海 」 は 大 胆 に も 探 果 を 
用 い 、 自 ら の 位置 を さら し な が 
oe 
が それ に 対し 猛烈 な 砲撃 を 
な っ た 。 連合 軍艦 隊 は 反撃 する 
前 に 大 打撃 を と うむ っ た 。 サ ボ 
島 の 南側 に いた 重 巡 「 キ ャ ン ベ 
ラ 」 は 洗 没 、 重 巡 「 シ カゴ 」 は 
艦 首 を 吹き 飛ば され て 航行 不能 
に 陥っ た 。 
目指 す 敵 輸送 船団 の 前 に アメ 
リカ 艦隊 が 立ち ふさ が っ て いる 
の は 明らか で 、 第 8 艦隊 は 二 
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手 に 分 か れ 、 北 へ 回 頭 す る 。 そ 
こと へ 新た な 敵艦 隊 が 現れ た 。 サ 
ボボ 島 の 北東 で 警戒 し て いた 重 巡 
1 ア 基 より リア ] 1 イツ シー] 「 ど 
ン セ ンズ 」 で ある 。 こ の 重 巡 3 
隻 は 二手 に 分 か れ た 日 本 艦隊 の 
間 に 入 り 込 ん で し まっ た 。 有 三川 
艦隊 は これ に 猛 砲撃 を 浴び せ 、 
すべ て 撃沈 する 。 

こう し て 第 一 次 ソロ モン 海戦 
は 日 本 軍 の 完勝 に 終わ っ た 。 日 
本 軍 は 一 隻 も 失う こと な く 、 敵 
重 巡 4 隻 を 沈め た の だ 。 し か し 
本 来 の 目的 で あっ た 輸送 船団 へ 
の 攻撃 は で き な か っ た 。 夜 明け 





第 61 任 務 部 隊 ( フ レッ チャ ー) 
空母 「 サ ラ ト ガ 」「 エ ンタ ー ブ プラ イズ 」 


前 に 離脱 し な けれ ば な ら な か っ 
た 第 8 艦隊 は 戦略 目標 を 見 逃し 
た の で ある 。 





第 二 次 ソ ロモ ン 海 戦 
一 新 ・ 機 動 部 隊 出 動 





Mt ンー 
援 を 送 ろ うと する 
YWP 
軽装 備 の 部 隊 を 駆逐 艦 で 送り 込 
ん だ 。 し か し アメ リカ 軍 を 撃退 











、 枯 い 島 へ 





する た め に は 、 重 装備 を 輸送 船 
Auras り 込 まな けれ ば な らち ら 


ず 、 そ の 輸送 船団 は 16 日 に ト 
ラ タ ク 伺 を 出発 し 、 22 目 凛 








ダル カナ ル 島 に 上 陸 す る 予定 で 


あっ た 。 と ころ が 20 日 朝 、 哨 
成 機 が 敵 空母 部 隊 を 発見 、 連 合 
葉 隊 司令 部 は 近藤 中 将 率 いる 前 
進 部 隊 と 、 南 雲 中 将 率 いる 機動 
部 隊 を 急 如 南 下さ せ 、 輸 送 船団 
守 肪 援 す る こと と に し た 。 

機動 部 隊 は 、 空母 「 翔 稚 」「 瑞 
稚 」 と 軽 空母 「 龍 葵 」 を 基幹 と 
する も の で 、 軽 空母 は 主 に 防空 
の 役目 を 負い 、 発 艦 能 力 の 高い 
大 型 空母 は 攻撃 任務 を 行なう こ 
と が 考え られ て いた 。 ま た 空母 
部 隊 の 前 方 を 前 衛 部 隊 が 進み 、 
敵 の 注意 を 引き 付け る 役目 を 負 
わせ た 。 





アメ リカ 軍 は 日 本 軍 の 増援 を 
阻止 せん と 、 空 母 部 隊 を 展開 し 
て いた ほか 、 ガ ダル カナ ル 島 の 
ヘン ダー ソン 飛行 場 に 航空 隊 が 
進出 し て いた 。 だ が 、 ア メリ カ 
軍 は 日 本 軍 空 母 の 存在 を まだ 知 
ちな か っ た 。 ぞ そし て ガ ダ ル カ ナ 
ル 島 へ 向かう 日 本 の 輸送 船団 を 
攻撃 し よう と し た も の の 、 悪 天 
候 と 船団 が 一 時 北 へ 針路 を 変え 
た た め に 見 失っ て し まう 。 ア メ 
リカ 軍 は 日 本 軍 空 母 を 発見 で き 
な か っ た た め 、 空 母 「 ワ スプ 」 
を 燃料 補給 の た め に 後方 へ 下 げ 
る と と に し た 。 と の た め ア メリ 
カ 軍 は 翌日 の 戦い を 残り 2 隻 の 
空母 の み で 戦わ な けれ ば な ら な 
KS か る 。 





南雲 VS フレ ツチ ャ ー 再 び 


南雲 中 持 は 8 月 24 日 、 敵 空 
母 の 警 工 に あたる と と も に 、「 龍 
弁 ]」 を わずか な 護衛 を 付け て 分 
離し 、 輸 送 船団 護衛 と ガ ダ ル カ 
ナル 攻撃 を 命じ た 。「 龍 弁 」 は 
ガダルカナル 島 の ヘン ダー ソン 
飛行 場 に 向け 攻撃 隊 を 発進 させ 
る が 、「 龍 弁 」 の 存在 は アメ リ 
カ 軍 の 知る と ころ と な る 。 

アメ リカ 軍 は た だ ち に 「 サ ラ 
ト ガ 」 か ら 攻 撃隊 を 「 龍 弁 」 に 
向け て 発進 させ た 。 と ころ が そ 
の 直後 、 偵 察 機 が 「 龍 障 」 の 北 
東 を 南下 中 の 「 郊 稚 」 と 「 瑞 稚 」 
を 発見 し た の で ある 。 と の ビッ 
グ タ ー ゲ ッ ト の 出現 に 、 ア メリ 
カ 軍 は 発進 し た 攻撃 隊 を 「 翔 稚 」 
と 「 瑞 鶴 」 に 向 わ せよ うと し た 
が 、 無 線 の 具合 が 悪く 攻撃 隊 と 
連絡 を と どる と と ど と が で き な か っ 
た 。 「 サ ラ ト ガ 」 隊 は その まま 「 龍 
弁 」 に 襲い 掛か り 、「 龍 附 」 は 
た ち ま ち 撃 沈 さ れ て し まう 。 

アメ リカ 軍 が 「 龍 孔 」 に 気 を 
と られ て いる 間 に 、 日 本 軍 も ア 
メリ カ 空 母 部 隊 を 発見 し た 。 「 郊 
稔 」 と 「 瑞 稚 」 か ら 発 進 し た 攻 
胃 陸 は 」 エ シン ター プラ ゴイ 捧 ] を 
攻撃 し 、 爆 弾 3 発 を 命中 させ 
S。 [|E ン ポー プラ イズ ( 既 策 
行 甲板 を 引き 裂 か れ 、 応 急 修理 
に よっ て 損害 を 食い 止め た も の 
の 、 た だ ち に 撤退 する し か な 





が っ つた 。 

第 二 次 ソ ロモ ン 海 戦は 日 本 側 
が 「 龍 貼 」 を 失っ た ほか は 、 両 
軍 と も 決定 的 な 打撃 を 相手 に 与 
える と と は で き な か っ た 。 し か 
し 、 こ の 海戦 の た め に 船団 護衛 
に 穴 が あき ぎ 、 輸 送 船 団 は ガ ダ ル 
カナ ル 島 へ 向かう こと を 断念 せ 
ざる を な が か っ だ 。 第 一 次 ツ ロ 
モン 海戦 に 引き 続き 日 本 軍 は 戦 
略 的 な 目標 を 達成 で き な か っ た 
の で ある 。 

その 後 も サボ 島 沖 夜戦 (10 
月 11 日 )、 ヘンダーソン 有 飛 行 場 
砲撃 (10 月 13 日 ) と 日 本 艦隊 
は 出撃 し て 戦果 を 得る が 、 決 定 
的 な 勝利 と は な ら ず 、 ガ ダル カ 
ナル の 戦況 は 次 第 に 悪化 し て ゆ 
く 事 と な る 。 








第 二 次 ソ ロモ ン 海 戦 両 軍 参 加 兵 力 


日 本 軍 

機動 部 隊 (南雲 忠一 中 将 ) 

空母 X 3 : 「 翔 鈴 」「 瑞 鈴 」「 龍 障 」 

戦艦 ぶ 2 : 「 比 散 」「 肥 島 」 

重 芝 X 4、 軽 巡 ぶ 1 駆逐 艦 X 11 

航空 機 : 零 戦 X78 カカ 妃 式 艦 爆 X 54 

九 七 式 艦 攻 X 45 合計 177 機 

とり 

第 61 任務 部 隊 (フレ ッ チ ャ ー 中 将 ) 

空母 X 2 :「 サ ラ ト ガ 」「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」 

戦艦 「 ノ ー ス カロ ライ ナ 」 

重 巡 3 軽 巡 x1 駆逐 艦 X 10 

航空 機 : F4F ワイ ルド キャ ッ ト 艦 上 戦闘 機 X 70 
SBD ドー ント レス 急降下 爆撃 機 X 73 
TBF アベ ンジ ャ ー 埋 撃 機 X 31 

合計 174 機 

















第 二 次 ソ ロモ ン 海 戦 両 軍 の 損害 

EE 送 当 

沈没 : 軽 空母 「 龍 障 」 駆逐 艦 「 陵 月 」 
鍛 送 船 X 1 

中 破 : 水上 機 母 艦 「 千 歳 」 軽 巡 「 神 通 」 

航空 機 :63 機 [ 零 戦 X 22、 九 九 式 艦 爆 X 21 

九 七 式 艦 攻 X 21] 








中 破 : 空母 「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」 
航空 機 : 17 機 以 上 


7g////// 訂 SW4 


避 如 油 ー で ヾ る 同調 


挫 吾 ・ 昔 回 


肖 紀 電 


Mi 本 彰一 日 と ご 


作戦 攻 較 


考 母 決戦 シナ リオ 還 二 メ ソ ロ モン 人 洪 


ソロ モン 海 へ 疫 入 され た 機動 部 成 局 が 房 び 涼 疾 り 】 


に ミル 送 革 うり 
ラバ ウル EEE ミウ iI 
な し 

ショ ー ト ラン ド 基 地 
只 敵 機 3 

日 本 機動 艦 隊 本 隊 

重 巡 1 利根 」 

駆逐 艦 7 「 夕 雲 」 風雲 」 「 秋 守 」 「 初 風 」 
「 秋 風 」「 時 津 風 」「 天 津 風 」 

戦闘 機 78 攻撃 機 45 爆撃 機 36 
索敵 機 7 

日 本 機動 艦隊 前 衛 

戦艦 2「 比 散 ]「 肥 島 ] 

重 巡 3「 筑 摩 」「 鈴 谷 」「 熊 野 」 

軽 巡 1「 長 良 」 

駆逐 朋 3「 和 波 」「 浦 波 」「 敷 波 」 
索敵 機 3 
前 進 艦隊 = = 
戦 身 1「 陸 奥 」 

重 巡 5「 高 雄 」「 愛 宇 」「 摩 耶 」「 交 高 ] 
『 届 屋 』 

軽 巡 1「 由 良 」 

駆逐 盤 9 「 山 婁 」「 朝 異 」[ 夏 守 」『 黒 潮 」 
「 親 潮 「 早 潮 」 春雨 」「 科 雨 』 五月雨 
索敵 機 4 

米 軍 戦 力 
| ヘン ター ン ン 基地 。 | 
連 剛 

アメ リカ 第 1 1 任務 部 隊 
軒 人 0 厨 ・ 小 URIIS ネ と 
ポリ ス 」 

| 妥 写 膳 5「 ウ ォ ー デ シン 」「 ア アァ ラ ガッ ト 」 
NANAGMIIOTIIIIDEUL 
空母 ] 「 サ ラ ト ガ 」 

戦闘 機 36 攻撃 機 15 爆撃 機 18 
索敵 機 14 

アメ リカ 第 1 6 任務 部 隊 
戦艦 1「 ノ エス ・ カ ロラ イナ 」 

重 近 1「 ポ ボー トラ ンド ]」 

軽 色 1「 ア トラ ンタ 」 
駆逐 脂 6「 マ ウリ ー」「 グ レイ ソン 」「 バ 
ル チ 」『 ベ ツルハ 上 ム 」「 エ レッ ト 」「 モ シン 
ac 

空母 1 「 エ シタ エ デ プラ イズ ]」 

戦闘 機 36 攻撃 機 15 爆撃 機 18 
索敵 機 16 

アメ リカ 第 1 8 任務 部 隊 
重 巡 2「 ソ ルト レイ クシ ティ 」『 サ シン 
2 22292 く 5 上 

軽 巡 1「 サ ン ・ フ ァ ン 」 

駆逐 脂 7「 ア ー ロ シン ワー ド 」「 ス タッ ク 」 
noRUD ド EEZ 
EE セナ シン ランツ IIKX テ レット 
空母 1 |「 ワ ネプ | 

戦闘 機 0 攻撃 機 0 爆撃 機 0 
| 附 英 機 16 
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圏 シナ リオ 概略 
ガダルカナル 島 


の ~ 
6) 


の 航空 基地 を 破壊 


する こと と 、 米 艦隊 空母 1 隻 以上 


を 沈め る の が 目標 
実 の 戦略 目標 か ら 


と な る 。 だ が 、 忠 
は 離れ る が 、 米 艦 


隊 空 母 を 2 隻 撃 沈 す る の で も 構わ な 


い 。 実は 空母 戦 よ 


り も 、 艦 隊 決 戦 が 


鍵 と な る 豪快 な た シナ リオ で ある 。 


是非 ここ で 連合 


き 選 そ み よう 。 





艦隊 の 実力 を 発揮 





(① 日 本 機動 艦隊 本 隊 
②) 日 本 機動 艦隊 前 衛 


【》 アメ リカ 第 1 1 任務 部 隊 


[》 アメ リカ 第 1 8 任務 部 隊 


只 | 

エス ビリ ドゥ サン ト 
"人 さ 
夫 





圏 時 計 を 進め る 前 に 

1 ) 日 本 機動 部 隊 本 隊 (以下 本 隊 )、 
日 本 機動 部 隊 前 衛 (以下 前 衛 )、 前 
進 艦 隊 を 南下 させ る よう 指令 

2 ) 前 衛 と 前 身 艦隊 は 南東 方 向 に 案 
英機 を 発進 、 シ ョ ー ト ラン ド 基 地 か 
ら は 東方 向 へ 察 英機 を 発進 。 本 隊 の 
索敵 機 は まだ 出さ な い 。 

3) 本 隊 の 第 一 攻撃 隊 を 対 艦 装備 で 
発進 準備 。 





























田 作戦 開始 
勝利 条件 の 理解 が 鍵 と な る シ 
ナリ オ で ある 。 大 勝利 の た め に 
必要 な の は 、 こ と ちら の 空母 に 損 





害 が な い 状 態 で 「 敵 空母 1 隻 の 
撃沈 と ガダルカナル 島 基 地 の 破 
壊 」 か 、「 敵 空母 2 隻 の 撃沈 」 
と な る 。 戦艦 と 重 枯 は 、 ど ん な 
に 損害 を 受け て も 構わ な い 。 

ガダルカナル 島 に 敵 航空 隊 は 
存在 し な いう え 、 艦 隊 を 南下 さ 
せる と ちょ うど 深夜 に ガ ダ ル カ 
ナル 伺 に 前 進 部 隊 が 突 人 で き 
る 。 て こと の あと 前 進 艦隊 を すべ て 
和 失っ た と し て も 勝利 に は 関係 な 
い の で 、 前 進 艦隊 は ガ ダ ル カ ナ 
ル 島 基地 に 向かい 基地 攻撃 を 行 
うこ と 。 夜間 の うち に 基地 の 破 
壊 が 可能 だ 。 

本 隊 は 、 前 衛 ・ 前 進 部 隊 の 索 
英機 が 折り 返し 地点 に 到達 する 
頃 を 狙い 、 同 じ よ うな 海域 を 穴 
敵 す る こと 。 ま た 、 第 一 攻撃 隊 
の 準備 が 完了 次 第 、 第 二 攻 撃隊 
も 対 艦 装備 で 発進 準備 を 行う 。 

敵艦 隊 は 3 つ あ る が 、 ど の 艦 
隊 も 必ず 1 隻 、 空 母 が いる 。 英 









































勝 利 条 件 


表 靖 2 茶 備 俸 | 8 月 24 日 20000 まで に ヘン ダー 
えつ つ 、 米 艦隊 の 空母 を 1 隻 以上 撃沈 する 。 


艦隊 を 発見 次 第 、 防 空 隊 を 空母 

の 護衛 に つけ 、 航 続 距離 に 注意 
し た 上 で 、 攻 撃隊 で 敵艦 隊 を 攻 
撃 す る こと 。 

最初 の 攻撃 で 敵 空母 を 撃沈 で 
き な か っ た 場合 、 前 衛 を 敵 空母 
艦隊 の 存在 し そう な 海域 に 突入 
させ る 。 と ちら の 乏 敵 機 が 生き 
残っ て いる な ら 、 艦 隊 攻 撃 を 指 
汰 す 乱 と ど 。 

本 隊 は 航空 隊 を 再編 、 ゼ ロ 戦 
だ け で 1 一 2 飛行 隊 を 作り 、 前 
衛 か ら あ る 程度 離れ た 場所 を 
キー プ す る 。 2 飛行 隊 を 作っ た 
な ら ば 、 そ の うち 1 飛行 隊 は 前 
衛 の 護衛 に つけ る と 良い 。 

24 日 の 01:00 一 02:00 
まで に は ガダルカナル 島 の 基地 
は 破壊 され る の で 、 前 進 艦 隊 は 
ee 
する か 、 敵 空母 艦隊 が 見 つか っ 














て いる な ら 艦 隊 攻 撃 を 
る (ガダルカナル 鳥 付近 

は 陸地 が 混み 合っ て いる の で フ 
ロッ ト に 注意 )。 

と の 後 は 、 こ ちら の 空母 に 被 
害 を 出さ な いよ う 、 護 衛 の ゼロ 
戦 部 隊 を 丁寧 に 維持 し つつ 、 艦 
隊 決 戦 で の 敵 空母 撃沈 を 目指 
す 。 敵 空母 を 1 隻 で も 撃沈 し た 
な ら 、 本 隊 は 北方 へ と 離脱 する 
と と 。 万 が 一 、 空 母 に 損害 が 出 
た 場合 、 前 衛 で 執 交 に 敵艦 隊 を 
攻撃 し 続け る と 、 敵 空母 2 食 を 
撃沈 で きる こと と も 多い 。 

















園 勝率 


艦隊 決戦 に 集中 すれ ば 、 非 常 





に 高 確率 で 大 勝利 が 可能 だ 。 最 
悪 、 最 初 か ら 零 戦 を か き 集め て 
護衛 戦隊 を 作り 、 攻 撃 機 は 格納 
庫 に 置い た まま で も 構わ な い 。 





増 稚 


真珠 湾 か ら レ イ テ ま で 戦い 続け た 殊勲 艦 
レイ テ で 沈む まで 被害 らし い 被 害 も 受け な か っ た 





ソン 基地 に ダメ ー ジ を 与 


判定 、 基準 | 全米 艦隊 の 空母 を 2 隻 以下 に する 
ヲ プラス ボ イン ド | ヘン ダー ソン を 中 破 2, 大 破 3, 破壊 4 














米 各 空 母 を 中 破 1, 大 破 3, 沈没 4 


マイ ナス ポイ ント | 日 本 側 各 空母 大 破 -1, 沈没 -2 





判定 基準 を 満た し た 場合 
| 勝利 敗北 


判定 基準 を 満た さ な い 場 合 


辛勝 引き分け 朱 


9 の 7 59 
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日 本 機動 部 隊 シ ナリ オ 呈 メソ ロモ ン 閣 






間 
RTRRRRIIHBTII 


較 特 別 ル ー ル と ヘン ダー ソン 基地 


ヘン ダー ソン 基地 を 破壊 し 輸送 船 が 到達 する と 、 日 本 軍 は ポイ ント を 
獲得 で きる 。 た だ し 輸送 船 が 1 ユニ ッ ト で も 撃沈 され る と 、 と の ポイ ン 
ト は 入ら な い 。 日 本 軍 と し て は ヘン ダー ソン 基地 の 攻略 方 法 を 考え な い 
と いけ な いと ころ が 、 ミ ッ ド ウェ ー と の 違い で ある 。 

ミッ ドウ ェ ー で は ルー ル に よっ て 攻撃 方 法 が 決め られ て いた が 、 こ の 
シナ リオ で の 攻撃 方 法 は 3 つ 。 
① 機 動 部 隊 で 空 遂 
② 戦 艦 で の 夜間 砲撃 
③ 上 陸 部 隊 ( 重 巡 ) で の 攻略 
① の 場合 、 基 地 戦 力 の 反撃 を 受け る 可能 性 が 高い の と 、 機 動 部 隊 の 場所 
が バレ る 可能 性 も 高く な る 。③ が 現実 的 だ ろう 。③ だ と 輸送 船 へ の 被害 
の 可能 性 も 発生 する 。 
また 基地 に は B17 が 存在 し 、 特 別 ル ー ル に よっ て 第 8 ター ン に 攻撃 
で きる 。 と この 攻撃 で は 「 ま ぐれ 当たり 」 も あり える の だ が 、 ど ちら か と 
いう と 索敵 の 延長 だ ろう 。 こ こ で 機動 部 隊 の 場所 を 特定 され る と 、 
軍 と し て は 不利 な 展開 と な る 。 

























































































60 9 の 7 


[ 和 3 拓 隊 (司令 宮 南 師 一 中 殖 ) 
第 1 航空 戦隊 空 母 准 区 玲 
香 空 龍 贈 
第 11 戦 隊 。 戦 逢 比 区 、 島 
第 7 戦隊 重 巡 明 野 、 鈴 谷 
第 8 戦隊 重 巡 利 根 、 筑 訂 
第 10 了 戦隊 。 軽 巡 長 
駆逐 抵 6 ユニ ッ ト (風雪 、 夕 夫 、 巻 守 秋 技 、 時 津 | 
風 、 天 津 風 、 初 風 、 秋 還 、 浦 波 、 敷 、 綾 、 押 風 ) 
[第 2 釘 隊 ] (司令 宮 近 交信 竹 中 肝 ) 
第 4 戦隊 重 巡 妥 、 高 床 耶 
第 5 戦隊 戦 艦隊 
重 巡 欧 高羽 黒 
第 4 水 電 戦隊 軽 巡 由良 
誤 逐 系 4 ユニット ( 吉 守山 雲 、 夏 法 、 雲 有 | 
明 、 夕 共和 時 、 時 二 ) 
[内 南洋 部 隊 ] (指揮 三川 軍 一 中 交 ) 
筑 @ 圭 計 重 巡 島 海 、 工 、 衣 等 、 古 訟 
第 2 水 電 戦 隊 軽 巡 神通 
到 有 区 5 ユニ ッ ト ( 陽 表 、 海 必 、 流 恨 、 江 中 、 近 、 
名 本 妥 月 世 線 ) 
増援 部 隊 。。 輸送 船 2 ユニ ッ ト 












































サラ ト ガ 
ミネ デポ リス ニュ ー オ キリ ンズ オー スト 上 ラリ ア () 
ホバー ト ( 涯 ) 
2.5 ユ ニッ ト ( フ ェ ル プス 、 フ ァ ラ ガッ ト 、 ワ ー デ ン 、 マ 
クタ ドナ 、 デ ー ル )} 
第 16 部 隊 ( 指 揮 記 キン ケー ド 少 将 ) 

ンーomp 5 ン と 

戦 美 フー スカ ロラ イナ 

重 ※ ボー トラ ンド 

軽 巡 アト ラン タ 


取 用 般 2.5 ユ ニッ ト ( ボ ル チ 、 モ ー リ 、 ペ ナム 、 ゲ レイ スン 、 モ 上 
ン セ ン ) 


第 18 部 隊 ( 指 間宮 フイ ス 少将 ) 
笠 ァ ン 34 
サン フラ ン シ ス コ 、 ソ ルト レー クシ ティ 
サン ファ ン 
3 ユニ ッ ト ( 艦 名 不明 ) 
勤 逐 舌 1 ユ ニッ ト ( ヘ へ ヘン リー、 ブ ルー) 


各 空母 (CV3.6.7) 
ヘン ダー ソン 基地 (H) 
* ミッ ドウ ェ ー 基 地 朋 ユニ ッ ト を 使用 し ます 。 


























圏 この シナ リオ に つい て 


史実 の ミッ ドウ ェ ー 海 戦 が 大 
振り な 殴り 合い と すれ ば 、 ソ ロ 
モン 海域 で の 戦闘 は 細か い ジ ャ 
ブ の 打ち 合い で 様子 を 見 合っ た 
感 が 強い 。 と は いえ この シナ リ 
オ で は 、 夜 戦 あり 、 艦 砲 射撃 に 
よる 基地 攻撃 あり 、 空 母 戦 あり 
と 、 か な り 派 手 な 展開 に な る こ 
と が 多い 。 

工期 海 海 賊 と 比べ て 投入 戦力 
が 多い 事 も 、 展 開 の 幅 が 広がっ 
て いる 要因 だ ろう 。 


較 セッ ト ア ッ プ の 前 に 


SM ドウ ェ ー 疫 隊 シ ナリ オ で 


は 第 三 一 第 五 タ ー ン の 航空 隊 運 
用 が 重要 に な っ た が 、 ソ ロモ ン 
海戦 で は 作戦 に お いて 重点 と な 
る 日 時 を いつ に 設定 する か が 問 
2 る 。 そ し て 、 と の シナ リオ 
で の 主導 権 は 日 本 側 に ある 。 
マニ ュ ア ル 第 11 部 「 戦 略 と 
戦術 ]」 に も ある よう に 、 第 一 日 
目 の 日 本 側 の 展開 が 、 シ ナリ オ 
全体 の 流れ を 決め る こと に な る 
だ ろう 。 艦隊 の 夜戦 、 基 地 へ の 
砲撃 、 基 地 航 空 隊 の 運用 、 空 母 
戦 を どう 組み 立て る か 。 こ の 
ゲー ム の 集大成 と 位置 し て いる 
と この シナ リオ で は 、 指 揮 官 と し 
て 悩む 面白 さ を 存 分 に 味わえ 
る 。 ま た 同時 に 空母 戦 と いう 世 
界 に お いて 、 迷 うこ と と の 危険 性 
も 教え て も ら え る 。 








画 連合 軍 の 戦力 

ミッ ドウ ェ ー 海 戦 で 勝利 し た 
に も 関わ ら ず 、 戦 力 的 に は まだ 
優位 と は 感じ られ な い 。 た だ し 
容 評 3 食 と 、 ガ 島 基地 (ヘン ダー 
ソン 基地 ) の 航空 戦力 は 、 や は 
り 大 きい 。 二 日 目 に な る と 空母 
ワスプ の 一 個 戦力 が 戦線 に 到 達 
する 。 ま た こと の シナ リオ に も 防 
2 等 多 洋 ア トラ ン 角 と 、 サ アシ 
ファ ン が 存在 する 。 


圏 日 本 軍 の 作戦 

この ゲー ム の ヒス トリ カル シ 
ナリ オ で は 、 日 本 軍 が 二 正 面 作 
戦 を 強い られ る こと が 多い 。 あ 
る 意味 、 史 実に お ける も っ と も 
根本 的 な 戦略 的 劣勢 が 、 そ の ま 
ま シ ナリ オ に 反映 され て いる と 
考え る こと も で きる だ ろう 。 
ます ず ガ 島 基 地 だ が 、 空 襲 も 可 
能 で は ある が 、 敵 の 基地 航空 隊 
も いれ ば 、 敵 の 空母 戦力 と の 戦 
いも 控え て いる 。 艦隊 に よる 夜 
間 の 艦 砲 射撃 も 可能 な の で 、 無 
理 に 空襲 する 必要 は な い だ ろ 
き 。 

むし ろ こ こ で 航空 戦力 を 消耗 
し て まで ガ 島 を 空襲 する 価値 は 
な いし 、「 空 襲 し な けれ ば な ら 
な い 」 と いっ た ルー ル を も 存在 し 
な い 。 あ くま で 夜 問 艦 砲 射撃 を 
基本 と し 、 基 地 航 空 隊 が 活動 で 
きる 昼間 は 近づか な いく らい の 
気持 ち で いい か も し れ な い 。 


ー -SAILDWION 


一 方 、 空 母 戦 力 は で きる だ け 
密集 させ 、 一 日 目 の う ち に 敵 空 
母 の 撃沈 を 目指 し た い 。 二 日 目 
に な る と 、 無 傷 の ワスプ 部 隊 が 
到着 し て し まう 。 








圏 ワン ボイン ト 

と の シナ リオ は 、「 空 振り の 
多い 方 が 負け る 」 と いっ た 様相 
が 強い 。 し か し 、 空 振り の 確率 
を 減ら す の は も ちろ ん 、 ま ぐれ 
当たり を 生む の も また 、 作 戦 の 
出来 不 出来 が その 背後 に ある 。 
第 八 タ メーン に 登場 する ガ 島 基 
地 の B17 は 、 索 敵 部 隊 と し て 
の 意味 合い も 大 きい が 、 何 回 も 
プレ イ し て いる と 、 と き に は ま 
ぐれ 当たり を 起こ すこ と が あ 
る 。 と うい っ た 「 事 故 」 は 単 な 
る 不運 と し て 片付け る こと も で 
きる が 、 英 戦力 の 増減 を 踏ま え 
た 作戦 計画 で 事故 の 確率 は 大 き 
く 下 げ ら れる の も 事実 だ 。 
毎 タ ー ン の 機動 か ら 、 複 数 
ター ツジ に また が っ た プラ ン ニ ン 
グ 、 そ し て 作戦 全体 の 計画 立案 
へ と 、 考 えれ ば 考え る だ け 、 結 
果 が 返っ て くる ゲー ム な の だ 。 


二 日 目 に 参戦 可能 な 戦力 
戦局 を 動か すず 戦力 と な る か 








W ワスプ 6 


盤 隊 ユニ ッ ト 上 | 
ッッ ァ 庄 回 


$777 の 7 01 


ー で 4 周 吊 


選 浴 油 


層 正 吾 ・ 吾 澤 






尊 紀 論 


ーーH 凡 さ 皿 


1942 年 10 月 26 日 


全 ES 堪 の 選 衝 


第 3 艦隊 本 隊 
空母 「 再 玲 」「 翔 玲 」「 瑞 財 


ジュー ジ ア 委 。 理 徐 > タ イザ ベ 
衣 主導 タイ ザ ベ ル 島 第 16、 第 17 任 務 部 隊 ( キ ン ケー ド ) 
多 。 5 で = き 「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」「 ホ ーネット 」 


MM ウラ キ 島 ! 
bb る 
ガダルカナル 島 。 ー、 第 9 胞 隊 前 衛 (阿部 ) ゃ ssp we 
「 ホ ーネット 」 沈 没 
サン ツル 島 
200 ヵ イリ を 損傷 し た 「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」 





生計 隊 は 機 を 見 て ガダルカナル 鳥 に 方 面 軍司 令 官 に 就任 し た 。 日 本 
ます 対決 する 南 圭 中 笠 突入 し 、 艦 砲 射 撃 を 加え る こと 軍港 水 艦 の 活躍 に より 空母 「 サ 
を 命じ られ た 。 一 方 の 第 3 艦隊 ラ ト ガ 」 が 大 破 し 「 ワ スプ 」 が 
栗田 健男 中 将 率い る 戦艦 部 隊 は 第 2 艦隊 の 支援 と なみ E 戦 力 沈め られ た た め 使 える 空母 は 
が ヘン ダー ソン 飛行 場 を 砲撃 の 警戒 が 任務 で あっ た 。 「 一 落 必 トド 」 を 1 区 み タ ーS 
し 、 同 飛 行 場 が 能力 を 失っ た 間 、 ここ で 南雲 中 将 は 空母 3 隻 と ライ ズ 」 の み で あっ た が 、 ハ ル 
日 本 軍 陸 上 部 隊 は 総 攻撃 の 準備 搭載 機 お よそ 150 機 を 率い る ゼー 中 将 は 日 本 艦隊 に 対し て 一 
に 取り か か っ て いた 。 連合 和 隊 ほか 、 第 2 航空 戦隊 の 「 和 隼 鷹 ] 歩も 引か な い 覚 悟 だ っ た 。 
司令 部 は それ を 支援 する た め の 55 機 も 指揮 下 に 置く こと が 10 月 26 日 、 早 朝 か ら 両 軍 








に 、 近 藤 信 竹 中 将 の 第 2 艦隊 と で きた 。 は 誠 敵 を 開始 し 、 ほ ぼ 同 時 に 相 
南雲 上 思 一 中 将 の 第 3 艦隊 を ソロ アメ リカ 軍 の 方 で は 勇猛 で 手 を 発見 し た 。「 閉 稚 」「 瑞 稚 」 





モン 海域 に 出動 させ た 。 第 2 艦 BMM 「 瑞 鳳 」 か ら 第 一 次 攻撃 隊 が 発 





進 し 、 た だ ち に 第 二 次 攻撃 隊 の 
準備 に と りか か る 。 第 一 次 攻撃 
隊 が 発進 し た 直後 、 突 然 索 敵 任 
務 を 帯び た ドー ント レス 2 機 が 
南雲 艦隊 に 襲い 掛か っ た 。 投 

し た 2 発 の 爆弾 は 「 瑞 鳳 」 に 命 
中 し 、 飛 行 甲板 を 破壊 する 。 す 
で に 第 一 次 攻撃 隊 が 飛び 立っ た 
あと で は あっ た が 、 た っ た 2 機 
の ドー ント レス の た め に 「 瑞 鳳 」 
は 戦闘 力 を 失っ て し まう 。 


史上 最も 洋 烈 な 空母 戦 


日 本 軍 か ら わ ず か に 遅れ て ア 
メリ カ 軍 も 70 機 以上 を 三波 に 
分 け て 攻撃 隊 を 発進 させ る 。 日 
本 軍 も 負け て は いな か っ た 。 汰 
備 の 出来 た 第 二 次 攻撃 隊 が 発進 
する 。 日 本 軍 が 発進 させ た 攻撃 
隊 は 100 機 以 上 に な っ た 。 い 
まや 日 米 両 艦隊 の 攻撃 隊 は 同時 
に 空中 に あっ た 。 し か も 両 軍 の 
攻撃 隊 は 途中 で すれ 違っ た の で 
ある 。 

先手 を 打つ こと に 成功 し た の 
は 日 本 軍 で ある 。「 エ ンタ ー プ 
ライ ズ 」 は スコ ー ル の 中 に いた 
た め 、 日 本 軍 の 攻撃 は 「 ホ ー ネ ッ 
ト 」 に 集中 し た 。 人 魚雷 2 発 、 爆 
弾 6 発 が 「 ホ ーネット 」 に 命 
中 し 、 同 艦 は 炎 に 包ま れ な が ら 
ゆっ くり と 傾き 始め 、 行 動 不能 
に 陥っ た 。 

「 ホ ーネット 」 が 日 本 軍 の 攻 
撃 に さら され て いる ころ 、 ア メ 














リカ 軍 も 日 本 艦隊 を 発見 。「 閉 
鈴 」 に 爆弾 4 発 を 命中 させ で 戦 
闘 能力 を 奪う 。「 翔 鈴 」 は 「 麗 鳳 
と と も に 戦場 を 離脱 し て 北 へ 退 
遅 する こと に な り 、 南 雲 中 将 は 、 
航空 作戦 の 指揮 を 角田 覚 治 少将 
に 任せ る こと に し た 。 

続い て 日 本 艦隊 に 接近 し た ア 
メリ カ 軍 の 2 つの 攻撃 隊 は 日 本 
軍 空 母 を 発見 で きず 、 陣 と な っ 
た 前 衛 艦隊 を 攻撃 し て し まっ 
た 。 重 巡 「 筑 摩 」 を 中 破 させ た 
も の の 、 致命 的 な ミス と な っ た 。 
一 方 の 日 本 軍 の 第 二 次 攻撃 隊 
は 首尾 よく アメ リカ 艦隊 を 発見 
し た 。 攻撃 隊 は 無傷 の 「 け エン ター 
プラ イズ 」 を 攻撃 し 、 爆 弾 3 発 
を 命中 させ た 。 空 母 が 2 隻 と も 
損傷 し て 攻撃 能力 を 失っ た アメ 
リカ 軍 は 、 わ ず か な 護衛 を つけ 
た 「 ホ ーネット 」 を 残し 、 戦 坦 
か ら 退 却 せ ざる を えな か っ た 。 
角田 少将 率い る 「 隼 鷹 」 は 、 三 
波 に 及ぶ 攻撃 を アメ リカ 艦隊 
に 加え 続け た 。「 エ ンタ ー プ ラ 
イズ 」 は 取り 逃がし た も の の 、 
「 ホ ーネット 」 に 攻撃 を 集中 し 、 
アメ リカ 軍 は 「 ホ ーネット 」 を 
放棄 せ ざ る を えな か っ た 。 燃え 
上 が る 「 ホ ーネット 」 は 阿部 少 
将 の 前 衛 部 隊 の 発見 する と ころ 
と な り 、 駆 逐 艦 の 魚雷 が と ど め 
を 刺し た 。 

アメ リカ 軍 は これ で 、 座 衛 空 
母 を 除け ば 太平 洋 で 作戦 可能 な 


2 お SS の て 突っ て し まっ た 。 
10 月 27 日 は アメ リカ の 海軍 記 
念 日 に あたっ て いた が 、「 こ の 
よう な 李 惨 な 海軍 記念 日 を 迎え 
た と と は な か っ た 」 と 評 さ れ た 。 

日 本 軍 も 大 き な 痛 手 を こう 
むっ た 。 多 く の 艦 載 機 、 そ し て 
多く の 熟練 の 搭乗 員 と 指揮 官 を 
失っ た 。 こ の 海戦 で 優秀 な 指揮 
官 を 失っ た こと は 航空 戦力 の 再 
建 を 著しく 困難 に し 、 以 後 ア メ 
リカ 軍 と 互角 に 戦う 戦力 を 回 復 
する こと は な か っ た の で ある 。 


両 軍 参加 兵力 
日 本 
ガ ダ 沙 方 チ 此 支 援 部 隊 (近藤 信 衝 中 将 ) 
機動 部 隊 (南雲 忠一 中 将 ) 
本 隊 (第 3 艦隊 : 南雲 忠一 中 将 ) 
空母 X 2 : 「 翔 稚 」「 瑞 鈴 」 軽 空母 「 瑞 鳳 」 
重 巡 X 1 駆逐 艦 X8 
前 衛 (阿部 弘毅 少将) 
戦艦 x 2 :「 比 散 」「 邑 島 」 重 巡 <3 軽 芝 x1 
駆逐 艦 X 7 
前 進 部 隊 (近藤 信 竹 中 将 ) 
戦艦 X 2 : 「 金 剛 」「 棟 名 」 空母 「 隼 鷹 」 
重 巡 X4 軽 巡 X1 駆逐 艦 X9 
航空 機 : 鶴 戦 X 87 カ 九 式 艦 爆 X 68 
九 七 式 艦 攻 X 57 合計 212 機 
アメ リカ 軍 
第 16 任務 部 隊 (トー マス ・C・ キ ン ケ ー ド 少将 ) 
空母 「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」、 戦 艦 「 サ ウス ダコ タ 」 
重 巡 X1 軽 巡 X1 駆逐 艦 X8 
第 17 任務 部 隊 (ジョ ー ジ ・D・ マ レー 少将 ) 
空母 「 ホ ーネット 」 重 巡 X2 軽 巡 2 
肛 逐 艦 X< 6 
航空 機 : F4F ワイ ルド キャ ッ ト 艦 上 戦闘 機 X 70 
SBD ドー ント レス 急降下 爆撃 機 X 72 
TBF アベ ンジ ャ ー 電 撃 機 X 27 合計 169 機 
nmEWkiE 
EE 送 ョ 
大 破 : 重 巡 「 筑 摩 」 
中 破 : 空母 「 翔 鶴 」 軽 空 母 「 瑞 鳳 」 
航空 機 :98 機 [ 零 戦 X 27 九 九 式 艦 爆 X 41 
九 七 式 艦 攻 X 30] 

















沈没 : 空母 「 ホ ーネット 」 駆逐 艦 「 ボ ポータ ー」 
中 破 : 空母 「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」 
戦艦 「 サ ウス ダコ タ 」 軽 巡 「 サ ン フ ァ ン 」 
航空 機 : 80 機 (空母 艦載 機 の み ) 
[ワイ ルド キャ ッ ト X※ 27 ドー ント レス 
X 33 アベ ンジ ャ ーX 19] 
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帝 夷 押 


交 剖 論 療 珈 理 ・ 理 田 


VM ロマ ーーH 財 之 さ 依 


作戦 攻 較 


考 母 決戦 シナ リオ 記 予 洋 海 毅 


日 本 軍 戦 力 

/ 開 

ショ ー ト ラン ド 基 地 

索敵 機 3 

機動 艦隊 主 隊 

重 巡 1「 熊 

駆逐 艦 8「 照 月 」「 雪 風 」「 初 風 」「 浜 

風 」「 舞 風 」「 時 津 風 」「 天 津 風 」 『 抽 」 

空母 3「 翔 稚 」「 瑞 鶴 」「 瑞 鳳 」 

戦闘 機 75 攻撃 機 40 爆撃 機 36 

索敵 機 7 。 
機動 艦隊 前 衛 ラバ ウル 
湿 騰 2 「 比 搬 」「 表 島 ag 

| 宣 刀 3 「 刺 根 」「 筑 摩 」「 鈴 谷 」 

軽 巡 1 「 長 良 」 

駆逐 艦 7 「 巻 雲 」 「 風 雲 」「 夕 雲 」 「 秋 雲 」 

「 谷 風 」「 磯 風 」「 浦 風 」 

索敵 機 3 

戦艦 2 「 金 副 ]「 様 名 」 ー 
重 芝 4「 高 雄 」「 愛 央 」「 摩 邪 」「 妙 高 ] 園 較 * テ - 
軽 巡 1「 五 十 鈴 」 C 
駆逐 艦 9 「 海 風 」「 江 風 」 「 涼 風 「 黒 潮 」 

「 親 潮 」「 早 潮 」「 高 波 」「 長 波 」「 巻 波 ] 

空母 1 「 傘 魔 」 

戦闘 機 24 攻撃 機 6 爆撃 機 19 

索敵 機 4 


米 軍 戦力 

な し 

エス ピリ トッ ゥ サン ト 基 地 
大 型 爆撃 機 18 素敵 機 5 


アメ リカ 第 1 6 任務 艦隊 
戦 艦 1 「 サ ウス ・ ダ コタ ] 

重 巡 1「 ボ ー ト ラン ド 」 

軽 巡 1「 サ ン ・ フ ァ ン 」 
駆逐 艦 8「 マ ハン 」「 シ ョ ウ 」「 ス ミス 」 
ctlpg lots2 シ 9) た | 防 ju ジグ 
ウ 川 以 炎 IN ウニ 
空母 1「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」 
戦闘 機 34 攻撃 機 12 爆撃 機 9 
索 英機 16 


アメ リカ 第 1 7 任務 艦隊 

重 錠 2「 ペ ン サ コラ 」「 ア ノー ザ シ デ ト シ ョ 
軽 巡 2「 サ ン ・ デ ィ エ ゴ 」「 ジ ュ ョ ラー」 
駆逐 騰 6「 モ リス 」「 マ ステ ィ ン シン 」「 バ ー 
2 
『 以 比 」 

空母 1 「 ホ ーネット 」 


アメ リカ 第 6 4 任務 艦隊 
戦艦 1「 ワ シン トン 」 

重 巡 1「 サ ン フ ラン シス コ 」 

軽 芝 2「 ア トラ ンタ 」「 へ レナ 」 

服 乏 艦 6「 ラ ー ド ナー」「 ベ ン ハ ム 」「 ラ 
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戦闘 機 36 攻撃 機 15 爆撃 機 27 
索敵 機 16 


64 劉 97 


- 要 
ガタ ルカ オル 芋 。 
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圏 シナ リオ 概略 


第 二 次 ソ ロモ ン 海 戦 と 同様 、 ガ ダル カナ ル 鳥 


の 航空 基地 を 破壊 する こと と 、 米 艦隊 空母 1 隻 
以上 を 沈め る の が 目標 と な る 。 や は りこ こ で も 
勝負 の 決定 打 に な る の は 、 戦 艦 を 中 心 と し た 大 
艦 巨 砲艦 隊 で ある 。 

信 謙 


と の 頃 に な る と 商船 改造 空母 も 第 一 線 で 
活躍 せ ず ざる えな い 
















田 時 計 を 進め る 前 に 


1) 機動 艦隊 主 隊 (以下 主 隊 )、 


日 本 機動 部 隊 前 衛 (以下 前 衛 )、 
前 進 艦隊 を 南下 させ る よう 指 
2 ) 主 隊 と 前 衛 は 東 一 南東 方 向 
に 、 前 進 艦隊 は 南方 向 に 索敵 機 
を 発進 。 シ ョ ー ト ラン ド 基 地 か 
ら は 東方 向 へ 率 敵 機 を 発進 。 
3) 本 隊 の 第 二 攻 撃隊 を 対 艦 装 
備 で 発進 準備 。 

4 ) 前 進 艦 隊 の 航空 機 を 再編 成 。 
戦闘 機 を すべ て 防空 隊 に 集め 、 
残っ た 攻撃 機 を 1 つの 航空 隊 に 
する 。 防空 隊 を 対空 で 発進 準備 。 


田 作戦 開始 

この シナ リオ も 、 勝 利 条件 の 
理解 が 非常 に 重要 だ 。 基 本 的 に 
は ガダルカナル 島 の 基地 と 、 英 
空母 1 隻 の 撃沈 (こち ら は 無傷 ) 
と いう の が 目標 と な る が 、 敵 の 
戦艦 ・ 重 芝 を どれ だ け 沈 め て も 
勝利 に は 関係 な く 、 ま た こち ら 
の 戦艦 ・ 重 巡 も 同様 だ 。 第 二 次 
ソロ モン 海戦 シナ リオ と 異な 
り 、 ガ ダル カナ ル 島 南部 に 出現 





する 米 艦隊 (64 任務 艦隊 ) に 
は 空母 が 存在 し な い の で 、 シ ナ 
リオ の 勝利 条件 的 に は この 艦隊 
へ の 攻撃 に は 意味 が な い 。 

ガダルカナル 島 の 攻略 は 、 艦 
砲 射 撃 で 行う 。 防 空 隊 を 前 進 艦 
隊 の 護衛 と し 、 夜 間 に ガ ダル カ 
ナル 島 の 基地 を 艦隊 の 基地 攻撃 
で 破壊 、 そ の 後 、 前 進 艦隊 は す 
みや か に 北 へ と 離脱 する こと 
(前 進 艦 隊 に 含ま れる 空母 が 損 
傷 を 受け る と 、 大 勝利 は 一 気 に 
難し く な る )。 

主 隊 は 防空 隊 で 護衛 し つつ 、 
索敵 に か か っ た 敵 空母 艦隊 を 攻 
撃 す る 。 また 敵 空母 艦隊 の うち 、 
近い ほう の 艦隊 を 前 衛 の 艦隊 攻 
撃 対 象 と する こと 。 乏 敵 機 を 間 
断 な く 発進 させ 、 常 に 敵 の 位置 
を 把握 し て お きた い 。 い っ た ん 
前 衛 が 艦隊 攻撃 の 射程 に 収め て 
し まえ ば 、 索 敵 機 に よる 索敵 は 
不要 に な る 。 

主 隊 の 攻撃 隊 を 、 最 初 の 出撃 
以降 は 無理 に 出撃 させ な い の も 
重要 だ 。 戦 闘 機 を 攻撃 隊 か ら 切 
り 離 し て 再編 成 し 、 防 空 網 を 安 

勝 利 条 件 


定 さ せ た ほ う が 無 難 だ ろう 。 航 
空戦 力 が な く と も 、 戦 艦 の 主砲 
に は 十分 な 火力 が ある 。 

な お 前 衛 の スピ ー ド で は 、 敵 
艦隊 に 追い つけ な いこ と が あ 
る 。 こ の 場合 、 主 隊 の 攻撃 隊 を 
再 出 撃 さ せ ね ば な ら な い 。 た だ 
し 敵艦 隊 は し ば し ば 急激 な ター 
ン を 行う の で 、 追 いつ け な さ そ 
う で も を 索 敵 機 な ど で フ ォ ロ ー し 
続け る と 、 最 終 的 に 艦 砲 射撃 距 
離 に まで 持ち 込め る こと が 多い 
だ ろう 。 

前 進 艇 隊 は 、 ガ ダル カナ ル 島 
基地 を 破壊 し 終わ っ た ら 、 防 空 
隊 を 前 衛 の 護衛 に 飛ば し て も よ 
い 。 と れ に よっ て 、 敵 空母 二 隻 
の 攻撃 隊 に 集中 され て も 、 前 衛 
が 戦闘 能力 を 失う よう な 打撃 は 
受け な く な る 。 





国 勝率 


艦隊 決戦 に 集中 すれ ば 、 高 確 


率 で 大 勝利 が 可能 だ 。 最悪 、 最 
初 か ら せ ゼロ 戦 を か き 集め て 護衛 


戦隊 を 作り 、 攻 撃 機 は 格納 庫 に 
置い た まま で も 構わ な い 。 





表 語 示 計 楽 き 件 | 10 月 26 日 20000 まで に ヘン ダー ソン 基地 に ダメ ー ジ を 与 
えつ つ 、 米 艦隊 の 空母 を 1 隻 以上 撃沈 する 。 


判定 基準 | 全米 艦隊 の 空母 を 1 隻 以下 に する 


ラス ポイ ンド ト | ヘン ダー ソン を 中 破 2, 大 破 3, 破壊 4 
米 各 空母 を 中 破 1, 大 破 3, 沈没 4 


マイ ナス ポイ ント | 日 本 側 各 大 型 空母 ( 翔 稚 , 瑞 鈴 ) 大 破 -3, 沈没 -4 
各 小型 空母 ( 隼 鷹 , 瑞鳳 ) 大 破 -2, 沈没 -3 





判定 基準 を 満た し た 場合 
大 勝利 勝利 出 を | 


判定 基準 を 満た さ な い 場合 
半 勝 引き 分 け 大 敗北 


$/M の 7 65 









衣 避 机 


閑 紀 本 立 下 所 ・ 再 





VN 由 日 ざ 一 H 財 謙 S 





分 析 ど 立 筆 


日 本 機動 部 隊 シ ナリ オ と ーーー 
を 沿 


郷 れ た 作戦 立案 と 学 え た 沖 礎 且 ご そ が 、 


寺 万 / 









ae 


あの ブ プ カ す ~ 1 
に 
報 。 ジソブ 


電 


66 977777 


エス ピリ ッ ツ ・ サ ント 急 


型 状 、 瑞 玲 
瑞鳳 、 儲 太 、 飛 
ミ 比 燥 、 反 島 、 金 賠 、 棲 名 、 大 租 * 
筑摩 、 熊 野 、 印 谷 、 鳥 海 、 愛 央 、 摩 耶 、 氷 高 、 高 雄 、 利 根 、 衣 笠 
長良 、 由 良 、 五 十 鈴 、 川 内 
= 15 ユ ニッ ト 
5.5 ユ ニッ ト (]1 隻 ) 
ラバ ウル 、 ラ エ 、 ガ スマ タ 、 プ カ 


穫 二 機 の 不足 分 は 、 登 場 し な い 空 母 の 穫 載 可 を 使用 し ます 。 
ーー ンー 


酢 上 機 は 登場 し な い 空 素 、 基 地 の 導 空 ユニ ッ ト を 用 いま す 。 
* 特別 ルー ル を 参照 し て くだ さい 。 


アメ リカ 軍 

空母 エン ター ブラ イズ 、 ホ ーネット 

戦艦 サウ ス ・ ダ コタ 、 ワ シン トン 、 ノ ー ス ・ カ ロラ イナ * 

重 巡 ポー トラ ンド 、 ノ ー ザ ンプ トン 、 ペ ン サ コラ 、 サ ン フ ラン 
シス コ 

軽 巡 サン ファ ン 、 ジ ュ ノ ー、 サ ン デ ィ エゴ 、 ア トラ ンタ 、 ヘ レナ 

駆逐 引 10 ユ ニッ ト 

[ 欠 載 機 ] 


F4F ド ):)9】 1 
E 4 Fa 


各 空 母 
[陸上 撲 : エ スピ リッ ツ サ ント 、 ヘ ンダ ー ソ ン に 割り 振る ] 
EE4 EE で ]】 TBF 
2 本 四 3 0.5 
[陸上 機 : ボ ー ト モレ ス ビ ピー] 
B25 [で 】 B17 3 P40 
3 2.5 円 3 3 
* TBF が 不足 する た め 、TBD を TBF と 見 な し て 使用 しじま す 。』 


田 この シナ リオ に つい て 


本 シナ リオ は これ まで の シナ 
リオ と は 異な り 、 史 実 の 南 太平 
洋 海戦 と 第 三次 ソロ モン 海戦 と 

、 キ ャ ン ペ ー ン 形式 で 連続 プ 
5 な っ て いる 。 史 
実 の 第 三次 ソロ モン 海戦 に は 、 
空母 戦力 が 投入 さ れ て いな い 。 
南 太 平 洋 海戦 の 結果 次 第 で は こ 
の 作戦 に も 投入 され て いた で あ 
ろう と いう 、 歴 史 の を 再現 し 
て いる と 考え られ る 。 








較 セッ ト ア ッ プ の 前 に 


ター ン ご と の 戦術 か ら 、 1 日 
ご と 、 シ ナリ オ ど と の 作戦 立案 
SS 空 じ 全 こ と の ジジ ナリ で (8 
二 つ の 連続 し た 海戦 の 作戦 立 
案 、 いわ ば 戦略 眼 が 要求 され る 。 
お 互い の プレ イヤ ー の 力量 が 試 
され る 、 と て も や り が い の あ る 
ジ ナ リオ だ 。 

第 一 戦 (史実 の 南 太平 洋 海戦 
に 相当 ) で 受け た 損害 は 、 当 然 
な が ら 第 二 戦 (史実 の 第 三次 ソ 
ロモ ン 海 戦 に 相当 ) に 影響 する 。 
戦力 補充 の 方 法 は 日 米 で 違う の 
で 、 プ レイ 前 に ちゃ ん と ルー ル 
プ ブック で 確認 し て お く と と 。 

マニ ュ ア ル に も ある よう (6 
第 一 戦 を 制 し た 方 が 第 二 戦 で も 





有利 と な る の は 、 あ る 意味 で 自 
明 だ 。 し か し 第 一 戦 で 走り すぎ 
る と 、 第 二 戦 で 息切れ する 事 も 
多い 。 適切 な バラ ンス 感覚 も ま 
た 必要 に な る だ ろう 。 


圏 連合 軍 の 戦力 

主力 は 、 空 母 2 隻 に 防空 巡 
洋 艦 4 隻 、 そ し て 戦艦 2 一 3 
隻 と いう 大 戦力 で ある 。 こ れ ら 
で 編成 され た 艦隊 の 対空 能力 
は 、 凄 まじ いも の に な る 。 基地 
航空 隊 も 、 空 母 航空 隊 以 上 の 戦 
馬 7E。 

し か し な が ら 日 本 軍 と の 最大 
の 違い は 、 第 二 戦 に お いて 一 定 
の 戦力 補充 が 可能 と な る こと 
だ 。 こ こと に は 史実 に お ける 国力 
の 差 が 、 露 骨 に 表現 され て いる 。 











圏 本 軍 の 作戦 と 戦略 


悲し い 事 に 、 日 本 軍 に は 補充 
が な い 。 し か し 登場 可能 な 戦 
力 は 素晴らし い 。 空母 は 最大 
5 隻 も あり 、 高 速 戦艦 4 隻 に 、 
大 和 や 重 巡 10 隻 等 な ど 、 総 力 
戦 に 近い 布陣 と 言え る 。 ま た ラ 
バウ ル 零 戦隊 に は エー ス 部 隊 が 
登場 する が 、 こ れ も 泣 か せる 演 
出 だ 。 

た だ し 、 空 母 5 隻 (正規 空 
母 2+ 軽 空 母 3) と いっ て も 、 
参加 で きる の は 二 戦 合わ せ て 計 
4 和 隻 ( 軽 空母 は 0.5 隻 計算 ) で 
ある 。 


第 一 戦 で 敵 空 母 部 隊 を 全滅 さ 
せる 覚悟 で 4 隻 授 入 す る か (5 
隻 投 入 し て も 第 二 戦 で 軽 空 母 1 
隻 が 投入 可能 )、 そ れ と も を 正規 
空母 2 隻 に 抑え て お いて 第 二 戦 
に 保険 を か け て お く か 。 あ る い 
は 軽 空母 1 隻 に 留め て お いて 、 
第 一 戦 で 本 気 (理論 上 は 第 二 戦 
に て オー ルキ ャ スト 登場 が 可 
能 ) を 出す か 。 プ レイ ヤー の 性 
格 が 出る 部 分 で も ある 。 


圏 ワン ポイ ント 

この シナ リオ を プレ イ す る の 
は 、 そ れ な り に 大 変 だ 。 プ レイ 
時 間 と し て まる 1 日 は 見 て お く 
べき だ し 、 ま た 第 二 戦 が ある と 
いう プレ ッ シ ャ ー も 大 きい 。 
第 一 戦 で 決戦 を し か け 、 そ し 
て 消耗 し た 状態 で 第 二 戦 を 迎え 
る と 、 史 実 の 追 体験 が で きる だ 
ろう 。 こ の 「 史 実 の 追 体験 」 と 
5 の (会 多き レジー ジョ ンジ 
ゲー ム の 醍醐 味 で も ある 。 

また 、 第 二 戦 の 為 に 膜 病 に な 
る の か 、 第 一 戦 を 決死 の 覚悟 で 
望 や の か と いう 点 で 、 ま さ に 上 
級 司 令 官 と し て の 判断 と 器量 を 
要求 され る シナ リオ と な っ て い 
る 。「 こ の 海戦 に だ け 勝 て れ ば 
いい 」 と いう 発想 は 、 こ の シナ 
リオ で は 許さ れ な い の だ 。 あ ら 
ゆる 損害 を 被 ろ うと も 勝て れ ば 
いい と いう 、 単 発 シ ナリ オ の 面 
白 さ と は 、 実 に 対照 的 で ある 。 


SANTA-G 選 の 


田 作戦 と 戦術 と 戦略 か ら 


と の シナ リオ で は 冒頭 申し 上 
げた と お り 、 戦 略 眼 が 必要 と さ 
れる 。 そ の 戦略 眼 を 形成 する の 
は 、 優 れ た 作戦 を 打ち 立て る 能 
力 で あり 、 そ の 作戦 を 支え る の 
は 個々 の 戦術 や 経験 則 で ある 。 
こう し て 形成 され た 戦略 眼 を 
持っ て いる か ら こ そ 、 歴 史 の 奥 
深 さ を 認識 で きる し 、 戦 史 を 刻 
む お 楽し み を 感じ 取る こと が で き 
る と いう も の だ 。 

今回 ご 紹介 で き な く 申し 訳 な 
い の で ある が 、 元 か ら こ の ゲー 
ム に は 締め の シナ リオ と し て 
「 連 合 艦 隊 vs 太平 洋 艦隊 」 とい 
う も の が ある 。 文字 通り 、 連 合 
艦隊 と 太平 洋 艦隊 が ガチ ンコ 勝 
負 す る も の で 「 真 珠 湾 攻 撃 が 無 
か っ た ら 」 ど と いう 設定 で ある 。 
日 米 の 総力 戦 と も いえ る この シ 
ナリ オ は 、 大 変 夢 の あ る 設定 で 
あり 興味 心 を 煽 ら れる 。 

だ が その 夢 の 向 こう に ある の 
は 、 プ レイ 後 、 多 大 な 損害 を 生 
むー 一 多く の 人 命 も 失わ れる で 
あろ うと いう 結果 で ある 。 同 規 
模 の 戦力 同士 ぶ が つかり あう の だ 
か ら 当 然 だ 。 こ れ も 歴 史 の 表現 
の ひと つ で ある 。 プ レイ する 事 
で 実 被害 を 出す こと な く 、 結 果 
予測 を 体験 で きる の だ 。 

日 本 機動 部 隊 ご 紹介 シナ リオ 
の 締め と し て 、 そ の 存在 意義 を 
ここ に 示し た い 。 
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刷 剖 注 ー で 人 4 則 衣 


拉 細 拍 ・ 再 澤 


音 紀 朝 


VH マーH 財 謙 く 


1944 年 6 月 19 日 ~- 20 日 


に 


1 和 対 罰 画 へ 侵入 し 日 本 本 土生 地 需 時 を 目指 す ア メリ カ 軍 と 、 そ れ を 地 撃 す 
| る 日 本 軍 の 間 で 史上 最大 の 空母 決戦 が 行なわ れ た 。 





で 攻撃 を 受け る 
に 至る 。 し か も 
その 際 に パラ オ 
請 二 che 症 狂 
で コー 峰 一 連合 艦隊 司 
0 
ピン で 遭難 する 
だ 。 kN まめ 二 
ニュ ー ブ リ テン 島 戦局 は 憂慮 すべ 

ニュ ー ギ ニア 0 き 状 況 と な っ た 。 
3 日 本 は か ね て 

か ら 「 総 対 国 防 
圏 」 と し て カロ 
リン 諸島 や マリ 
アナ 諸島 どい っ 
た 中 部 太平 洋 の 
島々 の 防御 を 強 
化し 、 こ れ を 日 
本 の 勢力 圏 を 守 
る 上 で 欠か せな 
い 防 衛 線 と する 
2 月 に は マー シャ ル 諸 島 が 奪わ も の で あっ た 。 こ れ を アメ リカ 
、 中 部 太平 洋 の 防衛 正面 に は 軍 に 突破 され る と 、 フ ィ リ ピン 、 

ガタ ダ NAME 2 く 穴 が 開い た 。 さ ら に 2 月 台湾 、 そ し て 本 土 近海 に 敵艦 隊 


タウ イタ ウイ 





オー スト ラリ ア 


ニュ ー カ レ ド ニ ア 島 





「 絶 対 国防 圏 」 








日 本 軍 は 守勢 に 、 戦 局 は 悪 _ 17 一 18 日 に トラ ッ ク 諸 島 が ア の 接近 を 許し て し まう ば か り 
陸生 メリ カ 空 母 部 隊 の 大 空襲 を 受け か 、 本 土 は マリ アナ 諸島 か ら 発 
11 月 に は ギル バー ト 諸 島 の マ て 壊滅 状態 に な り 、 翌 月 に は 連 進 す る 「 超 空 の 要 寒 」B-29 の 


キン と タラ ワ が 玉砕 、1944 年 合 艦隊 司令 部 の あっ た パラ オ ま 航続 距離 内 に 入っ て し まう 。 


6< 全 7 が //// 





し か し 6 月 11 日 、 ス プル ー 
アン ス 大 将 率 いる 第 5 艦隊 が 空 
母 15 隻 を 擁し て マリ アナ 諸島 
に 押し 寄せ た 。 マ リア ナ 方 面 の 
基地 航空 隊 は 不意 を 突 か れ た こ 
ao め つ て 、 ひ どまり も な く 
壊滅 状態 に 陥っ た 。 
これ に 対し 、 連 合 艦隊 司令 部 
は か ね て か ら 立 案 し て いた 迎撃 
作戦 「 あ 号 」 作戦 を 発令 し た 。 
これ は 決戦 兵力 を 集中 し て 一 挙 
に 敵艦 隊 を 撃滅 する と いう 構想 
で は あっ た が は な は だ 現実 性 に 
乏しい も の で あっ た 。 
この 決戦 に 際 し 、 日 本 軍 は 空 
母 を 中 心 と する 第 一 航空 艦隊 
と 、 戦 艦 お よび 重 巡 を 中 心 と す 
る 第 2 簡 隊 と を 、 小 沢 治 三郎 中 
将 の も と に 指揮 を 統一 し て 第 1 
機動 艦隊 を 編成 し て いた 。 従来 
は 同一 海域 に 複数 の 指揮 官 が 存 
| 任 す る た め に 支障 が 出る こと も 
ピ 多く 、 や っ と 改革 が 行なわ れ た 
の だ 。 第 1 機動 艦隊 は 、 大 小 9 
隻 の 空母 を 擁し て タウ イタ ウイ 





泊地 を 出撃 、 マ リア ナ 諸 島 へ と 

向かっ た 。 

悲惨 な 結果 を 生ん だ 
アウ トレ ンジ 作戦 


アメ リカ 軍 に 数 に 劣る 機動 艦 
隊 で は あっ た が 、 小 沢 中 将 に は 
秘策 が あっ た 。 そ れ は 日 本 軍 航 
空 機 の 航続 距離 が アメ リカ 軍 に 
比べ 長い こと を 徹底 的 に 生か す 









と いう も の で あっ た 。 と これ は ほ は 従 
来 200 カイ リ 程 度 の 距離 か ら 
攻撃 を 行なっ て いた と ころ を 、 
300 カイ リ と いう か つて な い 距 
離 か ら 攻 撃隊 を 発進 させ る と い 
う も の だ っ た 。 

な に ぶん 遠 距離 で あり 、 英 
か らし て 難し い 。 小沢 司 令 長官 
は 40 機 以 上 の 索敵 機 を 発進 さ 
せ 、 し か も 三重 に 索敵 を 行なっ 
た 。 そ の 結果 三 群 の アメ リカ 軍 
空母 部 隊 を 発見 し 、19 日 朝 つ 
い に ア ウト レン ジ 作 戦 が 敢行 さ 
れ た 。 総数 242 機 に 及ぶ 攻撃 
隊 が アメ リカ 第 58 任務 部 隊 に 
向かう 。 

し か し アメ リカ 軍 の 防空 体制 
は 日 本 軍 の 予想 を は る か に 越え 
て いた 。 レ ー ダ ー で 事前 に 日 本 
軍機 の 来襲 を 察知 し た アメ リカ 
軍 は 450 機 に 及ぶ 戦闘 機 を 発 
進 さ せ 、 自 艦隊 の 100 カイ リ 
手前 で 日 本 軍 を 待ち 構え て いた 
の で ある 。 日 本 軍 の 各 編隊 の 規 
模 、 速 度 、 高 度 の 情報 を 得 た ア 
メリ カ 軍 管制 官 が 、 あ ら か じ め 
戦闘 機 を 無駄 な く 有 利 な 位置 ・ 
高度 へ 誘導 する の だ 。 そ の 結果 
は 日 本 軍 攻 撃隊 に と っ て 破滅 的 
で 、 多 数 が 撃墜 され 、 ま た 機 位 
を 失っ た 。 ア メリ カ 軍 戦闘 機 を 
振り 切っ て 目的 地 に 到達 し た 攻 
撃隊 も 、 そ こ に アメ リカ 艦隊 が 
いな いこ と に 情 然 と し た 。 彼ら 
は さら に アメ リカ 艦隊 を 求め て 
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さま よい 、 や っ と の 思い で ア 
リカ 艦隊 上 空 へ た どり つい た も 
ず か の 機 は 、 今 度 は 類 烈 を 極め 
た 対空 射撃 に 直面 し た 








山 I| 





両 軍 の 参加 兵力 
IEE 洋 ョ 

第 一 機動 艦隊 (小沢 治 三郎 中 状 ) 
甲 部 隊 (小沢 治 三郎 中 将 ) 
空母 X 3 : 「 大 鳳 」「 翔 鶴 」「 環 只 」 
重 巡 2 軽 巡 x1 駆逐 艦 X9 








訓 准 押 






空母 X 3 : 「 儲 鷹 」「 飛 鷹 」「 龍 鳳 」 
戦艦 「 長 門 」 重 巡 X 1 駆逐 艦 X9 
前 衛 (第 2 艦隊 : 栗田 健男 中 将 ) 
空母 X 3 : 「 千 歳 」「 千 代田 」「 瑞 鳳 」 
戦艦 X 4 :「 大 和 」「 武 蔵 」「 金 剛 」「 棟 名 」 
重 巡 X 8、 軽 巡 X1 駆逐 艦 X9 





























立 貼 吾 ・ 再 測 







零 式 艦上 戦闘 機 X 141 零 式 艦上 戦闘 機 爆撃 型 メ 
78 カカ 九 式 艦上 爆撃 機 X 36 九 七 式 艦上 攻撃 機 
X27 天山 艦上 攻撃 機 X 72 彗星 艦上 爆撃 機 X 
81 二 式 艦上 偵察 機 X 9 













紀 議 







第 5 北 隊 (レイ モン ド ・A・ ス プル ー ア ンス 大 将 ) 
第 58 任務 部 隊 (マー ク ・A・ ミ ッ チ ャ ー 中 持 ) 
第 1 群 

空母 X 4 :・「 ホ ーネット 昌 「 ヨ ー ク タウ ン 遇 
ペロー ウッ ド 」 1 パターン 」 

重 巡 x3 軽 巡 1 駆逐 艦 X 10 

第 2 群 

空母 「 ワ スプ Il 「 バ ンカ ー ヒ ル 」「 キ ャ ボッ ト 」 
に ンジ 

軽 巡 X 3 駆逐 艦 X 12 

第 3 群 

空 母 X 4 :・「 レ キシ ント ン 中 「 プ リン スト ン 」 


















VN 一 H 慎 雪 さ 食 


「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」「 サ ンジ ャ シン ト 」 南 
重 %x1 軽 Y%x1 駆 肥 艦 X14 天 
第 4 群 ロロ 
空母 X 3 : 「 エ セッ クス 」「 ラ ング レー 洋 
「 コ ウ ペ ンス 」 

軽 巡 X4 駆逐 艦 X 14 

第 7 群 cd 
戦艦 X 7 重 巡 X4 駆 腕 艦 X16 4 
航空 機 


F6F ヘル キャ ッ ト 艦 上 戦闘 機 X 475 SB2C ヘ ル 
ダイ バー 急降下 爆撃 機 X 232 TBF アベ ンチ ャ ー 
雷撃 機 X 184 

合計 891 機 

EMF 

EE 送 ョ 

沈没 空母 X 3 :「 大 鳳 」「 翔 鶴 」「 飛 府 」 

小 破 空母 X 4:「 瑞 鈴 」「 和 隼 麻 」「 龍 鳳 」「 千 代田 」 
ほか 

航空 機 約 400 機 





JA で 






























滞 有 







アメ リカ 軍 
小 破 空母 「 バ ンカ ー ヒ ル 」 戦 和 勝 X 2 ほか 
航空 機 約 130 機 





ト 7g//// 届 65) 


と 部隊 (城島 ) 






ミ 5 衣 三 素 敵 機 が 報告 し た 米 空母 の 位置 主因 
マリ ア ナ 小 海 厳 ※ 本 失 本 7 二 本 支 
本 000 
er モイ ィ 。 気 1200 
2 支 
7 米 ン 0500 
が 米 第 58 任 務 部 隊 | 
ーー - 
2 0936 
ae ww 来 々 0923 
ee io w- 米 ア 1230 
< いい ュー ツバ PPPPPPETCY wt も 
「0730 第 一 波 発 進 …“ 
0 132 
1 0900 第 三波 発進 
EICKAKNTN は TITTYYYCTTCEECCECTEEECCEYTTTTYYPTPPYPPTPT = 
1000 事 固 流 発 位 。 ーー 
oo RT ne 
0805 第 二流 発進 1430「 大 鳳 」 爆 発 第 四 波 の 一 部 引き 返す 
"1401! 半 稚 交 役 9 120 カ イリ 


管 を 用 いた 正確 な 対空 砲火 に さ 
ら さ れ た 攻撃 隊 は 膨大 な 損害 を 
受け た だ け で 、 ア メリ カ 軍 に は 
ほとん ど 損 害 を 与え る こと は で 
き な か っ た 。 第 一 機動 艦隊 は 航 
空 機 の ほぼ 3 分 の 2 を 喪失 し た 
に も か か わら ず 特 筆 す べき 戦果 
は な か っ た 。 ア メリ カ 軍 の 損害 
は わずか 29 機 、 こ の 一 方 的 な 
戦い を アメ リカ 軍 は 「 マ リア ナ 
の 七面鳥 撃ち 」 と 評 し た 。 

小沢 艦隊 の 悲劇 は これ だ け で 
は な か っ た 。 ア ウト レン ジ 作 戦 
に より 、 敵 艦載 機 の 攻撃 か ら は 
安全 と 思わ れ た 第 1 機動 部 隊 に 
は 海中 か ら 刺 客 が 迫っ て いた の 
で ある 。 洪水 艦 「 ア ル バ コ ア 」 
が 発射 し た 魚雷 が 空母 「 大 鳳 」 
に 迫る 。 発進 し た ば か り の 彗星 
爆撃 機 が 果敢 に これ に 体 当たり 
を 行なう が 、1 本 が 「 大 鳳 」 に 

















旬 I 




















命中 し た 。 不 沈 空 母 と 呼ば れ た 
「 大 鳳 」 は 前 部 エレ ベー ター が 
衝撃 で 動か な く な っ た ほか は 無 
場 に 思わ れ た 。 し か し 6 時 間 後 、 
突如 「 大 鳳 」 の 艦内 で 大 爆発 が 
起こ り 、 一 瞬 で 艦 は 炎 に 包ま れ 
た 。 魚雷 に よっ て 損傷 し た タン 
ク か ら 気 化し て 漏れ 出し た ガ ソ 
リン に 引火 し た の だ 。 火災 は 
いっ こう に 鎮火 せ ず 、 や が て 「 大 
鳳 」 は 沈ん で いっ た 。 さ ら に 「 半 
鶴 」 も 潜水艦 「 キ ャ ヴァ ラ 」 の 
雷撃 を 受け て 沈ん で し まっ た 。 
翌 20 日 、 す で に 機動 艦隊 の 
航空 機 は 100 機 足 ら ず 。 反 撃 
に 転じ た アメ リカ 軍 は 1600 ご 
ろ に 機動 艦隊 を 発見 し た 。 日 没 











田 
+ 























まで 時 間 が な か っ た が 、 勢 い に 
乗る アメ リカ 軍 は 200 機 か ら 
な る 攻撃 隊 を 発進 させ た 。 こ の 
攻撃 で 「 飛 鷹 」 が 沈没 、 最 後 の 





大 型 空母 「 瑞 鈴 」 も 被弾 する 。 
戦い が 終わ っ た と き 、 第 1 機 
動 艦隊 の 残存 機 数 は 35 機 を 数 
える の み で あっ た 。 再建 され た 
































空母 部 隊 は わずか 2 日 の 戦闘 で 
壊滅 し た の で ある 。 
日 本 軍 に 勝算 は ある の か ? 


マリ アナ 沖 海戦 で は 、 技 術 力 
(レー ダー、VT 信管 ) と 練 度 の 
差 が 戦闘 の 結果 に 決定 的 な 
を 与え た 。 現 代 の 戦闘 で は この 
差 は 容易 に は 埋め る こと が で き 
な い 。 

当時 搭乗 員 の 練 度 は 開戦 直後 
と は 比べ も の に な ら な い ほ ど 低 
下 し て お り 、 し か も 出撃 前 に 進 
出し た タウ イタ ウイ 泊地 で は 十 
分 な 訓練 が 行なえ を ず 、 さ ら に 練 
度 の 低下 を 引き 起こ し た 。 彼ら 
に 長 距離 の アウ トレ ンジ 攻撃 を 


上 有 絢 5 
影 智 























田 マリ アナ 沖 海 温 に お ける 両生 の 状況 (日 本 時 間 ) 終了 時 間 1500 
アメ リカ 艦隊 で の 出来 事 


日 本 艦隊 で の 出来 事 
第 維 計 43 機 も の 家村 が 名 此 隊 か ら 発進 、 ア メリ カ 角 隊 を 探 





の MC の リカ 軍 空 母 5 を 発見 。 と れ を 目標 「 七 イ 」 


9 


第 三 航空 戦隊 か ら 第 一 波 67 機 ( 鶴 戦 14 機 、 彗 星 45 機 、 七 


MA 解 攻 8 機 ) が 「 七 イ 」 に 向け 発進 。 


第 一 航空 戦隊 か ら 第 二 波 128 機 ( 替 戦 48 機 、 彗星 53 機 、 天 


2 清 議 | 高 27 機 ) が 「 七 イ 」 に 向け 発進 


旗艦 「 大 鳳 」、 ア メリ カ 洪 水 艇 「 ア ル バ コ ア 」 に 雷 聖 され 、 魚 


MM 軍 1 発 が 命中 。 


グアム 島 南 南西 に アメ リカ 軍 空 母 3 を 発見 。 
リ 」 と する 。 


了 衣 と れ を 目標 「 一 五 


dE リカ 軍 空 母 4 を 発見 。 こ と れ を 目標 「 三 リ 」 


oe 


(El 


第 二 航 空戦 隊 か ら 第 三波 47 機 ( 需 戦 15 機 、 爆 装 零 戦 25 寺 、 


MA 還 証 天山 7 機 ) が 「 七 イ 」 に 向け 発進 。 発進 後 、 目 標 を 「 三 リ 」 に 変更 。 





各 航 空戦 隊 合 証 82 機 ( 二 戦 30 機 、 爆 装 零 戦 10 機 、 彗 星 9 機 、 
LRct 言 九 九 入 旭 27 機 、 天 山 6 機 ) か ら 成 る 第 四 波 が 「 一 五 り 」 に 向 


io 





ーー 


「 半 堆 」」 ア メリ カ 凌 水 鑑 「 キ ャ ヴァ ラ 」 に 雷撃 され 、 魚 軍 4 発 


0 が 命中 。 大 破 炎 上 (1401 沈没 )。 


「 大 鳳 」 艦内 で 大 爆発 。 先 に 受け た 魚雷 に よっ て 航空 燃料 タン 


MOe の 還 ク が 破損 し 、 そ こ か ら 気 化し た ガス に 引火 し た の で ある 。 


lki0m ら 2 玉田 [大 鳳 」 沈没 。 


09820 


0838 


0630-0650 


ャ =] 
に 1 
5 
に -] 


MWL 





中 











准 当 油 


挫 畑 百 ・ 召 瑞 


新 紀 斉 


攻撃 隊 第 一 波 、 目 標 「 七 イ 」 手 前 約 20 カイ リ の 空域 で アメ リカ 
軍 戦 闘 杜 に 迎撃 され る 。 生 き 残 っ た 攻撃 隊 は VT 信管 に よる 対空 
砲火 を 浴び 、 戦 艦 「 サ ウス ダコ タ 」 に 命中 弾 1 を 与え る こと し 
か で き な か っ た 。 未 帰 本 機 42 機 。 


攻撃 隊 第 二 波 、 目 標 「 セ モイ 」 手前 約 100 カイ リ の 空 城 で アメ リ 
方 軍 戦 闘 機 に 迎撃 され る 。 再 び 手 ひど い 迎 撃 を 受け 未 帰 本 機 
96 機 。 ア メリ カ 側 は 空母 『「 パ ンカ ー ヒ ル 」 が 小 破 。 


攻撃 隊 第 三波 、 目 標 「 三 リ 」 に 達する も 敵艦 隊 を 発見 で きず 。 
索敵 は 誤報 と 判明 。 


攻撃 隊 第 三波 、 ア メリ カ 軍 戦闘 機 に 迎撃 され る 。 7 機 を 失い 、 
敵艦 隊 を 発見 で き な い まま 帰投 。 


攻撃 隊 第 四 波 、 目 標 「 一 五 リ 」 に 達する も 、 敵 艦隊 を 発見 で き 
5 索敵 は 誤報 と 判明 する 。 半 数 は 帰投 、 半 数 は グアム 島 へ 向 
いう 。 


V 中 昌一 H 財 謙 で / 


攻撃 隊 第 四 波 、 ア メリ カ 軍 戦闘 機 に 迎撃 され 、 お よそ 30 機 を 
失う 。 戦 果 な し 。 


BE 


行なわ せ た の は 少々 無理 が あっ 
Ms また 300 カイ リ 先 で 行 を な 
われ た 索敵 も 正確 で は な か っ 
た 。 索敵 機 が 「 発 見 」 し た 3 つ 
の アメ リカ 空母 群 の 位置 の 中 で 
E 確 な も の は 一 つも な か っ た の 
で ある 。 








己 」 





も し も 和 敵 が 正確 に 行なわ れ 
て いた な ら ? も し も 搭乗 員 の 
練 度 が 十分 高かっ た な ら ? 

『 空 母 決 戦 』」 の シナ リオ で は 日 
本 軍 搭 乗員 の 練 度 を 高く 設定 し 
て あり 、 プ レイ ヤー は 存 分 に 指 
揮 を 執る こと が で きる 。 寄 敵 も 


正確 に お こ な わ れる は ず だ 。 あ 
と は アメ リカ 軍 の 防空 網 を どう 
突破 する か で ある 。 集中 攻撃 
か ? 偽装 攻撃 は ど ば うか? こ 
の 問い へ の 答え は 『 空 母 決戦 』 
を プレ イ す れ ば 明らか に な る だ 
2.955 





作戦 攻 較 


滞 母 決戦 シナ リオ < ソ ァ ナ 沙 海 胃 


項 の 海域 で 日 炒 画 大 激突 7 絶対 局 訪 周 を 死守 せま 


日 本 軍 戦 力 

本 艦隊 ・ 甲 部 隊 

重 巡 2 「 妙 高 」「 羽 黒 」 

軽 巡 1 「 能 代 」 

駆逐 艦 6 「 秋 月 」「 若 月 」「 初 月 」「 磯 
風 」「 浦 風 」「 朝 雲 」 

空 評 3 「 大 鳳 」「 半 鶴 」「 瑞 鈴 」 
戦闘 機 80 攻撃 機 38 爆 机 機 64 
EDE 


本 艦隊 ・ ご 部 隊 

戦艦 1 「 長 門 」 

重 巡 1 『「 最 上 」 

駆逐 艦 8 「 野 分 」「 浜 風 」「 員 枝 
潮 」「 早 」「 秋 且 」「 五 月 雨 」「 時 雨 」 
空母 3 「 隼 鷹 」「 飛 鷹 」「 龍 鳳 」 
戦闘 機 54 攻撃 機 15 爆撃 機 66 
索敵 機 4 

前 衛 艦隊 

戦艦 4 「 大 和 」 「 世 蔵 」「 金 賠 」 「 棟 名 」 
重 巡 8 「 利 根 」「 筑 摩 」「 高 雄 」 「 愛 窒 」 
「 鳥 海 ]「 摩 耶 」『 鈴 谷 」「 熊 野 」 
軽 巡 1 「 矢 知 」 

駆逐 艦 8 「 島 風 」「 岸 波 」「 長 波 」 

「 浜 波 」「 藤 波 」「 玉 波 」「 沖 波 」「 朝 政 ] 
空母 3 「 千 歳 」「 千 代田 」『 瑞 鳳 」 
戦闘 機 17 攻撃 機 0 爆撃 機 45 
索敵 機 8 


「 満 


米 軍 戦 力 

アメ リカ 艦隊 第 1 機動 群 
重 巡 3「 キ ャ ン ペ ラ 」「 ボ スト ン 」「 ボ 
| 

(ンク ルン ルン ML リ カンバル ジン 4 


駆逐 艦 9「 ボ イド 」「 コ ナー」「 コ ウ 
IN 2 2 た RE フジ アッ 
RW ま HRII 思 ャ レツ トド MI 有 ワウ ウル 
「 ベ ル 」 

空母 4「 ホ ーネット 昌 「 ヨ ー ク タウ 
MM 間 央 記 国 アツ 介 間 肥 tieoi 人 | 
戦闘 機 133 攻撃 機 53 爆撃 機 68 
ES76: 近 】 

アメ リカ 艇 隊 第 2 機動 群 
軽 多 3「 ピ ロク シー」 「 モ ー ビ ル 」 「 サ 
ジン Aa 

肛 乏 朋 9「 ミ ラー」「 ル イス ・ ハ ンコ ッ 
山宮 員 カ 記 必 導 沈 川 IA 
ント 」! サ リヴ ァ ン ズ 」「 マ ー シ ャ ル 」 
02682RO7i の GrmlNllE 三 1R2 の 0 
空母 4「 バ シン カー・ ヒ ル 」「 ワ スプ 中 
「 モ ント レイ 」「 カ ボッ ト 」 
戦闘 機 125 攻撃 機 55 爆撃 機 55 
索敵 機 6 

アメ リカ 租 隊 第 3 機動 群 
重 巡 1「 イ シン ディ アナ ボリ ス 」 
軽 公 3「 バ パー ミン ガム 」「 レ ノコ 」「 タ リー 
2 il 
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(① 本 艦隊 ・ 甲 部 隊 


⑳ アメ リカ 艦隊 第 1 機動 群 


アメ リカ 能 了 第 2 機 且 


⑨ 
7) 


駆逐 艦 13 「 ク ラ レ ン ス ・ ブ ロン ソン 」 
77 の N 三 トド シ IE り 二 因り 2 
2 02 ツー ニング スウ E ル 引 
「 コ ッ ト ン 」「 イ ン ガ ソル 」「 ワ ッ ズ ワー 
li ドー チ ほ た だ み E 二 リブ 
レイ ン 」 

空母 4「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」「 レ キシ 
シン トン 「 ブ リン スト ン 」 「 サ ン ・ ジ ャ 
ジョ | 

戦闘 機 116 攻撃 機 49 爆撃 機 42 
索敵 機 0 


アメ リカ 艦隊 第 4 機動 群 
軽 巡 3「 マ イア ミ 」「 ビ ン セ ンス 」「 サ 
ディ まま 

駆逐 艦 13「 ラ ー ド ナー」「 エ レッ ト 」 
pat 肖 違 還 le 
ウッー スラ シグ ウシ ンク 用 
「 マ ッ カ ラ 」』 「 チ ャ ー ル ズ ・ オ ズバ ー シ 」 
NR ラシン | ベタ シリ 三 「 
「 ウ ィ ル ソン 」 


空母 3 ! エ セッ クス 」「 ラ ング レー」! カ 
ウ / 人 ペタン ルン | 

戦闘 機 87 攻撃 機 38 爆撃 機 30 
St 

アメ リカ 条 隊 第 7 機動 群 
戦 艇 7「 ワ シシ トン 」「 ア イオ ワ 」 
ジニ バー1 記 60222S24 
コタ 」「 ア ラバ マ 」「 イ ン デ ィ ア ナ 」 
SE 1 RF 

重 巡 4「 ミ ネ ア ボ リス 」「 ニ ュー・ オ 
リ シ ズ 」「 ウ イィ チタ 」「 サ シン フラ シシ 
上 

駆逐 艦 13 「 バ グレ イ 」「 フ ラム 」「 マ 
クラ オー ドク ベト バタ クー シン シン シ 
『 セ ルフ リッ ジ 」『 ペ ネッ ト 」「 サ ッ 
チャ ー」「 カ ニン ガム 」「 ト ワイ ニン グ 」 
「 ス トッ ク ホ ルム 」「 ハ ド ソ ン 」「 ヤ ー 
レア 2| 








圏 シナ リオ 概略 

米 艦隊 の 空母 4 隻 を 
撃沈 する の は 最低 条件 
で 、 大 勝利 の た め に は 実 
質 5 倫 (うち 3 隻 が 正 
規 空母 ) を 撃沈 し な く 
Ii@( は な な い 。 ま た と の 
と き 、 と ちら の 室 母 は 1 
隻 も 失っ て は な ら な い 。 
極め て 難易 度 の 高い シ 
ナリ オ だ 。 











田 時 計 を 進め る 前 に 


この シナ リオ の 戦況 は 極め て 


劣悪 で あり 、 以 下 の 努 力 を 行っ 
て も 劇 的 な 勝率 向上 は 見 込め な 
い 。 手間 だ と 思う な ら ば 、 初 期 
設定 の まま で も いい だ ろう 。 ま 
た 艦隊 の 移動 ルー ト は 北 回 り と 
南 回 り が 考え られ る 。 こ こ で は 
場所 の 指定 が し や すい 南 回 り を 
前 提 と する 。 

1 ) 本 部 隊 ・ 甲 (以下 甲 )、 本 部 隊 ・ 
と (以下)、 前 進 艦隊 を パラ オ の 
東 沖 に 集結 させ る よう に 移動 指 
令 。 前 進 艦隊 は 垂直 に 南下 する 。 
2) す べ て の 艦隊 の 防空 隊 を 、1 
編隊 だ け の 飛行 隊 に 分 割 する 。 
3 ) 新規 部 隊 を それ ぞ れ 対空 で 
発進 準備 。 

4 ) 乙 の 第 一 攻撃 隊 に 、 第 二 攻 
撃隊 か ら 天 山 艦 攻 を 合流 させ 
る 。 戦闘 機 の 発進 準備 が 終わ り 
次 第 、 対 艦 装 備 で 発進 準備 を 行 
うま 

5) 索敵 機 は まだ 出さ な い 。 




















田 作戦 開始 


英軍 は 質 ・ 量 と も に 絶大 で あ 


り 、 こ ちら の 戦闘 機 を 全部 か き 


勝 利 条 件 


集め て 防空 網 を 張っ て も 、1 艦 
隊 を 全滅 させ る くら い の 攻 撃 力 
が ある 。 従来 の よう に 戦闘 機 を 
集め て 防空 網 を 張り 、 戦 艦 で 決 
着 を つけ る と いう プラ ン は 機能 
し な いと 思っ て いい だ ろう 。 勝 
機 は アウ トレ ンジ 戦法 に ほぼ 限 
られ る 。 

06 : 00 の 段階 で 、 前 進 艦隊 
に すべ て の 戦闘 機 隊 を 護衛 に つ 
ける 。 こ の 戦闘 機 隊 の 任務 は 敵 
攻撃 隊 対 策 で は な く 、 敵 索 敵 機 
の 撃隊 で ある 。 英 敵 機 を 撃隊 
する な ら 1 編隊 で 十分 で 、 む し 
ろ 戦 闘 機会 が 多 い ほう が 良い 。 

10 : 00 頃 か ら 敵 を 開始 。 
前 進 艦隊 は 東南 方 向 、 そ れ 以 外 
は 東南 東方 向 に 索敵 機 を 発進 さ 
せる 。 生 敵 機 は 次 々 に 撃隊 され 
る の で 、 な る べく 同じ コー ス を 
複数 の 索敵 機 が 通る よう に 設定 
し だ いい 。 

敵艦 隊 が 発見 で きた ら 、 即 座 
に 攻撃 を 開始 する 。 必 ず ゲ ー ム 
を 一 時 停止 させ 、 甲 の 攻撃 隊 2 
個 で 、 同じ 目標 を 攻撃 する こと 。 
攻撃 隊 が 敵艦 隊 に 同時 に 到着 し 
た 場合 、 防 空 隊 に 迎撃 され る の 


表 半 ぶ 計 条 計 侍 | 6 月 20 日 20.00 まで に 米 艦隊 の 空母 を 4 隻 以上 撃沈 する 。 

判 症 記 証 甘 施 準 | 全米 艦隊 の 空母 を 11 隻 以下 に する 

(22 億 2 全米 各 大 型 空 評 (ホー ネッ トル ヨー クタ ウン 1 , ワ スプ | , 
バン カー・ ヒ ル , エンター プラ イズ , レキ シン トン 1 エセ ッ 
クス ) を 大 破 2, 沈没 3 

マイ ナス ポイ ント | 日 本 側 各 空母 大 破 -1, 沈没 -2 


は その うち の 1 個 の み で ある 。 

最初 の 攻撃 で 敵 空母 4 隻 を 江 
め た 場合 、「 勝 利 」 を 狙う な ら 
ば 全力 で 艦隊 を 西 に 退避 させ る 
こと 。「 大 勝利 」 を 狙う な ら ば 、 
パラ オ か ら 南 南東 に 移動 、 夜 明 
けど と 同時 に 北方 を 索敵 する 。 あ 
と は 敵 正 規 空母 1 隻 大 破 さ せれ 
ば 大 勝利 だ が 、 を 肛 病 な くら い 
に 敵 と の 距離 を 保つ 努力 が 欠か 
せな い 。 





較 勝率 

極め て 勝ち 難い シナ リオ で あ 
る 。「 勝 利 」 で あれ ば 狙っ て 達 
成 で きる が 、「 大 勝利 」 と な る 
と か な り の 運 が 必要 に な る 。 こ 
の 攻略 法 で も 、 敵 艦隊 か ら 攻 撃 
を 受け た ら 即 座 に や り 直 し が 前 
提 と 言え る 。 

と は いえ 、 こ れ は シナ リオ の 
バラ ンス が 悪い の で は な く 、 現 
実 が それ くら い 厳 し か っ た と い 
うこ と だ 。 実際 、 こ の シナ リオ 
の 日 本 軍 の 戦力 は 、 史 実 より 高 
め に 評価 され て いる 。 

現実 の 状況 ひ 、 こ の シナ リオ 
より も 悪かっ た の だ 。 






判定 基準 を 満た し た 場合 
大 勝利 勝利 敗北 
判定 基準 を 満た さ な い 場合 
壮 勝 引 寺 分 け 犬 敗 北 
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訓 凌 机 ー で 人 


天 貼 吾 ・ 販 副 


茜 剖 議 


ざ 貼 口 く ーー 時 さ 罰 


EE 


1944 年 10 月 22 日 - 25 日 


クコ コパ 


進撃 を 続け る 米 軍 へ 四 個 の 艦隊 が 忍び 寄る 。 これ は 完 





| 多く の 人 命 を 失う の か 、 
ルイ テ 浅海 式 
70 且 22 万 一 25 及 


第 2 遊撃 部 隊 (志摩 


第 1 部 隊 (栗田 ) 


第 2 部 隊 ( 西 村 ) 


< ボル ネオ 伺 


史上 最大 の 海 空戦 


リア ナ 諸 島 を 喪失 し 「 絶 対 
国防 圏 」 を 笑 破 さ れ た こと で 東 
条 内 閣 は 総 辞職 し 、 小 磯 国昭 大 
将 が 組閣 を 命じ られ た 。 小磯 新 
内 閣 は 戦争 の 断固 完遂 を 掲げ た 
が 、 フ ィ リ ピン 、 台 湾 、 沖 縄 の 


否 、 救 うべ きか 。 


機動 艦隊 (小沢 ) 


米 第 3 艦隊 UN 
(ホー ル ジ ー) ! 


レイ テ 島 米 第 7 区 隊 
、 。 (ば き ジ ケー ド ) 





どれ か ーー つ で も アメ リカ 軍 に 奪 
われ た な ら ば 、 日 本 と 南方 を 結 
ぶ 補 給 線 は 絶た れ 、 ao 
遂行 は 不可 能 と な る だ ろ 

そし て 1944 年 10 月 20 日 、 
アメ リカ 軍 は フィ リピ ン 諸 島 中 
部 に 位置 する レイ テ 島 に 上 陸 し 
た 。600 隻 も の 艦船 と 4 個 師 団 

















2 


壁 な 作戦 と な る の か ? 
その 時 の 決断 は 如何 に 。 


の 陸軍 お よび 海兵 を 投信 し た 未 
人 箇 有 の 上 陸 作 戦 で ある 。 戦 争 初 
期 に フィ リピ ン を 脱出 し た ダグ 
ラス ・ マ ッ カ ー サ ー 大 将 が 、 か 
ね て の 約 東通 り フ ィ リ ピン に 
戻 ゆ て きた の だ 。 

フィ リピ ン 沖 に は ハル ゼー 大 
将 率い る 艦隊 空母 を 中 心 と し た 
第 3 艦隊 、 キン ケー ド 中 将 率 い 
る 上 陸 支 援 の 第 7 艦隊 が 展開 
し 、 そ の 艦載 機 数 は 1.500 に も 
洋 し よう まし そい た 。 

NE 

ナ 諸 島 を めぐ る 戦い と 台 

MSN て 消耗 し て お 
り 、 フ ィ リ ピン 方 面 の 航空 優勢 
は と て も 望め な い 状 況 で あっ 
た 。 そ れ で も 連合 艦隊 司令 部 は 
残る 水上 艦隊 を 出撃 させ 、 ア メ 
リカ 軍 上 陸 部 隊 を 攻撃 させ る こ 
と に し た 。 フ ィ リ ピン を 和 失 え ば 
戦争 は 敗北 で あり 、 艦 隊 が 残存 
し て も 意味 が な いと いう 考え で 
ある 。 そ し て 連合 艦隊 の 全力 を 
挙げ た 「 搾 一 号 」 作 戦 が 発令 さ 
れ た 。 

戦艦 「 大 和 」「 武 蔵 」 を 中 心 
と する 第 1 遊撃 部 隊 は ボル ネオ 











か ら 、 空 母 4 隻 を 含む 第 1 機動 
艦隊 は 瀬戸 内 海 か ら 出 撃 し た 。 

作戦 は 複雑 で る イミ ング が 非 
常に 重要 な も の で あっ た 。 目的 
は アメ リカ の 上 陸地 点 に 戦艦 を 
送り 込み 、 橋 頭 保 を 攻撃 し 上 陸 
船団 を 一 掃 す る こと で ある 。 

し か し 、 ア メリ カ 軍 の 航空 優 
替 は 圧倒 的 で あり 、 戦 艦 部 隊 で 
ある 第 1 遊撃 部 隊 が レイ テ 滴 に 
突入 で きる か どう か は 怪し い 。 
そこ で 、 第 1 機動 部 隊 が アメ リ 
カ 軍 空母 部 隊 を 北 へ 誘引 し 、 そ 
の すき に 第 1 遊撃 部 隊 が レイ 
テ 湾 に 突入 する と いう も の だ っ 
た 。 ま た 、 遊 撃 部 隊 は レイ テ 江 
へ 2 つの 方 向 か ら 向かう こと に 
な っ て お り 、 各 艦隊 間 の 連携 が 
重要 で あっ た 。 


「 武 蔵 」 シ ブ ヤ ン 海 に 沈む 


栗田 中 将 率 いる 第 1 遊撃 部 
隊 ・ 第 1 部 隊 お よび 第 2 部隊 
は 10 月 22 日 に ブル ネイ を 出 
撃 し た 。 し か し 翌日 に は 洪水 艦 
に 発見 され 、 重 巡 「 愛 容 」「 摩 
耶 」 を 撃沈 され 「 高 雄 」 が 大 破 
させ られ て し まう 。 そ し て 栗田 
艦隊 の 動向 は アメ リカ 軍 の 知る 
と ころ と な っ た 。 栗田 艦隊 が シ 
ブ ヤ ン 海 に 差し 掛か っ た 24 日 、 
艦隊 は アメ リカ 第 38 任務 部 隊 
の 艦載 機 に よる 猛攻 を 受け た 。 
「 大 和 」「 武 蔵 」「 長 門 」 の 巨砲 
が 対空 用 の 三 式 弾 を 発射 し 、 各 


艦 の 高角 砲 ・ 機 銃 が 激しく 応戦 
する が 、 ア メリ カ 軍 の 空襲 の 前 
に 「 武 蔵 」 が 沈没 、 多 く の 艦 が 
損傷 する 。 た まり か ね た 栗田 中 
将 は 1530 ご ろ 進 撃 の 中 止 を 命 
じ 、 西 へ と 反転 する 。 栗 田 艦隊 
反転 の 報告 を 受け た ハル ゼー 大 
将 の も と に は 、 ほ ば ぼ 同 時 に 第 1 
機動 艦隊 発見 の 報告 も 届い て い 
た 。 ハルゼー 大 将 は 栗田 艦隊 が 
大 損害 を 負っ て 撤退 し た も の と 
判断 し 、 今 度 は 第 1 機動 艦隊 を 
攻撃 する た め に 北方 へ 向かう 。 
意外 な 形 で ある が 日 本 軍 の 陶 作 
戦は 成功 し つつ あっ た 。 

栗田 艦隊 は 2 時 間 ほ ど 西 へ 引 
き 返 し た が 、 暗 く な っ た ころ に 
再び 反転 、 レ イ テ 満 を 目指 し て 
東進 する 。 ア メリ カ 軍 は これ に 
気づか ず 、 票 田 艦隊 の 前 に 好機 
が 広がっ た 。 








悲 劇 の スリ ガオ 海峡 


その ころ 西村 中 将 率い る 遊撃 
部 隊 第 3 部隊 は 、 ミ ンダ ナオ 
島 北方 海域 を レイ テ へ 向け 進ん 
で いた 。 第 1 部 隊 と 違っ て ア 
メリ カ 軍 の 空襲 に よる 損害 は 少 
な く 、 予 定 通り 進ん で いた 。 し 
か し 西村 艦隊 は 和栗 田 艦 隊 が 反転 
の た め に 遅れ て いる こと を 知ら 
ず 、 単 狐 で レイ テ 満 に 突入 し よ 
の だ 6 で ee で し で 多 芝 時 
海峡 に 差し 掛か っ た 24 日 夜 、 
アメ リカ 戦艦 群 の 待ち 伏せ を 受 


ける 。 

この 段階 で アメ リカ 軍 は 北 の 
第 1 機動 艦隊 と 西村 艦隊 を 脅威 
と 認識 し て お り 、 北 に ハル ゼー 
の 第 38 任務 部 隊 、 そ し て 南 に 


両 軍 の 参加 兵力 
日 本 軍 

第 1 遊撃 部 隊 (栗田 健男 中 将 ) 
第 1 部 隊 (栗田 健男 中 将 ) 
戦艦 X 3 :「 大 和 」「 武 蔵 」「 長 門 」 
重 巡 X6 軽 巡 X1 駆逐 艦 X9 
第 2 部 隊 (鈴木 義 尾 中 将 ) 
戦艦 X 2 : 「 金 剛 」「 棟 名 」 
重 芝 x 4 軽 芝 X1 駆逐 艦 
第 3 部 隊 (西村 祥 治 中 将 ) 
戦艦 ※ 2 : 「 山 城 」「 扶 桑 」 
重 巡 X1 駆逐 艦 X 4 

第 2 遊撃 部 隊 (志摩 清 英 中 将 ) 

重 巡 X2 軽 館 X1 駆逐 艦 X メ 7 

第 1 機動 艦隊 (小沢 治 三郎 中 持 ) 

空母 X 4 :「 瑞 鈴 」「 瑞 鳳 」「 千 代田 」「 千 歳 」 
戦艦 X 2 : 「 伊 勢 」「 日 向 」 
軽 巡 X 3、 駆 逐 艦 X 8 
航空 機 

零 式 艦 上 戦闘 機 X 48 零 式 艦上 戦闘 機 爆撃 型 メ 
28 天山 艦上 攻撃 機 X 24 彗星 艦上 爆撃 機 X 8 
合計 108 機 

あり ル だ 

第 3 艦隊 (ウィ リア ム ・F・ ホ ー ル ジー 大 将 ) 
第 38 任務 部 隊 (マー ク ・A・ ミ ッ チ ャ ー 中 将 ) 
空母 X9:「 ワ スプ Il「 ホ ーネット 中 「 イ ント レ 
ピッ ド 」「 ハ ンコ ッ ク 」「 バ ンカ ー ヒ ル 」「 エ セッ 
クス 」「 レ キシ ント ン I」「 フ ラン クリ ン 」「 エ ンタ ー 
プラ イズ 」 

軽 空 母 X 8:「 モ ント レー」「 コ ウ ペ ンス 」「 キ ャ ボッ 
ド 」 ドイ シ デ ペ ン デ シス 」 「 ブ プリ シ ス トシ 」 ! ララ 
グレ ー I 員 「 サ ンジ ャ シン ト 」「 ベ ロー ウッ ド 」 
戦艦 X 6、 重 巡 X 6、 軽 巡 X 9、 駆 逐 艦 X 58 
航空 機 約 1000 機 

第 7 艦隊 (トー マス ・A・ キ ン ケ ー ド 中 持 ) 
護衛 空母 X 18、 戦 艦 X 6、 重 巡 X 5、 軽 巡 x 6、 
駆逐 艦 X 53、 護 衛 駆 逐 盤 X 14 

航空 機 約 500 機 


両 軍 の 損害 












































沈没 空母 X 4:「 瑞 鈴 」「 瑞 鳳 」「 千 代田 」「 千 歳 」、 
戦艦 X 3 :「 武 蔵 」「 山 城 」「 扶 桑 」、 重 巡 X6、 軽 
巡 X 1、 駆 逐 艦 X 6 

重 巡 x 1 
重 巡 X 2、 軽 巡 X 1、 駆 逐 艦 X 1 
戦艦 X 2 :「 大 和 」「 長 門 」、 重 巡 X 2、 駆 





アメ リカ 軍 

沈没 軽 空 母 「 プ リン スト ン 」、 護 衛 空 母 X 2:「 ガ 
ン ビ アベ イ 」「 セ ント ロー」、 駆 逐 艦 X 2、 護 衛 駆 
逐 艦 X 1 

中 破 護衛 空母 「 カ リ ニ ン ベイ 」 
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ー で 4 


ざ 貼 日 く 一 HH 内 


立 圭 邊 逢 
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キン ケー ド の 第 77 任務 部 隊 が 
向かっ て いた 。 第 77 任務 部 隊 
は 上 陸 を 支援 する 戦艦 6 令 を 擁 
し 。、 ぞ の うち 858 信 は パー ル パ ぷ 一 
バー で 撃破 され た 艦 で あっ た 。 
さら に 重 巡 、 駆 逐 艦 、 魚 雷 艇 な 
ど が 西村 艦隊 に 襲い 掛か り 、「 扶 
桑 」「 山 城 」 は 反撃 も で きぬ ま 
ま 撃沈 され た 。 

と うな っ て は 後方 を 進ん で い 
た 志摩 艦隊 も 撤退 する し か な 
か っ た 。 














日 本 空母 部 隊 の 最期 


ハル ゼー の 空母 部 隊 を 引き 付 
ける と こと に 成功 し た 小沢 艦隊 に 
も 運命 の 時 が 近づい て いた 。24 
日 に 最後 の 攻撃 隊 58 機 を 発進 
させ た 。 攻 撃隊 は 機 数 も 少な く 
練 度 も 低かっ た た め に 戦果 は 乏 
し か っ た 。 小 沢 中 将 は 攻撃 隊 の 
帰投 を 許さ ず ル ソン 島 へ 着陸 さ 
せる と 、 あ と は わずか な 直 衛 機 
を 残し て 、 ア メリ カ 軍 が 了 胃 で あ 





機動 艦隊 (小沢 ) 


「 瑞 鶴 」「 瑞 鳳 」「 千 歳 」「 千 代田 」 


1536「 麗 鳳 洗 没 S 、 0 = 次 空 


1414「 瑞 稚 」 沈 没 に 


0845-0930 第 一 次 空 症 





0700 松 田 戦隊 合流 7 
0400 メ 
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第 4 航空 戦隊 (松田 ) 
「 日 向 」「 伊 勢 」 


第 2 群 和田 





戦艦 群 栗 田部 隊 
迎撃 の た め 反転 


746 凍り ////// 





1000-1010 第 次 空襲 


エン カン 克 浅 海 江 
70 肪 25 太 


部 隊 
迎撃 の た め 反 転 


米 第 38 任 務 部 隊 ( ミ ッ チ ャ ー) 





る 自 艦隊 に 食らい つく の を 待っ 

て 南下 を 続け た 。 ' 
ミッ チャ ー 中 将 率 いる 第 38 “ 

任務 部 隊 は 25 日 朝 か ら 猛 攻 を 

加え て きた 。 朝 の 空襲 で 千歳 」 

が 沈み 、 第 二 波 で 「 千 代田 」 が ' 

航行 不能 に 陥る 。 午 後に な っ て 

も 空襲 は 続き 、 つ い に 「 瑞 鶴 」「 瑞 

鳳 」 も 沈没 し て 、 小 沢 艦隊 の 空 

母 は すべ て 失わ れ た 。 と と に 日 

本 機動 部 隊 は 最期 を 迎え た の で 

ある 。 し か し 陶 任 務 は 成功 し た 。 

アメ リカ 空母 群 を し っ か り と 北 

へ お びき 出し た の だ 。 








つい に サマ ー ル 沖 で 
「 大 和 」 の 巨砲 が 火 を 噴く 


再び 東 へ 進む 栗田 艦隊 は 日 付 
が 25 日 に 変わ っ た と ころ に サン 
ベル ナル ジノ 海峡 を 通過 し た 。 
その 後 サ マー ル 島 に 治っ て 南下 
を 続け 日 の 出 を 迎え る 。 栗田 中 
将 の も と に は 敵艦 隊 ば か りか 自 
軍 の ほか の 艦隊 の 情報 も 人 っ て 
こない 。 そ の 時 栗田 艦隊 は 水平 
線上 に 複数 の 空母 を 発見 し た 。 
英 主力 部 隊 を 捕捉 し た と 考え た 
栗田 中 持 は た だ ち に 砲 雷 撃 戦 に 
移り 、0700 ご ろ 「 大 和 」 を は 
じ め と する 戦艦 群 の 主砲 が 火 を 
唄い た 。 し か し 上 林田 艦隊 が 発見 
し た の は 第 7 艦隊 に 所 属す る 小 
型 の 護衛 空母 で あり 、 大 型 空母 
は すべ て 小沢 艦隊 を 追っ て 北方 
に いた 。 





ン 
























































護衛 空母 は 攻撃 を 受け な が ら 
艦 載 機 を 発進 させ 、 護 衛 の 駆逐 
艦 は 煙幕 を 張り な が ら 果 敢 に 栗 
田 艦隊 の 巨大 戦艦 群 に 立ち 向 
か っ た 。 戦闘 は 2 時 間 に 及 ん だ 
が 、 必 死 で 応戦 する アメ リカ 軍 
の 前 に 、 戦 果 は 護衛 空母 1 隻 と 
駆逐 艦 3 隻 を 沈め た に すぎ ず 、 
逆 に 「 鳥 海 」「 鈴 谷 」「 筑 摩 」 を 失っ 
た 。 座 衛 空 母 の 艦 体 が 薄く 、 命 
中 し た 戦艦 の 主砲 弾 が 爆発 せ ず 
に 突き 抜け た た め に 被害 が 少な 
か っ た と も いわ れる 。0900 栗 
田中 将 は 戦闘 を 中 止 し 再 集結 を 





あえ て 向う 


命じ た 。 こ の 3 日間 の 戦闘 で 艦 
隊 は すでに 大 損害 を 受け て いた 
が 、 目 標 の レイ テ 湾 まで は あと 
わずか で ある 。 





大 いな る if が 残さ れ た 


し か し 上 栗田 艦隊 は レイ テ 満 へ 
突入 し な か っ た 。 目標 を 目 の 前 
に し て 謎 の 反転 を 行なっ た の で 
ある 。 そ の 理由 や 、 判 断 の 是非 
を めぐ っ て は さま ざま な 説 や 意 
見 が ある が 、 小 沢 艦 隊 が 陣 任 務 
を 達成 し た こと が 栗田 中 将 の も 
と に 伝わっ て お ら ず 、 戦 っ て い 


LEYHH GMR 


る 相手 が 第 38 任務 部 隊 の 強力 
な 空母 群 だ と 誤認 し た 可能 性 が 
旨 拉 され る 。 栗田 中 将 は これ 以 
上 将兵 の 犠牲 を 増やし た く な 
か っ た の か も し れ な い 。 

『 空 母 決戦 』 で の 勝利 条件 は レ 
イ テ 和 突入 と 主力 艦 の 損害 の 2 つ 
が 設定 され て お り 、 プ レイ ヤー 
ば その ジレ ンマ に 苦し お だ る 
う 。 そ の 場 に いた 栗田 中 将 に し 
か わか ら な いと され る 決断 の 謎 
を 解く 鍵 は あな た の プレ イ 次 第 
な の で ある 。 


「 光 艇 と 空 友 は どちら が 区 い か ? 」 


太平 洋 戦 争 が 陸海空 の 立体 戦 
闘 と し て 展開 され た こと は 広く 
知ら れ て いる が 、 実際 に 陸海空 
それ ぞ れ の 戦力 発揮 が と どう 影 響 
し あい 、 ど の よう な 数 的 バラ ン 
ス で 成り 立っ て いた か に 踏み 込 
ん だ 書物 は 少な い 。 ミ リタ リー 
ファ ン 向 け の 本 は な ん と な く 事 
態 の 表面 を な ぞ る だ け で 、 同 種 
の 兵器 同士 の スペ ッ ク 比 較 に 終 
始 し が ち だ 。 

太平 洋 戦争 に お ける 作戦 と 戦 
闘 を 定量 的 に 捉え る の に 役立つ 
資料 を 挙げ よ と 言わ れ た ら 、 堀 
栄三 氏 の 『 大 本 営 参 謀 の 情報 戦 








記 一 情報 な き 国家 の 劇 一 』 あ 
た り が 筆頭 に な る だ ろう 。 昭和 
18 年 10 月 に 大 本 営 陸 軍部 第 二 
部 所 属 と な り 米 英 課 に 属し た 堀 
少佐 (当時 ) は 、 マ キン ・ タ ラ 
ワ か ら サ イ パ ン に いた る 米 軍 の 
反攻 戦術 を つぶ さ に 分 析 し 、 以 
後 の 米 軍 の 行動 を 的 確 に 予測 し 
て 「 マ ッ カ ー サ ー 参 謀 」 の 異名 
を と っ た 。 こ て の 本 に 記さ れ て い 
る の は 、 米 軍 が 実行 し 日 本 陸軍 
の 少 壮 参謀 が 読み 解い た 、 当 事 
者 に と っ て の 太平 洋 戦線 で あ 
る 。 空母 戦 の 背景 や 位置 づけ を 
理解 する た め に も 一 読 し て 損 は 





な い だ ろ う 。 

昭和 18 年 、 マ キン ・ タ ラ ワ 
か ら ニ ュー ギニア 北岸 を 西 に 攻 
め 上 る 米 軍 は 、 約 300km 間隔 
で 飛行 場 適地 を 跳び 跳び に 礁 
取 し つつ 前 進 し た 。 世に 言う 
island hopping (飛び 石 戦術 、 
カエ ル 跳 び 戦術 ) で ある 。 な ぜ 
300km か と いう と これ は 単発 
戦闘 機 の 行動 半径 で あり 、 現 に 
昭和 19 年 に 入っ て ロッ キー ド 
P-38 双発 戦闘 機 の 大 規模 運用 
が 実現 し 、 か つづ 日 本 軍 の 航空 戦 
力 が 弱体 化し て いく と 、 間 隔 は 
1000km まで 延長 され た 。 飛 び 
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選 帯 油 


深 問 語 着 古 吾 ・ 世 副 










VH 一 H 財 謙 廊 


表 半 中 矢 


こく 


石 と 飛び 石 の 間 に 挟ま っ た 日 本 
軍 の 拠点 は 無視 し て よい 。 島 員 
部 、 あ る い は 大 き な 陸 地 で も 北 
部 ニュ ー ギ ニア の よう に 互い に 
陸路 の 通じ て いな い 拠 点 ば か り 
の 太平 洋 戦線 で は 、 互 い に 能 艇 
/ 船舶 が 行き 来 で を き な い か ぎり 、 
お 隣 は まっ た く お 隣 で は な いか 
ら だ 。 英 制空権 の 傘 に 旨 わ れ て 
し まえ ば 、 各 拠点 に 分 断 さ れ た 
陸上 兵力 に は 何 も で き な い 。 こ 
れ が 太平 洋 戦 線 の 現実 で あっ 
て 、 ラ バウ ル や 台湾 が 奪取 され 
な か っ た の は 、 米 軍 が 飛行 場 を 
確保 し な が ら 「 占 領空 域 」 を 前 
に 進め て いく に 当たっ て 、 と く 
に 奪取 する 必要 が な か っ た か ら 
だ 。 堀 氏 が 叙述 する よう に 、 太 
平 洋 戦争 と は 攻め る に 易く 守る 
に 難い 制 空 戦争 で 、 米 軍 の 猛攻 
撃 に 晒さ れ た 現地 指揮 官 の 多く 
は 、 悲 痛 な 叫び を も っ て 制空権 
の 重要 性 を 言い 遺し て いる 。 


戦艦 は 5 個 師団 、 
空母 は 増強 連隊 規模 ? 


制空権 を 失っ た 拠点 を 襲う の 
は 、 お お むね 数 日 間 に わ た る 航 
砲 射撃 と 、 陸 上 機 お よび 空母 機 
動 部 隊 に よる 空襲 だ 。 堀 少佐 の 
計算 に よれ ば 、 米 軍 1 個 師団 (人 
員 は 2 万 人 ) の 鉄 量 ( 投 弾 量 ) 
は 1 分 間 あ た り 48.141t で 、 戦 
艦 1 隻 は お お よそ 5 個 師 団 分 の 
投 弾 量 を 発揮 する 。 例 えば サイ 








パン 戦時 に 米 軍 は 8 隻 の 戦艦 を 
投入 し て いる か ら 、 そ れ だ け で 
40 個 師 団 に 包囲 され て いる の 
と 同様 の 計算 に な る わけ だ 。 も 
ちろ ん 艦 砲 は 師団 砲兵 の 効力 射 
ほど の 精度 を 持た な いも の の 、 
逆 に 20cm 以上 の 大 口径 砲弾 で 
ある こと を 考え る と 、 陣 地 破 砕 
効果 は 絶大 で ある 。 厚 さ 2m 未 
満 の コン クリ ー ト 天蓋 な ら 、 や 
す や す と 貫通 する 。 

堀 少佐 は 空母 機動 部 隊 の 対地 
攻撃 力 に つい て と くに 述べ て い 
な い が 、 彼 の 推測 し た 米 戦艦 の 
弾薬 搭載 量 が 1 隻 あ た り 1900t 
な の に 対し て 、 正 規 空 母 1 隻 が 
対地 攻撃 に 使用 で きる 爆弾 は お 
お むね 150 ~ 200t ほど だ 。 投 
弾 量 ペ ベー ス で は 1 個 旅団 分 ( 師 
団 砲兵 を きっ ちり 二分 割 で きる 
わけ で は な いか ら 、 少 々 微妙 な 
表現 だ が ) に 満た な い 計算 と な 
る 。 サ イ パ ン 戦時 の 6 隻 、 フ ィ 
リピ ン 攻 略 時 の 12 隻 と 重ね て 
いけ ば 、 そ れ で も た いし た 数 字 
で は ある も の の 、 や は り 空 母 機 
動 部 隊 の 本 領 は 制 空 / 制海権 の 
掌握 に ある と いえ そう だ 。 

陸上 機 ・ 艦 載 機 に よる 橋梁 爆 
撃 な ど 、 陸 上 部 隊 の 機動 を 麻痺 
させ る 航空 攻撃 に 続い て 、 数 
km の 限定 され た 正面 に 向け て 
2 … 4 個 師 団 規模 で の 上 陸戦 闘 
が 行わ れる 。 迎 え 撃 つ 日 本 軍 の 
師団 が 完全 編成 だ っ た と 仮定 し 




















て 、1 分 間 あ た り の 投 弾 量 は 約 
19.2t。 米 軍師 団 の 2 分 の 1 か 
ら 3 分 の 1 程度 で ある 。40 個 
師団 に 匹敵 する 艦 砲 射撃 と 、 数 
個 師 団 分 の 航空 支援 を まとも に 
浴び る 水際 で の 反撃 が 無謀 な こ 
と は 論 を 侯 た な いと し て 、 純 然 
た る 陸上 戦闘 に 持ち 込ん で も 、 
正攻法 で 有利 な わけ で は な い 

以上 の よう な を 戦 理 が 認識 され 
て か ら 、 日 本 軍 は 上 陸 し よう と 
する 米 陸上 部 隊 へ の 反撃 を 詳 
め 、 内 陸 で の 抵抗 戦闘 に 重点 を 
置く よう に な っ た 。 よ く 知 られ 
て いる 硫黄 島 の 攻防 戦 の みな ら 
ず 、 ペ リリ ュー 島 の 第 14 師団 、 
ルソン 島 の 山下 兵団 な ども 内 陸 
に お ける 抵抗 継続 と 持久 体制 を 
選び 、 米 軍 に 相応 の 損害 を 強い 
て いる 。 山 病 地帯 や 洞窟 陣地 を 
活用 し た 防御 戦闘 で あれ ば 、 艦 
砲 や 爆撃 の 効果 が 減殺 され る う 
え 、 大 量 の トラ ッ ク に 支え られ 
た 米 陸軍 の 機動 力も 十分 に 活か 
せな い 。 日 本 軍 に 残さ れ た 選択 
腰 和 は 、 エ クタ スチ ェ ン シンジ レー トト 了 
な る べく 1 : 1 に 近づけ て 相 討 
ち を 狙う 、 苦 肉 の 策 の み で あっ 
7 だ 5 








空域 を 占領 し て 
海上 の 和 覇 者 と な る た め の 空 母 


太平 洋 戦争 を 題材 に し た コン 
ピュ ーー 委 ゲ ー ム な ど で は ほし ほし 


< 六 り //// 





ば 、 と に か く 飛 行 機 が 強く 作ら 
れ て いた りす る 。 大局 で 見 た と 
き そ れ は 決し て 間違い で は な い 
の だ が 、 前 述 の よう に 例え ば 面 
制圧 兵器 と し て 艦載 機 を 所 えて 
みる と 、 艦 砲 に 遠く 及ば な い の 
が 客観 的 事実 で ある 。 空母 機 動 
部 隊 の 強 さ は 何より も 、 そ の 到 
達 距離 (戦艦 の 主砲 が せい ぜ い 
40km な の に 対し 、 艦 載 機 は 
500 一 1000km まで 出撃 可能 
と 命中 精度 (イン ド 洋 海戦 時 の 
日 本 軍 急 降下 爆撃 機 の 命中 率 は 
80% を 超え て いた と いわ れる ) 
に よっ て 作り 出さ れる 卓越 し た 
対 角 攻 撃 力 で あっ て 、 純 然 た る 
火力 が 大 きか っ た わけ で は な い 
の 補 。 

そし て 、 ほ か な ら ぬ 対 艦 攻 撃 
力 が 身上 で ある か ら と こそ 、 空 母 
の 区 は 空母 と 
いう 公式 が 成 
り 立 つ 。 空母 
機動 部 隊 を 遂 
か に 潜 仙 す る 
戦艦 群 の 火力 
も 、 敵 の 空母 
を 締め 出す こ 
と で 初め て 発 
揮 さ れる の だ 
20072JE2 ま 幸 ら 
理解 すれ ば 、 
“張子 の 虎 " 
の 小沢 艦隊 に 
まん ま と 陽 動 
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空母 : 赤城 AKAGI 


され た ハル ゼー 提 朱 の 心境 と 、 
そう は 言っ て も 本 来 な ら * 虎 の 
子 ” に も 等 し い 最後 の 正規 空母 
を 陣 に し て まで 、 戦 艦 の 火力 発 
揮 に 期待 を 懸け た 連合 艦隊 の 発 
想 を それ ぞ れ に 理解 で き 、 レ イ 
テ 沖 海戦 が 数 量 的 側面 か らい か 
に 興味 深い 駆け 引 | き で あっ た か 
誠 見 先 で る 為 。 …… まあ その 一 
方 で 、 レ イ テ 決 戦 構想 その も の 
が 、 誤 っ た 戦況 判断 に 基づく 戦 
略 上 の 失策 で あっ た こと を これ 
以上 な く 明 確 に 教え て くれ る の 
も 、 堀 氏 の 著書 で ある わけ だ が 


こと この よう に 、 作 戦 級 ゲ ー ム な 
ら 両 軍 の ドク トリ ン 、 戦略 級 
ゲー ム な ら マ クロ 経済 や 資源 圭 
給 な ど 、 一 回 り 外側 まで 併せ て 


見 る よう に する と 、 ゲ ー ム の 
チー フ が より 興味 深く 捉え 所 せ 
る 。" 上 故 の 引き 倒し ~ に な らち 
な いよ う 太 平 洋 戦争 を 多角 的 に 
見 た いな ら 、『 大 本 営 参謀 の 情 
報 戦 記 』 か ら は 実に 有益 な 分 析 
と 回 想 が 読み 取れ る 。 同様 に 、 
国家 戦略 レベ ル で 太平 洋 戦争 の 
見 通し が まる で 明る く な いこ と 
を 的 確 に 予測 し な が ら 、 そ の 知 
見 が まっ た く 活 か され な か っ た 
例 と し て 、「 総 力 戦 研究 所 」 を 
題材 に し た 猪瀬 直樹 氏 の ルポ ル 
ター ジュ 『 昭 和 16 年 夏 の 敗戦 』 
と いう 本 も ある 。 政界 に 転じ て 
の ちの 氏 の 業績 を どう 評価 する 
か は 別 の 問題 と し て 、 ス トラ テ 
ジー ゲー プア ァ ン に は ぜひ 一 読 
を 勧め た い 。 
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日 本 軍 戦 力 
クラ ー ク 基地 
戦闘 機 120 攻撃 機 8 爆撃 機 52 


戦 脂 5「 大 和 」「 哉 蔵 」「 長 門 」「 金 骨 」 
「 棒 名 」 

重 巡 10 利根 」『 筑 摩 」「 高 雄 」「 愛 岩 」 
「 摩 耶 」「 鳥 海 」 「 交 高 」「 羽 黒 」『 鈴 谷 」 
「 熊 野 」 

軽 錠 2「 矢 知 」「 能 代 」 

肛 朋 艦 15「 野 分 」「 雪 出 」「 浦 風 」「 磯 
風 」 | 浜 出 「 島 風 | 昌 長 波 」I 浜 波 上 上 絆 
| ! 麻 流 」「 沖 波 」「 清 」「 朝 」「 秋 


第 1 序 撃 部 隊 文 隊 

戦 用 2 「 山 城 」「 扶 双 」 

重 X% 1 「 最 上 」 

駆 朋 艦 4 「 山 要 」「 朝 雲 」「 満 潮 」「 時 雨 」 


ロ 
重 巡 2 「 那 智 」「 足 柄 」 
軽 巡 1 阿武隈 」 
駆 逐 朋 7 「 不 知 火 」「 若 葉 」「 初 春 』「 初 
| 号 酸 ] 上 昌 | 湖 | 
第 1 機動 艦隊 
戦 瞳 2 「 伊 勢 」「 日 向 」 
軽 刀 8 「 大 淀 」「 五 十 鈴 」『 多 摩 」 
服 逐 艦 8 「 秋 月 」「 初 月 」「 若 月 』「 皇 
月 」「 桐 」「 杯 」「 艇 」「 篤 」 
空母 4 「 瑞 稚 」「 千 歳 」「 千 代田 」「 瑞 鳳 」 
戦闘 機 43 攻撃 機 23 爆撃 機 35 
ED6 り 
米 軍 戦 力 
第 38 任務 部 隊 第 2 群 
が 証 和 255 NNEHHHNH3NZSNSOH3 
2 
軽 巡 2「 マ イア ミ 」「 ヴ ィ シ セン シス 」 
駆逐 艦 18「 ヒ コッ クス 」「 カ シン グ 」 
全 y09Mhjp4522z 上 公 vubzdktd 希 間 c6 
ウー ボー ウジ ウド 7N 
Ei 人 2Reme2 ら dE 5 
(ZN レ 当 以 グ 多 連 ボツ 
ター」「 ウ ェ ッ ダー パー シ 」「 ウ ルマン 」 
IN 20YAIloP2 ル 肖 ま = 
2 還 ND/9 ジ UNSANN が 
空母 5 イン トレ ビッ ト 」「 ハ ンコ ッ ク 」 
MNO。EE り UNMEIE 0 シ 
ペク シラ ジン 
戦闘 機 162 攻撃 機 72 畑 撃 機 81 
索敵 機 0 


第 38 任務 部 隊 第 3 群 


戦艦 4「 ウ シン トン 」「 サ ウス ・ ダ コタ 」 
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《) 第 38 任務 部 隊 第 2 群 
《) 第 38 任務 部 隊 第 3 群 


第 78 - ド ーー ョ 


AMZ が ll マサ ヂ ョ ー セ アツ 1 
軽 巡 4「 バ ー ミ ン ガ ム 」「 モ ー ビ ル 」「 レ 
上 人 の 020820 ロ | 

駆逐 艦 14「 ド ー チ 」「 カ ッ シ ン 」 「 ボ ポー 
25 ジ 22 二 Ri 本 生 07 ョ ドジ (2 に 
リ シ グ 」 「 キ ャ ラガ シ 」「 ヒ ー リ イク 
58 ラグ タク] 国 ) = 2 と | 
2 欠 ド シン クシ ョ ウ ョ アジ 
EHPckel 計 PX 仙 目 紀 oz 
空母 4 「 エ セッ クス 」「 レ キシ ント シ 


呈 旨 0 シベ ドン ドラ シク レミ 


戦闘 機 126 
索敵 機 0 


第 38 任務 部 隊 第 4 群 

重 巡 1 「 ニ ュー・ オ リン ズ 」 

軽 芝 1 「 ビ ロク シー 

駆逐 艦 11 「 ヘ ルム 」「 ウ ィ ル クス 」「 バ 
グレ イ 」「 グ リッ ドレ イ 」「 ラ ル ラ ・ 
タル ポッ ト 」| マ ッ コ ー ル 」!| ニ コル 
2 人 間 Bz/242 王 2 ラク 


攻撃 機 54 爆撃 機 56 


HE も た 三 相 ERN タ ニ ジョ 

空母 4 『 エ シンター プラ イズ 」「 フ ラン シン 

クリ シコ | サシ ・ ジ ャ シン ト 」「 ペ ロー・ 

ウ ウ ギコ 

戦闘 機 126 攻撃 機 54 爆撃 機 56 
索敵 機 0 


第 77 任務 部 隊 4 群 

駆逐 艦 3「 ジ ョ ンス トン 」「 ホ ー ル 」「 ヒ 
De ジ 2 

空母 6「 ホ ワイ トブ プレー シズ 」「 ガ ン 
ビア ベイ 』「 ラ ァ ショ ウ ベ イ 」「 カ 
ニン 2 ドカ シンジ 
号 還 叶 | 

戦闘 機 96 攻撃 機 54 爆撃 機 3 
索敵 機 0 


第 78 任務 部 隊 

戦艦 5「 メ リー ラン ド 」「 カ リラ フォ 

三 ア 」「 テ ネ シ ー 」「 ウ モス ト ・ ヴ ァ ー 
ラー ニア ペン シル ペ ョ ニテ 






重 巡 4「 オ ー ズ トラ リア 」「 ポ ー ト ラ 
ンド 」「 ミ ネ ア ポ リス 」「 ル イス ピル 」 
軽 巡 4 アア ェ ニ ックス 」「 ヨ ロン ピア 」 
デジ が バーコ ポイ ジー ョ 
駆逐 艦 20「 リ チャ ー ド ・ リ アリ イィ 」「 へ 
5 介 人 RSCba 5 8795 Em 
ea た | 軸 馬 2 比 /ANe ヨ RE 
ラン ドラ 2 トン 
1 ツーン [パッ ショ ゴリ ュー ツ 」「 ウェ 
0 ニ 8 証 の 3 人 
2 に コピ レッ EN 呈 zm22 1 ョ 還 
三 /N ク ラ クベ ペド シン WW テー シ 
Al 

レイ テ 上 陸 艦 隊 

輸送 船 15 








圏 シナ リオ 概略 

レイ テ 湾 に 存在 する 上 陸 部 隊 
を 全滅 させ る こと が 求め られ て 
いる が 、 勝 利 の た め に は 米 軍 大 
型 空母 の 撃沈 が 欠か せな い 。 英 
軍 は 圧倒 的 だ が 、 勝 利 す る こと 
は そこ と まで 難し く な い シ ナリ オ 
で も ある 。 そ こ で 勝利 の 為 の 作 
戦 を 練っ て みよ う 。 


圏 時 計 を 進め る 前 に 

1 ) 第 1 機動 艦隊 は 、 防 空 隊 か 
ら 引 き 抜 ける 限り の 戦闘 機 を 攻 
撃隊 に 合流 させ る 。 こ の 程度 の 
防空 力 で は 、 米 海軍 の 攻撃 の 前 
に は 無き に 等 し い 。 よ っ て 防空 
隊 は 不要 で ある 。 攻 撃隊 は 対 艦 
装備 で 発進 準備 。 

2) クラ ー ク 基地 の 攻撃 隊 を す 
べ て まとめ て 1 つの 攻撃 隊 に 再 
編成 する 。 

3) クラ ー ク 基地 か ら 東 の 海域 
を 索敵 。 空母 の 索敵 は まだ 行わ 
な い 。 

4 ) 艦隊 3 つ を 、 で きる か ぎり 
最短 ルー ト を 描く よう に レイ テ 
へ 近づけ る 。 
































滅する 。 














一 作戦 開始 

レイ テ 湾 に 存在 する 上 陸 部 隊 
を 全滅 させ た だ け で は 「 敗 北 」 
で あり 、 敵 の 戦艦 を 沈め て も 勝 
利 に 貢献 し な い 。 必 要 な の は 、 
上 陸 部 隊 の 全滅 と 、 正 規 空母 3 
隻 の 撃沈 で ある (理論 上 は 2 隻 
だ が 、 大 和 ・ 武 蔵 と も に 大 破 せ 
ず に いら れる 可能 性 は 極め て 低 
い だ ろ うら)。 

全体 的 な プラ ン と し て は 、 砲 
戦 で レイ テ 湾 の 上 陸 部 隊 を 全滅 
させ 、 フ ィ リ ピン の 東側 で 敵 空 
母艦 隊 に 夜戦 を 仕掛 ける こと に 
な る 。 夜戦 で 大 型 空母 2 隻 を 沈 
め 、 ク ラー ク 基 地 と 空母 の 攻撃 
隊 で も う 1 隻 の 大 型 空母 を 沈め 
る の が 理想 だ 。 

空母 の 康 敵 は 12 : 00 ご ろか 
ら 南 西 に 向け て 行い 、 ク ラー ク 
基地 は 継続 的 に クラ ー ク 基地 か 
ら 見 て 東側 を 索敵 する 。 ク ラー 
ク 基地 の 攻撃 隊 は 航続 距離 に 難 
が ある が 、 タ イミ ング に よっ て 
は 艦隊 攻撃 が 可能 だ 。 こ の と き 
クラ ー ク 基地 の 防空 隊 も 同じ 艦 
隊 を 攻撃 させ る こと 。 艦隊 へ の 


勝 利 条 件 

















ダメ ー ジ は な い が 、 敵 の 防空 戦 
力 (あわ よく ば 攻撃 隊 ) を 削ぐ 
と と が で きる 。 

な お レイ テ 湾 に は 戦艦 を 中 心 
と し た 艦隊 と 、 軽 空母 中 心 の 空 
母艦 隊 が 存在 する 。 い ずれ も 可 
能 な か ぎり 交戦 を 避け る こと 。 
レイ テ 湾 を 出る と 、 敵 の 戦艦 は 
こち ら の 艦隊 を 追っ て こない 。 

クラ ー ク 基地 の 航空 戦力 は 十 
分 評価 に 値する 。 防 空 隊 を 活用 
すれ ば 、 敵 の 攻撃 隊 は 徐々 に 大 
和 ・ 武 蔵 に 打撃 を 与え られ な く 
な る 。 と の 状態 に な れ ば 、 敵 は 
時 間 の み だ 。 











較 勝率 

実 の 絶望 的 な 状況 に 比べ 、 
この シナ リオ は か な り 日 本 軍 側 
に 利 が ある 。 英 潜水艦 に よる 攻 
撃 の 成果 に よっ て 、 シ ナリ オ 開 
始 そ うそ う 大 勝利 が 困難 に な る 
こと も ある (いき な り 大 和 ・ 武 
蔵 が 大 破 、 な ど )。 こ の 場合 で 
も 「 勝 利 」 は 可能 だ が 、 大 勝利 














を 目指 す の で あれ ば 、 即 座 に 最 
初 か ら や り 直 すべ きだ ろう 。 





表 開 示 二 条 伸 | 10 月 25 日 20000 まで に レイ テ 湾 の アメ リカ 上 陸 艦 隊 を 全 


判 症 征 識 閉 レイ テ 湾 の 輸送 艦隊 の 輸送 艦 を 0 隻 に する 
プラ スポ イン ド ト | 米 各 大 型 空母 (ワスプ 中 ホー ネッ トイ ント レビ ッ ト , 


カー < 下 セク レキ シッ ト ジ | タタ シタ クリ 
ン , エン ター プラ イズ ) を 大 破 1, 沈没 2 


マイ スポ イン ド | 日 本 側 大 型 艦 ( 瑞 鈴 , 大 和 , 武蔵 ) 大 破 -1, 沈没 -2 








判定 基準 を 満た し た 場合 
大 勝利 勝利 el 
判定 基準 を 満た さ な い 場合 
Ed 引き 分 け 大 敗北 
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慎 環 


六 細 所 ・ 販 吾 


敵 朝 


中 ローH 財 女 さ 7 


立 装 外 千 
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真珠 湾 攻 撃 と マレ ー、 フ ィ リ ピン へ の 侵攻 で 幕 を 開け た 太平 洋 戦争 で あっ た が 、 開 戦後 
わずか 半年 で 日 本 軍 の 攻勢 は 行き 詰 る 。 


工 環 海 、 ミ ッ ド ウェ ー で の 足 中 


開戦 以来 の 大 勝利 に よっ て 、 
日 本 軍 は アメ リカ 軍 や イギリス 
軍 な ど 連 合 軍 を フィ リピ ン や 東 
南ア ジア か ら 駆 逐 し 、 イ ンド ネ 
シア や マレ ー 半 島 な どの 南方 地 
域 を 占領 し て 、 戦 争 遂行 に 必要 
な 石油 な どの 資源 を 確保 する こ 
居 成 胃 導 塊 吉 どこ ごま で は ほぼ 
開戦 前 に 計画 し て いた 作戦 の 通 
り に 進ん だ 。 

日 本 は 緒戦 で 連合 軍 に 大 打撃 


の この 


<| 7 の 47 て 7 の 9 イク 
右 外 便 の 疾 三 


を 与え て し まえ ば 、 じ き に 講和 
に 応じ る だ ろう と いう 程度 の 認 
識 で 戦争 に 突入 し て いた 。 し か 
し 連合 軍 に 講和 の 考え は な く 、 
特に アメ リカ は パー ル ハ ー バ ー 
の 屈辱 を 晴らす べく 国民 の 戦意 
は 最高 潮 に 達し て いた 。 

日 本 軍 は アメ リカ を 屈服 させ 
る べく 、 次 な る 作戦 の 準備 に 取 
り 掛 か っ た 。 戦艦 「 大 和 」 上 の 
連合 艦隊 司令 長官 ・ 山 本 五 十 六 
大 将 は 、 ア メリ カ 軍 を 屈服 させ 
る た め に は ハワイ 攻略 し か な 


くそ で のだめ に は ます づ ミ リッド 
ウェ ー 島 の 攻略 が 必要 と 考え 
た 。 特 に ドゥ リットル に よっ て 
東京 が 空襲 され た こと は ミッ ド 
ウェ ー 攻 略 作戦 を 急 が せ た 。 一 
方 、 東 京 で 日 本 海軍 の 作戦 を 統 
括 す る 軍令 部 は 、 ア メリ カ と 
オー スト ラリ ア を 分 断 す る 「 米 
杜 遮 断 作戦 」 を 主張 する 。 そ し 
て 日 本 軍 は 自軍 の 戦力 を 過信 
し 、 ど ちら も 困難 な 作戦 で ある 
に も か か わら ず 、 そ の 両方 を 実 
施す る こと に な っ た の で ある 。 





その 結果 は 惨 慌 た る も の で 
あっ た 。 米 豪 遮 断 を 狙っ た 目 本 
軍 空 母 部 隊 は 、 菩 区 海 で アメ リ 
カ 軍 空母 部 隊 と 初め て 激突 す 
る 。 戦 い は ほぼ 互角 に 推移 する 
が 、 結 局 日 本 軍 の 作戦 は 阻止 
SUICILSeONe el Se2E 
ウェ ー に 向かっ た 日 本 軍 空 母 部 
隊 は アメ リカ 軍 の 待ち 伏せ に 遭 
い 、 虎 の 子 と も いえ る 大 型 空母 
4 隻 を 失う 大 敗北 を 喫する の で 
ある 。 そ の 結果 、 日 本 軍 は 開戦 
後 わ ず か 半年 で 主導 権 を 失っ て 
し 8 は SE 

そし て 日 本 軍 の 最大 進出 線 で 
あっ た ソロ モン 諸島 ガ ダ ル カ ナ 
ル 島 に アメ リカ 軍 が 上 陸 す る 。 
つい に アメ リカ 軍 の 反撃 が 始 
まっ た の だ 。 ガ ダル カナ ル を め 
ぐる 戦い は 粒 烈 を 極め 、 多 く の 
海賊 が 行なわ れ た 。 日 本 海軍 は 
よく 戦い 、 ア メリ カ 海 軍 と 互角 
に 渡り 合っ た 。 し か し それ は 目 
本 軍 が 予想 だ に し な か っ た 大 消 
耗 戦 で あっ た 。 両 軍 と も 多大 な 
損害 を こう お っ た が 、 巨 大 な 工 
業 力 を 持つ アメ リカ が 次 々 と 新 
た な 戦力 を 前 線 に 投入 し て くる 
の に 対し 、 日 本 軍 は 次 第 に 消耗 
し て ゆく 。 艦船 、 航 空 機 、 輸 送 
船舶 だ け で は な く 、 熟 練 の 指揮 
官 や パイ ロッ ト な どか けが え の 
な い 人 材 が 失わ れ た 。 

まだ 互角 の 戦力 で 行なわ れ た 
1942 年 の 一 連 の 戦い に 勝利 で 








き な か っ た こと で 、 日 本 の 戦略 
は 見 直し を 余儀 な くさ れ た の で 
ある 。 


日 増し に 重圧 を 増す 連合 軍 


1943 年 2 月 、 日 本 軍 は 多く 
の 犠牲 を 出し て ガダルカナル 島 
か ら 撤 退 し た 。 自 ら の 能力 を 越 
えて 戦線 を 拡大 し た が ゆえ の 痛 
恨 の 敗北 で ある 。 

ガダルカナル で 始ま っ た 連合 
軍 の 反攻 は ニュ ー ギ ニア で も 始 

まり 、 日 本 軍 は その 対処 に 追わ 
れ て いた 。 1943 年 3 月 に は ユ 
エ 、 サ ラ モ ア の 守備 を 強化 する 

た め に 部 隊 を 送り 込 も うと し た 
が 、 連 合 軍 の 空襲 に よっ て 大 き 
な 損害 を と うお っ た 。 す で に 
ニュ ー ギ ニア 周辺 海域 も 連合 1 
航空 部 隊 の 歌 属す る と ころ と な 
り 、 日 本 軍 の 戦略 は も は や 立ち 
人 80 な つた だ 

この 劣勢 を 挽回 する た め に 連 
合 艦隊 は 、 再 建 途上 で あっ た 空 
母 部 隊 の 艦載 機 ま で 投入 し た 
「 い 号 」 作戦 を 発令 する が 、 戦 
果 を 挙げ られ ず 、 い た ずら に 艦 
載 機 に 損害 を 出し て 空母 部 隊 の 
再建 を 遅らせ る 結果 と な っ て し 
まっ た 。 ま た 作戦 終了 直後 に 、 
山本 長官 が 登場 する 一 式 陸 攻 が 
撃 蘭 され 、 山 本 長官 が 戦死 する 

と いう 事態 も 引き 起こ し た 。 

日 本 軍 が 有効 な 戦略 を 見 い だ 
せな い 一 方 、 連 合 軍 は 島 づ た い 
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に じわじわ と 戦線 を 押し 上 げ 
た 。 目地 軍 も 反撃 し た が 、 レ ー 
ダー や 新鋭 機 の 前 に 、 損 害 を 重 
ね て 行く 。 連 合 軍 の 空襲 は いよ 
いよ 激 し さ を 増し 、1944 年 2 
月 に は 連合 軍 の 本 拠 地 で あっ た 
トラ ッ ク 島 が 大 空 を 受け 、 壊 
滅 的 な 打撃 を 受け る 。 大 部 分 の 
戦闘 艦 は 事前 に トラッ ク 島 か ら 
パラ オ な ど へ 避 退 し て いた も の 
の 、 大 型 タ ンカ ー や 港湾 施設 な 
どの 作戦 を 支え る 重要 な 船舶 ・ 
施設 が 失わ れ た 。 

つう し た. 据 俺 太る と | 目 ホ 
海軍 に 残さ れ た 選択 肢 は 「 決 戦 」 
に よる 戦局 の 打開 し か な か っ 
た 。 マ リア ナ 諸 島 な ど を 絶対 国 
防 圏 と し た 日 本 軍 は 空母 部 隊 を 
再建 し 、 侵 攻 し て くる アメ リカ 
軍 と の 決戦 を 待ち 望ん だ 。 





史上 最大 の 大 海戦 と 
連合 艦隊 の 壊 減 


1944 年 は アメ リカ 軍 側 も 大 
ZOO 人 0 ま CO7E ILY 
4 NN 

迫る 海軍 主体 の ニミッツ 部 隊 
320 
ン を うか が う 、 陸 軍 主 体 の マッ 
カー サー 部 隊 が 日 本 の 勢力 圏 に 
慢 炊 ほお うと いた だ 

燃料 や 物資 の 不足 に 苦し お 日 
本 軍 は 、 ア メリ カ 軍 の 次 の 攻勢 
に 柔軟 に 対応 する こと と が で き な 
か っ た 。 そ の た め 再 建 さ れ た 空 


ーー 計 09 83 


演 紀 中 


最 
トド 
| 
- 肛 
| 半 | 
モ 
必 





引 2 フ ロエン 


母 部 隊 や 航 補 部 隊 は マッ カー 
サー 部 隊 に 備え て いた が 、 予 想 
に 反し て 攻勢 に 出 た の は ニ ミ ッ 
ツ の 方 だ っ つた だ た 言 マ リア 7 ナ 話 伺 だ た 
押し 寄せ た アメ リカ 軍 は 、6 月 
15 日 に は 上 陸 を 成功 させ る 。 
あわ て て 駆け つけ た 日 本 空母 部 
隊 は 、 小 沢 治 三郎 中 将 の 下 、 空 
母 9 隻 を 集め た 日 本 軍 史 上 最大 
の 機動 部 隊 で あっ た 。 小 沢 長 官 
は アメ リカ 軍艦 載 機 の 航続 距離 
の 外 か ら 攻 撃 を 仕掛 ける 「 ア ウ 
トレ ンジ 」 作戦 を 考案 し 、 真 珠 
満 攻 撃 を 上 回 る 大 規模 な 航空 攻 
撃 を 仕掛 ける も 、 ア メリ カ 軍 艦 
船 に は ほとん ど 損 害 を 負わ せる 
こと な く 保 有機 の 大 半 を 失う 惨 
敗 を 喫 っ し 、 史 上 最大 の 空母 戦 
は あっ け な く 幕 を 閉じ た 。 マ リ 
アナ 諸島 は 陥落 し 、 や が て 長 距 





本 Y: わ ど 世 証 


南 夫 斑 洋 


区 爆撃 棋 B.29 が 進 山 し て 、 日 
本 本 士 へ の 空襲 が 始ま っ た 。 
交 RS 10 月 20 目 マッ カー リー 
が フィ リピ ン の レイ ラテ 鳥 に ま 
陸 、 日 本 軍 は 陸 海 軍 の 総力 を 挙 
げた 「 搾 号 」 作 戦 を 発令 、 日 本 
海軍 は アメ リカ 軍 上 陸 部 隊 砥 滅 
を 狙っ て 出撃 し た 。 押 し 寄せ る 
アメ リカ 軍 空 母 は あま り に 多 
く 、 普 通 の 作戦 で は レイ テ 島 に 
達する で と は で き な い 。 そこ と で 、 
残存 空母 を 陣 と し て 出撃 させ 、 
アメ リカ 軍 空 母 を レイ テ 島 の 北 
方 に 引き 寄せ 、 そ の すき に 戦艦 
「 大 和 」 を は じ め と する 戦艦 部 
隊 が レイ テ 島 に 突入 する と いう 
作戦 を 立案 し た 。 冠 母 部 隊 は 陶 
の 役目 を 果たし た も の の 、 そ の 
成功 の 知ら せ が 戦 艦 部 隊 に 届く 
こと は な く 、 目 標 直 前 で 作戦 は 








、 打ち切 られ た 。 参 加 艦 船 

数 と 戦闘 の 激 し さ か ら 

みて 史上 最大 の 大 海戦 

と な っ た この レイ テ 沖 

の 一 連 の 戦い に お いて 

も 目 本 軍 は 敗北 を 喫し 、 

戦艦 「 武 蔵 」 を はじめ と 

= する 多く の 艦 を 失っ た 。 

ZZ イリ リン が 失う / 

重 日本 は 、 ま だ マレ ー シ 

| ア や イン ド ネ シア の 資 

源 地帯 を 押さ えて いた 

議 護 も の の 、 本 土 と の 連絡 

を ほぼ ほ 和 失い 、 戦 争 遂行 能 

還 冬 乃 を も 失っ て し まっ た 。 

以後 日 本 軍 は パイ ロッ ト が 爆 

絡 を 搭載 し た 乗 機 ご と 敵 に 体 当 

た りす る 特攻 攻撃 に 頼る し か な 

か っ た 。 目 本 本 土 近海 の 硫黄 島 

や 沖縄 周辺 に 押し 寄せ た アメ リ 

カ 艦 隊 に 対し 特攻 攻撃 が 繰り 返 

され た 。 こ れ に 呼 店 し て 戦艦 「 大 

和 」 も 沖縄 に 出撃 する が 、 ア メ 

リカ 軍 空 母艦 載 機 に よる 空襲 を 
受け て 壮絶 な 最期 を 遂げ る 。 

沖縄 は 陥落 し 、 日 本 本 土 の 主 

要 都 市 も 焦 士 と 化し た 。 そ れ に 

も か か わら ず 陸 海軍 は 敗北 を 誰 

め ず 、 本 土 決戦 の 準備 を 進め た 。 

だ が 、1945 年 8 月 6 日 に 広島 、 

そし て 9 日 に 長崎 へ 原子 爆弾 

が 投下 され 、 ソ 連 が 日 本 に 宣戦 

2 の EE つ (まつ = 

本 は 戦い を や め 、 連 合 国 に 無 条 

件 降伏 し た の で ある 。 







































発展 させ て ゆく 。 


太平 洋 戦争 は 人 類 の 歴史 上 唯 
一 、 空 母 と 空母 の 戦い が 繰り 広 
げ ら れ た 戦争 で ある 。 戦争 を 通 

て 空母 は 戦艦 に 代わ っ て 海戦 
の 主役 中 心 と な り 、 以 前 の 主役 
で あっ た 戦艦 は 、 空 母 の 護衛 か 
陸上 へ の 砲撃 が 主任 務 と な っ て 
YS 。 

この 主役 交代 は 戦争 冒頭 、 目 
本 軍 に よる 上 真珠 湾 攻 撃 で 華々 し 
く 行 な われ た 。6 隻 の 大 型 空母 
か ら 発 進 し た 350 機 の 艦載 機 
は 真珠 注 に あっ た アメ リカ 軍 の 
8 隻 の 旧式 戦艦 を 撃沈 ・ 撃 破 し 
た の で ある 。 皮肉 に も これ は 空 
母 の 力 を 示す と と も に 、 真 珠 湾 
攻撃 の 戦果 が 実り の 少な いも の 
で あっ た こと も を 意味 し た 。 撃破 
し た 戦艦 は も は や 海戦 の 主役 に 
は な りえ な いも の だ っ た か ら で 
ある 。 当時 太平 洋 に いた 3 供 
の 大 型 空 母 は 日 本 軍 の 攻撃 を ま 
ぬ が れ 、 日 本 軍 に 反撃 する 機会 
を うか が っ た 。 

開戦 後半 年 の 間 は 日 本 軍 は 勢 
力 範囲 を 急速 に 広げ た 。 日 本 の 
大 型 空 母 は 集中 し て 運用 され 、 
オー スト ラリ ア や イン ド 洋 で 作 
戦 を 行ない 、 真 珠 湾 の と き と 同 
様 に その 力 を 見 せつ けた 。 し か 











肉 な 破 思 原 


日 米 空母 部 隊 は 1942 年 に 4 回 激突 し た 。 両 軍 は 戦い を 通じ て さま ざま な 作戦 ・ 戦 術 を 
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し イン ド 洋 で は 、 陸 上 基地 を 発 
進 し た イギリス 軍 爆 撃 機 が 、 命 
中 し な か っ た も の の 空母 「 赤 
城 」 に 爆弾 を 投下 する な ど 、 日 
本 艦隊 の 防空 体制 の 不備 も み ら 
れ た 。 


区 ⑧ 再 海 


その 間 ア メリ カ 軍 空母 は 1 
隻 な いし 2 隻 の 任務 部 隊 を 編 
成 し 、 日 本 軍 の 勢力 圏 の 未 端 部 
だ 対し ビッ ドン シド ラン 攻 撃 
を 繰り 返し た 。 そ し て 1942 年 
4 月 に は 空母 か ら 中型 の 陸上 爆 
撃 機 を 発進 させ て 東京 を 爆撃 す 
る 。 効 果 は ほとん ど な か っ た が 、 

アメ リカ 軍 空 母 部 隊 は 来る べき 
決戦 に 向け て 次 第 に 経験 を 積ん 

で ぷら だ 。5 衣 目 林 生き は 2 隻 
の 大 型 空母 ( 閉 鈴 」「 瑞 鈴 」) 
と 1 隻 の 軽 空 母 を ポー トモ レ 
スピ ビー 攻略 支援 の た め に 華 期 海 
へ 進出 させ た 。 ア メリ カ 軍 は と 
れ を 2 隻 の 大 型 空母 (( レキ シ 
ジジ IE ジリ N ぐ 3 川 
え 撃 つ 。2 日 間 に わ た る 史上 初 
の 空母 戦は 両 箇 と も 混乱 の うち 
に 行なわ れ た 。 両 軍 の 空母 は な 
か な か 相手 を 発見 で きず 、 互 い 
に 目標 を 誤認 し た 。 ま た 夕 閣 迫 





ころ 目標 に 達し た 日 本 軍 攻 撃 
隊 は 目標 を 発見 で き な か っ た ば 
か りか 、 一 部 は 敵 空母 に 間違っ 
て 着 艦 を 試み る と いう 和 失態 を 犯 
し た 。 戦い は 日 本 軍 が 軽 空母 1 
頒 、 ア メリ カ が 大 型 空母 1 隻 
を 失っ た が 実質 的 な 勝者 は アメ 
リ 丸 軍 だ っ た 。 日 本 軍 の 大 型 夫 
母 2 隻 は 損傷 と 、 艦 載 機 の 損 
内 は 5 続く ミッド ウ ョ 語 海 
戦 に 参加 で き な か っ た か ら た だ 。 








ミツ ドウ ェ ー 


6 月 に 行なわ れ た ミッ ド 
ウェ ー 海 戦 で は 日 本 軍 は 戦略 的 
な 失敗 を いく つも 犯し た 。 ま ず 
暗号 が 解読 され 、 作 戦 の 全貌 は 
アメ リカ 軍 の 知る と ころ と な っ 
た 。 ま た 護衛 の 少な い 機 動 部 隊 
を 全 艦 隊 の 先頭 に 立て て し まっ 
た 。 機動 部 隊 に は 大 型 空 母 4 
隻 が めった が 、 一 方 の アメ リカ 
箇 は 天 型 空母 3 優 有 加え 、 ミッ 
ドウ ェ ー 島 の 基地 と その 100 
機 の 航空 機 が 使用 で き 、 実 際 に 
戦っ た 航空 機 の 数 を 数 える と ア 

メリ カ 軍 を 優位 に 立た せ て し 
に 二 う 0 

さら に 、 機 動 部 隊 に は ミッ ド 
ウェ ー 島 の 無力 化 と 、 そ れ を 阻 

1 
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止 し よう と 出撃 し て くる アメ リ 


カ 帳 隊 の 撃破 と いう 二 重 の 目標 
を 割り 当て られ て お り 、 と れ も 
現場 の 作戦 判断 に 大 き な 影 響 を 
OZ 7 

戦術 的 に も 問題 が 多かっ た 。 
まず 索敵 で ある 。 ア メリ カ 軍 は 
工 期 海 海戦 の 反省 か ら 索 敵 に 力 
を 人 入れ 、 前 夜 か ら 漠 空 時 間 が 長 
く 監視 要員 も 多数 佑 場 する カタ 
リナ 飛行 艇 を 投信 し て 索敵 し て 
いた の に 対し 、 日 本 軍 は 重 人 と 
戦艦 に 搭載 され た 水上 機 が 索敵 
を 行なっ た 。 し か も 目 本 軍 の 秋 
英 は 同じ コー ス を 複数 機 で カ 
バー し な いも の で 、 も し も 見 落 
りり の 二 で 人 に 仁 が の の っ 
Ve り 94 れ は て れれ ま で と いう 
oO の G あめ 5 。 

両 軍 の 空母 部 隊 の 編成 も 対 照 
的 で ある 。 日 本 軍 は 4 隻 の 空 
母 を まとめ て 運用 し た 。 こ れ は 
大 規模 な 空襲 を 行なう の に は 都 
合 が 良い が 、 攻 撃 に さら され る 
と 史実 の よう に 複数 の 空母 が リ 
スス に さら さき され る 。 ー 久 の アメ 
リカ 軍 は 3 隻 の 空母 を 2 つの 
部 隊 に 分 けた 。 日 本 軍 の 攻撃 
2 ラジ 面 (82 
われ 、 ほ か の 2 隻 の 空母 は 無傷 
で あっ た 。 ま た 、 日 本 軍 が 採用 
し た 箱 型 の 陣形 は アメ リカ 軍 の 
輸 形 細 と 比べ て 対空 砲火 の 効率 
が 劣っ て いた 。 当 時 の アメ リカ 





























お ら ず 、 空 母 の 護衛 は 重 巡 、 防 


空 巡 洋 艦 が 主体 だ っ た 。 フ レッ 
ーー スペ クル レー クア シム な どの 
指揮 官 も 巡 洋 艇 部 隊 出 身 で あ 
る 。 ア メリ カ 軍 の 作戦 ・ 戦 術 に 
は そう いっ た も の も 影響 し て い 
た か も し れ な い 。 

戦い の 経過 と 結果 は 本 文 記事 
に 譲る が 、 負 ける べく し て 人 負け 
た 戦い だ っ た と いえ よう 。 


第 二 次 ソ ロモ ン と 
南 太平 洋 海戦 

1942 年 中 に は さら に 2 つの 
空 坪 戦 が ガダルカナル を めぐ っ 
1 人 RS わ 2076 生 罰 ミ パソ モン 
で は 日 本 軍 は 機動 部 隊 の 前 に 戦 
艦 と 重 巡 を 基幹 と する 前 衛 を 出 
し 、 索 敵 と 敵 の 誘引 を 狙っ た 。 
また 機動 部 隊 に は 軽 空母 「 龍 愉 」 
が 付属 し 、 上 空 の 直 衛 も 担う こ 
と に な っ て いた 。 の ち に 「 龍 弁 」 
は 分 離さ れ 、 ア メリ カ 軍 空母 機 
の 攻撃 を 受け て 沈む が 、 本 隊 は 
攻撃 を 逃れ て お り 、 陣 と し て の 
役割 を 果たし た と と に な る 。 ま 
た 、 搭 載 機 の 構成 に も 変化 が 見 
られ る 。 冠 母 や 攻撃 隊 の 護衛 を 
香 視 し 、 と れ ま で ほぼ 3 分 の 1 
だ っ た 戦闘 機 の 割合 を 、 ア メリ 
カ 軍 と 同様 に 4 割 に まで 増やし 
2 の )IG め の 

と の 海賊 で アメ リカ 軍 は 、 爆 
球 さ せ た 人 急降下 爆撃 機 に 索敵 を 






















は そ が れる が 、 多 く の 英 機 を 
飛ば すこ と と で いち 早く 敵 を 発見 
し 、 あ わ よ くば 爆弾 を 命中 させ 
る で と どの で きる 。 有力 な し コ 
ダー を 持た な い 日 本 軍 は と うし 
た 索敵 機 の 存在 に 気づか ず 、 実 
際 、 南 太平 洋 海 温 で は 敵 攻撃 
件 務 の ドー ンド レス に よう で 剛 
空母 「 瑞 鳳 」 を 撃破 され て いる 。 

敵 を 発見 し た の は アメ リカ 軍 
が 先 だ っ た が 、 ア メリ カ 軍 が ! 衣 
台 」 に 気 を と られ て いる 間 に 目 
本 軍 は アメ リカ 冠 母 部 隊 に 攻撃 
際 寺 寺 る の で の レー クー 6 目 夫 
軍機 の 接近 を 知っ た アメ リカ 軍 
は 、 多 数 の 戦闘 機 を 発進 させ て 
迎撃 し 、 さ ら に アメ リカ 軍 輸 形 
陣 に は 戦艦 が 参加 し て 強力 な 対 
空砲 火 で 空母 を 守っ た 。 日 本 軍 
の の 
を 中 破 さ せる に と ど ま っ た の で 
ある 。 

第 二 次 ソ ロモ ン 海 戦 と 南 太 ヨ 
洋 海戦 の 間 に 、 日 本 軍 の 潜水 艦 
が アメ リカ 軍 空 母 1 食 を 撃沈 、 
1 隻 を 大 破 さ せ た 。 こ れ に より 
アメ リカ 軍 は 南 太平 洋 海戦 に 空 
母 を 2 隻 し か 投入 で きず 、 大小 
4 和 隻 の 空母 を 擁する 日 本 機動 部 
隊 は 有利 に 戦闘 を 進め る こと が 
で きき 。 

「 瑞 鳳 」「 翔 稚 」 が 損傷 し た も 
の の 、「 ホ ーネット 」 を 撃沈 、「 エ 
ンタ ー プ ライ ズ 」 を 中 破 さ せ た 
の で ある 。 こ の 海戦 で は 日 本 軍 
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の 攻撃 を 誘引 し た し 、 ア メリ カ 
軍 の 系 敵 攻 撃 機 も 役目 を 果 た 
し 、 両 軍 の 戦術 は 一 定 の 成果 を 
収め た 。 だ が 勝利 し た 日 本 軍 は 
多大 な 艦載 機 と 搭乗 員 の 損失 を 
と こう お っ て お り 、 こ の 補充 に 以 
後 坦 じ U お と と に な る 。 

日 本 軍 航 空 機 の 損失 が 大 き 
か っ た 要因 に は 、 艦 爆 、 艦 攻 の 
性 能 が 不足 し て きた こ て と 。 航空 
機 の 防御 力 が 貧弱 だ っ た こと 。 
の UMG スリ 軸 が レー ダー だ 
よっ て 地 撃 機 を 効果 的 に 運用 
し 、 艦 隊 自 身 の 対空 能力 も 向上 
し た こと が 挙げ られ る 。 ア メリ 
カ 軍 の 防空 能力 は さら に 向上 を 
続け 、 こ うし た 状況 の も と マリ 
アナ 沖 海戦 が 発生 し 、 空 母 戦 ド 
クト リン が 確立 され る 1944 年 
に は 日 本 軍機 動 部 隊 は まっ た く 
2 周 省 きく ZR る 











ター ニン グ ボ イン ト 


日 本 軍 は 1942 年 に 6 隻 の 空 
母 を 失い 、 ア メリ カ 軍 は 4 隻 の 
空母 を 失っ た 。 だ が 、 ア メリ カ 
軍 の 喪失 空母 4 隻 の うち 2 隻 
は 日 本 軍 洪 水 艦 に よる 戦果 で あ 
り 、 ア メリ カ 軍 は 空母 戦 に 自信 
を 深め て ゆく 。 ま た 、 ま だ 空母 
戦 が 試行 錯誤 の 段階 に あっ た 
1942 年 に 日 本 軍 が あま り に 多 
く の 損 失 を を こう お っ た と と は 、 
非常 に 惜しま れる の で ある 。 








の 前 衛 部 隊 は アメ リカ 軍 空 母 機 


_。 PACITIC WAR 


奴 本 雅之 


コラ ム 


CA ア 


Cog7 4 Pa7ro/ 


CAP (キャ ッ プ ) と は 「Combat Air Patrol|」 の 略 で 、 日 本 語 
で は 戦闘 空中 哨戒 と 呼ば れる 。 英機 の 来襲 に 即応 で きる よう に 、 
戦闘 機 ( 直 衛 機 ) を 武装 させ て 上 空 で 待機 させ て お く こ と で ある 。 

日 本 軍 の 零 戦は 滞空 時 間 が 長く 、 良 好 な 運動 性 と 上 昇 性 能 
持っ て お り 、 攻 撃隊 の 護衛 ば か り で な く CAP 任務 に も 活躍 し た 。 
ミッ ドウ ェ ー 海 戦 で は 最終 的 に 空母 へ の 命中 弾 を 許す も の の 、 そ 
れ ま で 多く の アメ リカ 軍機 を 撃墜 ・ 撃 退 し て いる こと に 注目 し 
ya 

緒戦 の アメ リカ 軍 は 、 戦 闘 機 の 能力 は 日 本 軍 に 劣っ て いた が 、 
優れ た レー ダー を 用 いて 、 艦 隊 の は る か 前 方 で 日 本 軍機 を 迎撃 
する 戦術 を と る よう に な る 。 第 二 次 ソ ロモ ン 海 戦 で は 、「 翔 稚 」 
を 発進 し た 攻撃 隊 が 待ち 構え た CAP 任務 の ワイ ルド キャ ッ ト 30 
機 以上 に 迎撃 され 、 大 き な 損 害 を 受け た 。 南 太平 洋 海 温 で も 日 
本 軍 の 攻撃 隊 は アメ リカ 軍 の CAP の 前 に 多く の 犠牲 を 出し た 。 

極め つけ は マリ アナ 沖 海 温 で あっ た 。 大 量 に 建造 され た 計 衛 空 
母 か ら 発進 し た 戦闘 機 が 、 ア メリ カ 艦 隊 上 空 や 艦隊 前 方 で CAP 
に つき 、「 ア ウト レン ジ 戦 法 」 で 飛来 する 日 本 軍機 を か た っ ぱし 
か ら 撃 墜 し た の で ある 。 こ の ころ に な る と アメ リカ 軍 の レー ダー 
の 能力 は 、 非常 に 高く な り 、 来襲 する 日 本 軍 攻 撃隊 の 高度 、 速度 、 
編隊 規模 な ど は た だ ち に 戦闘 指揮 所 の 知る と ころ と な っ た 。 ア 
メリ カ 軍 管制 官 は 、CAP 隊 に 必要 な 高度 、 方 角 を 細か く 指 示し 、 
理想 的 な 位置 か ら 日 本 軍 攻 撃隊 に 襲い 掛か っ た の で ある 。 

マリ アナ 沖 海 載 と いえ ば 、 ア メリ カ 艦 隊 の 、 近 接 信管 を 採用 
し た 正確 な 対空 砲火 が よく 知ら れ て いる が 、 レ ー ダ ー に 導 か れ 
た CAP 隊 の 方 が 、 よ り 多 く の 日 本 軍機 を 撃墜 し て いる の だ 。 

また 、 大 戦 を 通じ て 、 日 本 軍 空 母 の 艦載 機 に 戦闘 機 の 占め る 
割合 は アメ リカ 軍 に 比べ て 低く 、 少 な い 護 衛 で 攻撃 機 、 爆 撃 機 
が アメ リカ 軍 の CAP を 突破 し よう と し た た め に 大 き な 損 害 を 出 
し て し まっ た こと と は 否定 で き な い だ ろう 。 
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# 


作戦 攻 較 





写 圭 決戦 シナ リオ レ ィ テ 空 太 溢 黄 / 


烈 属 と 信濃 が レイ テ へ 江 / 最終 溢 江 を 詳 ち 必 れ 


日 本 軍 戦 力 

クラ ー ク 基地 

戦闘 機 120 攻撃 機 8 爆撃 機 52 
索敵 機 5 

第 1 遊撃 部 隊 本 隊 

戦艦 5「 大 和 」「 武 蔵 」「 長 門 」「 金 剛 ] 
「 標 名 」 

重 巡 10 「 利 根 」「 筑 摩 」! 高 雄 」「 愛 岩 」 
「 摩 耶 」「 鳥 海 」「 交 高 」「 羽 黒 」「 鈴 谷 」 
[熊野 」 

軽 巡 2「 矢 知 」「 能 代 」 

肥 逐 艦 15「 野 分 」「 雪 風 」「 浦 風 」「 科 
風 」 「 浜 風 」「 島 風 」 『 長 波 」「 浜 波 」『 岩 
波 」 藤波 」「 沖 波 」「 清 政 」 「 朝 回 」「 秋 
束 」「 早 弟 」 

索敵 機 7 

第 1 遊撃 部 隊 支 隊 

戦艦 2「 山 城 」「 兵 桑 」 

重 巡 1「 最 上 」 

駆逐 艦 4「 山 雲 」「 朝 雲 」「 満 潮 」「 時 雨 」 
ES 


第 2 機動 艦隊 

重 巡 2 『 那 智 ]『 足 柄 ] 

軽 公 1「 阿 武 隈 」 

駆逐 艦 7 「 不 知 火 」「 若 葉 ]「 初 春 」「 初 
類 』「 器 」『 嘱 」『 浦 」 

空母 4「 信 濃 」「 寺 龍 」「 天 城 」「 葛 城 」 
戦闘 機 81 攻撃 機 72 爆撃 機 72 


戦 艇 2 伊勢 」「 日 向 」 

軽 巡 3「 大 淀 」「 一 十 鈴 」「 多 摩 」 
駆逐 艦 8 「 秋 月 」「 初 月 」 「 若 月 」「 究 月 」 
「 桐 」「 横 」「 艇 」「 桑 」 

空母 7「 大 鳳 」「 翔 論 」「 瑞 倫 」「 飛 鷹 」 
「 千 歳 」「 王 代田 」『 瑞 鳳 ] 

戦闘 機 98 攻撃 機 59 爆撃 機 148 
索敵 機 9 

米 軍 戦 力 

第 38 侍 務 部 隊 第 2 群 

股 紙 2 貞昌 コジ 
2 

軽 巡 2「 マ イア ミ 」「 ヴ ィ ン セ シス 」 
駆逐 艦 18「 ヒ コッ クス 」「 カ シン グ 」 
2 大 マン bl 上 ディ 
シギ ー」 [オー ウェ エン 」『 バ ン ト 「 ハ 
ル ゼ イ ・ ポ ー ウ ェ ル 」「 ミ ラー」 「 ル 
イス ハジ ョ リック 」 | ステ ラテ ェ ンー ポッ 
ター」「 ウ ェ ッ ダー バー ン 」「『 ウ ル マ シ 」 
ルド 必 6 還 ジル 受 履 
ンド に ワイ ニー ジ の BN 
空母 5『「 イ ント レビ ッ ト 」「 ハ ンコ ッ ク 」 
「 パ ンカ ー・ ヒ ル 」「 カ ボッ ト 」「 イ ン 
イペ シル デ ジ シス | 

戦闘 機 156 攻撃 機 72 爆撃 機 81 


88 9 ケ 77 


ii 


(① 第 1 遊撃 部 隊 本 隊 


(の 第 1 季 者 了 隊 = 


第 38 任務 部 隊 第 2 群 


第 7 任務 隊 4 千 


9 ーー 


索敵 機 12 
第 38 任務 部 隊 第 3 群 


戦艦 4「 ワ シン トン 」「 サ ウス ・ ダ コタ 」 
252700MllSZd の セツ 9 

軽 巡 4「 バ ー ミ ン ガ ム 」「 モ ー ビ ル 」「 レ 
ウ E 汰 es 必 iE | 

駆逐 艦 14「 ド ー チ 」「 カ ッ シ ン 」 「 ボ ポー 
sn ジー ル RI コッ ド シ ョ | が ド 
リン グ 」「 キ ャ ラガ ン 」「 ヒ ー リ イコ 」「 ク 
22227 と ロレ ハグ ラン 日 当 罪 玉 2 
「 プ レス トン 」「 ロ ング ショ ウ 」「 プ レ 
チェ ッ ト 」「 ア ー ウ ィ ン 」『 ロ ウズ 」 
空母 4「 エ セッ クス 」「 レ キシ ント ン 
則 『「 ブ プリ ンス トン 」「 ラ シグ レー] 
戦闘 機 120 攻撃 機 54 爆撃 機 54 
索敵 機 8 

第 38 任務 部 隊 第 4 群 

重 芝 1 「 ニ ュー・ オ リン ズ 」 

軽 区 1 「 ビ ロク シー」 

駆逐 艦 11 「 ヘ ルム 」「 ウ ィ ル クス 」 「 バ 


グレ イ 」『 グ リッ ドレ イ 」1 ラ ル ラ ・ 
タル ボッ ト 」「 マ ッ コ ー ル 』「 ニ コル 
ツジ] マグ ラ ォ ー ド 」 [スワ シン ン 」 
icc4gJD 間 Ao ジジ | 

空母 4「 エ ンタ ー プ ライ ズ 」「 フ ラン 
クリ EE サシ ッ ジ シン トド に N 正 計 > 
ウド Ni 

戦闘 機 120 攻撃 機 54 爆撃 機 54 
索敵 機 8 

第 77 任務 部 隊 4 群 

駆逐 艦 3「 ジ ョ ンス トン 」 「 ホ ー ル 」「 ヒ 
アマ ン 」 

空母 6「 ホ ワイ ト プ レ ー ン ズ 」「 ガ ン 
ビア ベイ 」「 フ ァ ン ショ ウ ベ イ 」「 カ 
ニン ベイ 」「 キ トカ ン ベ イ 」「 セ ント 
中 中 | 

戦闘 機 108 攻撃 機 54 爆撃 機 0 
索敵 機 0 

第 78 任務 部 隊 


戦 入 5「 メ リー ラン ド 」「 カ リフ ォ ル 


詞 導 人 四 8 Zen ウン ニコ 
2 三 7 ま パシ ジル 三 7| 

重 巡 4「 オ ー ス トラ リア 」「 ボ ー ト ラ 
シド 」「 ミ ネ ア ポ リス 」「 ル イス ビル 」 
軽 巡 4「 フ ェ ニ ックス 」「 コ ロン ビア 」 
人 二 0 ボ イ ジ ー」 

駆逐 艦 20「 リ チャ ー ド ・ リ アリ イィ 」「 へ 
218222MRiDSSESH0co22 人 | が NN 以 825 
コー 人 RU に ドド ュ ク 
02 ドブ ラン 87222R 山 回! 還 光 光 伸 
た 2N22SINNU 2 
ルズ 」 「 コ ニー」 「 デ イリ イ 」「 オ ー リ ッ 
レヒ に コピ ウン 1 ニレ 1 ドック = ニモ 
EE) 村 クラ クト ジリ 
ス 」 

レイ テ 上 陸 艦 隊 

輸送 船 15 





較 シナ リオ 概略 

史実 に お ける 悲 愉 極 まり な い 
状況 と は 異な り 、 日 本 が 空母 及 
び 航 空戦 力 を 温存 し た と いう 設 
定 に お ける レイ テ 戦 で ある 。 マ 
リア ナ の 戦い が 発生 し な か っ た 
と いう 放 に 、 信 濃 や 雲 馬 な どの 
戦力 が 加わ っ て いる 。 

勝利 の た め に は レイ テ 湾 の 上 
陸 部 隊 を 撃滅 する ほか 、 敵 正規 
空母 の 撃沈 が 必須 と な る 。 


圏 時 計 を 進め る 前 に 

1 ) クラ ー ク 基地 の 攻撃 隊 を す 
べ て を 1 つの 攻撃 隊 へ 再編 成 。 
2) クラ ー ク 基地 か ら 東 の 海域 
を 索敵 。 空 母 の 索敵 は まだ 行わ 
な い 。 

3) 艦隊 3 つ を 、 で きる か ぎり 
最短 ルー ト を 描く よう に レイ テ 
へ 近づけ る 。 

4 ) 第 一 機動 艦隊 に つい て は 、 
2 つの 可能 性 が ある 。 攻 撃隊 に 
存在 する ゼロ 戦 を か き 集 め て エ 
アカ バー を 張る か 、 あ る い は 第 
一 機動 部 隊 は 陣 と 割り きっ て 、 
せめ て 一 矢 報 いる べく 攻撃 隊 を 


重視 する か 。 後 者 を 選ん だ 場合 
の ほう が 若干 運 に 左右 され る 要 
素 が 増え る が 、 戦 果 も 上 が りや 
すい 。 

5) 第 二 機 動 部 隊 は 、 防 空 隊 を 
護衛 任務 に つか せ て お く こ と 。 
万 全 を 期す の で あれ ば 、 攻 撃隊 
か ら ゼ ロ 戦 を 独立 させ て 防空 隊 
予備 と し 、 複 数 の 防空 隊 で 機動 
部 隊 を カバ ー し た い 。 敵 の 攻撃 
隊 へ の 備え と いう より も 、 索 敵 
機 を 落と せる か どう か の 差 が 大 
きい 。 


田 作戦 開始 


レイ テ 湾 に いる 上 陸 部 隊 を 全 


滅 さ せ た う え で 、 事 実 上 敵 の 正 
規 空母 3 隻 、 お そら く は 4 隻 を 
撃沈 し な く て は な ら な い 。 敵 の 
戦艦 や 重 巡 を どん な に 沈め て も 
意味 が な いこ と に は 注意 が 必要 
だ 。 軽 空母 を 撃沈 し て も 勝利 に 
は 貢献 し な い が 、 敵 の 航空 隊 の 
猛威 を 削減 で きる の は 大 きい 。 
基本 的 に 、 こ ちら の 航空 戦力 
で 敵 正規 空 母 を 撃沈 で きる と は 
思わ な い ほ うがい い 。 万 事 うま 


YUEM【 民 (1 


く 行っ て 1 隻 沈め られ れ ば 侯 倖 
程度 に 考え て お く と と 。 あ くま 
で も 主役 は 戦艦 で あり 、 砲 戦 で 
敵 機動 艦隊 を 粉砕 する の が 勝ち 
助 で ある 。 

レイ テ 湾 の 上 陸 部 隊 は 、 空 襲 
で か ん た ん に 全滅 させ られ る 。 
湾内 で 敵 の 戦艦 と 砲戦 に な る 危 
険 を 冒す より は 、 第 二 機 動 部 隊 
の 攻撃 隊 で 壊滅 させ よう 。 





田 勝率 

史実 の 状況 に 比べ る と 、 こ の 
シナ リオ の 日 本 軍 に は 大 い に 勝 
ち 目 が ある 。 し か し それ は 航空 
戦力 が 温存 され て いた と いう 歴 
史 の 評 が シナ リオ で 再現 され 
て いる か ら で は な い と の 時 
期 に 至っ て は 、 た と え 日 本 軍 の 
航空 戦力 が 温存 され て いよ うと 
も 、 そ れ が 戦局 に 決定 的 な 変化 
を も た ら す 可能 性 は 低い の だ 。 

と は いえ 、 ク ラー ク 基 地 の 攻 
撃隊 や 、 空 母 攻 撃隊 最後 の 奮闘 
が 、 敵 の 正規 空母 を 漁 礁 に 変え 
る 可能 性 は 残さ れ て いる 。 健闘 
を 期待 し た い 。 








勝 利 条 件 
10 月 25 日 20000 まで に レイ テ 湾 の アメ リカ 上 陸 艦 隊 を 全 


滅する 。 


判定 基準 | レイ テ 湾 の 輸送 艦隊 の 輸送 艦 を 0 隻 に する 


プラ スポ ボ ポイ ンド ト | 米 各 大 型 空 評 (ワスプ 中 ホー ネッ ト 由 イン トレ ビッ ト , 


バン カー・ ヒ ル , エ セッ クス , レキ シン トン 1 フラ ンク リ 
ツ , エンタープライズ) を 大 破 1 洗 浸 2 








マイ カス ボイン ド | 日 本 側 大 型 艦 ( 信濃 , 瑞 鈴 , 大 和 , 武蔵 ) 大 破 -1, 沈 没 -2 





判定 基準 を 満た し た 場合 
大 勝利 勝利 eg 


判定 基準 を 満た さ な い 場合 
辛勝 引き 分 け 大 敗北 
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選 束 押 室 Ni 畠 避 


挫 細 吾 ・ 理 澤 


藻 紀 吉 


WM ロマ 一 H 由 放さ 罰 


南 
太 
下 
洋 


寺 S こ 4 


NAT 


作戦 攻 較 





洛 坪 決戦 シナ リ オ ラバ ウル の 閥 厨 


日 本 軍 戦 力 

ラバ ウル 基地 

戦闘 機 71 攻撃 機 12 爆撃 機 22 

| 素敵 機 5 

連合 艦隊 本 体 

戦艦 2 「 金 則 」「 権 名 」 

重 芝 5「 策 摩 」『 鈴 谷 」「 最 上 」 競 高 | 
『 羽 黒 」 

軽 巡 2「 阿 賀 野 」 中 川内 」 

駆逐 朋 6「 若 月 」「 初 風 」 [五月雨 」『 時 
耳 」「 長 浜 」「 白 路 」 

空母 3「 翔 鶴 」「 瑞 鶴 」「 瑞 鳳 」 
戦闘 機 75 攻撃 機 36 爆撃 機 3e 
索敵 機 13 


連合 艦隊 支援 部 隊 

|: い W 電 所 提議 叉 = 引 間 5 引 間 Ei 
軽 巡 1「 能 代 」 

駆逐 朋 6「 若 月 」「 浦 風 」 「 海 風 」 「 巻 波 」 
「 海 波 」 朋 浪 」「 涼 波 』 

空母 3 | 儲 訂 上 明 代 議 | 旧 因 上 
戦闘 機 65 攻撃 機 0 爆撃 機 45 
索敵 機 4 


ブー ゲン ビル 逆 上 陸 隊 


軽 災 1「 夕 張 」 
駆 乏 用 き 「 天 竣 ] 狼 月 」「 文 月 」「 水 無 月 」 
「 夕 販 」 


Ei 目 1 


米 軍 戦 力 
ヘン ダー ソン 基地 
戦闘 機 38 攻撃 機 2 爆撃 機 20 
末 英 機 5 


ボー トモ レス ビー 基地 


戦闘 機 107 攻撃 機 4 爆撃 機 24 
大 型 爆撃 機 64 索敵 機 6 


アメ リカ 第 38 任務 部 隊 
艇 巡 2「 サ ン ・ デ ィ エ ゴ 」「 サ シン ・ ジ ェ 
2 人 

駆逐 盤 9「 ハ ド ソ ン 」「 フ ラム 」「 ブ キャ 
2 中 還 M22IEHAS DeIES2 
に の この 上 2722 レジ ランボ ルド 引 
ネッ ト 」「 ラ ンズ ダウ シン 」 

空母 2 「 サ ラ ト ガ 」「 ブ リン スト ン 」 
戦闘 機 52 攻撃 機 23 爆撃 機 18 
索敵 機 5 


アメ リカ 第 50 任務 部 隊 3 群 
肛 逐 般 8「 ス タッ ク 」「 パ ラー ド 」「 チ ャ 
シシ jlk< キ 1 ウイ ルル ツル 2 
テレ ッ ト 」「 キ ッ ド 」「 マ レイ 」 
空母 3「 エ セッ ク ネ 」「 バ ンカ ー ヒ ル 」 
| 語 人 20KTCNM2 | 

| 戦 間 機 120 攻撃 機 46 爆 内 機 64 
索敵 機 4 
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軽 巡 3「 コ ロン ビア 」「 モ ント ピリ ア 」 
2 ラン バド | 

駆逐 艦 6「 ダ イソ ン 」「 サ ッ チ ャ ー」 
JSP2S2 リリ ニン 
vie に グラ クジ ドジ 


岩本 徹 





1) 連合 乱 隊 本 体 の 攻撃 隊 を 対 艦 装 備 で 発進 準 





5 室 麻 ど 


圏 シナ リオ 概略 





ガダルカナル 陥落 後 、 ブ ー ゲ ン ビ ル 島 に 上 陸 


し て きた 米 軍 を 撃退 する た め 逆 上 陸 を 仕掛 ける 
と いう シナ リオ 。 既に 彼 我 の 戦力 は 逆転 、 敵 主 
力 機動 部 隊 の 撃破 は 困難 だ 。 と は いえ 努力 次 第 
で 戦力 差 を 覆す こと は 不可 能 で は な い 。 

史実 の 「 ろ 号 作戦 」 が これ に 近く 、 そ こ で は 
投入 され な か っ た 空母 戦力 が 登場 する 。 


園 時 計 を 進め る 前 に 








備 。 逆 上 陸 支 援 部 隊 も 同様 に 攻 
撃隊 か ら 発 刊 準備 を 開始 する 。 
2) 索敵 は ブー ゲン ビル 鳥 の 東 
西 両 岸 を 中 心 と する 。 ラ バウ ル 
か ら も 和 敵 機 を 出す こと 。 

3 ) 艦隊 は 南南西 に 進路 を 取る 。 
逆 上 陸 部 隊 は いっ た ん ラバ ウル 
北 を 目指 し 、 そ こ か ら タ ロキ ナ 


を 目指 す 。 

4 ) ラバ ウル の 防空 隊 は 連合 艦 
隊 本 体 を 護衛 する 。 

田 作戦 開始 


空母 2 隻 を 中 心 と し た 艦隊 の 
撃滅 は 簡単 だ が 、 空 母 3 隻 を 中 
心 と し た 敵 主 力 が 非常 に 厄介 
だ 。 ま た 、 敵 に は 輸送 艦 10 隻 
を 含む 艦隊 が 存在 する が 、 こ れ 
は 勝利 に は 影響 し な い の で 無視 
9 の を ど 。 

いずれ に し て も 、 最 初 に 索敵 
網 に 引っ か か る の は アメ リカ 第 
38 任務 部 隊 で ある 確率 が 高い 
(第 39 の ほう が 先 に か か る こ 
と も 多い )。 迷 ちず に すべ て の 
攻撃 機 を 突入 させ 、 確 実に 空母 





勝 利 条 件 


2 隻 を 撃沈 する こと 。 最初 の 空 
襲 で 討ち 漏らし を 出し て し まう 
と 、 大 勝利 は 難し い 。 
問題 は ここ か ら で あ る 。 第 
50 任務 部 隊 は 高い 攻撃 力 と 防 
御 力 を 備え て いる うえ 、 動 き が 
トリ ッ キ ー だ 。 大まか に みて 、 
その ルー ト は 3 つ 程 度 に 絞り 込 
め る 。 
( 1 ) 夜間 に ツラ ギ 東 沖 付近 に 
存在 する 。 
(2) 夜間 に ツラ ギ の は る か 北 
沖 (⑤ の 印 が ある くら い の 場 所 ) 
に 存在 する 。 
( 3 ) 最初 か ら タ キロ ナ 付 近 に 
いる 。 


(3) 以外 だ っ た 場合 、 敵 の 
移動 経路 を 推測 する 必要 が あ 
る 。 (2) だ っ た 場合 、 逆 上 陸 
部 隊 を 一 撃 で 粉砕 され る 可能 性 
も 高い の で 、 特 に 注意 が 必要 だ 。 

も っ と も 、 ど うし て も 第 50 
任務 部 隊 と 対決 し な く て は な ら 
な い シ ナリ オ で も な い 。 こ ちら 
の 空母 が 無傷 の まま 最初 の 空母 


11 月 6 日 20000 まで に ブー ゲン ビル 逆 上 陸 隊 を ブー ゲン 
ビル 島 の タキ ロナ 付近 へ 到着 させ る 。 


ブー ゲン ビル 逆 上 陸 部 隊 が ブー ゲン ビル 島 の タロ キナ 
100km 以内 に 10 分 間 と ど ま る 


計 放 暴 久 目 ポー トモ レス ビー 破壊 1, イン ディ ペン デン ス 沈 没 1 





その 他 米 空母 大 破 1, 沈没 2 


マイ ナス ポイ ント | 日 本 側 大 型 空母 ( 瑞 骸 , 翔 鈴 ) 大 破 -3, 沈没 -4 
その 他 日 本 側 空母 大 破 -1, 沈没 -2 





2 隻 を 撃沈 で きれ ば 、 こ の 段階 
で 勝利 得点 は 4P。 あと は 夜 の 
うち に 艦載 機 を すべ て 対地 攻撃 
に 切り 替え て ポー トモ レス ビー 
基地 に 近づき 、 爆 撃 で 基地 破壊 
を 目指 す と いう 手 が あ る 。 ポ ボー 
トモ レス ビー 基地 の 防備 は 厳し 
く 、 こ ちら の 対地 爆撃 の 効率 も 
いま ひと つ な の で 運 だ より に な 
る が 、 第 50 任務 部 隊 と 正面 決 
戦 す る より 手順 と し て 楽 な の は 


間違い な い 。 


男 勝率 


第 50 任務 部 隊 の 出現 位置 と 


航路 に よっ て 作戦 の 成 償 が 変わ 
る 部 分 が 大 きい 。 こ ちら の 空母 
が 大 破 ま た は 沈没 する と 勝利 す 
ら ま まな ら な いこ と が ほとん ど 
だ が 、 敵 の 攻撃 隊 を 防ぎ きれ る 
だ け の 防空 力 が 日 本 軍 に 存在 し 
な い の で 、 防 空 隊 は 1 機 ずつ 小 
分 け に し て 、 菩 系 敵 機 の 撃墜 に 
全力 を 注い だ ほう が 勝率 は 上 が 
る だ ろう (た だ し 作業 は 面倒 に 
な る が )。 


判定 基準 を 満た し た 場合 
大 勝利 勝利 


敗北 


判定 基準 を 満た さ な い 場合 
辛勝 引き 分 け 大 敗北 
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| 


半 問 細 


拉 是 吾 ・ 理 咽 


麻 選 論 


NH に NN に ゴ /// 


南 
夫 
ビ 
E 


寸 こ 4 


JA で 


作戦 攻 較 





窟 圭 決戦 シナ リオ 自 球 江 玉 び 


中 4 


日 本 軍 了 戦力 

日 本 機動 艦 隊 

戦艦 2 「 宗 島 」「 模 名 」 

重 巡 2「 利 根 」「 筑 摩 」 

軽 巡 1「 長 良 」 

駆逐 朋 12「 野 分 」「 萩 風 」「 舞 風 」「 磯 
風 」「 浦 風 」「 浜 風 」 「 夕 寺 」 「 巻 
雲 」「 秋 杜 」「 風 風 」 

空母 6「 赤 城 」 「 加 要 」 [ 棚 「 飛 龍 」 
「 翔 稚 」「 瑞 鈴 」 

戦闘 機 96 攻撃 機 107 爆撃 機 108 
索敵 機 11 


日 本 上 陸 支 援 艦隊 

| 戦艦 2 金剛 」「 比 吉 」 

重 巡 8「 高 雄 」「 愛 妊 」「 旨 高 」「 鈴 谷 」 
「 最 上 」「 三 陽 」「 熊 野 」「 表 笠 」 
軽 巡 1「 由 良 」 

駆逐 艦 10「 朝 雲 」「 峯 雲 」「 夏 雲 」「 朝 
潮 」「 荒 潮 」「 夕 立 」 「 春 雨 」「 村 雨 』「 五 
月 雨 」「 三 日 月 

空母 1「 瑞 鳳 」 

戦闘 機 12 攻撃 機 12 爆撃 機 0 
索敵 機 4 


日 本 ハワイ 上 陸 艦 隊 

軽 巡 1「 神 通 」 

駆逐 艦 11 「 陽 炎 」「 不 知 火 1『 寺 風 『 初 
| 風 』 時 津 風 」 「 天 津 風 」 「 親 潮 」 黒潮 」 
L 早 潮 」!」「 吉 」 

蘭 居 前 8 

| 日 本 主力 租 隊 

戦艦 4「 天 和 」『 恋 蔵 」[ 長 門 」『 隊 興 
に 3 民国 朋 目 前 

駆逐 艦 10「 叢 要 」「 巻 雲 」「 白 雪 」「 吹 
雪 」「 初 雪 」 ド [ 浦 波 」『 敷 波 」! 磯 
波 」「 有 明 」 

空母 1「 鳳 翔 」 
戦闘 機 12 攻撃 機 0 
索敵 機 5 





爆撃 機 0 


戦 間 機 0 攻撃 機 27 爆撃 機 45 大 
型 爆 黄 機 24 索敵 機 6 


(UDB2 人 AEMNDX 是 Ei 
リン ズ 」「 ペ ン サ コラ 」「 ミネア ボリス 」 
2 サラ だ ドジ 4 

軽 巡 1「 ア トラ シタ 」 

駆逐 艦 9「 バ パル チ 」「 ウ ォ ー デ ン 」「 エ 
1 
以 凡 二 吊 届 球 ル ス 1 ペン 
| 

耳 電 2 ニブ ライズ | 5 ドニ ネッ 
| 

| 戦闘 機 72 攻撃 機 36 爆撃 機 54 
索敵 機 8 
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ヒル クン ル ィ ルー ば : 可 / 





ここ た 大 戦 の ピリ オ た を < 


ミッ ドウ ェ ー 和 鳥 


"Gbe0 = あ 


05 


ジョ ンス トン 下 礁 
(① 日 本 機動 艦隊 


『7) 2 リス 支援 艦隊 
クリ スマ ス 遍 


重 巡 2「 ボ ポー トラ ンド 」「 ア スト リア 」 
駆逐 艦 6 「 ラ ッ セ ル 」「 ラ タン ダー ソン 」 
Eiee2l(lEX/N ジ GS22 ジ 22 グミ 
ly pr 


圏 シナ リオ 概略 
ミッ ドウ ェ イ で も 勝利 し た 日 本 軍 が 米 豪 遮断 


空母 2 「 サ ラ ト ガ |」「 ワ スプ |」 に 成功 、 メリ カ と の 早期 講和 を 果たす た め に 
Meig 全 sed 人 ハワイ 際 活 を 狙う と いう 仮想 シナ リオ で ある 


索敵 機 7 
イギリス 支援 艦隊 
戦艦 1「 デ ュー ク ・ オ ブ ・ ヨ ー ク 」 


米 海軍 の 戦力 は 減少 し て いる が 、 
援 が ある た め 作 る こと は で き な い 。 


英国 海軍 の 増 


空母 4 「 イ ンド ミタ ブル .」!| ラ ォ ー ミ 
ダブ ル 」「 イ ラス トリ アス 」「 ヴ 4 
トリ アス 」 
戦闘 機 54 攻撃 機 36 爆 殆 機 72 
索敵 機 8 


較 時 計 を 進め る 前 に 

1 ) 日 本 機動 艦隊 の 防空 隊 を 順次 発進 準備 。 機 
動 部 隊 は 東南 東 に 進路 を 取る 

2 ) 日 本 主力 艦隊 は ホノルル に 向かっ て 直進 。 


3 ) 日 本 上 陸 支 援 艦 隊 の 攻撃 隊 
か ら 零 戦 を 分 離さ せ 、 防 空 で 発 
進 準備 を 行う 。 

4 ) 支援 艦隊 と 上 陸 部 隊 は 移動 
させ な い 。 





較 作戦 開始 

戦艦 が いる の で 、 い つも ど お 
り 戦 艦 の 夜戦 と いき た いと ころ 
だ が 、 戦 場 が 広い た めこ の プラ 
ン は 厳し い 。 基 本 は 空母 の 攻撃 
隊 で 敵 空 母 機動 部 隊 を 叩き 、 主 
力 艦隊 と 支援 艦隊 は 陣 と な りつ 
つ ホ ノル ル 基 地 の 破 壊 を 目指 そ 
和 e 

支援 艦隊 と 上 陸 部 隊 は 、 主 力 
が これ ら を 追い 越し た あたり で 
ホノルル に 向かっ て 進路 を 取る 
こと 。 支援 艦隊 の 戦闘 機 は 、 支 
援 艦隊 の 護衛 に あて る と いい だ 
ろう 。 上 陸 艦 隊 の 上 に 生 英機 が 
見 えた な ら ば 上 陸 艦 隊 の 護衛 に 
動か し て も いい が 、 敵 Al は 上 
陸 艦 隊 よ り も 支援 艦隊 へ の 攻撃 
を 優先 する 傾向 が ある (支援 艦 
隊 に 空母 が 含ま れ て いる た め だ 
ろう か )。 こ の た め 支 援 艦隊 の 


主 な 任務 は 「 弾 除け 」 と な る 。 
言葉 は 悪い が 、 勝 敗 は 支援 艦隊 
が どれ くら い 敵 の 攻撃 を 引き つ 
けら れる か に か か っ て いる と 
言っ て も いい 。 

夜 が 開け た 段階 で は 、 日 本 機 
動 艦 隊 は まだ すべ て の 攻撃 隊 の 
発進 準備 が で き て いな い 。 東南 
向き に 索敵 を 行い 、 発 見 し た 艦 
隊 に 攻撃 隊 2 隊 を 同時 に 派遣 す 
る こと 。 だ いた い 2 隊 で 敵艦 隊 
は 壊滅 する の で 、 4 隊 派 遣 する 
必要 は な い (た だ し 敵 の 索 英機 
が 振り 切れ て いな いな ら 、 4 隊 
派遣 し て し まっ た ほう が いい だ 
導 う 3 う 。 

多く の 場合 、 敵 空母 の 攻撃 は 
支援 艦隊 に 集中 する 。 機動 艦隊 
の 攻撃 隊 を 2 隊 X 2 で ロー テー 
ショ ン さ せ 、 発 見 し た 敵艦 隊 を 
「 見 敵 必 載 』 の 精神 で 撃滅 する 
を So 

な お 、 ホ ノル ル か ら の 攻撃 に 
対し て は 、 甲 板 に 攻撃 準備 状態 
の 機体 を 置か な い だ け で 基本 的 
在 卒 処 と し て は 十分 だ 。 また 上 
陸 部 隊 が ホノルル か ら の 攻撃 を 


勝 利 条 件 





12 月 9 日 20000 まで に ハワイ 上 陸 艦 隊 を ホノルル 付近 へ 


到着 させ る 。 


判 本 定 基準 | 輸送 艦隊 が 、 ハ ワイ 基地 100km 以内 に 10 分 と ど ま る 
プラ スポ ボ ポイ ント | ハワイ 基地 を 中 破 2, 大 破 4, 破壊 5, 連合 国 各 空母 を 大 破 1, 


沈没 2 


マイ ナス ポイ ント | 日 本 側 各 空母 (た だ し 風 顔 は の ぞ く ) 大 破 -3, 沈没 -4 





大 和 型 戦艦 (大 和 , 武蔵 ) 中 破 -2, 大 破 -4, 沈没 -5 


PA42ITI( に WAR 


受け 始め て も 、 そ の 段階 で 主力 
が ホノルル 基地 へ の 攻撃 を 開始 
で き て いれ ば 、 大 抵 は 基地 破壊 
の ほう が 間に合う 。 


圏 勝率 

支援 艦隊 が どれ くら い 敵 を 引 
きつ けら れる か に よっ て 、 勝 率 
は だ いぶ 変わ っ て くる 。 余裕 が 
あれ ば 機動 艦隊 で ホノルル を 攻 
撃 し て も いい が 、 そ こま で 余裕 
が あれ ば 不要 な こと も 多い 。 勝 
利 に は ホノルル 基地 の 破壊 が 大 
前 提 と な る の で 、 主 力 は 敵艦 隊 
を むやみ に 追い 掛け ず 、 ホ ノル 
ル 攻 略 を 優先 し よう 。 上 陸 艦 隊 
が 定刻 まで に ホノルル に 到着 で 
き な い パタ ー ン に も 注意 が 必要 
で ある 。 





判定 基準 を 満た し た 場合 
大 勝利 勝利 el 


判定 基準 を 満た さ な い 場合 


半 勝 引き 分 け 大 敗北 
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選 罰 潤 ー ぐ 人 el 


立 過 泊 ・ 理 吾 


尊 議 
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玉 村 針 千 
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EN 
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窟 二 決 戦 キ ャ ン ペ ー ーー まさこ 





新た な 太字 洋 江 双 丈 を 連続 プレ イ で ぐ 広 で 


較 キャ ン ペ ー ン シナ リオ 
社会 人 が 取れ る 時 間 で 遊べ る 


事 。 空母 決戦 を 最初 に 出し た 時 
の 理念 で ある 。 表記 上 、1 一 2 
きき 間 と し て いた プレ イ 時 間 で は 
あっ た が 、 各 海 則 ご と に 作ら れ 
較 鈴 は 翔 ば た く か 
入門 シナ リオ と いう 位置 づけ 
で ある が 、 時 
の 五 航 戦 ( 翔 稚 ・ 瑞 鈴 ) が 、 ミ ッ 
ドウ ェ ー ス へ 疲 た 芝 き て いた らち 
と いう 切な い 願 い を 、 短 い 時 間 
で 遊べ る 事 に 置い て いる 。 
単純 に ミッ ドウ ェ ー を 遊び た 
田 太平 洋 の 著者 
グマ ンド キキ ジン ペー ジ と も 
て 、 太 平 洋 戦争 を 戦い 抜く 事 を 
hk いさ ーー 
ジ で 構成 され 、 あ まり 度 が 過 
交 ん 3 よう 記し た 。 Di 
へ 上 陸 し た り 、 大 西洋 や 、 ア フ 
リカ まで 出 て いく 事 が 現実 的 な 
の か と いう 思い か ら で あ る 。 
一 )。、『 が タタ ド エ ジ ンド FJ』 と ゆい 

う 表 記 で は ある が 、 世 界 制 覇 と 
いう 結果 で は な い 。 こ の 戦争 の 
現実 的 な 勝利 と は 何 か 。 そ の 間 
題 へ 視点 を 置い て いる か ら で あ 
る 。 内容 に 関し て は 、 プ レイ し 
て 確か め て も らい た い 。 
遊び 心 と し て は 、 史 実 で は 活 
94 8797 





た シナ リオ で は 、 実 質 30 分 も 
あれ ば プレ イ 可 能 で ある 。 
慣れ て くる と 、 誰 し も それ 以 
上 の も の を 求め た く な り 、 体 験 
し た いも 幅広 く な る も の だ 。 


い が 、 下 区 海 を その 前 哨 戦 だ と 
位置 付け て いる 方 は 、 手 軽 に 
両者 を 繋い で 楽し む 事 が で き 
る 。 次 ペー ジ の チャ ー ト を 見 て 
も ら う と 分 る が 、 そ の 後 の ソ ロ 
モン で の 苦し い 戦い は な い 。 だ 
9 ね の タタ ダリ どき ッッ ドウ ツェ ー ゼ 


曜 で き な か っ た 兵器 が 登場 する 
ステ ー ジ が ある 。 信濃 や 雲龍 型 
の 空母 が そう で ある が 。 

また 「 ガ ダル カナ ル 攻 防戦 」 
と いう 、「 オ ー ス トラ リア 分 断 」 
の 「 勝 利 」 の み で 進め る レア な 
ステ ー ジ も 存在 する 。 










ロ 





次 の ステ ー ジ で の 錬 
度 が 表示 され る 

この 錬 度 は 次 第 に 下 
が っ て いく の で 航空 
隊 の 消耗 に は 気 を つ 
けた い 


KN 系 系 朱 東 入 3 
EE 3 ミミ コミコミ: 


1 


soeeeeeeeeeeeoooeeeeoeeeeeoeeoooeeeeoeoeeooeoeeoeoeeoeoeeoooeeoeeooeeooooeoeoeoooooo 


こう し た 思い を 達成 する た め 
に 、 連 続 プ レイ を 可能 と する シ 
ナリ オ 集 を 制作 する 事 と な り っ 
た 。『 空 母 決戦 キャ ン ペ ー ン シ 
ナリ オキ ッ ト 』 で ある 。 


soeeeeeeeoeeoeeooeeoeooeoooeoeoeeeoeeeeeeeeoeeoeeeeeoeoooeeooeoooeooeoeeeooeoeoeeoeoooooooo 





戦え る 。 も し 下 期 海 で 傷 を 追っ 
て も 、 そ も そ も 史 実 で は 登場 で 
き な か っ た 戦力 で ある 。 ミ ッ ド 
ウェ ー へ 参加 で き な い 事 は 残念 
で ある が 、 結 果 を 受け 入れ 、 次 
回 プレ イ 時 へ の 期待 と し よう で 
は な いか 。 
画 航空 隊 錬 度 に つい て 
Py ペー ジジ シナリオ で は 、 
航空 隊 の 被害 が 大 きい と 、 次 の 
ステ ー ジ で 錬 度 が 下がる 。 日 本 
の 国力 を 表現 し て いる の で ある 
が 、 こ とこ の プレ ッ シ ャ ー が 判断 力 
へ どう 影響 する か も 、 単 独 シ ナ 





リオ と の 差 と な っ て くる 。 


剛 


私 式 式 素 式 3 


と ン ン と と と 
を を を を し た 









EE 3 コミ ココ 
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『 鶴 は 翔 ば た く か 』 


MO 作戦 
運命 の ミッ ドウ エー 
ミノ 
党 で Ko 内 ヾ 真 


ー で ん 








『 太 平 洋 の 穫 者 』 
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雰 母 決戦 シナ リオ 交 は な た < か 





万 其 湊 の 半 静 と 英 衣 は ミッドウェー で 此 え る の : 


工 期 海 と ミッ ドウ ェ ー を 連続 
的 に プレ イ す る キャ ン ペ ー ン で 
ある 。 太平洋 戦争 を 通し て 楽し 
め る 「 太 平 洋 の 軸 者 」 を 遊ぶ 前 
に 、 と りあ え ず 連続 シナ リオ の 
感覚 を 掴 ⑦ た な め に プレ イ し て み 
る と いい だ ろう 。 

MO 作戦 は 、 日 本 軍 空 母 の 損 
傷 に よる ペナ ル テ ィ が 大 きい た 
め 、 大 破 や 沈没 と いっ た 被害 を 
被る と 勝利 は 難し い 。 ま た 日 本 
軍 に は 空母 攻撃 隊 1 隊 を 除く と 
あま り 有 効 な 攻撃 手段 が な い 
(艦隊 決戦 に 持ち 込め な く は な 
い が 、 普 通 に や る と 火力 で 米 軍 
有利 ) の で 、 着 艦 不能 と いっ た 
ダメ ー ジ を 受け て も 取り 返し が 
つか な いこ と が 多い 。 英 艦隊 を 
先 に 発見 し 、 敵 の 攻撃 隊 が 甲板 
に 並ん で いる と ころ を 攻撃 、 1 
隻 で も 撃沈 で きれ ば 、 あ と は 光 
げき っ て し まっ て も いい だ ろう 
(た だ し この 場合 で も 、 敵 潜水 
艦 に よっ て こち ら の 空母 が 損傷 
あと が 一 ム オ ーー が 見 葛 で 
まう 2。 

一 見 する と 消極 的 に 見 える か 
も し れ な い が 、 キ ャ ン ペ ー ン シ 
ナリ オ の 場合 、 日 本 軍 攻 撃隊 の 
損害 は 練 度 の 低下 と いう 形 で 次 
の シナ リオ に 引き 継が れ て し ま 
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う 。 大 勝利 を 目指 し て 攻撃 隊 を 
酷使 する より も 、 勝 利 を 確保 し 
た うえ で パイ ロッ ト に 対す る 損 
害 を 可能 な か ぎり 抑え る と いう 
の は 、 ひ と つの 重要 な 指針 と な 





る の だ 。 
ミッ ドウ ェ ー ジ ナリ で は 、 
単体 の シナ リオ より も 日 本 軍 の 








攻撃 隊 が 充実 し て いる 。 し か し 
な が ら 、 や は り と に も か くに も 
時 間 制 限 が 上 厳しい ので 、 勝 利 を 
収め る た め に は ある 程度 まで 大 
胆 な 攻撃 計画 が 必要 に な る だ ろ 
う 。 理想 の 展開 と し て は 、 敵 艦 
隊 の 空母 を 1 令 撃 沈 、 あ と は こ 
ちら に 被害 を 出さ な いよ う 逃 げ 
に 人 人 る と いう 展開 で 、 こ れ で 
も 「 勝 利 」 は 達成 で きる 。 空母 
を 2 隻 撃沈 で きれ ば 大 勝利 も あ 
る の で 、 無 理 に ミッ ドウ ェ ー 島 
の 基地 破壊 を 目指 さ な い の も 一 
つの 選択 肢 だ 。 初 期 配 置 の ポジ 














稚 は 疾 ば た 《 か 





体験 し て いく と と と な る 


キャ ン ペ ー ン シナ リオ で は 上 単独 シナ リオ に 相当 する も の が ステ ー 
ジ と 呼ば れこ て の ステ ー ジ を 連続 プレ イ し て いく 事 で 太平 洋 戦争 を 


ショ ンジ か ら で は ミッ ドウ ェ ー 島 
へ 攻撃 隊 が 届か な いこ と も あ 
り 、 ミ ッ ド ウェ ー 基 地 の 破 壊 に 
よる 勝利 ポイ ント は 大 きく ( 最 
大 で 4 点 )、 ま た 基地 航空 隊 の 
攻撃 が 類 い と は いえ 、 深 入り し 
て 空母 に 大 損害 を 受け る と 、 取 
り 返 し が つか な い 。 

いずれ に し て も 、 各 シナ リオ 
ご と に 勝利 条件 を 把握 し 、 各 シ 
ナリ オ に お いて は 「 最 低 限 こ の 
ライ ン を 満た せ ば いい 」 と いう 
水準 を 見 極め て お く 必 要 が あ 
る 。 必 要 以 上 に 戦果 を 焦っ て 艦 
隊 決 戦 で 語っ て みた ら 、 こ ちら 
の 空母 に 損害 が 出 て し まっ た と 
いう の で は 、 本 末 転 倒 そ の も の 
だ 。 い か に し て スマ ー ト に 目的 
を 達成 で きる か これ は キャ 
ン ペ ー ン シナ リオ に 共通 する ひ 
と つの テー マ と も 言え る 。 










































5 月 8 日 20:00 まで に 米 艦隊 の 空母 1 隻 以上 撃沈 する 。 


2 2 4 








: 較 定 基準 

: 全米 艦隊 の 空母 を 1 隻 以下 に する 
較 レ ES 2 攻 障 
: ポー トモ レス ビー を 破壊 1 

: 米 各 空母 を 大 破 2 沈没 3, 米 各 重 巡 を 沈没 1 
: | マイ ナス ポイ ント 

: 日 本 側 各 空母 中 破 -2, 大 破 -3, 沈没 -4 

















運命 の 運 谷 の た 
ミッ ドウ ェ ー | ミッドウェー ンー う A( 且 


0 辛勝 引き 分 け 大 敗北 





YIOR の た 


居 条 計 伴 | 6 月 5 日 20000 まで に ミッ ドウ ェ ー 基 地 に ダメ ー ジ を 与え つつ 、 米 艦隊 の 空母 を 1 隻 以上 撃沈 する 。 





2 
メリ カ 第 1 7 任務 艇 隊 











: 
: 全米 艦隊 の 空母 を 1 隻 以上 撃沈 

: | プラ スポ イン ト 

: ミッ ドウ ェ ー 基 地 を 中 破 2, 大 破 3, 破壊 4 

: 米 各 空母 を 大 破 2, 沈 没 3 

: | マイ ナス ポイ ント 

: 日 本 側 各 空母 大 破 -3, 沈没 -4 





















辛勝 引き 分 け 大 敗北 


SM の 7 97 
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「 太 平 洋 の 和 覇 者 」 は 、 理 期 海 
海戦 を し スター ト と し て 、 太 平 洋 
戦争 全体 を プレ イ で きる キャ ン 
ペー ン だ 。 当然 な が らち 日 本 軍 が 
戦争 に 勝利 する まで の 道のり は 
非常 に 険しく 、 多 く の 場 合 、 敗 
戦 に 向かっ て 突っ 走る こと に な 
り が ち で ある 。 こ れ ば か り は 史 
実 の 戦力 差 ・ 国 力 差 な ど を 鑑み 
れ ば 、 至 極 当然 と 言わ ざる を え 
な い だ ろ う 。 そ も そ も 、 ア メリ 
カ 相 手 に 有利 な 条件 で 講和 を 結 
ぶ 可 能 性 が 、 ほ ん の わずか で も 
あり 得る と 仮定 し て 議論 が 組み 
立て られ る こと 自体 、 あ まり 常 
_ 識 的 で は な い の だ 。 

基本 的 に は 、 各 シナ リオ の 勝 
利 条件 を 考慮 し つつ 、 最 小 限 の 
被害 で 、 必 要 十 分 な 戦果 を 上 げ 
る こと が 目標 と な る 。 一 番 現実 
的 な ルー ト は 、 

(1 ) 理 期 海 で 「 勝 利 」 

(2) MI 作戦 で 「 勝 利 」 

(3 ) FS 作戦 で 「 勝 利 」 

(4 ) ハワイ 攻略 戦 で 「 勝 利 」 

とこ の ルー ト で あれ ば 、 大 勝利 
を 狙う こと な く グ ッ ド エン ド ま 
で 到達 で きる 。 

まだ 、 ダ リ チ ず べき と チリ オ 
の 本 数 を 減ら す の で あれ ば 、 
(1 ) 下 期 海 で 「 敗 北 」 (ポー ト 
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モレ ス ビ ー を 破壊 し 、 攻 略 部 隊 
を ポー トモ レス ビー に 届け る だ 
け 。 微 底 的 に 海戦 は 避け る ) 
(2) ミッ ドウ ェ ー 攻 騙 戦 で 「 勝 
利 」 

(3) オー スト ラリ ア 分 断 で 「 大 
勝利 」 

この ルー ト が グッ ド エ ン ド ま 
で の 最短 手順 に な る 。 と は いえ 
オー スト ラリ ア 分 断 で 大 勝利 と 
いう の は そこ と まで 簡単 で は な 
く 、 確 実 性 に は 欠け る と 言え る 
だ ろう 。 

な お 、 米 本 土 に 上 陸 し た り 、 
ある い は 真珠 湾 で は な う サ ン 
ディ エゴ 軍港 を 奇襲 し た り 、 ビ 
ル マ ル ー ト を 支援 し て イン ド を 
独立 させ た り と いっ た 、 い わ ば 
超 展 開 は 、 こ の キャ ン ペ ー ン で 
は カバ ー さ れ て いな い 。 連合 軍 
全体 の 視点 に 立つ と ビル マル ー 
ト は 重要 な 意味 を 持っ て いた の 
だ が 、 日 米 海軍 に よる 決戦 と い 
う 観 点 か ら は いさ さか 軸 の ずれ 
た 話 に な る の で 、 こ こと は や お を 
得 な いと ころ で ある 。 

また オー スト ラリ ア 分 断 で 
「 勝 利 」 す る と 、 ガ ダル カナ ル 
攻 防 戦 に 突入 する 。 こ の シナ リ 
オ は 、 こ れ 以 外 の 方 法 で は プレ 
イ で き な い の で 、 一 度 は 試し て 





孝 母 決戦 シナ リオ 所 の 番 “ 


げ 乱 が 抽 雲 な ら 」 の 長 太 新た な 昌史 を 諸 み 





みる と 良い だ ろう 。 

ちな み に 日 本 軍 の 負け が 込ん 
で くる と 、 続 け て プレ イ す る の 
が 辛い 展開 に な り が ち だ 。 最 大 
で 4 シナ リオ に 渡っ て 、「 負 け 
る と 分 か っ て いな が ら 戦 わ ね ば 
な ら な い 」 状 況 に 陥る た め 、 そ 
こ で 最初 か ら や り 直 し た く な る 
こと も 克 い と 思う 。 と は ほ い ええ 。 
と と に は まっ た く 違 っ た プレ イ 
指針 も ある 一 一 負け る と 分 か っ 
た 段階 で 、 徹 底 し て 日 本 軍 の 人 
的 ・ 艦 船 的 被害 を 減ら すこ と を 
目指 す の だ 。 

実に 敢闘 精神 を 欠い た 発想 だ 
が 、 史 実に お いて は 「 こ と こ を 退 
いて は 英霊 に 顔 向け が で きぬ 」 
と いう 言葉 の 先 で 、 負 の スパ イ 
ラル が 拡大 し て いっ た 側面 も あ 
る 。 そ れ が 間違い だ っ た か どう 
か は 誰 に も 分 か ら な いと は い 
え 、 そ う で な い 未 来 を 作れ る の 
は 、 ゲ ー ム な ら で は と 言え る 定 
ろう 。 後世 の 歴史 家 か ら は 「 謎 
の 反転 を 繰り 返し た 不 名 准 な 軍 
隊 」 と 謗 ちら れる か も し れ な い が 、 
赤城 や 信濃 と いっ た 正規 空母 を 
使っ て 引き 揚げ が 可能 と な っ た 
歴史 と いう の も 、 ま た 思い 描く 
に 足る 面白 さ が あ る の で は な い 
だ 信久 。 





























弄 期 海流 高 し 




















| 。 だ た じ 






6 月 7 日 


19:00 まで に ポー 


(① 日 本 機動 租 隊 


DP 
アメ リカ 重 巡 艦隊 = 
SS ⑧ 7 メリ カ 衣 





ミッ ンド ウェー 防戦 


19:00 まで に ミッ ドウ ェ 





(① 日 本 機動 朋 際 = 


(の ) 本 隊 艦 隊 


ドウ ェ ー 攻 略 支 援 艦 隊 


⑤ (⑤ 連合 艦隊 


ミッ 』 ド ウェー 烏 


G⑭ 





ドウ ェ ー 攻 國際 


の 
5/ 


7 
5) 


7) 
5 


⑬ アメ リカ 第 1 6 
《⑩ アメ リカ 第 1 7 


ジョ ンス トン 庶 礁 





トモ レス ビー 攻略 部 隊 を ポー 


トモ レス ビー 付近 へ 到着 させ る 。 














: | 刺 定 基準 計 
AO 攻略 艦隊 が 、 ー ト モレ スピ ビー 
: 100km 以内 に 10 分 と ど ま る 

| | 


: ポー トモ レス ビー を 中 破 2, 大 破 3, 破壊 4 
: 米 各 空 母 を 大 破 2, 沈没 3 

: | マイ ナス ポイ ント 

: 日 本 側 各 空母 中 破 -2, 大 破 -3, 沈没 -4 


1 大 勝利 。 勝利 敗北 


辛勝 引き 分 け 大 敗北 









2 


II yp 1 
攻防 戦 攻防 戦 ント am AN 


一 攻略 艦隊 を ミッ ドウ ェ ー 付 近 へ 到着 させ る 。 














: 軸 定 基 準 時 
: ミッ ドウ ェ ー 攻 略 艦 隊 が 、 ミ ッ ド ウェ ー 100km 











: 以内 に 10 分 と ど ま る 

糧 に 4 に 、 提 2 SIRO 靖 間 馬 呈 和 SEN 
: ミッ ドウ ェ ー 基 地 を 中 破 2 大破 3, 破壊 4 

: 米 各 空 母 を 大 破 2 沈没 3 

: | マイ ナス ポイ ント 





: 日 本 側 各 空母 大 破 -3, 沈没 -4 
: 大 和 中 破 -2, 大 破 -4, 沈没 -5 


回 呈 大 勝利 。 勝利 必 北 


N40 


ア 分 新 ア 分 断 海戦 
判定 基準 を | 辛勝 引き 分 け 大 敗北 

























37 の 7 99 





Nm 四 N mHMKZS/ 


記 導 油 ー で 4 


新 紀 吉 


立 購 汗 笑 


サ + ビ デス 


HH ボ へ で 


作戦 攻 較 


示 詳 記 人 6 月 7 日 1900 まで に ミッ ドウ ェ ー 攻 略 隊 を ミッ ドウ ェ ー 付 近 へ 到着 させ る 。 
































:[ 章 定 基 準 間 
: ミッ ドウ ェ ー 攻 略 艦隊 が 、 ミ ッ ド ウェ ー 100km 
: 以内 に 10 分 と ど ま る 

: [プラ スポ イン ト 

: ミッ ドウ ェ ー 基 地 を 中 破 2, 大 破 3, 破壊 4 

: 米 各 空母 を 大 破 2 沈没 3 


: | マイ ナス ポイ ント 生生 届 軸 0 
: 日 本 側 各 空母 大 破 -3, 沈没 -4 
[ 大 和 中 破 -2, 大 破 -4, 沈没 -5 


判定 基準 を > に 
yprDALU 才 
森安 科 議 | 5P 以 上 | 2P 以 上 | 2P 未 満 
| Ned | FS 作 戦 | Fs 作戦 陸 貫 軸 ES 


IE 辛勝 邊 較 間 ーー 


。 半 計 の 人 
FS 作戦 


[要請 示 詞 姜 詞 仙 | 3 月 21 日 20 : 00 まで に ニュ ー カ レ ド ニ ア 、 サ モア 基地 に ダメ ー ジ を 与え つつ 、 


フィ ジー 基地 を 破壊 する 。 

: 較 _ 定 碁 準 | 
: フィ ジー 基地 を 破壊 する 
: [プラ スポ イン ト | 
: フィ ジー , サ モア , ニ ュー カレ ドニ ア 各 基地 を 大 
: 破 2. 破 壊 3 
: [マイ ナス ポイ ント 
: 日 本 側 各 空母 大 破 -3, 沈没 4 
: 大 和 中 破 -2 大 破 -4 沈没 -5 


(① 日 本 機動 際 




















《⑩ アメ リカ 第 1 7 任務 朋 隊 


WW メ ェ W ゝ XII 


ジョ ンス トン 県 確 



































(① 日 本 機動 艦隊 











判定 基準 を 
満 だ た 





SH 辛勝 "引き 分 け 大 敗北 
| 
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オー スト ラリ ア 分 断 「 


表 請 示 議 楽 詞 佐 | 8 月 10 日 20 : 00 ま で に ニュ ー カ レ ド ニ ア 上 陸 隊 を ニュ ー カ レ ド ニ ア 付 近 へ 到着 させ る 。 


(①⑪ 日 本 機動 際 = 


⑯ 日 本 連合 艦隊 


⑬ アメ リカ 第 1 6 任務 艦隊 
《⑩ アメ リカ 第 1 7 任務 艦隊 














: 較 定 基 準 軸 華 
: 輸送 艦隊 が 、 ニ ュー カレ ドニ ア 基 地 100km 以内 
: に 10 分 と ど ま る 

: ニュ ー カ レ ド ニ ア , フィ ジー を 大 破 1, 破壊 2 

: 米 各 空母 を 大 破 2, 沈没 3 

: [マイ ナス ポイ ント 

: 日 本 側 各 空 母 大 破 -3, 沈没 -4 

: 大 和 中 破 -2, 大 破 -4 沈没 -5 


較 <| 大 勝利 勝利 敗北 

本 

馬 還 の 
エン ディ ング 攻防 戦 海戦 


判定 基準 を | 請 座 勝 ia 大 敗北 









場合 











怠 語 


ハワイ 攻 略 戦 


[主計 議 杯 議 代 | 「0 月 20 日 2000 まで に ハワイ 上 陸 能 隊 を ホノルル 付近 へ 到着 させ る 。 














ミッ ポ ド ツ ウエ 王 短 


ジョ ンス トン 環礁 


(① 日 本 機動 租 隊 
(② 日 本 上 陸 支 援 2 
⑬ 日 本 ハワイ 上 隊 必 隊 
(④ 日 本 主力 艦隊 
⑩ アメ リカ 第 16 任務 角 隊 

⑩ アメ リカ 第 17 任務 角 隊 
0 























: 着 定 碁 準 

: 輸送 艦隊 が 、 ハ ワイ 基地 100km 以内 に 10 分 と 
: ど ま る 

レ 多才 介 28 

: ハワイ 基地 を 中 破 2, 大 破 3, 破壊 4 

: 連合 国 各 空 母 を 大 破 1, 沈没 2 

: [マイ ナス ポイ ント 

: 日 本 側 各 空 母 大 破 -3, 沈没 -4 

: 大 和 中 破 -2, 大破 -4 沈没 -5 


加納 大 勝利 。 勝利 eld 


引き 分 け 大 敗北 


























クリ スマ ス 遍 


$ が 7 の 7 101 


VM 由 晶 ご ーH せ ア さ 万 


周 唄 


蘭 畑 吾 ・ 世 洗 


音 紀 議 


豆 半 中 穫 


サニー 人 


レ 
員 
テ 





作戦 攻 較 「 




































表記 示 肛 各市 ? 月 21 日 2000 まで に 、 米 艦隊 の 空母 を 3 隻 以 上 撃沈 する 。 
:| 制 定 基準 | 
: 米 艦隊 の 空母 を 3 隻 以上 撃沈 する 
: | プラ スポ イン ト 


: ヨー クタ ウン , レキ シン トン , エン ター プラ イズ , 
: ホー ネッ ト , サ ラ ト ガ , エ セッ クス , バ ンカ ー・ 
: ビ ヒル, ヨー クタ ウン I ル ワスプ 中 レキ シン トン 日 
: を 大 破 2, 沈没 3 

: | マイ ナス ポイ ント 

: 赤城 , 加 賀 , 瑞 鶴 , 翔 鈴 , 大 鳳 を 大 破 -3, 沈没 -4 

: 蒼龍, 飛龍 , 和 儲 鷹 , 飛 魔 , 龍 風 を 大 破 -2, 沈没 -3 

: 大 和 中 破 -2, 大 破 -4 沈没 -5 


2 大 勝利 。 勝利 敗北 

EE 

: 回 還 間 明王 証 | ファ リピ ン | フェ リビン | 約 還 了 加 
攻 罰 戦 攻防 戦 死守 


リカ 第 3 評 際 。 | ( を 本 半分 け 上 大 上 


ー 


東部 ソロ モン 海戦 


表 開 示 条 護 侍 | 8 月 24 日 20000 まで に ヘン ダー ソン 基地 に ダメ ー ジ を 与え つつ 、 米 艦隊 の 空母 を 1 隻 以 上 撃沈 する 。 























⑨- 


(① 日 本 第 一 機動 艦隊 







⑧ 日 本 前 衛 艦 隊 









OM 






































:| 着 定 基準 
(① 日 本 機動 艦隊 本 隊 。 "= | ⑩ アメ リカ 第 1 1 任務 部 隊 |』| : mmm 
(日 本 機動 前 箱 ”) = | ⑩ アメ リカ 第 16 任 務 部 隊 : | プラ スポ イン ト 


: ヘン ダー ソン を 中 破 2, 大 破 3, 破壊 4 
: 米 各 空 母 を 中 破 1, 大 破 3, 沈没 4 

: | マイ ナス ポイ ント 
: 日 本 側 各 空母 大 破 -1, 沈 没 -2 


間 大 勝利 。 勝利 。 敗北 
| 較 革 補 較 | P ウ ト | 5P 以 上 | 5P 未 消 | 


利幸 引き 且 天 BE 

PEEOT 当 3 
| 
激闘 激 間 オー バー 


(③ 日 本 前 進 艦隊 アメ リカ 第 1 8 任務 部 隊 


























多 
エス ピリ ドウ サン ト 
- 環 三 


を. 
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南 太 平 洋 の 激闘 











表 議 款 誠 抽 諾 僚 | !0 月 26 日 2000 ま で に ヘン ダー ソン 基地 に ダメ ー ジ を 与え つつ 、 米 艦隊 の 空母 を 1 隻 以上 撃沈 する 。 


(① 日 本 機動 艦隊 主 隊 = 
(② 日 本 機動 朋 隊 前 衛 


GO | 
エス ピリ トッ サ ント 
い + 








刊 三 患 語 基 研 業 市 





: 米 艦 隊 の 空母 を 1 隻 以上 撃沈 する 
レン ルン を 仙人 

: ヘン ダー ソン を 中 破 2, 大 破 3, 破壊 4 
: 米 各 空 母 を 中 破 1, 大 破 3, 沈没 4 

: IO イ ナス ポイ シト 

: 日 本 側 各 大 型 空母 大 破 -3, 沈没 -4 

: 各 中 小型 空母 大 破 -2. 沈没 -3 




















判定 基準 を | 大 勝利 勝利 敗北 








絶対 国防 圏 の 3 


9 和 ま 5 辛勝 "引き 分 け 大 敗北 
死守 死守 2 ババ 語 


























絶対 国防 回 死 “ 


| 主 請 寺 詞 短 詞 # 6 月 20 日 20:00 まで に 米 艦隊 の 空母 を 4 隻 以上 撃沈 する 。 




















: 
: 米 骨 隊 の 空母 を 4 隻 以上 撃沈 する 
: ララ 衣 才 2E 


: エン ター プラ イズ , サ ラ ト ガ , エセックス, イン 








ドレ みみ ドド ,。 プ ラク クリ ウツ, パッカー* 多少 , 八 











: ンコ ッ ク , ホ ーネット IL ヨー クタ ウン 中 ワスプ 
: IL レキ シン トン II を 大 破 2, 沈没 3 
: | マイ ナス ポイ ント 








: 赤城 , 加 賀 , 瑞 鶴 , 翔 玲 , 大 鳳 , 蒼 龍 , 飛 龍 , 隼 座 , 
: 飛 鷹 大 破 -1, 沈 没 -2 






判定 基準 を | 大 勝利 勝利 敗北 


5 | 
記 | 符 中 
NI う 4 環 較 | 近 革 島 区 防 戦 | 硫黄 島 攻 罰 戦 


判定 基準 を | 幸 勝 "引き分け 大 敗北 


レイ テ レイ テ ゲー ム 
最終 決戦 | 最終 決戦 | オー バー 
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蛋 油 ー ヾ 4 山 ie 


玉澤 吾 ・ 召 吾 


IE 


WVr ロ 一 H 財 雪 と 罰 


豆 上 中居 


寸 + に る く 


HI へ で 


作戦 攻 較 








硫黄 島 攻防 戦 


表彰 示 議 朱 詞 大 ] 2 月 23 日 20.00 まで に 米 軍 の 硫黄 島 上 陸 艦 隊 を 全滅 する 。 





(① 第 2 艦隊 本 隊 


表示 条 件 | 10 
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らら レージ ジョン ウ ツウ ォ オー ゲー 
ム と いう の は 、 ゲ ー ム や 娯楽 か 
ら 来 た 部 分 ちあ り ま す が 、 現 実 
に は 試み られ な いと と を 試す 、 
実用 的 な ツー ル と いう 側面 も あ 
り ま す 。 陸戦 で も 海賊 で も 、 軍 
人 た ち が 使 っ た 図 上 演習 に 由来 
する 部 分 は 見 られ ます か ら ね 。 
定か ら シ ミュ レー ショ ン ゲ ダー 
ム か ら は 、 実 生活 に 役立つ ノウ 
ハウ も 得 ら れる と も 思い ます 。 
例え ば 、 仕 事 で 何 か の 課題 を 与 
えら れる と いう の は 、 ゲ ー ム で 
言え ば 「 〇 〇 を 占領 し ろ 」 で す 
ね 。「 君 が 使っ て いい リソー ス 
は これ だ け だ 」 と いう の は 、「 看 
に 与え られ る ユニ ッ ト は これ だ 
け だ 」 と 読み 替え られ る ( 笑 ) 

与え られ た ユニ ッ ト を どう 使 
い 、v つ まで 選 。 ど うい のみ 状況 
に 持っ て いか ね ば な ら な い の 
か 。 あ る い は 、 ど うい う リ スク 
を 回 避 す べき か 。 こ れ は 、 そ の 
まま 実生 活 に 当て は まり ます 。 

し つ で ミレ ーション 
ゲー ム の 持つ 特徴 な の か な と 思 
いま す 。 例え ば 歴史 書 は 歴史 を 
扱っ て いま す が 、 歴 史書 を 読む 
の 必 ミコ レー ジョ ンー お る 


ドイ ツ 軍 の 研究 が 得意 分 野 で ある 。 著書 に 放 
な ど 。 赤城 毅 ( あか ぎ つ よ し ) 名 で の 小説 も 多い 。 





遊ぶ の で は 、 中 身 は だ いぶ 違い 
ます よね 。 


活字 と は 違っ た メデ ィ ア 


歴史 に ぜ は な いと 言い ます 
が 、 歴 史学 の アプ ロー チ に お い 
て 圧 。「 交 欄 和 を うな っ た だ が か が] を 
突き 詰め る こと が 重要 で 、i の 
部 分 は 排除 し て いき ます 。 で も 
9 な レア ーション ゲー ム で は 
歴史 上 で 断ち 切ら れ た り 、 立 ち 
消え に な っ た り 、 も し く は 発動 
し な か っ た 可能 性 と いう の を 、 
楽し ダ ざと と が で きま す 。 

うい うち 洒 時 で きき s ゃ ルー 
ツ ョ ジン ダーム あっ て 、 活 学 ど は 
違っ た 可能 性 を も っ た メデ ィ ア 
な ん で す 。 も ちろ ん 、 歴 史書 に 
枝 全 導 で 。 義 き ュ レー ショ シン 
ゲー ム に は で き な い と いう こと 
だ っ て ある ん で す が 、 そ こと は メ 
ディ ア の 性 質 の 差 で すね 。 歴史 
書 と 違う こと が で きる 、 そ こと こ に 
は 大 き な メ リッ ト が あり ます 。 
それ か ら 、「 実 感 で きる 」 と 
いう の も いい で すね 。「 戦 線 が 
崩壊 する 」 と は こう いう こと な 
ん だ と か 、「 機 動 部 隊 が 壊滅 す 
る 」 と いう の は とこ うい うこ と か 、 


シミ ュ レ イタ ー 誌 な ど で 活躍 され て きた 軍事 研究 家 ・ 作 家 。 ド イツ へ の 留学 経験 も あり 、 
内 靖 氏 と の 共著 「 鉄 十字 の 軌跡 」 ( 国際 通信 社 ) 


と か 。 帽子 を 振っ て 見 送っ た 
攻撃 隊 の うち 、 帰 っ て これ た の 
は た っ た これ だ け か い 、 と 。 

本 を 読む 場合 、 中 立 的 な 立場 
で 読む と いう 部 分 が ある ん で す 
ね 。 も ちろ ん 「 俺 は 日 本 軍 に 肩 
入れ する ぞ 」 っ て いう 読み 方 も 
で きる ん です が 、 た と え そ うい 
う 十 み 方 を し て も 、 シ ミュ レー 
ショ ン ゲ ー ム で し ば し ば 行き あ 
た る 「 俺 の 大 和 を 返し て くれ 」 っ 
て いう 感じ 方 は し な いと 思う ん 
で す ( 徐 ) 








より 広く より 深く 


そう いう 観点 で 言え ば 、 た だ 
歴史 に 興味 が ある 、 ゲ ー ム に 興 
味 が ある と いう だ け で 終わ ら な 
い ジ ャ ン ル な の だ と 思い ます 。 
例え ば ミッ ドウ ェ ー 海 戦 で あれ 
ば 、 ノ ン フ ィ ク ショ ン を 読み 、 
ミッ ドウ ェ イ を 舞台 に し た 小説 
を 読み 、 映 画 を 観 て 、 そ う や っ 
て 自分 の 中 に ミッ ドウ ェ ー の 
イメ ー ジ が 作ら れ て いる 中 で 、 
ゲー ム も き だ と いう 入 。 そ う 
いう 人 の ほう が 、 よ り 広 く 深 く 
ゲー ム を 楽し め る ん じゃ な いで 
し よう が 。 
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ミュ レー ショ ッ ン ゲ ー ム と めい 
う の は 、「 歴 史 を 考え る 」 趣 味 
で す 。「 歴 史 を 考え る 」 と は 、 
歴史 を 考察 し 、 自 分 た ち が 次 に 
どう し て いく べき か を 考え る 、 
と いう こと で す 。 歴史 を 考え る 
こと 、 歴 史学 の 意義 と いう の は 、 
も と も と 、 そ こ に あり ます 。 

そし て 実際 の ゲー ム は 、 「 状 
況 の 把握 」「 分 析 」「 判 断 」 「 決 断 」 
と いう 、 実 社会 で 行わ れる 循環 
と 同じ サイ クル を 繰り 返す こと 
で 進ん で いき ます 。 こ の 回 転 の 
中 で 対戦 相手 を 上 回 っ て いか な 
いと 、 勝 て な いわ け で す 。 こ れ 
と 同じ こと は どん な ゲー ム に も 
言え る ん で す が 、 歴 史 と いう 文 
法 の 上 、 歴 史 を 支配 し た 原則 の 
内 側 で 、 こ の サイ クル を 戦わ せ 
る と いう の が 、 ヒ スト リカ ル で 
あり 、 シミ ュ レ ーション で ある 、 
と 思い ます ね 。 

















シミ ュ レ ーション の 障壁 


ー 守 枯 。 めき 呈 ビー きめ 
ゲー ム は 、 そ の 面白 さ を 生 お 構 
造 自体 が 、 障 壁 に な っ て いる 普 
分 も あり ます 。 い ろ ん な 興味 が 
重 災 ら な いと ど と 。 シ ミュ レー ショ 








元 シ ミュ レイ ター 編集 長 。 氏 の 歴史 と ゲー ム に 対す る 熱い 思い と 、 そ の 鋭い 分 析 力 は 人 
気 が 高 く 、 ゲ ー ム プレ イ の 中 で も 強 さ と し て 発揮 され 「 軍 神 」 と 呼ば れる 。 著 書 は 「 見 敵 
必 温 」( 国際 通信 社 ) な ど 。 業 界 復帰 を 願い た い 方 で ある 。 


ン ゲ ー ム まで 到達 し な いん で 
す 。 歴史 に 対す る 興味 で ある と 
か 、 ゲ ー ム に 対す る 興味 、 あ る 
い は 勝負 事 へ の 興味 と いっ た 、 
そう いう 興味 関心 の 円 が 重なっ 
た 、 中 心 の 部 分 の 人 間 が 残っ て 
いく と いう 趣味 な の か も し れ ま 
せん 。 ベ ン 図 の ど 真 ん 中 の 人 の 
趣味 と いう 部 分 で すね 。 

で も これ は 、 逆 に 言え ば 、 シ 
き ミュ レー ジョ ンジ ゲ ダーム どい うめ の 
は 、 必 ず し も ゲー ム か ら 人 入ら な 
く て も よい 、 と いう こと で も あ 
ES 

例え ば 戦史 を 本 で 読ん で いて 
も 、「 直 回 する 」 と か 、「 和 突破 し 
て 後方 に 回 る 」 と か 、 そ れ が 実 
際 に どう いう と と な の か っ て い 
う の は 分 か り に くい ん で すね 。 
これ と いう の は 、 映 画 で も や っ 
ぱり 表現 し に くい 。 で も を 実際 に 
ゲー ム で 駒 を 動か し て みる と 、 
「 る ほど と うい りう だ と が が 」 と 
理解 で きま す 。 こ うす る と 相手 
は 困る し 、 効 果 的 な ん だ と いう 
の 2 が)、 す で 錠 が か る ん で す よ 。 し 
か も 、 ゲ ー ム で すか ら 、 実 感 と 
し て 得 ら れる ん で すね 。 

も う ひ と つづ 言え ば 、 最 初 に 「 状 
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況 の 把握 」「 分 析 」「 判 断 」「 決 
断 」 と いう サイ クル の 話 を し ま 
し た が 、 対人 ゲー ム と いう の は 、 
対戦 相手 の こと を 考え な いと 勝 
て ませ ん 。 相手 が 何 を 嫌がる か 、 
必死 で 考え る わけ で す ( 笑 ) 
な の で 、 普 段 の 生活 で は 、 そ の 
反対 を 考え れ ば いい ん で す よ 。 
そう いう 、 和 想像 力 に 磨き を か け 
る 趣味 で も ある ん で す 。 


想像 力 の 重要 性 


記 避 柚 


立正 百 ・ 吾 澤 


芝 培 


ずい ぶん 前 か ら 、 い じ め な ど 
の 事件 が 社会 的 に 問題 に な っ て 
いま す が 、 こ うい う の は 、 想 像 
力 を 持た な い 人 が 、 短 絡 的 に よ 
り 良 い ポ ジ シ ョ ン を 確保 し よう 
と する か ら 起 こる ん で す 。 き ち 
ん と し た 想像 力 が 持て れ ば 、 そ 
うい うと と は し な いで す よ 。 ま 
あ 、 ゲ ー ム の 場合 は 相手 の 翌 点 
を 突く ん だ けど ( 笑 ) 

戦争 の 平和 利用 が 、 
ルー サッ ツゲ ー ム で あま 。 ジミ ュ 
レー ショ ン ゲ ー ム を 通じ て 歴史 
を 考え る 心 を 養い 、 相 手 の こ と 
を 想像 する 力 を 磨く 、 そ うい う 
人 が 増え て いけ ば 、 世 の 中 、 も っ 
と 良く な っ て いき ます よ 。 





Nm 厨 S HNHZS 


立 恒 外 千 


RESEI の | 


2 が 二 っ 


IE 


7g //// 選 0074 


ケー に ので 央 切な 引 ど は 





デー ヽ ヽ いり! ロ \! 


初心 者 に 向け た ゲー ム 


『 日 本 機動 部 隊 』 は 、 当時 エ ポ ッ 
ク 祉 か ら 出 て いた ゲー ム な ん で 
す が 、 明 確 に 初心 者 に 向け て 
作っ た 作品 で す 。 

最初 に 出し た シリ ー ズ に も 初 
心 者 向け に 作ら れ た ゲー ム は 何 
本 か あっ た ん で す が 、「 ど の 作 
品 も 難し い 」 と いう 意見 が ユー 
ザー か ら 寄 せら れ た の で 、 も っ 
と も っ と 初心 者 を 意識 し た 作品 
が 必要 だ 、 と いう と と に な っ た 
ん で す 。 

た だ し 、 初 心 者 向け と は 言っ 
て も 、 ゲ ー ム その も の を 簡略 化 
じ し で そし まう めで は ほ は なく 、 ルー 江 
を 段階 的 に 理解 で きる よう な 構 
成 に する とこ と を 考え まし た 。 





複雑 に な り が ちな 「 空 母 戦 」 


そもそも 空母 戦 の ゲー ム と い 
う の は 、 結 構 厄 介 な ん で す 。 大 
きく 見 て 、 空 対 艦 ・ 空 対空 ・ 艦 
対 艦 と いう 形 で 、 ま っ た く 違 っ 
た 戦闘 が 3 つ あ る 。 こ れ ら は そ 
れ ぞ れ 別 の ルー ル で 処理 し な く 
て は な り ま せん 。 と の あたり 、 
戦闘 ルー ル が 1 つ あ れ ば だ いた 


未だ 現役 の 作家 ・ ゲ ー ム デザ イナ ー。 日 本 で 初め て ゲー ム デ ザイ ナー の 肩書 き を 成立 し 
た と され 、 シ ミュ レー ショ ン ゲ ー ム の 普及 に 携わっ た 第 一 人 者 で ある 事 は 間違い な い 。 言 
うま で も な く 「 日 本 機動 部 隊 」 の ゲーム デザ イナ ー で ある 。 


い 片 が つく 陸戦 と は 大 き な 違 い 
で すね 。 

だ か ら と いう わけ で は あり ま 
せん が 、 ル ー ル を シン プル に す 
る よう に 努力 し た 部 分 は あり ま 
す 。 そ の 傾向 が 強く 出 て いる の 
は 、 索 敵 で すね 。 

空母 戦は 索敵 が 非常 に 重要 で 
す が 、 こ こと に は 「 敵 は どこ に い 
る の か 分 か ら な い 」「 索 敵 し て 
得 ら れ た 結果 が 正しい と は 限ら 
な い 」 と いう 不 確 実 性 が あり ま 
す 。 前 者 は 言う まで も あり ませ 
ん が 、 後 者 に し て も 史実 で は タ 
ンカ ー を 空母 と 誤認 し て いた り 
し ます か ら ね 。 

この 2 つ を 理想 的 に 満た す た 
め に は 、 第 三 者 が アン パイ ア に 
な っ て 、 2 枚 の 地図 と つい た て 
を 用 意 す る の が 一 番 な ん で す 
が 、 こ と これ を や る と 、 3 人 いな い 
と が 一 が 人 衝 大 くる 外 コ て し 境 
う 。 初 心 者 向け と いう こと を 考 
えた と き 、 こ れ は あま り 良 く な 
いで す よ ね 。 


カタ ログ と 実戦 の 差 


一 方 で 、 シ ンプ ル と いう 点 で 
は 、 空 対 艦 の 部 分 も そう 思え る 








か も し れ ま せん 。『 日 本 機動 部 
隊 』 で は 、 艦 載 機 に よる 航続 距 
離 の 差 は な いん で す 。 戦 闘 力 の 
差 は あり ます が 、 空 母 に と っ て 
の いわ ば 「 射 程 」 は 、 日 米 と も 
同じ で す 。 零 戦 と F4F の 航続 距 
離 の 差 を 考え る と 、 こ れ は お か 
し い 、 正 確 で は な いと 思う か も 
し れ ま せん 。 

で も と れ は 、 ゲ ー ム を シン プ 
ル に し た か っ た か ら 距 離 を 同じ 
に し た 、 と いう わけ で は な いん 
の 。 

戦記 や 体験 記 オ な どか ら 当 時 の 
空母 の 運用 方 法 を 調べ て みる 
と 、 日 米 と も な る べく 敵艦 に 近 
づい て 攻撃 隊 を 飛ば し て いる ん 
で すね 。 現 代 に 比べ れ は ば 無線 も 
レー ダー も 未 発達 な 時 代 で すか 
ら 、 そ う で な いと 攻撃 隊 が 帰っ 
て と れ な いん で す 。 ア ウト レン 
ジ 作 戦 な ん て の は 鍛 余 の 策 で 
あっ て 、 現 実 的 で は あり ませ ん 
守 し た 。 そ れ を 考え る と 、 カ タ 
ログ 上 の 航続 距離 差 な ん て の も 
の は 、 意 味 を 成 さ な いわ け で す 。 

と ここ が 、『 日 本 機動 部 隊 』 の 
か を つの ポイ ント で す 。 ユラ ニッ 
ト や ルー ル に は 艦艇 や 航空 機 の 
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スペ ッ ク が 数 値 化 され て いま す 
が 、 こ の 数 値 に は 当時 の 運用 方 
法 ま で 含ま れ て いる ん で す 。 兵 
器 は 運用 方 法 、 つ まり ドク トリ 
ン に よっ て 、 そ の 性 能 が どれ く 
らい 発揮 で きる か が 変わ り ま す 
か ら 、 そ こま で 含め た 数 値 評価 
を し な く て は いけ ませ ん 。 
そし て 最後 に 。 モ ュー マン ・ 
ジア の ダー と し で こ サ ガロ だ 
よる 乱数 が 加わ る 。 人間 の や る 
こと で すか ら 、 訓 練 よ り 上 手 く 
いく こと と も あれ ば 、 十 分 に 実力 
が 発揮 で き な い こと だ っ て あり 
ます 。 そ こ は 乱 数 で すね 。 
結果 、 プ レイ ヤー は ルー ル を 
活用 し て 、 ゲ ー ム と し て の 勝利 
を 目指 すこ と で 、 そ れ が 自然 と 
当時 の 艦隊 や 空母 攻撃 隊 運 用 に 
お いて 「 そ う も あり 得 た 運用 」 
に な り ま す 。「『 日 本 機動 部 隊 』 
は 、 当 時 の 指揮 官 の 立場 に な る 
ゲー ム だ 」 と いう 評価 が あり ま 
す が 、 比 較 的 当たっ て いる と 思 
いま す よ 。 


「 面 白い 」 と いう 感覚 を 磨く 


最も 大 事 な の は 、 初 心 者 用 で 
ある と か 、 空 母 戦 で ある と か い 
う 以 前 に 、「 ゲ ー ム と し て 面白 
い 」 ど いう と と な ん で す 。 そ の 
上 で シス テム が 理解 し や すく 、 
ゲー ム バ ラン ス も 良い 、 こ れ が 
理想 で す 。 

ゲー ム を 作る と き に は 、 面 


白 さ を 形 に する の が 大 事 で す 。 
デー マ を 形 に する の は 、 第 一 で 
は な いん で す 。 テ ー マ を 形 に す 
る だ け で あれ ば 、「 〇 〇 を し て 
紅い 島 導 ぬ | 1 災 炎 を し 六 ぐ で 
は いけ な い 」 と いっ た 、 史 実 を 
再現 する た め の 特 殊 ル ー ル を 詰 
め 込 ん だ ゲー ム を 作れ ば いい 。 

で も 私 は 、 そ うい う 何 か を 禁 
止 する だ け の ルー ル が 多い ゲー 
ム は 嫌い な ん で す よ 。 テ ー マ を 
形 に する の は 、 面 白 さ を 形 に し 
た 、 そ の 後 の こ と で す 。 

で は 面白 さと は 何かと いう こ 
と に な り ま す が 、 こ れ は も う 、 
それ ぞ れ の デザ イナ ー の 主観 で 
す よ 。 デ ザイ ナー が 自分 で 友 く 
さん ゲー ム を 遊ぶ こと で 獲得 し 
て きた 、「 と これ は 面白 い 」「 こ とこ れ 
は つま ら な い 」 と いう 経験 の 、 
積み 重ね で す 。 そ の 「 面 白い 」 
と いう 感覚 を 、 い か に 磨く か な 
ん で す 。 

を し て を を で な 、 ゲ ダー ム を 騙 
側 と し て の 面白 さと 、 ゲ ー ム デ 
ザイ ン の 面白 さ を 混同 し て は い 
け な い と いう こと も を 大切 で す 。 
「 日 本 機動 部 隊 」 を 作っ た と き 
で 言え ば 、 私 と し て は 「 ス ラバ 
や ヤ 沖 海戦 」 の シナ リオ が 面白 い 
と 感じ まし た 。 敵 が ラン ダム で 
動く 、 ソ ロ プ レイ 用 の シナ リオ 
まこ 

で も こと これ は ほ 、 ゲ ー ム デザ イ 
汰 一 と し で 面 自 ゆ ど 思っ だ 、 と 





いう こと こと で す 。 い くら 私 が スラ 
バ ヤ 沖 シ ナリ オ が 面白 いと 思っ 
て も 、『 日 本 機動 部 隊 』」 全 体 を 
1 ん で プイ で きる ゲー ム と し 
て デザ イツ する か と いえ ば 、 そ 
ん な こと と は あり ませ ん 。 ゲ ー ム 
デザ イン の 面白 さと 、 ゲ ー ム を 
遊ぶ 面白 さ は 、 別 な の で すか ら 。 





ゲー ム と し て 面白 いこ と 


『 日 本 機動 部 隊 』 は アナ ログ の 
ゲー ム で す が 、 今 言っ た こと は 、 
デジ タル の ゲー ム に も 共通 する 
部 分 が ある と 思っ て いま す 。 
最近 、 携 帯電 話 の ゲー ム を 通 
じ て 、 デ ジタル グー ム を 遊ぶ 人 
口 が 急激 に 増え て いま す 。 こ れ 
は つま り 、 よ り 絞 り 込 ん だ ター 
ゲッ ト に 向かっ て ゲー ム を 作っ 
て も 、 一 定数 の 市 場 が 確保 で き 
る 可能 性 が 高まっ た こと を 意味 
し で いす 。 で は 、 そ ぞう や っ て 
増え た 人 口 を 含ん だ 市 場 に 向 
か っ て 、 ど ん な ゲー ム を 作れ ば 
いい の か 。 普段 ゲー ム を し な い 
人 た ち を 意識 し た ルー ル 、 難 し 
い ゲ ー ム は 遊ば な い 人 の こと を 
考え た シス テム …… い ろ い ろ あ 
り 得 ます が 、 や っ ぱり 、 大 原則 
は 同じ だ と 思う ん で すね 。 
ゲー ム な ん だ か か ら 、 表 ず ゲ ー 
ム と し て 面白 く な くち ゃ いけ な 
い 。 そそ と を 外さ まな いと と が 、 一 
番 大 事 な ん で す 。 
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日 本 機動 部 隊 と の 出会い 


子供 の 頃 、 ふ と 手 に し た て エ 
ポッ ク 社 の 『 日 本 機動 部 隊 』 を 
購入 する 事 と な っ た 。 話し は そ 
こ か ら 始 まる 。 特 に 空母 が 好き 
症 つ だ 科 び が で も な く 、 疫 し の 。 
ドイ ツ の 戦艦 や 日 本 の 重 巡洋艦 
の フォ ルム に 惹か れ て いた 。 子 
供 心 に も 、 や は り 格 好 が よい 方 
に 興味 が 向かう も の だ 。 

空母 の プラ モデ ル を 見 る 限 
り 、 の っ ぺり し た 甲板 が 弱 そう 
に 見 え 、 興 味 や 感心 は わか な 
が か っ た だ た 。 で て その頃 SE アニメ に だ 登 
場 し て いた 空母 は と いう と 、 三 
段 空 母 だ っ た り 、 甲 板 が ひっ く 
り 返 っ て 戦艦 へ 変身 し た り 、 は 
と また 潜水 艦 に 化け た り 、 そ ん 
な 派手 な ギミック が 施さ れ て い 
た 。 そ の まま で は 、 か 弱い 物体 
に し か 描写 で き な か っ た の で あ 
ち う が 

「 連 合 艦隊 」 と いう 言葉 に は 
あこ が れ を 感じ て いた 。 そ の 言 
葉 か ら 強 い 存 在 感 を イメ ー ジ で 
きた か ら だ 。 そ うし で 日 本 機 
動 部 隊 」 と いう 言葉 を 目 に し た 
時 、 そ れ に 通じ る 何 か を 感じ た 。 
前 者 が 強 さ を イメ ー ジ する な 
ら 、 後 者 は スマ ー ト な カッ コ よ 
さだ ど 言 っ だ と と ろ で ある 。 

そん な こん な で 「 空 母 」 と い 

















う 言 葉 が 持つ 弱き イメ ー ジ は 打 
ち 消 され 、『 日 本 機動 部 隊 』 を 
購入 する 事 と な る 。 何 か 新しい 
ホビ ー を 探し 回 り 、 仲 間 に ア 
ビ ピール し た い 年 頃 で も あっ た こ 
と も を 後押し し た か も し れ な い 。 








空母 の 魅力 か ら 


この 書 で も ご 紹介 の 通り 、 
ゲー ム ほ は ステップ アッ タプ 式 め 
ルー ル と あっ て 、 そ の 世界 へ 溶 
け 込 む 事 に 時 間 は か か ら な か っ 
た 。 む お しろ ゲー ム を 理解 する た 
め に 、 い ろ ん な 勉強 が で きた も 
の で ある 。 

例え ば 、『 日 本 機動 部 隊 』 の 
甲板 チャ ー ト か ら 航 空 隊 の ロー 
テー ショ ン 管 理 を 学べ 、 甲 板 や 
格納 庫 、 エ レベ ー タ ー の 意味 を 
知る 事 で 空母 の 構造 が 理解 で き 
た 。 ま た 上 空 直 援 や 攻撃 隊 、 索 
敵 な どの ルー ル か ら 空 母 戦 の シ 
ステ ム 全 体 を 学べ た 。 

すず 入 は を 信 症 る つう 。 エー 
ター の ギミック や 、 甲 板 に 並ぶ 
航空 機 の 次 が 、 な ん と も 魅力 的 
に 映っ て くる で は な いか 。 空母 
の 魅力 が 理解 で きた 事 で 、 次 に 
歴史 を 学び 、 作 戦 を 練る 楽し み 
へ ペ ど そう し て 刻 が っ て 行け た の 
で ある 。 ゲ ー ム か ら 趣 味 の 世界 
は より 深く 、 よ り 広 く な っ て 
Me き 活 。 


日 本 機動 部 隊 と の 出会い か ら 空 母 決 戦 ま で 


空母 決戦 へ 


子供 の 頃 の こう し た 経験 が な 
か っ た ら 、 も し か し た ら 「『 空 母 
決戦 』 は 登場 し な か っ た か も し 
れ な い 。 と の ゲー ム を 作る と まき 、 
巡 岐 多 ー レー ツン ダーム な ほぼ 
衰 退 し て いて 、PC ゲー ム の 売 
り 場 すら 絶滅 し そう な 勢い で 
あっ た 。 

閑 し くも あっ た の だ が 、 一 
ユー ザー と し て 見 て いて も 、 当 
時 出 て いた ゲー ム と いう の は 敷 
居 が 高 す ず ぎ た 。 そ れ ま で 遊ん で 
きた 身 で あっ て も 途中 で 投げ 出 
し て いる も の ば か り だ っ た の だ 
か ら 、 こ れ は 仕方 が な い 結 末 だ 
な 、 と は 感じ て いた 。 敷居 が 高 
いと いう の は 、 要 求 さ れる プレ 
イ 時 間 そ の も の が 、 趣 味 へ 費 や 
せる 時 間 以 上 の も の で あっ た 
り 、 そ も そ も 多 大 な 予備 知識 が 
な い ど プレ イ で き な か っ た り 、 
そう いう 類 の も の で ある 。 

『 日 本 機動 部 隊 』 を 始め た 時 
は 、 ゲー ム か ら 歴 史 を 学ん だ り 、 
0 ジイ ー 2 ググ ー ムペ 
持ち 込め た り し た の で ある が 、 
そ で ぞう ならない の だ 。 な し ろ る ゲー 
ム を 開始 する まで の 道のり が 長 
すき る 。 楽し お まで に 計ら す 、 
途中 で 挫折 する 。 こ れ で は ユー 
ザー も 増え な いし 、 ほ ん の 一 部 


旧 6 記 7 ば /// 


の コア な ユー ザー だ は け の 世界 に 
縮 び の も うな づけ る 。 

だ か ら こ そる そ 趣味 の 間口 商品 と 
し て 、 子 供 の 頃 『 日 本 機動 部 隊 』 
か ら 歩 め た 道 に 変わ る も の を 作 
り た か っ た の で ある 。 これ が 『 空 
母 決戦 』 を 作っ て いく 上 で の 原 
動力 で あっ た 。 














この 書 を つく る 意義 


この 国 日 本 で は 、 未 だ に ゲー 
ム と いう と 、 文 化 と いう 線上 に 
お いて 一 段 も 二 段 も 低く 見 られ 
が ち で ある 。 ゲ ー ム は 子供 の 遊 
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び 事 。 未だ こう し た 認識 を 持つ 、 
お 堅い 方 々 は 意外 と 多い 。 こ ん 
な 世情 で ある か ら か 、 い い 年 し 
た 大 人 に な る と 、 趣 味 が ゲー ム 
と は 言い 難い 方 も 多い だ ろう 。 
だ が 本 来 、 歴 史 と ゲー ム は 相 
性 の よい 趣味 で ある 。 お 互い が 
深く 繋が り 、 世 界 を 広げ て くれ 
る アイ テム な の だ 。 こ の 事 は 
堂々 と 表現 し て も よい の で は な 
い だ ろ うか 。 周囲 に 迷惑 を か け 
る 事 な く 、 歴 史 の 可能 性 を 体験 
する 事 が で き 、 反 省 点 も 見 えて 
くる 。 こ ん な に 素晴らし い 趣 味 
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が 他 に ある の だ ろう か 。 そ の 事 
を お 伝え し た く 、 本 書 の 制作 と 
な っ た 。 


末尾 で は ご ざい ます が 、 本 書 
の 制作 に あたり 多大 な る ご 協力 
Me し た だ た 205 き ぎっ レイ 

ー 誌 関係 各位 、 そ し て その 志 
PP ロマ ンド ママ 深 
ジン 編集 部 、 ま た この 企画 へ 参 
加 し て いた だ いた ライ ター 陣 へ 
対し まし て 心 よ り 感 謝 し 、 こ の 
活動 を 続け て いく 事 を 誓い 、 こ 


こ に 記す 。 (谷村 勝一 郎 ) 
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太平 洋 戦争 に お ける 海戦 の 本 負 
質 を 考え て デザ イン し まし た 。 
初心 者 か ら 上 級 者 まで 、 

軽 に 空母 戦 の 醍醐 味 が 味 わ 
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